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プロローグ




　宝石と、宝石に愛された彼女の話。




　　　　　＊




　リリリリ、と枕もとの時計がけたたましく鳴り響いて、クリューは目を覚ました。

　ああ、騒がしい。覚悟を決めて起き上がると、鏡の自分と目が合った。

　肩に触れて落ちる栗くり色いろの長い髪はあちこちに飛び跳ね、また大きいだけが取り柄の瞳はいたく眠そうに揺らいでいる。

「……おあよう」

　誰もいない部屋へと呟つぶやいた言葉は欠伸あくびに紛れた。これはいけない。大きく首を振って無理やり睡魔を飛ばし、ベッドから飛び降りる。

　すると寝間着の裾から、ころりん、と二つ、いや三つの宝石が転げ出た。

　どうやら眠っている間に『吐いた』ようだ。

　一つは赤く、一つは青く。そして一つは緑色をしたそれらをすべて拾い上げると、クリューはハンガーに掛かったエプロンのポケットへそっとしまい込んだ。

　――『スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニク』従業員、クリューの一日の始まりである。
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　リアフィアット市は大陸東部に位置する、ルカー街道の宿場町として栄えた中程度の街である。

　年間を通して温暖な気候から、多種多様な果物・花か卉きの産地としても知られているその街は、魔女協会の支部こそないけれど警察局の治安維持活動は非常に優秀で、未解決の事件はゼロに等しく、とても暮らしやすい土地だ。

　そんな街の片隅に、店員二名の小さな宝石店があった。――『スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニク』。

　――店の二階は居住区域になっていて、従業員クリューの居住している部屋もまた、そこにある。

　部屋の目の前にある階段を下りて、一枚のドアを開けるとそこはもう、店内だ。

「おはようございまあす」

　身支度と食事を済ませ、仕事場へ。今日の衣装は、シンプルな丸襟ブラウスと春色のフレアスカート、紺色の薄手のカーディガン。

　カーディガンは上から二番目のボタンだけが花の形を模していて、クリューのお気に入りの一枚だ。が、以前それを店主に自慢したところ、彼は胸元をじろじろ眺めたあと鼻で笑い、「さすがの俺もまな板に欲情するほど飢えてねェな」などとのたまったので、それ以来、店主に対しファッションに関することを言うのはやめた。

　あとはいつものように髪を三角巾でまとめ、エプロンを掛けている。それほど飾り気のない格好だが、唯一アクセサリーとして右耳を彩る赤いイヤリングは、店主が以前「これはお前に」と作ってくれたものだ。

　店主と店内に向けたクリューの挨拶は、今度こそ微睡まどろみに溶けることはなかった、が。

「……あれ、スプートニクさん？」

　件くだんの店主の姿は店内のどこにもなかった。宝石加工室のドアも施錠されたままになっているあたり、そこにいるというわけではないようである。

　となると寝坊か、遅刻か。

　店主の居住部屋もやはり店の二階になっている。開店時刻十分前になっても下りてこないようなら、部屋まで起こしに行こう。そう決めて、クリューは開店準備にかかった。

　まず入口の鍵を開け、扉に掛かった『閉店』の札をひっくり返して『準備中』に。

　それから窓を開いて空気を入れ替え、宝石ケースに掛かった布を剥はぎ取る。ケースと内部の陳列に問題がないことを確認すると、クリューは布をくるくるまとめて棚の下にしまい込んだ。すべての宝石ケースから布を取り、それからレジカウンターの開錠番号を――

　と、そのとき。

　先ほど鍵を開けたばかりの入口で、ドアベルが鳴った。『準備中』の札も掛けてあるし、そもそも店主すらまだ下りてきていないというのに――

　慌てて入口の方を振り向く。そしてできる限りの明るい笑顔で、いつもの挨拶を口にした。

「スプートニク宝石店へいらっしゃいませ！　すみませんお客様、今はまだ営業時間外で――」

　しかし。

「俺だ」

　と短く言ったその人は、客ではなかった。

　すらりと高い身長と、整った顔立ち。通った鼻筋とやや下がった目尻は甘く色気すら滲にじんでおり、つまるところその人の外見とは『女性に好まれるそれ』である。入口にもたれるように立っていたのは、この店の主あるじである、スプートニクであった。

　しかし一体どこで何をしてきたのか、今朝の彼の灰の瞳はなぜか焦点が合っていない。頬ほおは青白く、やや乱れた黒髪からは若干の疲れをはらんでいるように見受けられた。

　不思議に思いながらも歩み寄る、が、

「え、お、おかえりなさい、スプートニクさん。なんでこんな時間に、ってお酒くさっ！」

　鼻をつくひどい酒臭さに思わず足を止め、顔をしかめた。

　そんな彼女の様子にはかまわず、彼は不安定な足取りのまま彼女の脇を過ぎていく。クリューは慌てて後を追った。

「こんな時間まで一体どこに――」

　けれどそこで言葉を切ったのは、彼の纏まとったアルコールの匂いの中に、別のものが混じっていることに気が付いたからだ。

　女物の、香水の匂い。

「酒の匂いがするんなら、酒場に決まってるだろう」

「お一人でですか。こんな時間まで？」

「俺が誰と酒を酌み交わそうと俺の勝手だ」

　けんもほろろな回答に、クリューの頬が思わず膨れる。

「お店のお金をあまり交際費として使い込まれると困ります」

「安心しろ。出納は俺の財布だ」

　つまるところ、この一晩の出来事について詳細を話す気はないらしい。クリューの機嫌はさらに悪くなり、頬はますます膨れていく。

　それに気付いたわけではないだろうが、スプートニクは歩を止め、くるりと振り返った。

「いいかクー、俺は今から昼まで寝る。客が来たら適当に接客しとけ。もし俺に用のある奴やつが来たら、店主は買付で留守だと伝えろ」

　まったく嘘うそばかり並べ立てる店主である。クリューは「了承できかねます」と答えようとした――がそれより一瞬早く、彼は彼女から視線を外すと虚空を見上げた。

「ああ、そうだ、買付で思い出した。今日はどうした？」

　修飾部に欠如ある質問。けれどそれが何を示すのか、クリューにはわかっていた。彼女自身の『体質』の話だ。

「……三つ、です」

　クリューは低い声で答えると、エプロンのポケットから、折り畳んだ白い布を取り出した。開くとそこには、起き抜けにベッドで拾ったあの宝石が収められている。

「そうか。ふうん」

　スプートニクは宝石を布ごと受け取ると、まだ加工されていない赤色のそれを明かりに透かして眺めてから、にっこりと笑った。そこに酒の名残は一切なく、また少年のように無邪気なもので、クリューは思わずどきりとしてしまう。

　やがて彼は腕を下ろすと、残りの二つを手のひらの上で転がしながら、呟つぶやいた。

「今日のはなかなかの上玉だな」

「そうなんですか」

「傷がなく、大きさもそこそこで、純度が高い。加工のし甲が斐いがある。今日はいいのを『創った』な」

　そして節の目立つ長い指が、彼女の頭を撫なでた。

　――彼女の不思議な『体質』。それは、宝石を体内に創るというものだった。

　ルビーやサファイア、ペリドット、エメラルド、ガーネット……多種多様の。体内で生成されたそれを、クリューは一日に数個、口から吐くのである。

　仕組みは彼女自身にもわからない。物心ついたときには既にそういう体質だったし、気付いたときには賊の資金源として飼われていた。襤褸ぼろを着せられアジトの隅に転がされて、食事も碌ろくに与えられず、金が尽きれば腹を殴られ石を吐かされる、そういう毎日だった。

　そんなクリューを助けたのが、当時、旅商人をしていたスプートニクである。

　ある日スプートニクを襲い、しかし哀れにも返り討ちにされた賊らは彼に『慰謝料』を要求され――「出せねェならテメェの内臓二、三個売って金作ってもらってもいいんだぜ？」――、結局彼はアジトにあった金目の物をあらかた略奪していったのだが、その中の一つに『宝石吐きのおんなのこ』、クリューも入っていたというわけである。

　それから時は流れて数年後、資金もそれなりに集まったスプートニクは、このリアフィアット市に、自分の名を冠した小さな宝石店を構えることにするのだが――閑話休題。

　撫でる手の温かさと、優しい声音でかけられた褒め言葉。怒りを忘れ、思わずすべて許してしまいそうになるが、何とかこらえて無理やり顔を上げた。

「だ、駄目ですっ！　そんな言葉で誤ご魔ま化かそうとしたって無駄ですよ、夜の間じゅう酒場でお酒飲んでいたなんていうのは、お仕事さぼっていい理由にはなりません！」

「チッ」

　舌打ちを返すあたり、やはり魂胆はそのあたりにあったようだ。

　さらに言いつのろうとするが、それよりも早く、スプートニクが肩を竦すくめてこう言った。

「心外だな。一晩中酒飲んで遊んでたわけじゃねェよ」

「……そうなんですか？」

「そうとも。――昨晩は宿屋にも行ったなァ」

「スプートニクさん！」

　女物の香水に、宿屋。その意味が理解できないほどクリューも子供ではない。

　頬が熱を帯びるのを自覚しながら名を叫ぶと、スプートニクは声を上げてげらげら笑った。大抵はクリューの反応が面白くて、そうやって意地悪くものを言うのだ。相手にせず流せばいいとわかってはいるのだが、どうにも上手うまくやれない。

　いい加減にしてください、とクリューが怒鳴りかけた――そのとき。

　カランコロン、と、またドアベルの音がした。

　口先まで出かかっていた罵声をぎりぎりで飲み込んで、振り向く。するとそこには、一人の女性が立っていた。

「こんにちは」

　彼女は二人を見ると、落ち着いた、メゾソプラノの声で挨拶をした。

　長い黒髪を簪かんざしでまとめ上げ、カジュアルスーツを着込んだ美しい女性。柔らかい目元からはやや幼い印象も受けるが、紅を塗った唇は非常に大人びており、整ったスタイルや服装とも合わせて、彼女が職業人であることを主張していた。

　――楽しげに笑っていたスプートニクの表情が、彼女の姿を認め一気に曇る。

　彼は心底不快そうに、彼女の名を呼んだ。

「……げ。ナツ」

「げ、とは何よご挨拶ね。ご機嫌いかが？　下げ衆すプートニク」

　ナツ。――彼女は警察局リアフィアット支部に在籍する、女警察官である。

　階級は警部。豊かな胸元やしなやかな見た目とは裏腹に、体術にも優れ、逮捕術では男社会であるはずの警察局内で十本の指に入るとかいう話である。あげた功績も数知れず、敏腕警部として有名だが、どうにもスプートニクとは相性が悪いようだった。

「ああ、おかげさまで開店前から最悪だ。テメェは人の名前を覚えることもできねェのか」

「アンタの名前なんか覚えたところで何の役にも立たないわ、下衆プートニク。ああ、ゲスプートニクって長くて面倒くさいしその分大気が穢けがれるからゲスでいいわよね？　ゲス。ご機嫌いかが？　ゲス」

「わざわざ一文字長くしてんのテメェだろうがバカナツ。何の用だ」

　さっさと帰れ、という視線を隠さずに向けるスプートニク。

　けれど彼女はそれを涼しい顔で受け流し、心外だわ、と言った。

「何の用って、アンタに用はないわ。ただの日課のパトロールよ。――ご機嫌いかが、クリューちゃん？」

　突然話を振られ、クリューは思わず瞬まばたきをした。

　スプートニクのことはともかく、彼女はクリューのことは憎からず思っているようだった。買い物などで街を歩いていても笑顔で挨拶をしてくれるし、良い情報――「今日お肉屋さんで五時からコロッケ安売りするんだって！」とか、「あそこの新商品の墨クレープ、ぱっと見ゲテモノっぽいけど意外といけたわよ」とか――があれば教えてくれる。

　賢く強く、社会的地位もあり、性格も明るい彼女のことを、クリュー自身、嫌いではなかった。

「あ、ええと、ぼちぼちです。ナツさんは？」

「それは良かった。私もそれなりよ。今日も可愛かわいいわね、クリューちゃん」

「か、かわ、かわわ、そ、そんなことないです、かわ」

「相手にするな、クー」

　不意に褒められ、思わず紅潮した頬に両手を当てて照れ隠しをする。そんなクリューにスプートニクは呆あきれたようにそう告げると、人さし指の先を真まっ直すぐにナツへ向けた。

「今日も今日とて『パトロォル』ご苦労様だな、警部殿。毎日うちの様子を見に来てくれる礼に一ついいことを教えてやる。アンタのような奴をなんていうか知ってるか？　『御お節せっ介かいババア』って言うんだよ、覚えとけ」

「あら、礼には及ばないわ。私が好きでやっているだけだもの。――あなたのような不ふ埒らちな輩やからから市民の安全を守るためにね」

「ほォう、善良な一般市民を『不埒』呼ばわりするたァさすが有能な女警部さんは違うねェ。俺たちの納めた血税がアンタを食わすことに使われてると思うと涙が出るよ」

「お褒めに与あずかり光栄ね。だけどできればそんな口先だけの敬意より、黙って両手を差し出して頂けた方がずっと嬉うれしいのだけど。手錠が掛けやすくて助かるわ」

「テメェ、ケンカ売ってんのか」

「あら、それはこっちの台詞せりふだわ」

「あ、あの、ケンカは良くないです、お二人とも仲良く、ね？」

　クリューの取り成しは双方ともに完全無視。そして一触即発の睨にらみ合い――

　――しかしそれは長く続かず、先に視線を逸そらしたのは、スプートニクの方だった。

「あぁ、やめたやめた。こんな馬鹿にかまったところで寝る時間がなくなるだけだ」

　そう言い捨てると背を向けて、『従業員専用』と書かれたドアのノブを握った。先ほどクリューが通ってきたのと同じそれ、従業員居住スペースに続くドアである。

「ちょっとスプートニク、話はまだ終わってな――」

「そうだ、クー。シルバーワイヤーがなくなった。あと洗浄剤と研磨剤エメリーも足りないな。俺が起きる前に揃そろえて加工室に放り込んでおけ。それから、俺が自発的に起きてくるまで絶対に起こすなよ」

　ナツの言葉を聞く気は欠片かけらもなかったらしい。早口でそう一方的に言い切ると、ノブを捻ひねってドアを開け、必要最低限の幅だけ開いてするりと身を中に躍らせる。そしてクリューの返事も待たずに勢いよくドアを閉めた。

　バタン、と荒々しい音がして、『従業員専用』の札が大きく揺れた。







２




『ついて回るものスプートニク』。

　かつてこの市に永住を申し出たとき、彼は、永住許可申請書にそう自分の名を書いた。

　ナツはそのときとある事件の捜査を手がけており、重要参考人の申請書の写しを引き取りに市役所へやって来ていて、たまたま彼の書類提出に居合わせた。ちらりと視界に入ったそれへ、そのときは「妙な名だ」としか思わなかったが――

　後日、パトロールの際に出会ったスプートニクへ、世間話の一環として「不思議なお名前ですね」と言ったところ、彼は微笑ほほえんでこう答えたのだ。

　――「ああ、偽名なんで」。

　それ以来、ナツはスプートニクのことを信じていない。




　　　　　＊




　衝撃の名残にゆらゆら揺れる『従業員専用』を眺めながら、ナツはフンと荒い鼻息を吐いた。

　まったく、相変わらず胡う散さん臭くさい男である。

　二人がここに住み着いてから結構な月日が経たつが、クリューはともかくスプートニクの方は、未いまだに正体が知れない。浮かべる笑みには癖があり、吐く言葉にはどれにも裏の意味があるように思えてしまうのは、決して申請書の先入観だけではないはずだ。気のいい街の住人たちは彼もまたここの人間の一人として迎え入れていたが、ナツだけは警戒を解いていなかった。

　クリューの方は、最初こそ人見知りがちでよくスプートニクの後ろに隠れていたものの、今となってはこの街にも溶け込んで、自然に振る舞いよく笑う、年相応の顔を見せている。というのに、彼の方はどうにも――と。

「ふ、ふうう、ふうううっ」

　そのとき妙な声だか音だか、とにかくよくわからないものが耳に入って、ナツは背後を振り返った。

「え？　ク、クリューちゃん？」

「ふううううっ」

　するとそこではクリューが妙なうめき声を上げていた。頬を膨らませ、顔を真っ赤にし、見開いた目には今にも溢あふれそうな涙を溜ため込んで。両手でエプロンの裾を固く握り、天井を見上げ、何かを我慢しているようでもある。

　これはただごとではない。ナツは彼女の肩に手を置いて、真っ直ぐに彼女の目を見つめた。

「どうしたの、気分でも悪い？　大丈夫？」

「だ、だいじょうぶ、で、う、うう、う――うううっ」

　気丈に返事をしようとするが、語尾がうめき声に消えたあたりからしても、大丈夫ではないようだ。みるみるうちに涙は増えて零こぼれ出し、握りしめた拳は震え、やがて我慢のならなくなった彼女が目を固く閉じると、大きな泣き声が店内を満たした。

「う、うええ、うえぇぇえぇぇぇっ」

「よしよし。どうしたの、またあの馬鹿が不埒なことした？」

　肩を抱いて、優しく頭を撫でてやる。

　すると彼女は泣きながらナツに抱き着いて、途切れ途切れに話し出した。

「す、すぷーとにく、さん、帰ってきたの、さっきで、夜じゅうずっと、どこか、出かけた、出かけてた、みたい、で」
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「うん、うん」

「すごい、おさけの匂い、で、おさけ、飲みすぎで、どこ行ってたんですかっ、て、聞いても、適当なこと、しか、ひっ、いわ、いわなくて、だれとって、聞いても、『俺の勝手だ』って、く、クーは、クーはっ、かんけ、ない、って」

　感情が高ぶると、クリューの一人称は『私』から『クー』になる。本人にとってはまったくの無意識下の出来事のようで、何か意味があるわけではないようだが。

　幼子のようにブラウスの袖でぐしぐしと荒く涙を擦こするので、白い頬が赤く傷ついてしまう。見かねたナツがハンカチで涙を拭ってやると、彼女はひいいっ、とまた喉を鳴らして息を吸った。

「しかも、や、宿屋、一緒に、お、おんなのひとと――」

　そして続いたそれを聞いて、ナツは不快に思わず眉をひそめた。

　ナツは、スプートニクとクリューが恋仲ではないことを知っている。が、クリューがあの性悪店主に対し、懸想か恋慕か、またそれに至らずとも近い感情を抱いていることも知っていた。彼女自身がそれを自覚しているのかどうか、あの下衆男がそれに気付いているのかどうかは定かではないけれども、年頃の女の子へ一切の配慮なくそういう発言をするあたり、気付いていようがいまいが非常に許し難く、男の風上にも置けない。

「そ、そんで、今日はお昼まで、お仕事しない、って言って、クーが、そんなのよくないですって、言ってるん、のに、きいて、聞いてくれな、聞いてくれなく、て」

「そっかそっか、相変わらずひどい奴ね」

「そ、そうなんです、ひ、ひど、ひどいんです」

「そういう奴には我慢しないで馬鹿って叫んどきなさい、すっきりするから。スプートニクの馬鹿ー。はい」

「す、スプートニクさんの、ばかぁ」

　さて、怒っているのは職務態度に対してか、それとも別の何かへか。

　しばらく好きなように泣かせてやると、少しは落ち着いたようだった。ナツの貸したハンカチで涙を拭うと、ふうっと大きく息を吐いた。

「ありがとうございます、ナツさん。すっきりしました」

「どういたしまして。あの下衆店主が起きてきたら、きちんと回し蹴りしておきなさいね」

　冗談めかして――八割は本気だが――言うと、楽しそうに笑った。どうやら気分はすっかり良くなったようだ。

　そうして俯うつむき、しばらくくすくす笑ったあと。

　クリューは不意に顔を上げた。

「あ、そうだ、お買い物行かないと……」

「買い物？　ああ、さっきあの馬鹿が言ってた、足りないものがどうとかっていうの？　いいじゃない。起きてきたら自分で行かせれば」

「ええ、まあ、ただのスプートニクさんの我がままならそうするんですけど、お仕事のことですし……あ、だけど窓とかの鍵全部開けちゃったし、防犯装置も切っちゃった。このまま出ていくわけにもいかないんで、諦めます」

　苦笑して、肩を竦めた。確かに大事な店と商品たちを、見張りもなく放置して出かけるわけにはいかないだろう。

　が、残念そうな彼女の面持に、ナツはどうにも放っておけない気持ちになる。

　だからナツは、人さし指を立てて。

「それじゃあ、良かったら私、留守番していてあげるわ。お店始まる前には帰ってきてくれるんでしょう？」

　そんなことを提案すると、クリューはまだ少し潤んでいる瞳で、ぱちくりと瞬きをした。

「いいんですか？」

「お安い御用よ」

　首を傾かしげて笑ってみせる。

　ここ最近はこれといって大きな事件もなく、どうせ局に戻ったところでやることは書類整理くらいだ。一般市民の安心の保全とかいう名目ならば、多少ここで時間を潰したとしても、大した罰は当たらない――スプートニクあたりが聞いたら「たいそう態度のでかい税金泥棒だな」とでも言いそうではあるが――だろう。

「それより、何を買うかは覚えてる？」

「ええっと確か、スプートニクさんが言ってたのは研磨剤とワイヤーと、洗浄剤……あ、あとそうだ、せっかくだからエレンさんのお店にも行ってきます」

「エレンの？」

　エレンの店はパン屋である、宝石の加工に何らかの関係があるとは思えないが――不思議そうにするナツを見て、クリューは困ったように笑うと、潜めた声で「秘密ですよ」と前置きしてからこう言った。

「スプートニクさん、メロンパンが好きなんです。この街に来てからは特に、エレンさんのところのがお気に入りで。起き抜けにコーヒーとエレンさんのお店のメロンパンを用意しておくと、すごく嬉しそうにするんです」

　メロンパンを目の前に、諸もろ手てを上げて喜ぶスプートニク。――想像力の限界がきたようで、脳裏に描いた絵の中にぼかしが入る。

　ナツは額に手を当てながらぼやいた。

「またイメージに合わないものが好きなのね、あいつ」

「メロンパンを肴さかなに清酒飲むのも好きですよ」

　清酒とメロンパンが合うとは到底思えなかったが、あの変わり者のことだ、何を好んでいてもおかしくはない。

「だから、十分から十五分くらいあれば帰ってこられるかな。ええと、今――」

　クリューはエプロンのポケットから小さな時計を取り出して、蓋を開いた。ナツも自分の左手首を見る。針は九時三十分を指していた。この店の開店は、確か十時だったはずだ。

　おずおずとナツを窺うかがう瞳。ナツはにっこり笑って、右手を振った。

「行ってらっしゃいな。急がなくていいから気をつけてね、事故に遭わないように」

「ありがとうございます。すみません、よろしくお願いします」

　言うと彼女は一度奥へ引っ込み、愛用の鞄かばんを肩から下げて戻ってくる。そしてエプロンを脱ぎレジカウンターの椅子へ引っ掛けると、ぺこぺことナツへ二度頭を下げてから、買い物へと出かけていった。

　そうして残されたのは数多あまたの宝石たちと、店の従業員ならざるナツ一人。

　窓際の来客用ソファに腰かけると、ゆったりと体が沈んだ。

「……宿屋、ねえ」

　ソファに腰を埋うずめながら、ナツはぽつりと、呟いた。

　昨晩――いや、今日の朝方までか。酒場ないしは宿屋での、逢あい引びきだか逢おう瀬せだか。クリューには言わなかったが、ナツにはそのことで一つだけ、引っかかるところがあった。

　あの馬鹿は一晩ずっと、『女性の誰か』と宿にいたという。もしやそれは……

　もしや。

　けれどナツは、かぶりを振って、考えるのをやめた。彼女が思考したところで答えの出せることではないからだ。知りたいならば、スプートニク本人に聞くしか方法はない。

　低くなった視界の中で、椅子に無造作に掛けられたエプロンを見やり、次にその持ち主の少女のことを考え、最後に今二階で眠っているのだろう駄目店主のことを思い。そうしてナツは、はぁ、と大きくため息をついた。

　――あの百分の一でもいい。

　彼女のような愛あい嬌きょうが、あの下衆男にあればいいのに。







３




　――俺にはいくつか、目標があってな。




「スプートニクさんのばか。スプートニクさんの、ばぁか」

　資材屋で洗浄剤とワイヤーを買い、研磨剤の取り寄せを依頼したあと、パン屋で買い物を済ませ。店への帰路を歩きながら、クリューは歌うように雇い主の悪口を言っていた。

　とはいえ散々に泣かせてもらったおかげか、もう苛いら立だちはない。ただそのまま許してしまうのは惜しい気がして、だから口先だけでも拗すねていようという腹づもりだ。けれど紙袋からふんわりと立ちのぼる甘い香りには耐えられず、どうにも頬は綻んでしまう。

　先ほどパン屋の店主に「今ちょうど焼きたてなのよ！」と包んでもらったのは、メロンパンが二つとカヌレが三つ。メロンパンは勿もち論ろんスプートニクへのものだが、カヌレは留守番を引き受けてくれたナツへの礼として買った。

　そういえば、今は何時頃だろう。ポケットから時計を取り出して見てみると、針は十時の五分前を指していた。慌てて歩く速度を上げる。資材屋が少々混んでいたせいだ。

　――スプートニク曰いわく、メロンパンは外側と内側の食感がまったく違うところが好きなのだという。

『ときどき、無駄にメロンの果肉とか香料とか仕込んでいるのがあるけど、あれは駄目だ。俺はあれを認めない。何をとち狂ったか中央に生ハムメロン埋め込んでるパン屋もあったな、あのときは暴れそうになった』

　かつて彼女にそう語ったスプートニクは、確かブランデーを瓶から直接飲んでいた。

　彼には人生のうちで成し遂げたい目標がいくつかあるのだそうで、以前、そのうちの二つを教えてもらったことがある。

　一つは旨うまいメロンパンのある街に定住することで、もう一つは、自分の店を持つことだ。

　リアフィアット市に市民登録を済ませ、スプートニク宝石店を構えている今、教えてもらった二つの夢のどちらも叶かなったことになる。

『クリュー。お前の『体質』を使って、俺の願いを叶えてくれ。……それが叶ったときには――』

　その先の言葉を思い出し、クリューはふと視線を落とした。

「どうしてあんな約束、しちゃったのかな」

　吐いた言葉は市場の喧けん噪そうに消えた。

　時折、思う。――スプートニクは、あの約束を覚えているのだろうか？

　店を構え、またこの街での商売が軌道に乗っても、約束について彼が何かを言い出すことはなかった。もし覚えていたらと思うと胸が締めつけられるような思いだったが、それを確認するのは恐ろしかった。二人の間で昔のことが話に上るたび、スプートニクが、「そういえば」と約束について話し出すのでは、と彼女は気が気でなかった。

　確かにかつては望んだけれども、今となっては。

「忘れてるなら、その方が……」

　確かめようのない悩みに、クリューが長いため息をついたとき。

「……んっ」

　不意に喉の奥から、せりあがってくる何かがあった。吐き気とは違う、異物の塊。

　それが何を示すものか、クリューは長年の経験でわかっていた。

「あっ、えっと……」

　まずい。

　慌てて腰に手を当て、スカートのポケットを探るが、いつも持ち歩いているハンカチがない。朝、宝石ごと加工室に置いてきてしまったのだ。これでは隠せるものがない。少し迷ったあと、ひと気のない路地に飛び込んだ。

　ますますひどくなる異物感に、両手で口を押さえる。

　膝を折り、体を丸め。咳せきをすると、指の間からころり、ころりと、二つの石が転げ出た。昼でも薄暗い路地にかろうじて差し込むほんの少しの光を浴びて、鈍く輝く緑の塊。彼女の喉を詰めていた正体はまさしくそれだ。

　軽い虚脱感に襲われながら、拾おうと手を伸ばした、そのとき――

「……え？」

　影が彼女のいる場所を覆った。同時に、聞いたことのない声。

　少し先に、人の足が見えた。

　――顔を上げる。

　驚いたような表情の、見知らぬ男と目が合った。

「あ……」

　あまり柄の良くない男は、足元に転げた宝石と、彼女を交互に眺めていて。

　その目が好奇と欲に彩られるまでにさほどの時間はかからない。

　しまった、とクリューが思ったときには時遅く――

　――――暗転。
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　コンコン、コンコンという何かを打つような小さな音で、スプートニクは目を覚ました。

　はて、何の音だろう。半分以上眠った頭で、瞼まぶたを閉じたまま考える。屋根裏を鼠ねずみでも走っているのだろうか。だとしたら駆除をしないといけないな、そんなことを思うが起き上がる気には到底なれなかった。軽く風呂に入り、ベッドに潜ってから、それほどの時間は経っていないはずだ。一晩かけて摂取した大量のアルコールと睡魔、鼻まで被かぶった毛布は彼が起きることを良しとしない。

　やがて音が、ゴンゴンと先ほどよりも大きなものになる。鼠の大きさではない、となると猫だろうか。正体は知れないが、いずれにせよ安眠妨害である。耳障りに眉を寄せるが、姿なき君はそんなもの気にも留めないだろう。終わらぬ騒音に長くため息をついて、スプートニクは掛け布団を更に引き、頭の先まで被った。すると音も、カーテン越しに差し込んでいた太陽光も遠ざかり、安眠環境が戻ってくる。

　やれやれ、と深く息を吐き、思考することをやめる。意識が遠ざかっていく感覚――

　が。

　今度は別の音が聞こえてきた。

　せっかく張った、掛け布団という名の防音壁すら割って響くそれは、猫よりも重みがあり、固い何かがものを蹴る音――これはすぐにわかった。靴が床を打つ音だ。音の重さからして、恐らくは女だろう。

　足音はどんどん近づいて、やがて彼の眠る寝室まで侵入すると、ベッド脇で止まった。

「起きて」

　ねだるような声がした。予想通り、女の。

　こちらを覗のぞき込む気配がする。しかし、はて、就寝前に床を共にしたのは誰だったか――思い出せない。そもそも就寝前に何をしていたのか自体、こうも寝ね惚ぼけた頭では思い出すのは難しい。女のことを思い出しておかないことには後々面倒なことになるのは経験上わかっていたが、眠気の方が勝った。

　寝返りを打って顔を背けると、女は焦じれたようにもう一度「起きてってば」と繰り返す。掛け布団を少し下げ、重たい瞼を半分だけ上げてそちらを見やると、やはりベッドの脇に女の影があった。うるさい、と吐いたはずの言葉はもごもごと自分でもわかるほどに口の中に消えて、彼女に届いたかどうかも定かではない。

　布団の上から肩を掴つかんで揺さぶり、拗ねたように「起きてよ」と言う。ああ、なんとうるさい女だろう。行動を起こすのは面倒だが、仕方ない。

　こういうときに効率のいい黙らせ方を、スプートニクは知っていた。

　微睡を手放すことをようやく決意すると、彼は軽く半身を起こして、布団から腕を出した。「静かにしろ」と囁ささやいて、彼女の首の後ろに手を回し、頭を引き寄せ口づけを――

　しかし。

「っギャ―――――っっ！」

　鼓膜を破らんとする悲鳴が、彼の目を一気に覚まさせた。

　同時に横面を張り倒され、何が起きたのか一瞬わからず呆ぼう然ぜんとする。が、じんじんと響く左頬の痛みを自覚すると、一気に怒りが湧いた。

　顔を上げ、睨みつける。目の前に立っていたのは知らぬ女――ではなかった。

「何するん――ってお前ナツか！　テメェ何をいきなり寝てる人間の頭引ッ叩ぱたいてんだコラ！　警察呼ぶぞ警察！」

「何するんだはこっちの台詞だし警察が入り用なら私が直々に捜査してやるわよこの変態！　人が何度も何度もドアノックしてるのに起きてこないし――アンタは何、朝から晩まで人襲うことしか考えてないわけ!?　ほんっと畜生みたいな男よね、信じらんない！」

「あーうるせェ黙れ頭に響く！」

　スプートニクの頬を打った右手を胸の前で握りながら、なんとも勝手なことを叫ぶ闖ちん入にゅう者しゃ――ナツへ、彼は隠すことなく文句を吐き捨てた。勿論のこと、こんな女とは一晩たりと契りを交わした覚えはないし、そんなことをするぐらいなら三日三晩ハエの交尾でも眺めていた方が遥はるかに有意義である。

　これはいよいよ眠っていられない。起き上がってベッド脇に腰を下ろし、がりがりと頭を掻かく。大きな欠伸あくびが自然と漏れた。

「……そもそもお前、勝手にずかずか男の部屋へ入ってきておいて、なんだその言い草は。女一人で独身男の部屋入ってきたとあっちゃ、何されたって文句は言えねェだろうよ。まあ安心しろ、お前に手出すくらいなら、その時間使って鼠の駆除でもしてた方がよほど建設的だ」

　睨みつけると、彼女もそのあたりには多少の負い目があったのだろう、少し身を引いた。勢いも削そがれ、視線を虚空に飛ばしながら、ぼそぼそと言い訳がましくこんなことを言う。

「私だってアンタの私生活なんか覗きたくもなかったし、別にこんなとこ、来たくもなかったわ。……だけどね、もう、開店時間なのよ」

　どこか萎しおれた青菜を思い出させるナツの表情。言われて枕もとから腕時計を引き寄せてみると、時計は十時三分を指していた。

　だがしかし、そんなことはわざわざナツに言われるまでもなく対処している。第一、彼女もそのあたりの会話は聞いていたはずだ。

「何を言ってるんだ。店のことなら、さっきクーに――」

「そのクリューちゃんが。帰ってこないのよ」

「何？」

　遮って言われたナツの言葉に、スプートニクの眉が寄った。不快を覚えたわけではない。ただ、珍しいなと思っただけだ。

　あの生真面目な従業員が、開店の時間を忘れてどこかへ出かけてしまうとは。

「どこに行ったんだ、あいつ」

「怒らないであげてよ。三十分くらい前に、あなたに頼まれた買い物に行ってくるって言って出ていって、それっきり帰ってこなくって……でも、さすがに、私がお店開けるわけにもいかないでしょう？」

「まったく、どこで寄り道してるんだ」

　恐らくは資材屋が混んでいるとか、そんなところだろうが。

　リアフィアット市の治安がいくら他に比べていい方だとはいえ、悪漢がまるきりいないとか、善人しかいないとか、そんな夢のような街では決してない。宝石のような貴重品を、農村の野菜と同じように無人販売するのはさすがに無理だ。

　ベッドから立ち上がると、スプートニクは椅子に掛けた上着と、机の上の小箱を取った。気つけ代わりの紙巻き煙草たばこを一本取り出し、咥くわえる。燐寸マッチで火を点つけてゆっくりと吸い、そして同じように時間をかけて白い煙を吐くと、出口に向かって歩き出した。そのあとを一歩遅れて、ナツがついてくる。

　手て櫛ぐしで髪を軽く直しながら部屋のドアを開け、廊下に出て、クリューの部屋の前を通りすぎ。

　そのときふとナツが、思い出したようにこんなことを言った。

「そうだ、スプートニク。一つ訊きいてもいい？」

　問いかけに、無言で返す。それを肯定と取ったか、言葉を続けた。

「あなた昨晩、どこにいたの？」

「ケートンの酒場」

「宿屋にもいたって聞いたわ。ハルカの宿屋？」

　即答すると、更に質問を重ねられた。

　ハルカの宿屋はケートンの酒場の隣にある。酒をよく飲む旅人が利用するのに非常に便利な宿だ。ケートンの酒場で酔い潰れたら店員が回収して勝手にハルカの宿屋へ放り込んでくれる――翌朝、割増の後払いで請求が来る――らしいということも聞いたことがあるが、あそこで潰れるまで飲んだことはないから、実際のところはどうだか知らない。

「最近の警察局は、善良な一般市民の素行調査までするようになったのか。ご苦労なこった」

「否定はしないのね」

　別に誤魔化す気もないからな――とは言わないでおく。

　やはり無言で返すと、彼女はそれ以上、何も言わなかった。何を考えているのか知れないが、今から店の番をしなくてはならないというのに、下手なことを言って妙なことに巻き込まれたいとは思わなかった。

　階段を下り、一階の廊下を進んで店に出る。開店時間を過ぎてはいるが、『準備中』の札を掛けたままにしているせいだろう、店内にまだ客はいない。カウンターから『営業中』の札を取り出すと、入口を開けて外に。待ちぼうけを食わされている客がいなかったことに安あん堵どしながら、『準備中』と差し替えた。

　振り返ると、居心地悪そうにナツが立っていた。もう一度深く息を吸い、紫煙を吐く。カウンター端に隠した灰皿を取り出して灰を落としてから、顎で軽く外を指した。

「お前も仕事に戻れ。あとは俺がやる」

　けれど彼女はそれを良しとしなかった。眉を寄せ、かぶりを振る。

「クリューちゃんが戻ってくるまで待つわよ。心配だもの」

「クーだって馬鹿じゃない。お使いメモをなくしたからって途方に暮れて泣き出すような子供じゃないだろう」

「だけど……」

　唇を尖とがらせて、けれど続ける言葉はないようで口を閉じた。言いたいことはわかる。彼女が約束事を破るなんてそうないことだ。しかしそんなことを論議したところで彼女が現れるわけでもない。スプートニクはそれ以上何も言わず、カウンターの椅子を引いて座る。ナツは少し迷ったあと、来客用のソファに腰かけた。

　――スプートニクが灰皿に煙草を押しつけて消したのと、ちょうど同時に。

　カランカラン、と派手にドアベルが鳴って、誰かが飛び込んできた。客ならそれほど乱暴にドアを開けることはしまい。クリューがようやく帰ってきたのかと思ったが、違った。

「スプートニクさん！」

　店内に転がり込み、彼の名を呼んだのは、彼女と同じ年頃の少女ではあれど、彼の雇った従業員ではなかった。クリューとよく仲良くしている――ええと。名はなんだったか。

「アンナちゃんじゃない。そんなに急いで、どうしたの？」

　驚いたようなナツの声で思い出す。そうだ、アンナだ。三軒隣の、雑貨屋の娘の。

　金髪を振り乱し、息を切らして、今にも泣き出しそうに頬を歪ゆがめている。何に怯おびえているのか青あお褪ざめて――握った拳が小さく震えているのは、もしや、走ってきた疲れからくるものとは違っているのか。

　嫌な予感がスプートニクの腹に生まれる。まさか。

　席を立って歩み寄ったナツへ、アンナは縋すがるように抱き着く。そして顔を上げると引き攣つれた声で、彼の抱いた予感を裏付けた。

「クリューちゃんが……！」
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『本日臨時休業致します』――貼られた一枚の紙に、走り書きされたその言葉。

　一瞬躊躇ためらってから、ナツはゆっくりドアを押し開ける。そこではスプートニクの他に、二人の警察官が待っていた。

　クリュー誘拐の一報から、一時間は経ったろうか。

　アンナ曰く、散歩をしていた彼女の弟がたまたま、気絶したクリューを二人の男がどこかへ連れ去っていくのを見たのだという。何が目的なのかはわからなかったが、犯人たちが、連れ去る際、宝石がどうこうと言っていたのを聞いた、というアンナ弟の証言から、スプートニク宝石店への身代金請求あたりが濃厚な線として挙げられている。

　警察局への連絡は、ナツが居合わせたこともあり早かった。そのおかげで捜査本部の立ち上げから捜索まで迅速な処置が取れているのは、不幸中の幸いだ。

　ナツの姿を認めると、二人は彼女へ敬礼をした。それに目礼だけで返して、早足でスプートニクに近寄る。彼の方は近寄るナツの気配に少しだけ顔を上げたが、すぐにまた視線を床へ戻してしまった。

「……犯人から、連絡は？」

　本来なら聞くべきは彼へでなく、警察官に対してだったが。

　意気消沈の様子のスプートニクを見ると、話しかけずにはいられなかった。

「ない」

　返事は、一言だけ。

　以降は俯いたまま、無表情で、何も言わない。けれどそれは何も思っていないというのとは少し違い、ともすれば溢れてしまいそうな何かの感情を、必死に押し殺しているように見える。さすがの彼も、従業員が攫さらわれたとなれば動揺するのだろう。

　事件に巻き込まれた被害者家族の心情は察するに余りある。それがたとえ傍若無人なスプートニクであってもだ。いや、むしろ、普段それだけ自由にしている彼だからだろう。これだけ静かになられてしまうと、逆に心配だった。憔しょう悴すいして見えるのは、昨晩ほとんど寝ていないから、だけではないはずだ。

　けれどいい報しらせがある。ナツは、不自然にならない程度に明るい声音でスプートニクに話しかけた。

「あのね、スプートニク。クリューちゃんと、彼女を攫った奴らが、街外れの三番倉庫にいるのがわかったの」

「……三番倉庫？」

　どこを見ているのかわからなかった灰の瞳に、焦点が戻った。

　俯いた首がゆっくりと上がり、彼女を映す。まるで、彼女の言葉に一いち縷るの希望を見み出いだしたような――彼もこんな目をするのだと、少し驚く。

　ナツは彼を元気づけるよう、大きく頷うなずいてみせた。

「そう。今、警察局が、犯人に気付かれないよう密ひそかに周りを固めているわ。大丈夫、クリューちゃんはもうすぐ助けられる。だからあなたも、あまり……」

「何分だ」

　気に病まないで、と続けようとしたとき。

　スプートニクが、ぼそりと言った。

「え？」

「警察局が突入、クーの身柄を確保できるまで、あと、何分かかる」

　ああ、なるほど。一刻も早く助けてほしいということか。

　なるべく穏やかな声で、宥なだめるように、答える。

「大丈夫、あと二十分も要らないわ。私たちに任せて。――クリューちゃんは絶対に助け出すから」

　すると彼はおもむろに立ち上がった。のろのろと歩き出す。

　どこに行くのか、と声をかけるまでもなかった。宝石加工室の前で足を止め、

「……加工室にいる」

　ぼそりと、聞き取りにくい声音でそう言うと、ドアノブを捻って中に消えた。ドアを閉じる音もまた、普段のそれより弱々しい。

　警察官二人の、どうするべきか、という視線が彼女を向く。

　ナツは小さくかぶりを振った。

「一人にさせてあげなさい」

　彼の消えていったドア。

　揺れない『宝石加工室』の札から、彼女はそっと目を逸らす。




　――しかしながら。

　後ろ手にドアを閉めると、彼は静かにドアノブから手を離した。

　ゆっくりと顔を上げ、室内を見回す。薄手のカーテンを越えて差し込む光が、部屋中を照らしている。彼の大事な仕事部屋であり、商売道具の眠る場所だ。作業中でない今、テーブルの上はきれいに片付いている。棚に並んだ瓶は、洗浄剤だけが残り少ない。

　細く長く、息を吸う。煙の味がしないことに物足りなさを覚えるが、煙草の脂ヤニで道具を汚すのは嫌だった。

　天井を仰ぎ、思いを馳はせる。

　あの女警部は言っていた。――大丈夫、あと二十分も要らないわ。

「二十分、ねェ――」

　呟く。

　同時に、表情を殺すことをやめた。

　その頬に、抑えきれない笑みが湧く。

　喜びではない。――怒りにだ。

「――五分もあれば、充分だ」

　そして彼は机の上から、愛用の物入れを取り上げる。
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「それにしちゃ、幼児体型すぎるしな」と。

　かつてスプートニクからクリューへ初めてかけられた言葉は、そんな品のないものであった。

　彼が思い浮かべた『それ』とは何だったのかは知らないが、いずれにせよみすぼらしいものと思われたことには間違いない。けれどそれにクリューが怒りを覚えなかったのは、気力も体力もなくしていた彼女にかけられた、久しぶりの『罵声以外の声』だったからだ。

　床に眠っていた――気絶していたのかもしれない――彼女が聞いたその言葉は、当時の彼女にしたらまったく聞いたことのない声だった。けれど背に触れた何者かの手からすればその言葉は彼女にかけられたものであるようで、となれば無視をしていれば賊の誰かに間もなく甚いた振ぶられるのは自明である。瞼を上げ、埃ほこりでざらざらした床から重い頭をゆっくり上げると、端整な顔立ちの青年と目が合った。

　見たことのない顔だった。人に悪印象を与えない、整った小奇麗な服装をしている青年。下げた四角く丈夫な鞄は物売りが重宝するそれで、そのあたりから察するに彼は、旅の商人といったところか。眉を寄せながら「なんだ、このガキ」と訝いぶかしげに言うあたり、口こそそれほど良くないようだが、彼女を捕らえていた賊の仲間というわけでもなさそうだった。

　けれどもこんな賊のアジトに、どうして旅の商人などが。

　襲われ、獲物として捕らえられてきたにしてはその目に恐れはない。服装と荷物にも、傷や欠損はないようだ。

「へ、へへ、兄さん。何かお気に召したものはありましたかい？」

　更に驚いたことに、別の部屋から両手を擦り合わせつつ出てきたのは賊の頭の男だった。どうやらこの青年の機嫌を取ろうとしているようだが――

　片膝をつき、クリューを見ている青年を見ると、男は目を剥むいた。

「そ、そいつはっ」

「おいオッサン、これはなんだ？　ああ、いや、いいや、こいつに聞こう。――はじめまして、嬢ちゃん。俺の言葉がわかるか？」

「はじめ……まして」

　数年ぶりに吐いた、謝罪以外の言葉は、非常に掠かすれたものとなった。

　誰かはわからない。けれど彼女に対する悪意はないようだった。

「おォ、言葉は通じるな。重畳だ」

　クリューの挨拶へ、楽しげに声を上げる青年。それから、名と、年齢と、ここにこうして寝転がっている理由を聞かれた。「まさか『賊のねぐらに侵入して仮眠を取るのが趣味なんです』とは言わないだろう？」と、おどけたように。

　さて、どの質問から答えるべきか――まずは名か。

「……わたし、は」

　しかし言葉は続かなかった。

　遮ったのは、胃か腹か、体の奥からものがせり上がってくる感覚。

「ふ、うっ」

「おい。どうした？」

　苦しげにうめき出した彼女を見て、青年は怪け訝げんそうに眉を寄せた。

　異物感。やがてそれは喉に至り、彼女の食道と気管を詰まらせる。体を折って咳をし、いつものように吐き出そうとするが、今日はいかんせん体力が足りない。昨日、今日と食事を抜かれたせいだ。

　酸欠に意識が遠のいていく。もう駄目かと思ったそのとき、がくん、と体が持ち上がった。

　天に召されるとはこういう感覚か――と思ったがそうではなく、

「軽いな。ちゃんとメシ食ってんのか、お前」

　青年の左腕が、彼女を持ち上げていた。突然かぎ形の格好で宙に浮かされ、頭に血がのぼる。

「悪ィな嬢ちゃん、ちょっと手荒くするぞ」

　早口でそう断ると、青年は、彼女の背中を強く叩いた。

　一度、二度。三度目に背を叩かれたとき、ようやく彼女の喉を塞いでいたものが、埃の床に転げ出た。

　唾液にまみれた、青い宝石。

　――彼が瞠どう目もくしたところを見たのは、後にも先にもその一度だけである。

　肩で息を繰り返すクリューをそっと床に寝かせると、青年は、空いた右手で宝石を取り上げた。

「これは」

　唾液と埃に指が汚れるのにも構わず、彼はそれを明かりに透かした。「見事だ」と称賛を口にして、彼女の額に左手を伸ばし、汗で張りついた前髪を指の腹で取り払う。

「大きさもそこそこで、純度も高い。こりゃあ、なかなかの価値のある宝石だ。加工すれば如何いか様ようにも売れるだろう――なァ、嬢ちゃん。これはどういうことだ？　どうしてアンタ、こんなもの、飲んでたんだ」

　きらきらと灰の目を輝かせながら尋ねてくるその人を見返す。と、彼の肩越しに、狼ろう狽ばいする男の姿が目に入った。

　彼が誰かは知れない、けれどあれの仲間でないのなら。

　クリューは嗄かれたか細い声で、自分のことを、彼に話した。宝石を吐く体質であること。資金源としてその男たちに『飼われ』ていること。

　すべてを聞き終えた青年が、「ほォう」と深く頷いたとき。

「ち、違います！　違うんですよ、兄さん！」

　弾はじかれたように、男が声を上げた。引き攣れた、裏返った声。

　青年は振り返りもせず、ぼそりと呟くように問う。

「何が違う」

「そ、そいつ、俺らの仲間で――それで、ちょっと、そう、き、虚言癖があるんですよ！　俺らの奪った獲物を、朝方、当てつけに飲み込みやがって。その宝石は多分それです、そう、朝からずっと、みんなで、吐け、吐けって何度も言ってたんスよ！　第一、宝石を創るなんて馬鹿げた嘘、兄さんなら信じるわけないッスよねェ!?」

　アハハハ、と、乾いた、焦りの滲む笑いが響く。クリューは彼らの重要な資金源の一つである、手放すのが惜しいのだろう。

　虚言癖、彼らの仲間と言われたところで、悔しいと思う感情も、論を組み立てるだけの気力もクリューにはなかった。だから反論することはしなかった、が。

　青年は何を聞かずとも、自分の中で可能性を取捨選択していたらしい。クリューの肩を掴んで横を向かすと、「失礼」と一言呟いて、彼女の襤褸ぼろのようなシャツを少しだけ持ち上げた。痩せこけた、傷の多い腹が露あらわになる。首と顎、背、肩と足を同じように観察してから、ぽつりと言った。

「腹部の傷には、古いものも多いな。ここ数時間でできたものには到底思えない。ついでに言うと、痣あざは古くも新しくも、多くが腹部に集中している。――さて、アンタたちはどうして腹ばかりを狙って暴行していたんだ？」

「そ、それはっ」

　あのう、その、と視線をあちこちにやりながら言い訳を必死に考えているようだが、青年はもう男に関心を持っていなかった。クリューの、手入れもされていない栗くり色いろの髪を撫でながら、穏やかな声で問いかける。

「大丈夫か、嬢ちゃん」

　悪意なき言葉をかけられたのはいつぶりだろうか。とうに涸かれたと思っていた涙が、頬をぽろぽろ伝っていった。「おォ、泣くな泣くな」とからかうように言われるが、それすら温かい。

「そうだ、食い物を持っていたかな」

　何か食わしてやろう、と彼が鞄の鍵に左手を掛けた――そのときである。

　青年の背後で、男が動き。

　壁に立てかけられている、鉄の長棒を手に取った。

「あっ……！」

「うん？」

　けれど青年はまだ、それに気付いていない。

　助けないと、と思うが体が動かない。腕を持ち上げるのも非常に大儀で、危ない、と全力で上げたはずの声は掠れて消えた。青年のすぐ後ろで、男が瞳孔の開いた目で笑いながら、鉄棒を大きく振りかぶる。

「くっ、くく、食らえェェェェッ！」

「……っ！」

　間もなくやってくるだろう悲劇を見たくなくて、クリューは固く目を閉じた。

　――が。

　いつまで経っても、打撃音は聞こえてこなかった。青年の悲鳴も、また、男の醜い笑い声も。

　目をつむってから、十秒ほど経って。

　違和感に耐え切れなくなったクリューは、恐る恐る瞼を上げた。するとそこには、

「どうした、嬢ちゃん」

　驚くべきことに、先ほどと変わらずにっこりと微笑む、青年の姿があった。

　――頭の上に右手を掲げ、死角から降りてきたはずの鉄棒をいとも簡単に受け止めて。

「さて、と」

　鉄棒を握ったまま、青年はゆっくりと立ち上がる。

　男の体が、面白いようにびくりと跳ねた。

「ヒッ！」

　なんとか鉄棒を取り返し距離を取りたいようだが、はたして細い腕のどこからそんな力が湧いてくるのか、青年に握られた棒はぴくりともしない。男は鉄棒から手を離すと、震える足で後ずさりを始めた。

　ひどく怯えるそれを冷ややかな目で眺めながら、青年は棒で床をカツカツ叩き、わかりきったことを問う。

「これはなんだ？　これは」

「っすす、すみませェェんっ！」

「オイ謝れって言ってねェよ。答えろよ。これでお前は、俺に今、何をしようとした？」

「すっ、すみま、すみませガッ」

　男の謝罪が途切れたのは、青年が鉄棒で男の頭を打ちつけたからだ。力も入れずひょいと振り回したように見えたが、脳のう震しん盪とうを起こしたのか、男はあっさり頽くずおれる。立ち上がろうとしてもよろめいてまた、床に戻ってしまった。

　男が、緩慢な動作で起きて伏してを繰り返す。それを三度ほど眺めたところで、青年は「飽きたな」と言った。

「普段の俺なら、お前は達磨だるまになるところだが――」

　鉄棒を振るって、男の背を打ち。

　短く声を上げてうつ伏せに倒れた男の左腕に、青年は右足を載せる。それから左手の人さし指をクリューに向け、視線は男を見たままで微笑んだ。

「今の俺はすこぶる機嫌がいいから見逃してやる。おいオッサンよォ、『これ』も貰もらっていくぞ。いいな？」

　上機嫌そうに言う青年。その指し示す先を見て、男は目を剥いた。

「そ、それはっ」

「オッサン、アンタ自分の四肢とこのガキ、どっちが惜しい」

　男の表情が、恐怖に歪んだ。それを見た青年の表情が、対照的に嗜し虐ぎゃくに哂わらう。

「まずは左腕だ。五秒以内に答えろ」

「あぁぁぁぁぁぁッ！」

　青年の重心がゆっくりと右足に移動していき、男が悲鳴を上げてまた彼の顔が歪む。今度は痛みにだ。裏返った声で男が「なんでも、なんでも好きなモン持ってきゃいいだろうがよォ！」と叫ぶまで三秒とかからなかった。

「寛大な許可、痛み入る」

　まったく痛み入っていない感謝の言葉。男がほっとした表情を浮かべたのもつかの間、鉄棒がもう一度空を切り、今度は頭を打った。

　すると男は喋しゃべることも、命乞いも、叫ぶことすらしなくなった。死んでしまったのだろうかと思ったが、よくよく見ると顔周りの埃が動いている。ただ伸びているだけのようだ。

　青年は鉄棒をぽいと無造作に放ると、今度はクリューを見、そして先ほどと同じように彼女の脇に片膝を立てて座り込む。そして改めて、挨拶をした。

「おゥ、嬢ちゃん」

「……？」

　すぐに返事はできなかった。目の前で繰り広げられる光景に呆あっ気けに取られていたからだが。

　けれど青年は怒らなかった。起き上がることもできない彼女を殴ることもまたせず、どころか彼女へにっこりと笑いかけると、こんなことを言ったのだ。

「俺はスプートニク、流れの宝石商だ。俺は、アンタを雇おうと思う」




　　　　　＊




「遅ェよ、バカっ」

　耳障りな笑い声が聞こえて、クリューは目を覚ました。

　と同時に、今まで見ていたものがただの夢であったことを知る。クリューの中の古い記憶、昔の夢だった。それはきっと、自分の横たわっている場所のせいだろう。ざらりと埃ほこり臭くさく、砂のようなものが散っている床は、あの場所によく似ていた。まったく、嫌な夢を見たものだ。

　話し声は背中の方から聞こえてくる。体勢を変えようとして、ようやく自分が後ろ手に縛られていることに気が付いた。と同時に、首後ろから後頭部にかけて痛みが走る。

　ここはどこだ。どうしてこんな埃臭い場所にいる。自分はどうして、どうなった？　ぐるりと思考を回転させて、ようやく思い出す。そうだ。

　石を吐いたところを見られたのだ。知らない男に。

　直後後頭部に衝撃を受けて、そのあとは覚えていない。恐らくはそのあと、この、ひと気のない倉庫らしき場所に運ばれたのだろうが。冷たい不快感が腹の底を撫でる。

「悪ィ悪ィ、警官っぽいのがウロウロしててよ。撒まくのに手間がいった」

　どうやら誘拐犯たちは、ようやく仲間と合流したところのようだった。自由にならない四肢を動かして、男たちが視界に入る形までなんとか体勢を変える。三人の男。二人は茶髪で、一人は黒い。

　今来たばかりらしい男の言葉に、仲間の一人――気を失う直前、彼女と目が合い下卑た笑みを浮かべたあの男だ――が、眉をひそめる。

「サツって、まさかここがばれてるってことか？」

「いや、今街中を捜索してるところって感じだな。まだここはばれてないっぽい。だけど気付かれるのは時間の問題だと……お」

　今遅れて来たのは茶髪の男のようで、意識が途切れる直前に彼女と目が合ったのは黒髪だった。消去法として、クリューを殴って昏こん倒とうさせたのは多分もう一人の茶髪だろう。全員同じような、べたつく笑顔を浮かべていた。

「起きたみたいだぞ、そいつ」

　呼応して、三対六つの瞳が彼女を見る。

　と。

　――ぞくり。

「……？」

　自分の奥底が、何かに震えた。

　怯え。けれどそれは目の前の男たちに対する恐怖ではない。もっと違う何か、それはなんだ？　クリューが自身の抱いた得体のしれない恐れに戸惑っていると、遅れてきたほうの男が目の前に座り込んで、彼女を見た。

「宝石を吐くんだってな、嬢ちゃん。俺にも見せてくれよ」

　深い茶色の瞳が彼女を映し、腹の奥で心が何かに対する警鐘を鳴らす。

　自分がこの男たちに誘拐された、という事実はそれほど恐ろしいものとは思わなかった。開店までに店に戻らなければ、留守番役のナツがおかしいと思うだろう。そうなれば間もなく警察局に報告が行く。この街の治安の良さはよく知っていた。

　わかっていた。――それなのに彼女は何かに恐れていた。

　何に？　それが自分にもわからない。

　正体のわからない恐怖感が苛立たしくて、八つ当たり気味に言った。

「……うるさい」

　嫌悪を全面に出して、吐き捨てる。途端、男たちの眉が寄った。

「んだとォ!?」

　そして罵声、悪意を真っ直ぐにぶつけられて、ようやく。

　クリューは、今自分が何に怯えているのか理解した。目の前で唾を飛ばしながら野卑にギャアギャア騒ぐ男たち。自分が怯えているのは、目の前のそれらにではない。

　状況が、よく似ているのだ。

　もっと年とし嵩かさで、野卑で、暴力的で、彼女を虫か豚かと扱った、あの男たちのいたあの場所と。

　よく似ている。――被って見える。

「……違う」

　昔見たあれとは違う。あの男たちはいない。

　いるはずがない！

　思い出と混ざりかけた視界を自覚して、落ち着こうと口に出して否定する。が、

「あァ!?」

　興奮した男が、そう声を上げて自身の言葉をかき消してしまう。

　男の大声からクリューの心に乱れと驚きが生まれる。驚きから始まった混乱は彼女の理性を飲み込まんと少しずつ波を高くする。

　違う。――違う違う違う違う違う！

　落ち着けようと、噛かみ合わない歯を必死に噛む。心の中で絶叫する。あれは――これは――あの男たちではない。自分を人とも思わず『飼って』いたあの男たちではないのに！

　けれど。

　一度開いた傷は閉じることを知らない。

「ああ……あああ」

　生まれた感情は急速に大きくなる。理性が自身を宥めるより早く腹の底の傷は更に破れ、大きくなり、すぐに言葉がわからなくなる。悲鳴の上げ方もわからなくなる。唾液が滴る。

　彼女が自分たちに怯えているのだと『勘違い』した男たちが、汚らしい笑い声を上げる。違うとわかっているのにその声は過去の記憶と混じり合って恐怖の対象そのものになる。

　違う。

　残った少しの理性が彼女に首を上げさせ、あたりを見回させる。理性が「探せ」と警鐘を鳴らす。助けてくれたあの人を探せ。どこに。あのとき、汚い床に転がる自分を、ほつれた髪を、額を撫でてくれたあの人は。端整な顔で、乱暴な口調で、細い腕で、自分を助けたあの人は。いない。どこに。どこに？　どこに――

　そうして混乱した脳は、一つの『有り得ない可能性』を彼女の腹に生み出す。




　――――最初からそんな人はいなかったのでは？




　まさか。

　ヒィと息を吸う。埃臭い床は記憶にあるあれと同じものだ。

　まさか。そんなはずは。あの人と私は確かに二人で小さな宝石店を。

　しかし生まれた小さな疑心はやがて育ち視界を歪ませる。あれが。目の前には姿を変えただけのあの男たちがみすぼらしい自分を見て下劣に笑っている。青年が。そんなものがいたのか。本当に。襤褸ぼろを纏った汚い小娘を美しい青年が助け出すなんてよくできた英雄物語ヒロイック・ファンタジーのようなことが？

　吐けよ。おい、吐けよ！　笑いの混じる声が頭の中の古い記憶と混じってぐらぐらと眩暈めまいがする。古い記憶と現在が直近の記憶を飛ばして繋つながる。

　ともに暮らしているはずの青年の顔が、曖昧になる。

　すべてただの夢だったのだろうか。夢。ただの？

「仕方ねェな、おい、吐けないなら手伝ってやる……よッ！」

「――！」

　腹にめり込む靴の先。痛みは確かにそこにあった。

　こみ上げる悲しみと異物感。噎むせた喉から転げ出たものが音を立てて汚い床を転がった。

「ほら言った通りだろ？　こいつお宝吐くんだよ、な、すげェだろ」

「オイ、マジかよ！　これ本物？」

　宝石へと伸ばされる男の手、微かすかに残る彼女の今がそれへの抵抗を欲す。

　さわらないで。それはあなたのものじゃない。

　けれど言葉が声にならない。

　ならば誰のものだと問う傷に、答える言葉を忘れている。

　恐れと痛みと絶望に涙が溢れる。

　さわらないで――けれど彼女の願いも届かず。

　男の指が今、宝石に触れようとした――

　そのときである。

　聞き覚えのある、声がした。




「テメェら誰の許可があって俺のもんに気安く触ってんだ、あァ？」
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　僭せん越えつながらそちらは私の所有物ですのでご返却頂けますか、と。

　そんな感じのことを極力彼らにもわかりやすい言葉に変えて伝えると、ようやく彼らはスプートニクの存在に気が付いたようだった。

「ンだテメェ」

　睨みつけてくる、柄の悪い男三人組。それに構わず、スプートニクは軽くあたりを見回した。

　倉庫内に所狭しと積まれた大量の巨大紙袋には『スターチ』と書かれている。何が原料か知らないが、恐らくはトウモロコシあたりだろう。紙袋の裾から漏れた微量の粉末スターチが、床のあちこちに散らばっている。空気もひどく粉臭い。

　服も汚れるだろう、さっさと家に帰って着替えたい。

「ヤんのかコラ」

「サツかテメェ、つかどっから入ってきたよあァ？」

　口角泡を飛ばしながら、頭の悪そうな文句を飛ばす男たち。まったく悪いのは頭の中身だけにすればいいのに、せめて言葉くらいは取り繕う努力をすればいいのにと思うが、そうもしないのはなぜだろう。まさか、知能の低い自分を誇りに思っているとか？　だとしたら非常に滑稽だ。

　思い、スプートニクが小さく笑ったのが不快だったのか。彼らの纏う雰囲気が変わるのがわかる。けれどスプートニクは何を恐れることもなく、片手を腰に当て斜に構えた格好のままで、彼らと対話を試みた。

「権力の犬と一緒にするとは、失礼甚だしいな。俺はただ、うちの従業員を返してもらいに来ただけだ」

「従業員？　あァ」

　三人のうち一人、茶髪の男が呟く。一瞬訝しげな表情を浮かべたが、「これのことか」と床に転げたクリューを無理やり引いて立たせると、彼女の喉に刃物を当てた。クリューがヒッ、と短く痛々しい声を上げる。

　――ひどく、怯えていた。

「クー。俺だ、わかるか」

　試しに声をかけてみる。しかし彼女は俯いて、何かを堪こらえるように歯を食いしばっている。瞳はこちらを見ようとしない。荒れた栗色の髪とブラウス、スカートはあちこちスターチで汚れている。

　カサリ、と足元で音がして、視線を落とす。自分が紙袋の端を踏みつけていることに今ようやく気が付いた。拾い上げて中を覗くと、洗浄剤とシルバーワイヤーが入っている。近くに転がるもう一つの袋からは、食いかけのカヌレが一つ覗いている。まさか誘拐犯が人を攫ったあとに呑のん気きにパン屋で買い物はするまい、 クリューが買って持っていたものをこの男たちが勝手に喰くい散らかしたといったところだろう。

「返してほしかったらカネ用意しろよ、カネ！　身代金持ってこいやァ！」

　茶化すように叫ぶ茶髪。それに乗っかってゲタゲタと品なく笑う男たちを、スプートニクは冷めた目で眺めた。

　――最初から、返す気などなかった癖に。

　一報から三十分が経過しても誘拐犯たちからの連絡がなかった時点で、スプートニクは彼らの狙いが身代金ではないことに気付いていた。彼女を誘拐した理由に、身代金以外の狙いがあるとなれば、思い当たるのは一つしかなかった。彼女の『体質』だ。

　しかし少女一人を『飼う』には、リアフィアット市は些いささか治安が良すぎる。となれば宝石を吐かすだけ吐かせて、あとはどこかの好事家に売り飛ばすとかそのあたりだろうが、実際にどうするつもりだったのかはスプートニクにはどうでもいい。

　金銭を要求する粗野な口調を聞いているのにも飽きた。というか、煩わしくなった。

　スターチのせいかそれとも男たちの品のない言葉のせいか、痒かゆみを覚える耳を小指で軽く掻きながら、

「ナマ言ってんじゃねェぞガキどもが」

　いやいや御冗談を――そんな感じのことを極力以下略。

「……あン？」

　すると笑い声は、ひたりと止やんだ。眉を寄せ、三者三様にこちらを睨みつけてくる。しかしそんなもので怯ひるむほど、スプートニクの人生経験は浅くなかった。

　肩幅程度に足を開き、腕を組んで。

　そして彼の考え得る限り最も簡単な『解決法』を、口にする。

「テメェらぶちのめしてそいつ持って帰ればいいだけの話だろうが」

「バッ……カにしやがって！」

　しかしその解決法は、彼らにとって気に召すものではなかったらしい。

　激高した二人――クリューを拘束しているのではない二人――が、ポケットから小振りの刃物を取り出して、こちらに駆け寄ってきた。

　黒髪の男と、眼鏡を掛けた長身の茶髪。服装を観察するに何か他に武器を隠し持っている様子はない。服のセンスもあまり良くなく、纏ったものはいずれも古びたジャケットとシャツ、特に黒髪のパンツには穴すら開いていて……とそこまで観察して、しかしやめた。

　観察が無益だと思ったというわけではない。

　ただ、敵が一体どんな格好をしていて、どんな武器を仕込んでいたところで、

「いずれも雑魚に、変わりはねェ」

　足が速かったのは茶髪の方だった。黒髪よりも数歩早くスプートニクのもとにたどり着くと、「食らえェェっ！」などという使い古されて垢あかのついていそうな威嚇の言葉とともに、刃やいばを握った手を彼の腹目がけて真っ直ぐに打ち込んできた。しかしスプートニクは身を捩よじってあっさりかわす。突き出された腕を掴んで引き、勢いよく後部に放ってやった。袋の山に頭から突っ込んでいく。

　スプートニクが空いた左手で物入れから目当てのものを引き抜いたのと、黒髪が彼のもとにたどり着いたのは同時だった。衝撃に破れた袋から溢れ出したスターチの波に茶髪が溺れ飲み込まれていくのを横目で見ながら、今度は上方から無造作に振り下ろされたショートナイフを、小型金床アンビルで受け止める。

「刃物の使い方ヘッタクソだなぁ、えェ？」

「……ッるせ――」

　文句は最後まで聞かず、軽く手首を動かしてナイフを弾く。

　黒髪が体勢を崩した瞬間、勿もっ体たいないなと思いつつ、先ほど紙袋から回収した瓶の蓋を開けて大きく振った。中身を黒髪の顔に思い切りぶちまける。

「ぐぁっ！」

「沁しみるか？」

　面白いように仰のけ反ぞったあと、左手で顔を覆い腰を折る男に、スプートニクとしては当然のことを問いかける。黒髪は眉間に皺しわを寄せながらもなんとか瞼を上げて、彼を見た。

「何しやがったテメェ……！」

「そいつは洗浄剤、宝石の汚れを落とすための薬だ。そんなものを眼球にぶちまけられたらどうなるか、いくら頭の悪そうなお前でもわかるよな？」

　勿論、まったくのハッタリだが。

　今放ったのは弱酸性の宝石洗浄剤ジュエリークリーナーだ。多少浴びたくらいで失明していたら自分の目はいくつあっても足りない。病院で呆れた医師に目薬を処方されるのが関の山だろう。

　けれどそんなものなど知らない黒髪は、情けない悲鳴を上げて、固く目を閉じたままナイフを大きく振り回し始めた。素人に毛の生えた程度に過ぎない破落戸ゴロツキは、争いの最中に敵から目を離すとどうなるのかもわからないらしい。

　隙だらけの懐へ入るのはいとも容易たやすい。スプートニクは空の瓶を放り捨て一気に距離を詰めると、黒髪の右肩に彫ほり鏨たがねを勢いよく突き刺した。

「いっ、ギャァァアァァァァァッ!?」

　ナイフを取り落とした黒髪はうるさい悲鳴を上げながら、仰あお向むけに倒れた。肩に刺された鏨を左手で掴もうとする、が、

「させねェよ」

　それよりスプートニクの踵かかとが鏨を踏んで押さえる方が早かった。

　体重をかけて押し込んでやると、悲鳴が更に大きく、耳障りになる。あまりにも喧やかましいので少し力を抜いてやると、黒髪は「ひ、ひぃっ、ひぃっ」と、痙けい攣れんするように息を吸った。男の喘あえぎ声ほど聞いて不快なものはない。涙を流しながらぱくぱくと口を開閉しているけれども、恐怖のせいか言葉が出てこないようだった。

　踵は鏨の上に置いたまま、上半身を折って、落としたナイフを拾い上げる。

「っていうかお前な、鏨がちょっと刺さった程度でギャアギャア騒ぐな。そもそも人にこんなもん向けておいて、返り討ちに遭う覚悟もないっつうのはどういう――」

　――その瞬間。

　背後に気配を覚え、言葉を切って大きく飛とび退のく。

　直後、スプートニクの立っていた場所を刃が切り裂いた。

　見ればナイフを握ったスターチまみれの男が一人、肩で息をしながらこちらを睨みつけていた。放り込んでやったスターチの海からようやく復活したらしい。眼鏡はスターチの中にでも落としてきたようで、掛けていなかった。眉根に皺を寄せ目を細めているのは、よほどの近眼なのか、それとも怒りのせいか。

　ついでに床に転げたままの黒髪の方にも視線をやると、そちらは泡を吹いて気を失っていた。先ほどまであんなに賑にぎやかに声を上げていたというのに、なぜだろう――と考えて、思い出す。そういえば後方からの不意打ちから逃れる際、鏨の上に置いていた右足をうっかり踏み込んだような。

「まァいいか。取り敢あえず一人」

　最終的には全員潰すことに変わりないのだ。

　さて、次のはどうしてくれよう。迫る刃を或あるいは避よけ、或いは拾ったナイフで適当に受け流しながら腰の物入れに手をやったとき、触れたのはリングサイズゲージだった。指輪を作成するとき使用者の指のサイズを測るあれだ。指で撫でると輪同士が触れ合い、ざらり、と金属質の音が鳴った。

「くそっ、くそっ！　逃げんな、テメェ！」

　毒づきながらナイフを振り回す茶髪。黒髪よりも刃物の扱いには長たけているようだが、妙に狙いが甘いのはやはり、近眼が隘あい路ろとなっているのだろう。

　それを無言で捌さばきながら、スプートニクはリングを束ねているワイヤーの接続部を外し、リングを幾本か抜き取った。それに簡単な細工をして、うち一本を茶髪に向けて無造作に放る。勢いのないそれは茶髪の手によっていとも簡単に弾かれるが、怪我けがをさせること、怯ませることが本意であったわけではないので構わない。

　罵声を受けながら適当に攻撃を避け、距離を取り、そうして相手を走らせながら握った『それ』の具合を見。

　――そろそろか。

　振るわれたナイフを大きく弾いて体勢を崩させると同時に、駆けて少し距離を取り、先ほど拾った黒髪のナイフを、茶髪の膝より少し下あたりに狙いをつけて放る。どうしてそんな場所を、と茶髪がほんの少しでも疑念を抱けたならそのあとの悲劇は防げたろうに、残念ながら彼の足りない頭ではそこまで気が回らないらしい。

　恐らくはただの、狙いの甘すぎる一投と見たのだろう。避けようと大きく跳ぶ――その瞬間を見計らって、スプートニクが左手に握ったリングを大きく引いた。

　と。

「う、わぁっ――ぎゃあっ!?」

　スプートニクの狙い通り、茶髪は跳ねた瞬間に体勢を大きく崩した。そのまま落下、尻を強したたかに打って、悲鳴を上げる。と同時に、自分の右足を見てぎょっとしたような表情をした。シルバーワイヤーが、彼の足に絡みついていたのだ。

　先ほどスプートニクがリングに細工したもの、そして茶髪を転げさせたものは、他でもない、クリューに頼んで買わせたシルバーワイヤーだった。そしてその先は、スプートニクが握った左手のリングへと通じている。

　あまりにも計画通りに事が進みすぎて、スプートニクは思わず笑った。

「目が悪いってのは難儀だな、え？」

「うるせ……あ、っ？」

　毒づきかけて、しかし途切れる。

　気付いたらしい。――伸びたシルバーワイヤーが拘束しているのは、自身の足一本だけではないことに。

「ヒッ」

　きらきらと白く光る糸ワイヤー。

　短い悲鳴を上げ、外そうと慌ててシルバーワイヤーに指を掛けるが、勿論のこと、素手で切断できるほど銀は軟やわくない。

「さようなら」

　恐怖に彩られる茶髪の表情を心ゆくまで楽しんだあと、スプートニクは、今度は右手のリングを引いた。リングに絡んだシルバーワイヤーの先は、非情にも彼の首に通じている。

　銀色は美しく光りながらじわじわと彼の喉を絞め、応じて悲鳴は細くなる。

　そうして命乞いすらできなくなった声は、やがて途切れた。




　倒れ伏した茶髪の脇を軽く蹴り、気絶したことをしっかり確認してから、スプートニクは握ったリングとぐにゃぐにゃのシルバーワイヤーを放り捨てた。

　勿体ないが、癖がついたワイヤーで品を作ることは難しい。そもそも人を絞めたワイヤーで作った商品など、誰が買ってくれるというのだろう？

　男の首元と爪には、抵抗に掻き毟むしったせいで血が滲んでいる。意識こそないがうわ言のように「助けて、殺される、助けて」と唸うなっているあたり、生きてはいるようだった。もとより加減はしていたから、死ぬことはまずないだろうと思っていたが。

　とにもかくにも、これで二人。

「さァて」

　勿体ぶるようにゆっくりと、残りの一人を振り向く。

　目が合うと、男の肩が大きく跳ねた。仲間二人の惨状を見たせいか、すっかり腰も引けている。助けを求めるようにあたりを見回し、そして自分の手元に人質がいることを思い出すと、大きく叫んだ。

「ち、近寄るな！　近寄るんじゃねェ、こっ、ここ、こいつがどうなってもいいのか！」

　抱える腕は縋るようで、刃物を突きつける手も刃先も大きく震えていたが。

　けれど今は男のことはどうでもいい。スプートニクは、人質に取られたままの従業員を見る。こちらもまた、平静ではないようだった。

「よォ、クー。大丈夫か」

　声をかけるがその目は焦点が合っていない。恐らくは彼のことを見てもいない。

　彼が倉庫へたどり着くまでによほど怖い目に遭わされた、というよりは、いつかの恐怖を思い出したのかもしれないなと思った。それだけ今現在の彼女のそれがいつかの目に似ていたわけである。

　なんでもない様子を繕って、彼女の愛称を、もう一度呼ぶ。

「どうした、クー。怖いことでも思い出したか」

「……すぷーとにく、さ」

　すると首が少し動いて、ようやくクリューは彼を見た。しかし声は震え、ひどく掠れている。彼の名を忘れてはいなかったようだが。

　そんな彼女に、スプートニクは気遣う――

「お前は馬鹿か」

　わけでもなくいともあっさり暴言を吐いた。

　それは彼女にとって予期しなかった言葉だったのだろう。ぎょっとしたような表情を見せる。

「ばっ」

　けれどスプートニクはその混乱が収まるところを待たない。いつものように淡々と毒舌を重ねていく。

「馬鹿だから馬鹿って言っただけだろうがこの馬鹿従業員。何を知らん男の腕でガタガタ震えてやがる。おにィさんはお前をそんなふしだらな娘に育てた覚えはありませんよ」

「だ、だって」

「だっても何もない。いいかよく聞けよ、『なんで怯える必要がある』。あのときお前を助けたのはこの俺だぞ。その俺が今回も今回とて直々に助けに来てやったのに、何を恐れることがあるんだ、お前は」

　言い訳は一切、挟ませない。彼の放つ弓矢のような言葉に、疑う隙も与えない。

　そして駄目押しとばかりに、左腕を大きく開いて、ふてぶてしく笑って見せる。

「それともなんだ、お前はもうあの頃のことを忘れたか。いやはや薄情だねェ――過去の記憶に怯えるお前を、毎晩毎晩熱ゥく抱いて慰めてやったのは他でもないこの俺だというのに」

「だっ」

　効果は覿てき面めんだったようだ。つい先ほどまで青褪めていた彼女の頬がみるみる赤くなっていくのが、遠目からでもよくわかる。

　ついに我慢のならなくなった彼女が、いつもの調子で叫び出した。

「だ、抱くって――ひ、人聞きの悪いこといわっ、言わないでください！　ただ、ただ怖くって眠れなかったから、何度か添い寝してもらったってだけじゃないですか！」

「おやァ、俺は『眠れないお前を毎晩抱きしめて添い寝してやった』って意味で言ったんだがね。いやまったく何を想像したのかな、クリューさんはえっちだなぁ」

　からかうように笑ってみせると、見開かれた目が吊つり上がった。表情に血が通い、猫であったら毛が逆立たんばかりの形相になる。

　スプートニクは思う。――それでいい。

「スプートニクさんのバカ！」

「おうおう。上司に向かって言うこと言ってくれるじゃないか」

　そうでなければ可愛くない。

　……そんなことは口が裂けても言わないけれど。

「さて」

　息を吐くついでに呟いて、物入れから引き抜いたのは先端の尖った精せい密みつ鑢やすりを一本。その切っ先の鋭さに、男が目を剥いた。

「そ、それをどうする気だっ」

「さァて、どうする気なんだと思う？」

　男の怯えようが面白くて仕方ない。手遊びにくるくると回したあと先端を真っ直ぐに男へ向け、「これなら目も貫ける」などと言ってみせると、男は短く悲鳴を上げた。

　鑢やすりを構えた姿勢のままで、さてどうしてやろうか、と考える。口ではそう言ったものの、男はクリューを抱えているわけである。狙いには自信があるが、放り投げた瞬間、クリューや男がその場から一切動かないという保証はなく、飛び道具を使うには少々心もとない。はたしてどうするのが最適か――と。

「いい加減……離してっ！」

「はぐぅっ!?」

　彼が行動を決めるより早く、なんとクリューが男の腕にがぶりと大きく噛みついた。予想だにしなかったところからの攻撃に、男が妙な悲鳴を上げつつ腕を引く。

　解放された彼女は一目散にスプートニクのもとへ駆けてくると、彼の胸に飛び込んだ。

「スプートニクさん！」

「よくやったよくやった。怪我はないか、腹は痛くないか？」

「大丈夫です」

　固く抱きしめ返し、腕を括くくった縄を切り。ついでにわしわし頭を撫でてやると、目を細めて嬉しそうにした――が直後、何か不快なことでもあったのか、ぷう、といつものように頬を膨らませる。

　どうしたのかと思っていると、不満そうな表情のままスプートニクを見上げて言った。

「不味まずかったです」

　どうやら男の腕の味が不服だったようだ。が、

「そりゃそうだろう。旨かったら大変だ」

　何せ彼女は、自分のところの従業員であると同時に同居人でもあるのだ。人肉嗜し食しょくの気があって、毎夜寝込みを襲われる心配をしなくてはならないとしたら堪たまらない。

　――それはともかく。

「ひ、ひゃぁぁっ」

　自分の身を守る術すべがなくなったことに気付いた男は、こちらに背を向け慌てて扉へと駆け出した。しかし、

「させるか」

　それをおめおめ逃がすわけがない。スプートニクはクリューを離すと大きく踏み込み、握った鑢やすりを一本、水平に投とう擲てき。それは男の臀でん部ぶに見事突き刺さり、男はあっさり転倒した。パンツにじわじわと血が滲んでいく。

　腰でも抜けたかそれとも鑢やすりが予想した以上に深い傷を負わせたか、男は立ち上がれなくなったようだ。それでもこちらを振り返ることなく、体を引きずって必死に出口へと向かう。這はってでも逃げようとするその逃走精神には感服するが、それはスプートニクにとっての情状酌量の要素にはならなかった。

　歩けない人間に追いつくのは、何よりも簡単だった。

　スタスタと歩いていって、男の肩に手が届く一歩手前で足を止めた。自身に覆おおい被かぶさる影でスプートニクの存在に気付いたか、男が這うのをやめ、恐る恐るこちらを振り返る。目が合ったのでにっこり笑ってみせると、「ひぎゃあ」とまた悲鳴を上げた。失敬なことだ。

　このような非道な事件に当店の従業員が巻き込まれ非常に遺憾である、というようなことを、やはり彼らのような低能にもわかりやすいよう翻訳して伝えてやる。
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「おう、テメェよくもうちの従業員を足蹴にしてくれたなァ」

「す、すみませ」

「うるせェよ見てわかる通り俺は今お怒りなんだ、テメェの声なんか聴きたかねェことぐらいわかるだろうが黙ってろ。ああそうだ、テメェの腹は蹴ったら何が出るんだ？　よっぽどいいもんが出るんだろうな、え？」

「ぐ、げェっ！」

　思いきり腹を踏みつける。と男は、蛙かえるのような声を上げた。

「ンだよ、テメェが吐けるのは唾液だけか？　つまんねェ冗談やめろよ、よっぽど金になるもん吐くんだろ――そうだ。何も出せねェってんならこいつでも飲んでもらおうか。二、三十本も飲めば一本くらい吐けるよな、ん？」

　そして腰から取ったのは、先ほどのリングサイズゲージの余り。触れるとリングがざらざらと金属音を鳴らし、その音で男が更に萎縮する。情けなく震える姿を見ながら、スプートニクが、ゲージを束ねたワイヤーの接続部に指を掛けた、そのとき。

　どん、と背中に衝撃を受けた。人一人に寄りかかられているような、重たい感覚。しかし仲間は全員眠らせたはずだ。まだ残党がいたようには、と思いながら振り返ると、

「や、やめてください、スプートニクさん！」

　クリューが彼の背中に縋りついていた。

　慌てて駆け寄ってきたのだろう、必死な形相で、固く彼にしがみついている。

「クー？」

「あの、確かに、私、その人たちに誘拐されて、怖かったけど、痛いことされたけど、でも、でも、それはスプートニクさんがその人にひどいことしていい理由にはならないです！　そういうのは、警察局さんのお仕事ですっ、だからスプートニクさんがいじめたら駄目ですっ、私はその、大丈夫ですから……！」

「じ、嬢ちゃん……！」

　まるで女神か救世主でも現れたかのように、涙の浮く目で彼女を見上げる男。調子に乗るなと腹立たしく思うが、それへの仕置きはあと回しである。

　まずはこの、愛すべき従業員をどうにかする方が先決だ。

　小さく息を吐いて、加虐欲は一旦腹の底へ収納。それから優しい笑顔を作り、ぽんぽん、とクリューの頭を軽く撫でてやった。

「そうかそうか、クーは優しい子だなァ」

「そ、それほどでもな」

「でも駄目」

「……え？」

　ぽかんとするクリューの頭を抱き寄せると、頬に素早く口づけた。

　何をされたのかわからずきょとん、とするが、すぐに理解したようだ。その手の悪戯いたずらに慣れていない彼女は、みるみるうちに顔を耳まで紅潮させる。

「は、はわ、はわぁあぁあぁぁぁっ」

「いい子だからもうちょっとそこで大人しくしてな」

　そして耳みみ朶たぶに唇を寄せ低く囁くと、「ひわっ」と恐らくは意味のない声を吐いた。

　回れ右させ、軽く肩を押す。クリューは覚おぼ束つかない足取りで三歩ほど行くと、背を向けたままぺたんと座り込んだ。

　救世主の呆気ない退場により、またも絶望が男の顔を彩る。

「も、もうしません、すみません、だから、だから許して……！」

「何を勘違いしてんだ」

　呆れ、呟きながら、罫け書がき針を一本取り出し振り下ろす。

　スプートニクの握ったそれが、男の右手をいともあっさり貫いた。

「ギャァァアァァアァァァァッ！」

「あァうるせェうるせェ」

　小指で耳を掻きながら更に取り出し、もう一本。今度は左手を平から甲へと貫いた。悲鳴は更に大きくなる。

「いいか、俺は警察の治安維持活動に協力する気なんかサラサラねェし、テメェが再犯するかしないかなんて更にどうでもいいんだよ。重要なのはな、『テメェらがどれだけ俺を怖がってくれるか』だ」

　告げてスプートニクは、物入れから手持ちの精密鑢やすりを取り出した。握った鑢やすりの先端は、どれもしっかりと尖っている。

「手持ちは残り九本。さァ、お前の体はあと何本の鑢やすりを耐えるかな」

　男のうるさい悲鳴を聞きながら、スプートニクが二本目を振り上げた――そのときである。

「そこまでです！」

　バタァン、と。

　派手な音を立てて、扉が開いたのは。

「ここは警察局が包囲しています！　人質を解放し、武器を捨て、投降しなさい！」

　そして倉庫じゅうに、女性の声が響き渡る。

　何度も聞いたことのある、凛りんとした、メゾソプラノの声。

　差し込む光の中、片手を腰に当て、朗々と口上を述べるのは、警察局特殊警備隊の面々を引き連れた、警察局リアフィアット支部の『敏腕警部』、ナツだった。

「さもなくば……って、あら……？」

　しかし口上は途中から弱々しくなり、やがて途切れる。恐らくは倉庫内の様子が、想像していたものと異なっていたからだろう。

　きっと彼女らが描いていたのは、拘束され怯える人質と、それを盾に取る犯人たちの姿。しかし実際の倉庫の中は、目を回して転がる男たちと、脅されている男と、呆然と座り込む人質、そして。

　武器を構え、嬉き々きとした表情で男を脅迫している青年が、一人。

「えっ……と？」

「あァ、ええと……」

　疑問符を浮かべるナツと目が合って、スプートニクは曖昧な笑みを浮かべた。

　状況説明をしなければ、とは思うが、男二人を昏倒させた道具は紛れもない彼の商売道具で、そもそもスプートニクは今ここにいるはずのない人間である。さすがの彼も咄とっ嗟さのことで、上手い理由が思いつかない。

　しかし混乱しているのはナツも同じなのだろう。驚きに上手く言葉が出てこないようで、彼を指さしたままぱくぱくと口を動かす。

「ええと、まァ、なんだ……」

　少し、迷ってから。

　スプートニクは小首を傾げて愛想笑いなど作り、取り敢えず思い浮かんだことを告げた。

「……天気が良かったから、ちょっと散歩に？」

　言い訳になってないな、と思ったときには時遅く。

「か、か、か――、確保ぉっ！」

「オイ馬鹿ちょっと待――」

　スプートニクの抗議の声は、突入した隊の靴音にかき消され。

　そして始まる、『警察局特殊警備隊』対『スプートニク』の大捕物。
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「……要約すると」

　警察局リアフィアット支部、第一聴取室にて。

　誘拐事件の経緯書類を作成するため、ナツは参考人の一人であるスプートニクと対面していた。――痛む頭を抱えながら。

「攫われたクリューちゃんが例の倉庫に拘束されていることを知って、いてもたってもいられなくなったあなたは、単身、倉庫に彼女を助けに行った。そこで人質に取られているクリューちゃんを発見したはいいが、犯人たちに見つかってしまい、更に犯人たちに襲いかかられ、たまたま持っていた商売道具を使って無我夢中で応戦した。どうやったかは自分でも覚えていない、気が付いたら全員その場に倒れていた……と。そう言いたいわけね？」

「どこからどう見ても正当防衛だな」

「犯人全員気絶させておいてなぁぁにが正当防衛よ！」

　悪びれず、ふんぞり返って証言をするスプートニクに、ナツは思わず書類を放り出し、机を叩いてそう叫んだ。

「明らかな過剰防衛でしょうが、まったく……！　犯人たち、よほど怖い思いしたのか、全員記憶障害出ちゃってるのよ。クリューちゃんに出会ったところからすっぽり記憶抜け落ちちゃってるみたいで、無理やり聞き出そうとしても震えて『助けて、助けて』って叫び出すんだから、お話にならないわ。まぁ、目撃者の証言で、彼らが犯人だってことははっきりしているけれど」

「記憶喪失か。そりゃあ良かった。脅した甲か斐いがあったってもんだ」

「何がいいのよ！」

　晴れやかな笑顔で頷くスプートニクが非常に腹立たしい。

　犯人の証言が取れないのは警察局としてなんとも痛手だ。しかしそんなことには一切関係もないとでも言いたそうな自称『善良な一般市民』は、足を組んだ横柄な態度のまま、軽く腕を開いてこう言った。

「とにかく。俺の冤えん罪ざいが晴れたのならさっさと解放してくれ。もうあれから三日だぞ、毎日臭ェメシ食わされた上、テメェと顔つき合わせて楽しくもねェ話させられてると、気が滅め入いる」

「私だって本当ならあなたの顔なんか見たくないし、話なんかもっとしたくないわよ。でも、仕事なんだから仕方がないでしょ。……けどまぁ、おめでとう。今日であなたの聴取はおしまいよ、同僚が手続をしているからちょっと待っててちょうだい」

　椅子から立ち、床に落とした書類の束を拾い上げる。

　――不意にナツの手が止まったのは、その中の一文に、今回の事件の被害者であり、ナツの友人であり、そしてスプートニクの部下である彼女の名前を見たからだった。

「……ねえ、スプートニク？」

　いつもの通り、名を呼んだところで返事はない。

　けれど狭く静かな部屋の中である、彼が聞いているのは確かだった。

「ここからは、今回の件とは全然関係ない、ただの世間話なのだけど」

　そう前置きをしながら――それを言うことに、一瞬、躊躇いを感じる。部外者の自分が口を挟んでいいことなのだろうか、と。

　けれど思い出したのは、泣きわめく友人の姿。そして友人は、『それ』に気付けることはないだろう。気付いていて、かつ『それ』を言える立場にあるとしたら、自分だけだ。

　椅子にもう一度腰かける。書類に視線を落とし、その中にある友人の名前を見つめながら、ナツは、友人の雇い主へ静かに尋ねた。

「あなたどうして、クリューちゃんに隠し事をしているの？」

　向かいの席で、スプートニクが顔を上げる気配がした。

　気付いていないとでも思っていたのだろうか？　まさか。

「あなた、よく夜、誰かに会いに行くでしょう。あれ、ほとんど、この市にとある職種の人がやって来た日と一致するのよね」

　視線を感じる。けれどナツは彼を見ない。書類を眺めているふりをする。

　どんな表情をしているか想像ができなかったから。

「リアフィアット市訪問記録によれば、現在リアフィアット市に滞在している非永住希望女性は十二名。うちハルカの宿屋に滞在している女性訪問者は一名。昨日から薬師の女性が滞在しているわ。――あなたが酒を飲んで朝帰りする日は、ほとんどが、リアフィアット市に医療関係の旅人が訪問しているときなのよ」

　正体の知れぬ緊張感を心臓のあたりに覚えながら、囁くようにナツは言った。

「……クリューちゃんが、ときどき陰で、咳せき込んでいることには気付いているわ」

　あるときは接客中に、あるときは店での買い物中に、そしてあるときは道の端で。口にハンカチを当て、空から咳せきを繰り返していることを、ナツは知っていた。

　最初は風邪かと思っていた。喉が弱いのかと思っていた。

　それにしては、回数が多すぎた。

「クリューちゃんに内緒であなたがやっていること、街にやってくる医療関係者へ大金を渡して口を噤つぐませ、あなたが彼らに聞いていること。それ、彼女に……彼女の体調に関係することなんでしょう？」

　彼は何も言わない。石のように黙っている。

　少し待っても答えはなく、だからナツは言葉を重ねた。

「ねえ、スプートニク。そのこと、私に話してみる気はない？　力になれることなら、なんでも協力するわ。あなたのためじゃない、あの子のためによ。……自慢じゃないけど私、敏腕警部なんて呼ばれていて、警察局内でも一目置かれているんだから。それに、私はあなたと違って女だし、あなたにはできないけれど、私にならできることもあるかもしれない。だったら――」

「クーが重犯罪人だったらお前はどうする」

　突如告げられた突飛な発想に、ナツははっとスプートニクを見た。

　驚いたことにその顔に、いつもの人を食ったような笑みはなかった。組んだ足は解かれ、また灰の瞳は妙に暗い光を湛たたえていて、姿はまるで別人のように見える。若干気け圧おされながらも、ナツは彼の問いかけに思考を走らせた。

　あの彼女が、犯罪者だったら、だって？

　よく笑い、よく泣き、よく怒り。生活態度の乱れた同居人を叱り、だらしない店主の代わりにいつも店を守っている、あの、しっかり者の彼女が？

「そんなこと……」

「例えばの話だ」

　あるわけないでしょう。と続けかけた言葉を遮るようにして、スプートニクはそう言った。ひどく気だるく、疲れたような声音だった。

「お前は確かに、あれを案じているかもしれない。あれの身を心から案じて、友人として、心から力になりたいと思っているのかもしれない。だけど、それでも。――例えばあれの背負ったものが、生き抜く術が、法に触れるものであったとしたら、お前はそれを支持できるのか。たとえお前が支持したとしても、『お前の所属する組織』は、お前にそれを支持することを許可するのか？」

「それは……」

　ナツはそのとき、即答すべきだった。

　無論だと、勿論だと即答し、組織など関係ない、彼女を助けたいと胸を張ることが、彼女の友人としてあるべき姿だと、『頭では』わかっていた。しかし――

　――できなかった。

　答えられぬナツを前に、スプートニクは勝ち誇ったように笑った。

「だから言わない」

　せせら笑った。

　そしてそれが、問いに対する、彼の答えだった。

　だけど、でも。頭の中で逆説が回り、必死に反論を考える。けれど彼女がスプートニクに伝える言葉を組み上げるより、制限時間を迎える方が早かった。

　ノックが二回、のち聴取室のドアが開く。隙間から、ナツの同僚が顔を見せた。

「ナツさん。スプートニクさんの釈放準備、できました」

「『釈放』か。やれやれ、俺はよほど、警察局に嫌われているらしい」

　足を組み、だらけた姿勢で、お世辞にも高価とは言えない椅子の背もたれに寄りかかりながら、いつもの冗談めかした口調でスプートニクは言った。

　先ほどの暗い瞳はもう、どこにもなかった。

「さァ、ナツ。俺は晴れて自由の身になった、もう帰ってもいいんだろう？」

　大きく左手を広げたそのしぐさ。もうお前に話すことはないと、嘲り笑われているような気がする。半分は被害妄想だろう――半分は確かに馬鹿にしているのだろうが。苛立ちを覚えるけれども、それを彼にぶつけたところでみっともない八つ当たりにしかならない。ふうっと深く息を吐くことで怒りを捨て、ナツは軽く右手を振ってみせた。

「もういいわ、さっさと帰ってちょうだい。あなたがうちにいるせいで、受付が仕事にならないのよ」

「受付が？　どういうことだ」

「エントランスに行けばわかるわ」

　案内するわね、と告げて椅子から立ち上がる。向かいでスプートニクも席を立つのを確認してからナツはドアへと足を進めた。

　片手でドアを押さえたまま敬礼をする同僚の横を通りすぎ、廊下へ出る。取り調べ中の第二聴取室、無人の第三聴取室の前を通り、手洗い脇の階段を下りて一階へ。

　緑と光の差し込む窓を横目に、講堂と資料保管庫の脇の廊下を歩いていると、

「だからっ！」

　静かな局内に、突然、大声が響き渡った。

　滲む怒りの色の濃さに、やはり今日もやり合っているようだ、とナツは思わず苦笑する。スプートニクを見やると、訝しげに眉を寄せていた。どういうことだと問いたそうにしているが、説明するより見てもらった方が早いだろう。行く足を速める。

　廊下を曲がった先、警察局リアフィアット支部のエントランス。そこにある来訪者受付がその声の発信源だった。

　そして激高しているその人は、他でもない。

「よくわかんないけどとにかく、早くスプートニクさんを返してください！　スプートニクさんは何も悪いことしてないんです！　他でもない被害者のクーが何度もそう言ってるじゃないですか、なんでわかってくれないんですか！」

「だから、彼は今、事情聴取の最中で――」

「そうやっていろいろ難しいこと言って返してくれないのは、スプートニクさんのこと疑ってるからですよね!?　ひどいです！　確かにスプートニクさんは普段から人に疑われやすいし、恨まれやすい性格してるけど、でも、悪いことしてないんだから！　だからえぇと、これは……そうです、『ふとうなこうそく』で、『えんざい』です！　それでえっと、『ゆゆしきこと』です！」

　受付机をべしべし叩きながら抗議の声を上げているのは、ナツもスプートニクもよく見知った人。彼の店の従業員、クリューだった。

　誰から教わってきたのか知らないが、ポケットからメモ帳を取り出して、慣れない言葉を吐くクリュー。腕を振り回してああだこうだと文句を述べる彼女を、受付の女性二人が困った顔で宥めている。

「あれから毎日こんな調子なのよ」

「……成程。理解した」

　スプートニクは気の抜けた、半笑いの表情を浮かべた。わかってくれたようで何よりだ。

　賑やかに受付へ迫っている友人を見る。長い髪と細い両腕を振り回し、きゃあきゃあ騒いでいるその姿は、何の変哲もない町娘のように見える、が。

　そんな彼女が。

　自分には教えられない、何かを抱えているらしい。

「あなたは、どうなの」

「うん？」

　ナツより少し背の高い、彼を見上げる。

　何に対する質問なのかわからなかったのだろう、不思議そうな声。それを受けて、仕方なく言葉を追加した。

「あなたはあの子を、守ることができるって言うの？」

　いつもだらしなく、適当で、冗談ばかりで、本音がどこにあるのか知れない男。クリューの想おもいに気付いているのか、そして彼女をどう思っているのかもわからない。

　だからこれもまた煙に巻かれるのだろう、そう思いながらの問いかけだったが――

「俺はあいつのために死ねるんだ」

　――しかし彼はそうしなかった。

　さらりと、まるで決まりきったことであるかのように吐かれた台詞。しかしその言葉の持つ重さに、ナツは目を剥いた。

「だけどあの、生真面目で心配性で、よく笑うだけが取り柄のバカに、そんな下らんこと言ってみろ。答えは泣くか喚わめくかいずれかだ、やかましいことこの上ない。だから俺は、俺が何をしているのかなんて言わないし、何を教えることもない。黙って、俺の為なしたいことをする」

　しげしげと彼の横顔を眺めるが、語るスプートニクは眉一つ動かさない。一体この男は、今何を考えているのか。何を考えて、そんな言葉を吐いたのか。

　表情からはどうにも読み取りにくく、じいっと眺めていると、目が合った。見られていることに気付いた彼は、ナツから視線を逸らし、フン、と鼻で笑う。何に対する笑みなのか、それはナツにはわからなかったが。

　彼は軽く髪を掻きながら「仕方のない奴だ」と呟くと、受付に向けて言葉を投げた。

「そのくらいにしておけ、クー。それじゃお前、ただのクレーマーだぞ」

　すると、クリューがすぐに顔をこちらに向けた。スプートニクの姿を認めると、その瞬間に、怒りも受付に対する興味もなくなったようだ。みるみるうちに表情が明るくなる。

　彼の名を呼び、嬉しそうに駆けてくる彼女の姿を見ながら、ナツはスプートニクへ、腹に生まれた純粋な疑問を投げかけた。

「どうして」

　どうして彼は彼女のために、それだけのことが言えるのか。

　けれど彼にとっては謎でもなんでもなく、わかりきっていたことだったらしい。一瞬の迷いすらなくすぐさま返されたそれへの答えに、そしてスプートニクの様子に、思わずナツは息を呑んだ。

　なぜならそれは――

「あいつは覚えてないかもしれないけどな」

　彼が初めてナツに見せた、裏表のない笑みだったから。

「約束を、したからさ」




　やがてクリューがスプートニクの胸に、満面の笑みで飛び込んでくる。

　彼はそれを受け止めて、固く固く、抱きしめた。




　　　　　＊




　クリュー。お前の『体質』を使って、俺の願いを叶えてくれ。……それが叶ったときには――

　――俺の命に代えてでも、お前のそれを治してやろう。





おしまい。
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　店の入口扉を開けて、外を見る。




　　　　　＊




　まだ夜が明けて間もない時間、ドアベルを鳴らしながら開いた先には、ひと気のない薄霧の街並みがあった。予報では晴れると言っていたが、さて、どうだろう。晴天を望むわけではないが、長旅に苦のない天気であってほしいとぼんやり思う。

　扉脇に設置してある郵便受けの蓋を開けると、手紙が二通とチラシが一枚入っていた。チラシはどうやら花屋の新装開店を知らせるもののようであり、手紙はいずれも『請求書』と書かれている。となればそれほど急せく用事ではあるまい、帰ってきてから処理をしよう。そう考えながら、店内に戻るため再度扉に手を掛けたとき――気付いた。

　扉に、何か小さな紙が貼られている。

『閉店』の札に貼り付けられているせいで、内から見たときは気付かなかったようだ。子供の悪戯いたずらだろうかと訝いぶかしく思いながら、摘まんで毟むしり取とる。接着した糊のりは粘着力の弱いものであったらしく、紙は綺き麗れいに剥はがれ、札に小さな汚れの一つすら残ることはなかった。

　書かれていた文章はひどく短かった。また、難解な言語ではなく彼のよく知るそれで、読むにも苦労することはなかった。

　――苦労したのは、解読ではない。

　二度ほど黙読してから彼は、静かに店内なかへ戻っていった。




　その灰の瞳に、強い苛いら立だちの色を見せて。
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　愛用の目覚まし時計が鳴って、彼女は目を覚ました。

　いつも通り、ベッドの上に落ちた宝石を拾い上げ、顔を洗い、服を着替える。微睡まどろみを手放しベッドから起き上がるまでに些いささかの時間はかかったが、それもまたいつものことである。

　寝癖の立った長めの栗くり色いろの髪にようやく櫛くしを通し終え、支度を終えると、彼女はベッド脇の机の上から一冊の手帳を取り上げた。

「今日の予定は……と」

　花柄のそれは彼女のスケジュールを書き留めたもので、『ナツさんとお昼、十二時に待ち合わせ』『十五時、エリーゼ様ご来店』等々、公私の分別なく書き込まれている。頁ページをめくっていき今日の日付を開けると、そこには小さな文字で一言だけ書かれていた。――『商会』

　それを見て、今日の予定を思い出す。ああ、そうか、と思いながら窓辺の白いカーテンを少し開けると、窓の向こうには青い空が広がっていた。外出には持って来いの天気だ。

　しかしその抜けるような青空に、些かの恨めしさと寂しさを覚え。

　聞く者のいない呟つぶやきを、彼女はぽつりと口にした。

「……今日はスプートニクさん、いないんだっけ」




　リアフィアット市は大陸東部に位置する、ルカー街道の宿場町として栄えた中程度の街である。

　年間を通して温暖な気候から、多種多様な果物・花か卉きの産地としても知られているその街は、魔女協会の支部こそないけれど警察局の治安維持活動は非常に優秀で、未解決の事件はゼロに等しく、とても暮らしやすい土地だ。

　そんな街の片隅に、小さな宝石店があった。――『スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニク』。




　商会。

　その二文字を恨めしく眺めたあと、クリューは大きくため息をつきながら手帳を閉じた。たった一人で店番をしなければならないなんて、今日はなんと面白くない一日だろう。

　――商会とは、この大陸における、宝石商の互助組織のことである。

　正式名称をクルーロル宝石商会という。宝石商を生なり業わいとする者に所属の義務があるわけではないが、所属していることそのものが自身の宝石商としての身分の保証になる上、窃盗をはじめとする何らかの事件に巻き込まれたりした際に手厚い補償を受けられたりと、便利な面が大きい。「報告その他のため、定期的に商会まで足を運ぶ必要があるってェのは面倒だけどな」とは店主スプートニクの弁。

　そして今日はその『報告』に、スプートニクが向かう日であった。

　このリアフィアット市から、最寄りの商会支部までは馬車で半日弱かかる。それから商会を訪れ、クリューには小難しくてわからない話し合いを行い、後に帰ってくるのだから、戻りは翌朝か、良くて今晩遅くだ。それまでは、クリューが一人で店を守るわけである。

　スプートニクが商会を訪問するのは決して珍しいことではないが、何度経験しても慣れない。「店番が面倒なら、一日休業にしておいても構わない」と彼は言うけれども、そういう問題ではないのである。店番が嫌なのではなくて、置いていかれることが――しかしそんなことを言うのは、彼女の心が許さなかった。

　とはいえ昨晩店を閉める際、「明日は『おるすばん』頑張れよ」と子供に言い聞かすような口調で言われたことはひどく腹立たしい。あれは一体、自分をいくつだと思っているのか。

　思い返すと、寂しさが段々と苛立ちに差し替わってきた。自分は保護者がいなければ寂しくて泣いてしまうような子供ではない、一人でも店を守り、また往いった店主の帰りを待てる立派な従業員なのである。それをわからず子供扱いするとは！

「それは、ええと、そう。ばんこう、に値します」

　蛮行。最近本で覚えた言葉を口にすると、年とし嵩かさを増したような気分になって、少しばかり自信が湧いた。そうとも、自分は大人で立派な淑女なのだ、一人でも何の問題もない。鏡の中の自分に大きく頷うなずいてみせると、クリューは鼻息荒く部屋を出た。

　階段を降り、ドアを開け、店内へ。誰もいないことはわかっているが、いつもの反射で朝の挨拶をする。

「おはようございま――」

「おう」

　しかし。

　無人のはずの店内から、それに返された声があった。

　はた、と立ち尽くす。声の発信源は店のカウンターの方だ。そちらを向くと、青年が一人、椅子に座っていた。カウンターの内でカップを傾けるその人は、他でもない。この店の主人であり彼女の雇い主、スプートニクその人であった。

　右手に愛用のカップ、左手に何か、メッセージカードのような紙切れを持っている。カップの方は御多分に漏れず目覚ましのための濃いブラックコーヒーだろうが、紙切れの方はなんだろう？　けれどそれよりも気になることがあった。何せ彼は、今日はいないはずの人だ。

「スプートニクさん。商会はよろしいんですか。今日ですよね？」

「やめた。さっき急ぎの郵便を出したから問題ないだろう」

　訝しく思いながら尋ねたが、忘れてはいなかった。しかし、だとしたらなぜ。

「どうしていきなりやめたんです？　面倒くさくなったとかですか」

「お前は俺をなんだと思ってる。――行く気だったさ、そこを開けるまではな」

　と視線で指したのは、店の入口扉。そこで見たものを思い出したのか、もともと機嫌の悪そうであった表情を更に歪ゆがめる。店主の眉間の皺しわが一段と深く刻まれるのを見ながら、クリューは思わず首を傾かしげた。玄関先で何を見たのだろう。

　するとスプートニクは、左腕をこちらに差し出した。そして呟くように言う。「『閉店』の札に、これが貼り付けてあった」

　その手に握ったものは、名刺大の紙だった。閉店後、どこかの店が営業回りに来たのだろうか。しかしその程度でスプートニクが今日の予定を取りやめにするとは考えにくい――思いを巡らせながら、受け取った。

　裏返して渡されたそれをひっくり返す。そこには短い文章が書かれていた。




　　近日中に、あなたの心と宝石を頂きに参上します。魔法少女ナギたん




「これは――」

　一度、二度。念のためもう一度読み返して、

「……なんですか？」

　再びクリューは首を傾げた。驚きはしたが、情報量が少なすぎていまいち内容把握に難しい一文である。心？　なぎ？　何？

　思ったことを取とり敢あえず吐くと、スプートニクはあっさり答えた。

「わからん」

　さすがのスプートニクも匙さじを投げたらしい。

「わからんが、窃盗の予告だというのは確かだな」

「大変。それじゃ、ナツさんに連絡しないと」

　馴な染じみの警察官の名を挙げるが、しかしスプートニクはそれにもいい顔をしない。彼はナツとはなぜか犬猿の仲なのだ。

　何か言おうとスプートニクが口を開くより早く、被かぶせるようにして言ってやる。

「だって、スプートニクさん。犯罪の予告でしょ。なら、警察局に通報するのは当たり前のことじゃないですか」

「犯罪予告、ねェ……」

　しかし渋い表情は絶えない。腕を組み、クリューの持つそれを睨にらむように見ている。

「スプートニクさんがナツさんのこと苦手なのは知ってます。でも、泥棒さんに宝石盗とられちゃうのはもっと嫌でしょう。そんなの、お店の評判にも繋つながりますし――」

「あァいい機会だ、そろそろ店売ッ払って旅商人に戻るかァ」

「スプートニクさん！」

　目を吊つり上あげて名を呼ぶと、彼は肩を竦すくめて「冗談だ」と言った。

「ようやく自分の店を持ったんだ、そう簡単に手放しはしねェよ。けど、しかしなァ。予告状付きの窃盗とはまた、古風な泥棒もいたもんだ――」

「――古風でも、こちらの組織ではなかなか有名な怪盗なんですよ」

　その言葉と、ドアベルが鳴ったのは同時だった。

　スプートニクとクリュー、揃そろってドアを向く。入ってきたのは二人組だった。

　曲がりなりにもここは宝石店である、恋人へ贈り物をしようと、或あるいは手を繋ぎ、また或いは腕を組み、仲睦むつまじく訪れる男女の二人組は珍しくない。けれど今入ってきた一組は、明らかにそれらとは異なっていた。

　纏まとうものは濃い色のローブ。胸元を留めるボタンの色は各々違うが、同じ紋様の彫刻が見て取れる。刻まれたそれは、クリューの知らない紋であった。ゆったりとした袖口と被ったフードの縁には金色の刺し繍しゅうが飾られている。深いフードのせいで、いずれも顔の上半分を窺うかがうことはできない。性別すら不明の、異様な容貌をしたその二人が、客ではないのは明らかだ。

　スプートニクが席を立った。入ってきた二人組から視線を外さないまま彼女のもとに歩いてくると、クリューを背に庇かばうようにして佇たたずむ。

「いらっしゃいませ。――ご来店頂き有り難いんだが、生あい憎にく、今は開店準備中でね。申し訳ないがあと三十分ほど待ってもらおうか」

　棘とげのある口調。正規の客相手であれば、決してしない物言いである。

「それと、礼儀として、人に挨拶をするときには被り物を取るべきだ」

「ああ、そうか。失礼」

　深く被った濃色のローブは、威圧が目的ではなかったらしい。今気付いたとでもいうように謝罪をすると、彼は躊躇ためらいなくフードを後ろに降ろし、顔を露あらわにした。

　色素の薄く癖のない髪、オリーブグリーンの瞳と、中性的な顔立ち。見ようによってはスプートニクより年上にも、また幼くも見えるその彼は、人懐こそうににっこりと微笑ほほえんだ。

「はじめまして、店主様、お嬢さん。魔女協会のシォアーリァンと申します。こちらは私の部下のイラージャです」

　彼の一歩後ろに佇む相棒を指し、名を呼ぶ。部下と呼ばれたその人も、フードを降ろして深く腰を折った。――こちらは女性だった。プラチナブロンドの流れるような長い髪が印象的な彼女。上司の彼とは対照的に欠片かけらの愛想も振ふり撒まこうとはしないのは、虫の居所が悪いのか、それとも単に、そういう性格なのか。

　けれど彼女の機嫌よりも、クリューには気になったことがあった。それは彼の口にした言葉の一つ。

「魔女協会？」

　スプートニクの背に隠れながら、気になったそれを繰り返す。するとシォアーリァンと名乗った彼の視線がこちらを向いた。柔らかい微笑はそのままに、彼女の疑問へ答えをくれる。

「魔法使いの互助組織のことですよ、可愛かわいらしいお嬢さん」

「あ、あ、ありがとうございます。え、えぇと、イォ、シ、しおあー……痛っ」

「すみません、両親が西南大陸の出身なので。こちらの人には発音しにくいでしょう、『ソアラン』と呼んで頂いて構いませんよ。協会の人間も私をそう呼びます」

「わ、わかりました。その、ありがとうございます、ソアランさん」

「いいえ。どう致しまして」

「クー。親しげにするな」

　スプートニクに肩越しに睨まれた。けれど彼と彼女の付き合いは決して短くなく、今さらその程度で萎縮はしない。

「あと、もう一つ聞きたいんですけど。魔法使いって、なんですか」

　するとスプートニクはあからさまに、面倒だ、という表情を作った。そしてその想おもいを顕現するかのような適当な答えを返す。

「魔法使いってェのは、魔法を使う奴やつのことだ」

「説明になってません。その『まほう』っていうのがよく――」

「わかりやすく説明すると、こういうことです」

　今度答えたのは、スプートニクではなかった。

　ソアランはクリューの言葉を遮りそう言うと、人さし指を一本立て、小声で何かを呟いた。すると、

「あっ」

　人さし指の少し上に、親指の爪ほどの大きさの、明るい球が現れた。

　驚きに、思わず声を上げてしまう。するとソアランは声を上げて笑った。彼の楽しそうな笑い声で、自分の失態にようやく気付く。

「ご、ごめんなさい。大声を」

「いいえ。――魔法使いとは、こういった、奇妙な能力を使う者と思って頂ければ結構です。ただ、異能をその身に宿すゆえ、警察局の捜査に支障をきたしたり、また、冤えん罪ざいを被ることもあります。そういう有事の際に魔法使い同士助け合おうということで結成された集団が、魔女協会です」

「そんなことより」

　スプートニクの物言いから、棘と敵意は消えない。

　クリューを背にして立ったまま、彼はソアランに問いかける。

「リアフィアットには魔女協会の支部はなかったはずだが。協会支部のない街に魔法使いが訪れるとは、珍しいこともあるんだな」

「おや。店主様はそちらを先に気にされる？　てっきり私は、そちらとの関係性を聞いてくるかと思ったのですが」

　視線で『予告状』を指しながらの微笑に、スプートニクの肩が小さく揺れるのがわかった。それは言葉に対する驚きと言うよりも、苛立ちからきたもののようだ。

「とはいえ、どちらのことを話そうと、最終的には同じことに繋がります。そしていずれにせよ、あなたに関係あることです。少し、お時間を頂いてもよろしいでしょうか」

　スプートニクは、敵意の溢あふれる表情を崩さぬままにソアランを睨みつける。

　しばしの沈黙ののち折れたのは、珍しいことに、スプートニクの方だった。長く深いため息を一つつくと、振り返り、疲れたような瞳をクリューに向けて、彼女へこう命じたのである。

「……クー。茶を」




　紅茶を三つ淹いれて戻ると、スプートニクと魔法使い二人は、応接用のソファに向かい合うように座っていた。

　三人に茶を差し出すと、クリューはスプートニクの座ったソファの隣に立つ。

　スプートニクはそれを見て、軽く右手を振った。

「クー、お前は開店準備をしておけ」

　厄介払いをしたがっているように感じたが、恐らくそう違ってはいないはずだ。頬ほおが膨れそうになるのを我慢して、クリューはかぶりを振った。

「私もお話、聞きたいです」

「駄目だ。お前はあっちに行ってろ」

「もう片付けはできてます。あとは『開店中』の札を出すだけです。やることありません」

「そういう問題じゃなくてだな――」

「当方は、構いませんよ」

　スプートニクを遮り、そう言ったのは、ソアランだった。

「クリューさんもこちらの店員なのでしょう、聞く権利があります」

　スプートニクがうんざりした様子でこちらを見るが、クリューは毅き然ぜんと言い返す。

「私だって気になります。それに、スプートニクさんお一人でお話させたら、また追い返そうとしないとも限りません。店主がお客様を追い返したなんて噂うわさを立てられたら、お店の信用問題にもなります」

「いえ、そんなことは致しませんよ、お嬢さん。品の一つも選んでいないというのに、そういうときだけ利用者面なんて失礼なことは」

　笑うソアラン。対照的にスプートニクは、不快そうに眉をひそめた。けれど文句を言うことはなく、俯うつむき小さくかぶりを振ると、もう一度彼女を見上げる。

「……なら、座れ。横に立たれている方が、気が散る」

「はい」

　クリューは勝利したような気分になって、意気揚々と隣に座った。自分の分の茶は作っていないが、同席できるというだけで充分だ。

　ソアランは茶を一口啜すすると、机の上のソーサーにカップを戻した。そうやって唇を湿らせ、「それでは」と話し始める。

「魔法少女ナギたんのことですが」

「どうでもいいけど、アンタ」

　しかしそれを遮り、スプートニクは言った。

「よく真顔で言えるなその名前」

「魔法少女ナギたんですが、あれはどうやら、はぐれの魔法使いのようなのです」

　ただ茶々を入れたかっただけだということに気付いたようで、彼はそのまま言葉を続ける。話の腰を折られたところで、彼の微笑は崩れなかった。クリューはソアランのその表情が良くできた作り物であるような、妙な感覚に陥る。

　彼の言葉を聞いたスプートニクは、怪け訝げんそうに呟いた。

「はぐれ？」

「ええ。あなたがたの宝石商会と違い、大陸すべての魔法使いは『始祖様のために』――いえ、細かい説明はこの場では控えましょう。すべての魔法使いは、魔女協会に所属することを義務としています。その『魔法少女ナギたん』は、協会に登録されていない、謎の魔法使いなのです」

「成程。それが盗みを働いているとなれば、協会としては放置してはおけないということか」

　言うと、ソアランの微笑が崩れた。代わりに作られた苦い笑みは、少し血の通った表情だった。

「えぇ、まぁ、そういうことです」

　しかしその同意はどうにも曖昧で、奥歯に物が挟まったようである。そのはっきりしない表現を、機嫌の良くないスプートニクが許すはずがなかった。彼はただ鋭く睨みつけることで意思を伝える。言葉より雄弁に不快を語る視線へ、ソアランは軽く肩を竦めると、「大したことではないのですが」と言った。

「隠しても、仕方がないでしょうね。私は幹部ではないので正確なところは言えませんが、恐らく、協会としてはあなたに、いえ、『スプートニク宝石店』に恩を売りたいという思惑も、あるにはあるかと思います」

「うちに？」
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　スプートニクの眉が寄った。

　クリューも同じ気持ちである。ますます訳がわからない。魔法使いの協会とうちの店に何の関係があるというのか。

　店主の尋ねた言葉。それに魔法使いはにっこりと――あの作り物めいた――微笑を浮かべた。

　そしてこう、答えたのである。

「リアフィアット市に、魔女協会支部を作る計画が持ち上がっています」

　その瞬間。

　スプートニクの組んだ腕に力が入ったのを、クリューは見逃さなかった。右の二の腕に左手の爪が立ち、体がほんの少しだけ前のめりになる。けれどソアランは動じない。スプートニクの変化に気付いているのかいないのか、ただ淡々と、魔女教会とやらの、未来にできるであろう支部の計画について語る。

「支部長には、私が就任することになるでしょう。ですから――」

「帰れ」

　スプートニクは吐き捨てるように言った。

　クリューが彼の表情を確かめる間もなく、彼は席を立つと客人たちに背を向けて歩いていってしまう。カウンターにたどり着き、もう冷え切ってしまっただろうコーヒーカップを持ち上げると、こちらを見ないまま、クリューに言った。

「クー。もういい時間だ。店を開けるぞ」

「あ、ええと、はい！」

　時計を見る。開店にはまだ余裕があったが、有無を言わさぬ物言いだった。質問を許さぬとばかりの低い声に、クリューは慌てて立ち上がり、盆を持って奥に引っ込む――ふりをして、少しだけドアを開けたままにする。そしてその隙間から店内を窺った。

　背を向けたまま、スプートニクは彼らに告げる。

「うちは魔女協会に協力しない。支部ができたところでその意は変わらない。帰ってくれ」

　感情を押し殺したような声だった。まさしくそうであったのだろうが。

　スプートニクがこれ以上ないほど苛立っているということは明らかであるのに、その苛立ちの根源であるはずのソアランは表情も声も変化しない。掴つかみどころのない笑顔のまま、首を傾げる。

「では、魔法少女の件は？」

「それも破談だ。こちらで勝手に対処する」

　問いかけに、彼があっさりと言ってのけた、直後。

「――それは、困ります！」

　抗議の声を上げたのは、それまで一言も喋しゃべらなかったソアランの連れの女性だった。我慢がならなくなったのかソファから立ち上がり、澄んだエメラルドのような瞳にありありと焦燥を浮かべながら、スプートニクの背を睨んでいる。

　その視線を受けてか、スプートニクはゆっくりと彼らを振り返った。その表情が、ドア越しに窺うクリューの目にも入る。どんな恐ろしい顔をしているだろうと一瞬身構えたが、なんということはない、彼はただ大儀であるとばかりに眉をひそめているだけだった。

　スプートニクは腕組みをして壁に寄りかかり、顎をやや上げた姿勢のままで尋ねた。

「アンタは？」

「イラージャです。私の部下で、協会では、魔法少女ナギたん捕縛の任を担当しております」

　答えは女性ではなく、ソアランが返した。

「成程」

　ゆっくりと頷く――が、それは許容を示したわけではなかったらしい。続く言葉の鋭さが落ちることはなかった。

「アンタの事情なんか俺には関係ねェ。ここの店主は俺だ、裁量の権限はすべて俺にある。その俺が帰れ、と言っているんだよ。意味がわかるな」

「……っ」

　スプートニクの様子に気け圧おされたようで、イラージャが少し身を引いた。なれど負けてたまるかと、再び一歩踏み出そうとする。

　しかしその肩を掴んで止める手があった。

「帰ろう、イラージャ」

「ソアラン様……！　ですが！」

「彼を説得するのは無理だよ。帰ろう。俺たちは今回の件に一切関与しない。君もだ」

　穏やかな口調、しかしその中には強制の意がありありと感じられる。

　そして部下である彼女がそれを拒絶することなどできはしない。返そうとするが言える言葉など一つとしてなく、結局彼女にできたのは、項うな垂だれて「はい」と小声で了承を答えることだけだった。

「店主様、お騒がせを致しました。今回の件に関し、我々の助けは不要であるとのことですので、我々はその旨を協会に報告させて頂きます」

「あァ。そうしてくれ」

「お嬢さんにも、開店前から騒がせて申し訳なかったとお伝えください」

　吐き捨てるような彼の言葉に、しかしソアランは動じない。

　丁寧に深く腰を折り、そしてゆっくり頭を上げ。スプートニクの視線を真っ向から受け止めると、ここへ訪れたときと何一つ変わることない微笑を浮かべてみせ、静かに一言、こう告げた。

「どうぞご自身のご判断に、後悔されることのなきよう」




　魔法使いを名乗る奇妙な二人組が帰路につき。

　誰もいなくなった店内でなお扉を睨んだままのスプートニクへ歩み寄ると、クリューはそっとティーカップを差し出した。

「紅茶です。少し、ブランデーを混ぜてあります」

「馬鹿。これから店開けるんだぞ、酒飲めるか」

「ほんの少しですから大丈夫ですよ。スプートニクさん、落ち着いていないみたいですから」

　言われてようやく、自分の表情が強こわ張ばっていることに気付いたようだった。驚きに目を見開いたあと、疲れたように俯くと、カウンターの椅子に腰を下ろす。ティーカップを取り上げると一口啜り、まるでため息のように呟いた。

「旨うまい」

「ありがとうございます」

　礼を述べ、クリューもまた自分のカップを傾ける。こちらにアルコールは入れていないが、茶自身の持つ温ぬくもりが腹を温めてくれる。

　温かさは人に安心を齎もたらす。それがスプートニクを癒いやせばと思いながら淹れた茶だったが、その思惑はどうやら成功したようだ。彼の眉間の皺が幾分か和らいだのがわかった。

　やがて飲み干して、空いたカップをクリューに返す。それからまたあの魔法使いのことを口にしたが、それは怒りというよりは、単なる愚痴のようであった。

「あの男、腹が立つ」

「ソアランさんですか」

「俺が協力を断ることを見越していたようだった。胸むな糞くそ悪ィ」

　彼がそう言ったことに、クリューは些か驚いた。腹の探り合いでこの性悪店主と渡り合う者はなかなかにして珍しい。

「とはいえあの魔法使いに関しては、何事もなく帰ったのだから良しとしよう。残る問題はあの、よくわからんコソ泥だが――」

　そのとき不意に、ドアベルが鳴った。

　スプートニクが椅子から腰を浮かし、クリューの盆を支える手に力が入る。本来ならば客を迎える挨拶と、まだ準備中である旨を伝えなければならないが、身構えていて声が出そうにない。今度は誰が？

　警戒する二人の視線の先、開いたドアから入ってきたのは、

「おはようクリューちゃん、今日も日課のパトロールに来たわよ……って、何事？」

　誰ということはない、顔見知りの警察官でありクリューの友人、ナツだった。

　店内のいつにない緊迫した様子に、ぎょっとしたように目を剥むく。しかしそんな彼女と対照的に、スプートニクは気が抜けたような表情をすると、再び椅子へ腰を下ろし、呟いた。

「なんだ、ナツか」

「なんだとは何よ、ご挨拶ね」

「いや。入ってきたのがお前で良かったよ」

　喋るのも大儀だとばかりに、気け怠だるそうな様子で手を振るスプートニク。しかしその返答に、ナツの怪訝の色はますます濃くなる。

「アンタ、熱でもあるの？」

「安心しろ、そう思った俺自身も驚いてる」

　心底疲れ果てた様子のスプートニクに、ナツは意味がわからない、と言いたそうに首を傾げる。それはそうだろう。犬猿の仲であり、顔を見れば文句或いは喧けん嘩かをするのが日常である二人だというのに、今日に限って「お前で良かった」とは。

　明日は槍やりでも降るのかしら、と窓の外を窺うナツ。しかしつまるところスプートニクは、それだけ魔法使いを嫌っているということだ。首を傾げ、クリューはナツに問いかけた。

「あの、ナツさん。ナツさんは『魔法使い』って知ってますか？」

「魔法使い？　知ってるわよ。あの、トンデモ能力使う集団でしょう」

　青く晴れ渡った空を見ていた視線をクリューに向け、ナツは言った。それを受けて、カウンターに肘をついたスプートニクが問う。

「実際に会ったことは？」

「そうね、二回か三回くらいかしら。リアフィアット市内で会ったことはないわ。あいつら、東は嫌いなんだって聞いたことあるけど」

「大陸の西の端に協会本拠地があって、そこから離れれば離れるほど魔法使いの行使できる力は弱まるんだそうだ。そのせいで、大陸中央以東にはあまり来たがらない」

「詳しいのね」

「元、旅商人だぞ。俺は」

　知らぬわけがあるかといった物言い。クリューは彼が自分と出会うまでどのあたりをどう旅していたのかは知らないが、その口ぶりからするに、恐らく大陸全土を渡り歩いていたのだろう。

「で、その魔法使いがどうかしたの？」

「さっき、うちに来た」

　吐き捨てるスプートニクは、理不尽に怒られ拗すねた少年のような表情をしていた。ナツはそれをからかうだろうか、と思ったがそうもならず、どころか珍しく彼女がスプートニクに同情するようなことを言ったのだから、クリューは些か驚いた。

「げ。それは御愁傷様」

「ナツさんも、魔法使いさんはお嫌いですか」

「嫌いというか……あまり警察局と相あい容いれる存在ではないわよね。異質な力を使う集団だもの」

　困ったように眉を寄せて頬を掻かく。差別は良くないとわかっているが、素直に歓迎はし難いといったところか。

　しかし、とクリューは思う。たった数例の魔法使いを見ただけで、すべての魔法使いを敵と決めつけてしまうのはいかがなものだろう？

「でも、魔法使いさんみんながみんな、悪い人ばっかりなんて思っちゃうのは失礼です。きっと、いい人だって中にはいますよ」

　するとナツとスプートニクが、同じような困った表情で視線を交わした。どう説明したものか、といった顔だ。

「そう、ねえ……」

「あのな、クー……」

　しばし後、ナツは曖昧な笑顔を作り、対してスプートニクはやはりまだ苦い顔。そんな二人に更に言葉を重ねようと、口を開く。

　だがそれより早く、クリューの意見を後押しする声があった。

「そう、彼女の言う通り。一概にどうと語るのは良くないよ、魔法使いと言えど志向は様々だ」

「そうは言うがな――」

　スプートニクが、そうして言いかけた口を閉じたのは、恐らく、彼を批判したその声が、クリューのものでも、ナツのものでもなかったからだろう。

　扉が開く音は、しなかったはずだ。

　スプートニクは即座に椅子から立ち上がり、声の発生源を見やる。それは店の中ほど――クリューも追ってそちらに視線を向ける。

　と、そこには。

　歳としは十を越えたくらいか、一人の少女が立っていた。

　細い四肢と愛らしい顔貌。肩口で切り揃えられ、さらりと流れる髪の色は白だが、光の加減で青が混じる。天然で有り得ないのは一目瞭然であった。大きな瞳はサファイアを埋め込んだかのような見事な濃青で、人の目を奪う。大きく丸い銀縁の眼鏡はファッションらしく、度は入っていないようだった。

　膝丈の白いドレスと、同じ色のマントを羽織った少女。いつの間にやら全員の死角に立っていた、まったく異様なその子供に、警戒感を隠すことなくスプートニクは尋ねた。

「誰だ」

「あれあれ？　寂しいなァ。僕のお手紙、読んでくれなかったのかな？」

　顎に人さし指の先を当て、小首を傾げながら彼女は言った。

　斜に構え、唇を人を馬鹿にするような笑い方に、スプートニクの頬が強張るのが見えた。ああ、苛立っている、とはらはらしていると、彼の視線がクリューを見た。目が合ったことに驚くが、その視線はすぐに横に移動し、ナツに言う。

「ナツ。クーを」

「ええ」

　頷くとナツは、クリューの脇に来て肩に手を置いた。何か不測の事態が起きたとき、クリューをすぐ逃がせるようにということだろう。自分の身は自分で守れる、補助などいらないと振り払いたかったが、生憎ともう膝が震え始めている。クリューはぎゅっと固く拳を握った。

　片手を腰に当て、壁に寄りかかりながら、スプートニクはその少女に尋ねた。

「お前が『魔法少女』か」

「ナギたん、って呼んでほしいな。美少女魔法使いナギたん、でもいいよ。どうぞよろしくお見知り置きを。そして以後もご贔屓ひいきに」

　そしてばちん、という擬音が似合いそうなウインクをした。非常に自然な仕草で、慣れた様子が見受けられたが、そんなものはクリューたちにとっては何の助けにもならない。

　スプートニクがそっと、腰に左手をやるのが見えた。魔法少女からは死角になって、見えていないはずだった、が。

　魔法少女は片眉を跳ね上げ、嘲あざ笑わらうように頬を歪める。

「あァ、下手な抵抗はしないほうがいいと思うよ。僕は『規格外』だ」

「抜かせ」

　しかし彼は怯ひるまなかった。ばれてしまったのではと開き直ったのか、強い音を立てて一歩踏み込み、手に取ったものを投とう擲てきした。

　放たれたのは、万年筆、鏨たがね、コンパス、金かな切きり鋏ばさみ。いずれも彼の愛用の道具で、そしていずれも先端の尖とがっているものだ。彼の手から放たれたそれは凄すさまじい速さで魔法少女のもとに飛んでいく、しかし。
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　それが魔法少女に危害を加えることは、残念ながら、なかった。

「えっ」

　目の前で起きた奇怪な現象に、声を上げたのはナツだった。クリューは驚きに、声さえ出なかった。

　スプートニクが怪訝に眉をひそめる。魔法少女は反対に、したり顔で笑った。

　――放たれた凶器はすべて、彼女に触れる直前、空中で静止したのである。

「残念」

　更に。魔法少女の『芸』はそれだけで終わらなかった。

　驚く彼らの目の前で、見る間にくるり、と四つの切っ先が回転し――向いた先には、スプートニクがいた。うち三つが彼の放った勢いのままに、持ち主のもとへと戻っていく。

　無造作に振るった腕で叩たたき落おとせたのは、万年筆一本だけだった。

「スプートニクさん！」

　二本の凶器が彼の右肩と左ひだり腿ももに刺さる。

　激痛であったろうに、彼が悲鳴を上げることはなかった。その場に膝をつくことと合わせて、それらは彼のプライドが許さなかったのか。

　腰を折りながら壁に寄りかかって、右肩を押さえ、苦しそうに表情を歪める。

「――どうして」

「どうしてこんな東の果ての場所で、これほどの魔法が使えるのかって？」

　魔法少女は両腕を広げ、毒々しく笑った。

「言ったろう、僕は『規格外』だ。勝手に自身の足に枷かせなど嵌はめている、頭の悪い奴らと一緒にしないでおくれ。さて」

　とどめを刺しておこうかな。意味に似合わぬ明るい声で、魔法少女が言った。

　そして虚空に残った一本のコンパスが、宙でもう一度回転する。その先がスプートニクを向いた瞬間に、クリューの頭の中で何かが爆はぜ――

「やめて！」

　叫んだのは、まったくの無意識であった。

　けれど体は勝手に動いていて、自分でも気付かぬうちに、クリューは魔法少女の前に立っていた。彼女の視界からスプートニクを消そうと両腕を大きく広げる。

「クリューちゃん！」

「やめろ、クー！」

　魔法少女の向こうからナツが、自身の背後からスプートニクの静止の声がするが、構わない。まさか従業員クリューが出てくるとは予想していなかったのか、ただ目の前で驚いたように瞬まばたきをしている白髪の少女を、クリューは真まっ直すぐに睨みつけた。

「スプートニクさんに、ひどいこと、しないで」

　これ以上何かしたら、許さない。

　吐いた言葉は、自分でも驚くほどに低かった。自分に何ができるのか――できることなどないことはわかっていたが。それでもこれ以上彼に何かをするのなら、魔法少女の指を食い千切ってでも止める気でいた。

　四肢が震える。涙が零こぼれそうになるが、泣いたら負けだ。負けてたまるものかと、目に力を入れ歯を食いしばる。

　そうしている時間は、それほど長く続かなかった。

　突然背後から強く引っ張られ、クリューはその場に尻餅をつく。痛みに思わず目を瞑つぶると、その瞬間、正面に影が現れた。慌てて顔を上げようとするが、上から頭を押さえつけられ敵かなわない。抵抗できずにいると、そのまま影に固く抱きすくめられた。

　思わずパニックになりかけたそのとき、耳元で「動くんじゃない」と声がした。魔法少女から守るように彼女を抱えたのは、スプートニクであった。

　彼の肩越しに、クリューは魔法少女を見る。彼女は肩を竦めてにっこりと笑った。

「今日は挨拶に来ただけだ。君たちが何もしなければ、僕だって何もしないよ。――あァ、見目麗しい警察官のお嬢さん。お願いだから、君も余計な行動は慎んでおくれ。女の子に手を出すのは好きではないのだ」

　魔法少女の背後で特殊警棒を握ったナツが、びくりと震える。それが見えたわけではないだろうが、魔法少女はスプートニクに視線をやり、不快とばかりに唇を尖らせた。

「まったく、嫌われてしまったようだね。君のせいだよ」

「玄関から入ってこない訪問者なんて嫌われて当然だ」

　肩越しに振り返りながら、スプートニクは応えた。

　宙に浮いたコンパスがゆっくりと降りてきて、魔法少女の手の中に納まる。もしや投げ返してくるのでは、と体を強張らせるが、彼女はそうしなかった。手近なガラスケースの上に音もなく置き、言葉を続ける。

「玄関から入ってくる怪盗なんて怪しくもなんともないじゃないか。まァいいや、今日は予告に来ただけだよ。予告状に予定を書き忘れてしまったことを、思い出したんだ。――明後日の昼十二時、予告状に書いたものを頂きに参上致します」

「明後日の、十二時」

「うん。忘れないでね」

　繰り返すと魔法少女は、満足したように笑い。そして右手を高く掲げた。

　と、その指の先から光る滴が出現する。まるで小さな宝石のような光の粒は、細ささめ雪ゆきのようにゆるりゆるりと舞い降りて、彼女の頭に肩に降り注ぎ――そうしてやがて光の粒が彼女の爪先にたどり着いたとき。

　自称魔法少女の姿が、消え去った。

　音も、埃ほこり一つも残さず、まるで、初めからそこには何もなかったかのように。

「……消え、た」

　スプートニクの肩越しに見た光景に、クリューは呆ぼう然ぜんと、呟いた。

「行ったか」

　呼応して聞こえたのは、吐息のような呟き。

　それを契機としたように、彼女を抱えていた腕から、ずるずると力が抜けていく。彼女の上に倒れ込むのを避けようとしたのか、彼はクリューの肩を軽く押して自身の重心をずらすと、そのまま彼女の左側に転がった。

　鏨のない方の腕で身を持ち上げ、壁を背にして座り込む。それから彼は天井を見上げ、長く長く息を吐いた。

「す、すぷ、スプートニクさぁぁんっ」

「泣くな、クー。大丈夫だから」

　言われて初めて、自分が泣いていることに気が付いた。

　胸元に縋すがりつく。と彼は怪我けがのない左腕を持ち上げた。温かい大きな手のひらがクリューの頭に載る。自身にもわからぬ大きな衝動に堪こらえ切れなくて、クリューは彼の胸元に強く頬を寄せた。髪を撫なでる手が背中に移動して、彼女を安心させるように擦さすってくれる。

　やがて窓の外を確認していたナツが、特殊警棒を握ったままやって来た。強張った表情のまま、二人を見下ろし、言う。

「外にはいないわ。本当に、どこか行ってしまったみたい」

「そうか。盗まれたものは？」

「ざっと回った限りでは、ガラスケースの中の商品は全部揃っているように見えたわ。……そんなことよりあなた、その傷、大丈夫なの」

「大丈夫なわけあるか、今どう抜くかを考えてる。それなりに深く刺さってるぞ、あァ、痛ェ」

　鏨の持ち手を指で示し、ここで抜いたら血が吹き出すかもしれないからな、と他人事のように喋る。が、その言葉の持つ意味自体は確かにおおごとである。この程度で済んだからいいものの下手をしたら――最悪の想像が頭をかすめ、クリューの瞳から、また、ぼろぼろと大粒の涙が零れ出した。歯を食いしばるが、もう止められない。

　そんな彼女を見て、スプートニクが苦笑を浮かべる。

「あァ、まったくお前は。泣くなって」

「だって、だって。痛いって。腕、痛いって」

「痛いは痛いが死ぬほどじゃねェよ。彫金始めたばかりの頃はよくあちこち抉えぐってた――いや、初めはそうでもないか。少し慣れてきた頃の方が多かったな、そういう時期の方が調子乗って油断するんだ。……そうだクー、お前は怪我は」

　人のことではなく今は、自分のことを気にするべきだろうに。そう思いながらも、止まらぬ涙を両手で擦こすりながら、答える。

「なんとも、ないです」

「そうかそうか、良かった。雇い主として、従業員に怪我させるわけにはいかないからな。ただでさえお前は不器用なんだから、怪我のせいで更に不器用になられたら困る」

　負傷した状態でも、我が上司はそうやって一言多いのだ。どうにもならない苛立ちを覚え、クリューは拳で軽くスプートニクの胸を叩いた。

　特殊警棒で自分の肩を叩きながら、ナツは首を傾げて言った。

「で、あなた、どうする気なの」

「どうするもこうするもねェよ」

　床に落ちていた万年筆を拾い上げる。魔法少女の攻撃から、彼が叩き落とした唯一のそれだ。

　インクの滴る銀色を見つめ、彼は楽しそうに笑った。

「魔法使いだかなんだか知らんが、貴重な贈り物を二つも頂いたんだ。礼儀として、お返しはさせて頂かないとなァ」

　その瞳はまるで、獲物を見つけた蛇のようであった。
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「申し訳ありません。店主は別件で取り込んでおりまして」

　はたして今日は、もう何度この言葉を告げたろうか。そんなことを思いながら、クリューはまた同じそれを吐いた。

　あのあとスプートニクは、まずクリューに医者を呼ばせた。勿もち論ろん、腕と足に刺さったものを抜くためだ。やって来た馴染みの老医師は、彼のそれを見て目を丸くしてはいたものの、黙って処置をしてくれた。事情を聞かないでくれたのは、彼の仕事――宝石加工師――を知っていたからと言うよりも、どう見ても作業中の事故とは思えないそれらに呆あきれていただけのようだった。処置後、器具を鞄かばんにしまいながら「やんちゃも程々にな」と呟いていたのがその確たる証拠である。勿論スプートニクは、聞こえないふりをしていたが。

　曰いわく、手足の神経に支障が残ることはなかろうとのことだった。多少の傷跡は残るかもしれないが、じきに治る。老医師がそう診断を下したとき、スプートニクの目元から少しだけ力が抜けたのを、クリューは見逃さなかった。指先の神経は加工師にとって非常に重要だ。さすがのスプートニクも、それを失うことは避けたかったのだろう。

　医師が帰るとスプートニクはクリューに店番を言いつけ、以降ずっと宝石加工室に籠っている。何をしているのか不明だが、先ほど覗のぞいてみたところでは、熱心に書き物をしているようだった。

「あら。そうなの、残念ね……せっかく来たのに」

　そのためクリューは店主を訪ねて来る客へ、朝から何度も頭を下げている。もともと今日は店主は外出の予定だったのだから、断りの言葉が多少変化しただけではあるけれど、いずれにせよ自身に不備はないのに頭を下げるというのは、決して喜ばしく思えることではない。――ましてその『頭を下げる対象』が、明らかに『宝石商としてのスプートニク』を求めて来たのではないとわかっていれば、尚なお更さらだ。

　昼近くなった頃店に訪れたその女性は、クリューもよく知る常連客であった。とある資産家の令室で、スプートニクがクリューと出会うより更に前、彼が旅商人をしていた頃からの上客である。スプートニクが言うには「若い燕ツバメを飼っている気分に浸りたいのだろう」とのことだが、そういう方面の知識が浅いせいか、クリューの目には、どうにも彼女が遊びでいるようには見えない。スプートニクとそれほど歳が離れているようにも見えないし。

　それはともかく。彼女はスプートニクがいないことを知ると、長いまつ毛の飾る瞼まぶたをほんの少し落とし、頬に手を当てて、心底残念であるとばかりにため息をついた。薄紫色のドレスと線の細い体つき――しかし出るところはしっかり出ている――に白い頬も合わさって、その様子はいたく絵になっていたが、クリューにとっては見ていてあまり気分のいいものではなかった。

　上げた口角が引きつりそうになるのを必死で我慢。眉根を寄せて、困ったような表情を作る。

「申し訳ありません、エリーゼ様。どなたも取り次ぐな、と申し付けられておりまして」

「そう……なら、仕方ないわね。あの人を困らせるわけにもいかないもの」

　あの人、ね。親しげに呼ぶその言葉もまた、腹立たしい。

　以前スプートニクに探りを入れてみたところ、客の一人に過ぎないとあっさり言われたし、それに何より、彼が他の人にも同じような『接客』をしているのを見たことがあったので、スプートニクの方は彼女のことを金かね蔓づる、もとい重要な顧客以上の何かとは思っていないようであったが、こちらはそうではないようだ。

「残念だけど、今日は帰るわ。アポイントもなしに来た私が良くなかったのだし。――ああ、そうだわ、忘れるところだった。あなた、これをあの人に渡してちょうだい」

　エリーゼは手提げから、一つの紙袋を差し出した。それほど重みもないそれだが、中身は一体なんだろう。気にはなったが、袋を開けて覗き込む、などという失礼な行動も憚はばかられる。

「こちらは？」

「フィナンシェっていうお菓子よ。私の住んでいる街の名物なの。あの人、これが好きで、旅をしている頃は私の街に来るといつも買っていったのよ。だからいつの間にか、あの人が来ると報しらせを貰もらうたび、私の方がわざわざ用意しておくようになってしまって……おかしいわね、客は私の方だっていうのに」

　そしてころころと、自分の話すそれがいかにも傑作であるとばかりに笑う。

　しかしクリューは面白くない。もやもやと、晴れない感情が胸の中に広がる。受け取った袋を潰してしまわないよう自制しながら、「ありがとうございます」と答えるのが精一杯だった。

「甘い紅茶によく合うの。良かったらお茶請けにして」

「はい。確かに受け取りまし――」

　と、そのとき。

　クリューの答えを遮って、バタン、という派手な音がした。

　音の発信源を見やると、宝石加工室のドアが開いている。どうやら耳障りなそれは、ドアが荒々しく開けられた音のようだった。

　それに気付いて、クリューの表情がつい陰る。その後に起こることが容易に想像できたからだ。宝石加工室の中に籠っている人はただ一人で、そのドアが開いたということはつまり、

「クー、ちょっと郵便を出しに行ってく……ん？」

　中にいる人間が出てくるということだ。

　予想は的中し、ドアの陰からスプートニクがひょっこりと顔を出した。それを見て思わず唇を噛かむ。まったくタイミングの悪い店主である、あと十分も後に出てきてくれれば、この人と会わせずに済んだのに！

「スプートニク。お久しぶりです」

　そしてこれまた予想通り、挨拶を告げるエリーゼの表情はまるで蕩とろけるようである。

　彼は彼女の存在に気付くと、無愛想な表情をすぐに隠してにっこりと笑った。加工室のドアを閉めるふりをしながら、握っていた封筒ごと右手を背に回す。彼が出したい手紙とやらは、どうやら、エリーゼの目には触れさせたくない代物らしい。

「やァ。これはこれは」

　スプートニクが片手を背にやっていた時間はそう長くなく、彼はすぐさまこちらに歩み寄り、先ほどまで封筒を握っていた右手を胸に当てると、「いらっしゃいませ」とエリーゼの前で腰を折った。彼女と相対したスプートニクは、自然とクリューに背を向けることになる。

　彼の背中側、ベルトに挟まれた白い封筒は裏面をこちらに見せていて、宛名はわからない。しかし右下に小さく『溢れんばかりの愛を込めて　君のいとしいスプートニクより』と署名があった。それは何かの思いを語る言葉なのか、それともただの冗談なのか。自身の唇が斜に曲がるのを自覚しながらも、クリューは何も言わずに待った。

「失礼を致しました、奥様。いらっしゃっていたのですね、気付きませんで」

「いいえ。お元気そうで何よりです。お忙しそうですね？」

「えェ、まァ。繁忙は景気の良い証拠ですから何よりですが、せっかく遠いところをいらしてくださった奥様に愛を囁ささやく時間すら取れないというのは、なんとも寂しい限りです」

「ま。相も変わらずお口がお上手なんだから」

「おや奥様。上手なのは口だけとお思いで？」

　そんなことを言って彼女の腰など引き寄せるのだから、エリーゼの白い頬はみるみるうちに赤くなった。そんな彼女の耳に唇を寄せ、何か――恐らくは睦むつ言ごと――を囁き、驚く彼女に彼はにっこり微笑みかける。

　両人の仲睦まじい様子を見せつけられたクリューの堪忍袋の緒が限界を迎えるまでに、それほど時間はかからなかった。が、その一方は顧客で、もう一方は腐っても上司である。怒鳴りつけたくなる衝動をぐっと堪えて、一つ咳せき払ばらい。非常にわざとらしいものとなったが、構うものか。二人の視線が彼女を向く。

「スプートニクさん、大事な作業があったんじゃないんですか。お店を私に任せたのは、お仕事さぼるためですか」

「あァ、そうだそうだ」

　唸うなるように尋ねると、彼は空くうを見上げて惚とぼけたように呟いた。エリーゼの腰に回した手を離し、一歩引いて礼をする。

「申し訳ありません、奥様。予定が立て込んでおりまして、この辺で失礼させて頂きます。お目当ての宝飾品がありましたら、こちらの従業員がお相手を致しますが」

「ああ、いいえ。近くまで来たから、あなたの顔を見に立ち寄っただけで、お目当ては特にないの。冷やかしでごめんなさいね、もう帰ります」

「それでは、外までお見送りを」

「いいえ、ここで失礼します。侍従と馬車を待たせているの、一人でも大丈夫」

「左様ですか。それではまた、お時間のあるときにいらしてください。どうぞ以後もスプートニク宝石店をご贔屓に」

「ええ。次はきちんと予約を入れて、お伺いします」

　店の入口扉を開けながら見送りの言葉をかけるスプートニクに、エリーゼは名残惜しそうな表情をしながらそう答え、「では、また」と再会の約束をすると、扉をくぐって出ていった。

　――そうして後に残ったのは、スプートニクとクリューの二人だけ。

　売れ行きを確認するように、店内に並べられた商品を眺めて回るスプートニク。その姿をぼんやり眺めながら、一向に晴れない腹を持て余していると、不意に彼が歩みを止めた。

　自分の首を撫でながら「さて」と呟く。

「俺も少し出かけてくる」

「どちらです？」

「郵便局」

　先ほどエリーゼから隠した封筒を、ベルトから引き抜いてひらりと振る。恋文のような一文の添えられたそれ。

　クリューはスプートニクを睨みつけ、とげとげしく言った。

「また女性ですか」

　しかし彼は、ひょいと肩を竦めた。

「まァ、女は女だけどな、恐らくはお前が思っているものと違う。魔法少女に対抗できる術すべを乞う手紙だ」

　だがそれでも、クリューの心からもやもやとした感情は消えない。本当にそうであるのなら、『いとしい』なんて書く必要はなかろうに。

　けれどスプートニクはそんな彼女の心持ちなど知る由もない。回れ右をして、入口扉に向かおうとする――が。

　踏み出そうとした足を、不意に止めた。

　どうしたのだろう。怪訝に思ったが、その原因はすぐに知れた。眉を寄せて不快そうにする彼は、ガラスケースに指を添え、支えとしてそこに立っていた。その灰の目は足元を、否、足そのものを見ている。隠すようにさり気なく、ガラスケースから手を離したが、クリューはしっかりそれを見ていた。

　自分でも驚くほど、クリューの心から苛立ちはあっさり消えた。代わりに浮かぶのは、傷を受けながらもクリューを庇う彼の姿。思わずきゅっと唇を引いたのは、決して怒りのせいではない。

「私、代わりに行きましょうか」

　けれど彼は、首を縦には振らなかった。

「いや。できる限り早く届けたいから、自分で交渉してくる」

「だけど足は。怪我は大丈夫なんですか」

「痛み止めが効いてるから問題ねェよ」

「嘘うそつき」

「行ってくる」

　クリュー程度の吐く毒など、彼に対して効くわけがない。反論もせず、彼女の提案を呑のむこともせず、ただ出かけの挨拶だけを口にすると、今度はいつも通りスタスタと歩き出した。

　何事かを言い出したときの彼は、大体のところ、自分の意見を曲げたりしない。危ないからと引き留めても無駄だろう。クリューがついていければいいのだが、店を空けられるわけがない。入口扉を開けるスプートニクを、はらはらとした思いで見送る――

　そのときふと、非常に没意義な疑問がクリューの頭を掠かすめた。

　恋文紛まがいの郵便を受け取るのは、エリーゼのように美しい女性なのだろうか？　と。

　まるで似合いの恋人同士のように、仲睦まじく笑う二人の姿が思い出される。

　例えばあのとき、彼の盾になったのが自分でなくエリーゼであったら。彼は同じように、傷つきながらも彼女を庇っただろうか。

　例えば今、負傷した彼の隣に立つのが自分でなくエリーゼであったら。彼女は自分より、彼を支えることができるだろうか？

「あの、スプートニクさん」

　思ったら、引き留める言葉が口をついて出た。

　名を呼ばれた彼は、足を止め、ドアノブを握ったまま振り返る。

「どうした？」

「あの、ええと」

　問いを返され、口籠る。何が言いたいのか、自分でもわからないまま引き留めたせいだ。正直に言ってしまえば、腹の底に生まれたものは、ただのやっかみで、でなければやきもちで、さもなくば嫉妬である。いずれにせよ彼に伝えたところでどうにもならない感情で、良くても困らせるだけであり、悪ければ鼻で笑って馬鹿にされ、あしらわれるだけの話である。

　ならば自分は何を言ったらいいのか。何を言ったら、晴れるのか。迷って――不意に、手の中の重みを思い出した。

　そうだ、これだ。

「言い忘れたことが」

　そう、言い忘れたことが。

　不思議そうに首を傾げるスプートニクへ、クリューは紙袋を一つ掲げてみせた。スプートニクに渡してくれと、エリーゼから預った土産である。菓子の名前は、ええと、確か。

「その。エリーゼ様からお菓子頂きました。ふぃなんしぇ、です」

「へェ」

　甘い紅茶によく合う、と教えられたそれ。

　菓子の名前を伝えると、スプートニクの口の端が柔らかく歪んだ。好意的なその表情に、エリーゼの語ったものに嘘はなかったのだと知る。自分のためでない微笑に胸の奥が鈍く痛むが、そんな程度で負けたりはしない。

「あれか。それじゃ――」

「メロンパンも、あるんですけど」

　スプートニクの上機嫌な声を遮り、クリューはぽつりと告げた。

「今日のおやつはどちらにしましょう」

　拳を握り、唇を結んで、彼の答えを待つ。

　スプートニクが迷うことは、なかった。

「メロンパンだな。フィナンシェは明日以降にしよう」

　欠片の思考時間も持たずに即答すると、「行ってくる」とクリューにもう一度告げ、出ていった。

　行ってらっしゃい、の言葉をかける間もなく扉が閉まる。揺れたドアベルの音が幾つか残るが、やがてそれも消えた。

　そして静かな店内に、クリュー一人が残される。

　店主の出ていった扉をじっと眺めて、彼女はぽつりと、呟いた。

「……そっか」

　紙袋を握った左手をそのままに、空いた右手を頬へと当てる。かつてスプートニクから贈られたイヤリングが、コツンと人さし指に触れた。

　クリューが彼に聞いたのは、今日の茶菓子を何にするか、ただそれだけ。蕩ける愛を囁かれたわけでも、優しく抱き寄せられたわけでもなく――しかしなぜだか、頬が緩むのを抑えられない。

「そっか」

　自分だって、負けていない。

　そうだ。なんと言っても自分たちは、魔法少女に勝たなくてはならないのだ。そこらのただの人間に、負けてなんていられない。

　きゅうきゅうと締めつけるような胸の痛みが、少しだけ和らいだような気がした。

　今日のおやつは、メロンパンと、上等なコーヒーをブラックで。




　　　　　＊




　午前の便は先ほど終わってしまった、午後の便で送るなら到着は明日以降になる。そう語る局員にとにかくなんとかならないかと交渉した結果、相場の数倍の価格で、スプートニクのためだけの特別便を手配してくれることになった。

　懐には痛かったが、他に手がないのだから仕方がなかった。魔法使いに関し多少の知識はあるけれども、真正面から戦ったことなど皆無に等しい。対処法など欠片も知らず、付け焼刃で勝てるとも到底思えず――結局、藁わらにも縋る思いで助言を乞うしかないわけである。そのため、一刻も早い配達が必要であった。

「さて、どうしたものかな」

　郵便局から戻り、再び加工室に籠る。背もたれのない椅子に座り、スプートニクは一人呟いた。

　魔法少女が盗みに来ると予告したのは明後日である。あれが予告に正確なのかどうかは知らないから完全に安心はできないが、他に頼れる情報などないのだから、こちらとしてはその宣言を信じるよりほかはなかった。そしてそうであるならば、救難信号も送ってしまった現在、スプートニクにできることはこれといってない。せいぜい郵便が一刻も早く先方に到着するよう祈るか、護身用の得物を研いでおく程度だが、生憎とスプートニクは、いるかいないか定かでない神とやらを信じて布施を包んだことはなかったし、道具の状態は常に万全にするよう心がけていた。

　となれば残る『今できること』は、これを片付けるくらいか。彼は、机の上に散らばった便箋を一枚摘まんだ。送った手紙の下書きと書き損じである。取り上げたそれを、ぐしゃりと音を立てて丸めた、そのとき。

　不意に視線を感じて、窓の外を向く。

　すると、店の敷地より更に向こう、通りに見知った人間が立っていた。目が合ったところで驚きもせず、曖昧な表情でこちらを見ている。

「よォ。パトロールご苦労様だな、警部殿。今日もリアフィアット市は平和そのものか？」

　それが嫌いや味みであることは優に知れただろう。案の定、ナツは眉を寄せて不快そうにした。彼女が何かを言うより早く、スプートニクは顎で店の入口扉の方を指す。

「用があるなら正面から入ってこい。覗きみたいな真似まねしてんじゃねェよ」

　椅子から立ち上がり、窓辺に向けて歩いていく。言葉を受けた彼女は、開きかけた口をまた閉じた。目を逸そらし、何かを躊躇うようでもある。桟に手をつき「何とか喋れよ」と声をかけるが答えはなかなか返らず、それからもうしばらく黙ったあと、ナツは彼にこう尋ねた。

「――本当にいいの」

「何がだ」

「警察局に通報しないで」

　何のことを、を示す部分のない問いかけ。けれど戸惑いはしなかった。

　先ほどの魔法少女の来襲。居合わせたナツへ、スプートニクは「警察局には魔法少女のことは絶対に言うな」と口を噤つぐませた。そのことに対し言っているのだろう。そして今さら念を押してきたということは、どうやら彼女は約束を守ってくれたらしい。

「魔法使いだ怪盗だなんて言ったって、蓋を開ければ所詮は泥棒よ。窃盗予告なんだから、警察局が出張ったって、魔女協会から文句を言われる筋合いはないはずだわ。そもそも、あなたが警察局を嫌っているのはわかるけど、あなた、勝てるの？　――次は、殺されるかもしれないわよ」

　声を潜めて、最後の言葉を吐いた。人に聞かせるにはあまりにも物騒な言葉だと判断したのだろう。

「お前が俺の心配をするなんてな。明日は槍でも降るか」

　その台詞せりふが朝の仕返しであるということは伝わったようだ。眉間に皺を寄せる。

「あなたを心配しているわけじゃないわよ。でも、あなたがどうにかなっちゃったら、クリューちゃんが責任を感じるでしょう。……それとも何、勝つ秘策でもあるの？」

「ねェよ、ンなもん」

　左手を桟から離し、ぱっと開いてみせた。中には何も握っていない。

「だからってお前らに依頼したら、俺の好き勝手できねェだろうが」

　対魔法使いの必殺技など、あったら最初から使っている。勝算なんてないに等しい。しかし、あのふざけた子供を許す気もまた、さらさらないのである。

　喧嘩を売ったことを後悔させ、二度と喧嘩する気を起こさせない。それが子供に対する教育だ。

　吐き捨てるとナツは、頭に手を当てて目を閉じた。

「呆れた。好きになさい。……でも、何か私にできることあったら、絶対に呼んでよね。あなたが心配とかそういうことじゃないわよ、私だってやられっ放しは腹立つんだから」

「わかったわかった」

　と、スプートニクが答えたと同時に。

　彼の背後で、扉の開く音がした。

「あら」

「うん？」

　振り返る。そっと扉を開け、店内から何やら緊張した面持ちでこちらを窺っているのは他でもない、従業員クリューだった。

　スプートニクが席にいないことに一瞬驚いたようだったが、

「どうした？」

　窓辺のスプートニクと、その向こうにいる顔見知りの存在に気付くと、彼女は安あん堵どしたように呟いた。

「……あ。ナツさんでしたか」

「なんだ。妙な客でも来たか」

「いえ……加工室から話し声が聞こえたので。誰かいるのかな、と思って……あの、ちょうどお客さん途切れたので、ちょっと、様子を」

　誰か。ぼかした答えだが、戸を開けたときの強張った表情から見るに、それが何を示しているのかは明らかだ。

　覗き見をしていたことに気付かればつが悪いのか、彼女は胸の前で両手を組んで、所在なげにあたりを見回している。その落ち着きのない姿に、なんとなくからかってやりたくなった。

　スプートニクはクリューに歩み寄ると、前触れなくぎゅうと抱きしめた。はわ、と声を上げる彼女の髪を右手でぐりぐりかき回してやる。

「おォ、よしよし。怖がらせたな、大丈夫だ」

「ちょっ、や、やめてください」

　拘束を解こうと暴れている、というよりは突然のことに混乱していると言った方が正しいか。が、正直なところこれの反応はどうでもいい。窓の外からこちらを見ている彼女に、わざとらしく睨んでみせる。

「ほらお前、邪魔だからさっさとどっかに行け。いつまでも覗いてんじゃねェよ、馬に蹴られて死にたいか」

「まったく」

　クリューの方は顔を真っ赤にしているが、さすがにナツの方は本気と受け取らなかった。「忘れないでよね」と念を押すように告げると、ひらひら手を振って別れの挨拶に代え、歩いていった。

「やっと行ったか」

　窓辺から彼女の姿が見えなくなって、スプートニクはようやくクリューを離す。我に返ったクリューは、乱れた髪を両手で撫でつけながら彼に尋ねた。

「スプートニクさん、ひどいです。なんなんですか、突然、だ、抱き着いたりして」

「あァ、悪かった悪かった。ナツがしつこそうだったからな、さっさと切り上げたかった」

「ナツさんが？　何のお話だったんですか」

「大したことじゃねェよ。いざとなったら自分も助力するからってさ」

　答えながら、窓を閉めようと右手を持ち上げる。

　と、不意に右肩に痛みが走って、つい顔を顰しかめた。作業をしているとどうも忘れかけてしまうが、あのふざけた子供につけられた傷跡は確かにそこにあるのだ。処置の際に投与された麻酔が切れてきたのか、段々と痛みが強くなってきたように思える。上げかけた手を戻して、左手で窓を閉めた。

「鎮痛剤があったかな」

　呟き、救急箱はどこにあったかとあたりを見回す――と、クリューと目が合った。

「どうしたよ」

　思わず吹き出したのは、クリューがまるでこの世の終わりを宣告されたかのような顔をしていたからだ。

　スプートニクが尋ねると、彼女は彼の名を呼び、頼りなく目元を歪める。言葉はなくとも、彼女の腹の内はそれだけで雄弁に伝わった。

「そんな顔するな。大丈夫だから」

　彼女の頭に左手を置き、荒く掻き回しながら告げる。けれど慰めが効いた様子はなく、青あお褪ざめた顔色はそのままで。

　そしてそれに答えたクリューの声は、ひどく引きつれたものであった。

「私に何かできることあったら、言ってください。私、なんでもしますから」

　なんでも、ねェ。今にも泣き出しそうに震えた、必死そうな彼女の言葉に、思わず苦笑がこみ上げてくる。この少女に大したことができるとは、到底思えなかったからだ。

　それでもクリューはクリューなりに上司を守ろうと一生懸命なのだろう。わかったわかった、とやはり適当に答えを返す――と、彼女は何かを思いついたようで、はっと顔を上げた。

　そして。やがて彼女が彼に伝えたのは、やはり碌ろくでもない思いつきであった。

「あの。……今晩、泊めてくれませんか」

　と。

　その申し出には、さすがのスプートニクも、思わず呆れた。

「何を言ってるんだ、仮にも年頃の娘が。良くないだろう、いろいろと」

「だって！」

　彼女は勢いよく反論しようとし――しかし、それに続く言葉は出てこなかった。開いた口はそのままに、瞳に何かの思いがいくつか浮かんで見える。が、どれも言葉にするのははばかられたようで何を言うこともない。

　やがて、俯く。眉間に皺が寄り、表情は今にも泣き出しそうに歪んでいる。何も言えない彼女は結局、低い声で、同じ言葉を繰り返した。

「……だって」

　彼女の考えていることはよくわかった。現在のスプートニクは日常生活でもそうやって足を引ひき摺ずる状態である、寝込みでも襲われたらどうなるかわからない。せめて何らかの補助をしたいと思っているのだろう。しかし「負傷しているのだから無理をするな」と、それを言うことが彼の矜きょう持じに触れることもまた、クリューは気付いていたのだ。まったく、いじらしい少女である。

　何も言えず、頬を膨らませただ俯くだけのクリューに、スプートニクは内心でため息をついた。どうもクリューはスプートニクのことを『人の話を聞かない強情』と思っている節があるようだが、それは違うとスプートニクは思っている。クリューの方も大概で、特にこうなった彼女はどんな宥なだめ賺すかしも聞かない。

「俺の部屋なんて来たところで何も面白かないぞ。まったく片付いてないし、そこらに本だの服だの放りっぱなしだ。寝床だって一人分しかない」

「私なら大丈夫です。床で寝ます。昔はよく床で寝てました」

「笑えない自虐はよせ。……わかったよ、泊めてやる」

　根負けして、スプートニクは首を縦に振った。

　拒絶するのは簡単である。けれど、もし部屋の外に座り込んで一晩中見張りでもされたとしたら、たとえ何事もなかったとしても、寝覚めは非常に悪いものとなるだろう。であれば迎え入れてしまった方がよほどいい。このちんちくりん相手なら、どう間違ったところで劣情を催すことはまずなかろうし。

　彼の答えを聞いたクリューが、ぱっと笑顔になる。

　代わりに、スプートニクは一つの条件を提示した。宿泊費として、多少使ってやったところで罰は当たらないだろう。

「その代わり、夕飯作ってくれ。冷蔵庫の中身、いくらでも使っていいから」

　けれどそれすらも、彼女にとっては喜ばしいことの一つであったようだ。

　クリューは胸の前で手を打ち合わせると、まるで花の綻んだようなその顔を、更に更に輝かせた。

「任せてください」







４




　クリューに作らせた夕食は、思っていたより旨かった。

　もう何年も前、これを雇い出して、これの心身に余裕ができてきた頃一度だけ料理を作らせたことがあったが、作り上げたのはまずひどいもので、人どころか獣も寄り付かないそれであった。――というのは比喩ではなく、二日ほど台所に放置しておいたところで、鼠ねずみ一匹蝿はえ一匹、集たかりはしなかったのである。

　片腕片足の不自由に面倒があった気持ち半分、恐ろしいもの見たさ半分に台所を任せてみたが、出てきたものは至極普通のオムライスで、知らぬうちのクリューの成長は、取りも直さずスプートニクに、時の流れを感じさせた。

　食事を終えた彼女は、「寝る準備してきますね」と鼻歌混じりに部屋を出ていく。しばらくのち、自分のための毛布と兎うさぎのぬいぐるみを持って戻ってきた。

　紅桃色の、四肢の可動するつくりのそれ。左目を模した黒いボタンは、留め糸が緩んでいるようで落ちかけていたが、他に傷や埃はないようだ。綿が漏れているようなところも確認できず、どうやら彼女なりに大事に扱っているようだった。
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　そしてそのぬいぐるみには、スプートニクも見覚えがあった。

「なんだ、まだそんなもの、持ってるのか」

「『そんな』なんて言わないでください」

　頬を膨らませ、胸の前で兎を抱きしめる。

　それはまだ二人が旅をしていた頃、とある街の市場の片隅で売っていたぬいぐるみ。過去の記憶から頻繁に夢にうなされる彼女に、スプートニクが買い与えたものだ。――贈るとき、小さな嘘をつきながら。

　そしてそれをまだ信じていたらしい彼女は、にこにこと笑いながらこんなことを言う。

「だって、スプートニクさん、これ持って寝ると怖い夢見ないって」

「ありゃ嘘だ」

「えっ」

　ただの偽薬効果プラセボである。

　数年越しにあっさり明かされた真実へ、クリューは唖あ然ぜんとして立ち尽くした。

「そこらの露天商で買ったただの玩具おもちゃだよ。何の効果もありゃしねェ」

「で、でも。この子のおかげで私、本当に怖い夢見なくなったんですよ？　本当に――」

　狼狽うろたえながら、腕の中の兎をもう一度抱き直す。とその衝撃か、兎から、コロンと黒い何かが落下した。それは床を何度か跳ね、転げて、スプートニクの爪先に当たり動きを止める。

　拾い上げる。それは黒いボタンだった。ぬいぐるみの顔とスプートニクの摘まんだそれを交互に見て、クリューが悲痛な声を上げる。

「うーちゃんの、うーちゃんのおめめが」

「うーちゃん？」

「この子の名前です。兎のうーちゃん」

　なんとも安直なネーミングである。

　嘆くように、或いは惜しむようにぬいぐるみの名を呼ぶ。下手に機嫌を損ねさせても面倒だと、スプートニクは軽く右手を振った。

「あァ、あァ、わかったわかった。うーだがむーだか知らんが、ボタンくらい俺が直してやる。だからいちいちうるさく言うな」

「本当ですか。本当に直してくれるんですか」

「今回の件が片付いたらな」

　念を押すかのようなクリューの言葉にそう答えると、彼女は魔法少女のことを思い出したのか、悲しそうな顔をした。気にしているらしいが、スプートニクとしては、他人ひとの部屋で負の空気を撒き散らさないで欲しい。未いまだ来ぬものに対し悩んだところでどうにもなるまいに。

　スプートニクは、軽く右手を振ってみせた。

「なんにせよ、来るのは明後日だ。お前は心配で仕方ないようだけどな、今から悩んでも仕方ねェだろうよ。当日まで気ィ張り続けて倒れたら元も子もないぞ」

「……そう、ですよね」

　すると彼女は、一つ頷いた。自分に言い聞かすような同意。同時に、きつく固まっていた目元が、少しだけ緩む。この分なら、心配するほどでもなさそうだ。

「わかったらさっさと寝……」言いかけて、机の上の時計が目に入った。就寝にはまだ早すぎる。「……寝るなり寛くつろぐなり好きにしろ」

「はい」

　時計の蓋を綴とじ、重そうに背負った毛布を彼女から取り上げて運んでやる。ぬいぐるみは自分で持てるだろう。どこに置いたものかと少し悩んだが、どうせ使うのはここだろうと、結局、ベッドの上に放ってやった。

　クリューはぬいぐるみを抱えたまましばらくベッドを眺めていたが、やがて緩めの笑顔を浮かべた。

「うふ」

「なんだ。気持ち悪い笑顔しやがって」

「スプートニクさんのお部屋で寝られるの、久しぶりです。うーちゃんと一緒だから怖い夢は見ないけど、やっぱり誰かと一緒にいられるのって、嬉うれしいです」

　ぬいぐるみを抱いていない方の手で頬を押さえ、うふうふと笑う。

　クリューはベッドに登ると、ベッドの奥側にこちらを向いて横になり、中央あたりにぬいぐるみを置いた。やけに端に寄って寝る癖があるのだな――と思っていると、空いた手前側をぽんぽんと叩いてスプートニクを窺い、何やらにっこりと笑う。

　そしてこう、彼に告げた。

「はい、どうぞ」

　一瞬、その行動が何を意味するのか、理解できなかった。

　遅れて答えを察するが、それが正答であるとは受け入れ難く、額に指を当て眉根を寄せる。確認のため問いかけたが、その声は自分でも思った以上に低く、唸るようなそれとなった。

「何が、どうぞ、なんだ」

「……？　スプートニクさん寝るじゃないですか」

「お前の隣で？」

「寝床一つしかないって言ったの、スプートニクさんじゃないですか」

　確かに、言ったが。

　自身の主張が至極当然なものであると信じて疑わないクリューの様子に、思わずため息が漏れた。

　不思議そうに首を傾げるその仕草もまた、どこか間が抜けて見え、教育を幾分間違えただろうかと思いながら、頭に浮かんだ疑問をそのまま口にする。

「クリューさん。僕ァ君に折り入ってお伺いしたいことがあるんですが」

「なんですその変な敬語」

「君は馬鹿なんですか？」

「ば」

　直球でぶつけた質問は、彼女に充分な衝撃を与えたらしい。言葉を失くしたクリューが我に返るより早く、スプートニクは背を向け椅子に腰かけた。肘をついて顎を支え、ぼそぼそと言う。

「俺は椅子で寝るよ」

「なんでですか」

「ぶっ殺されたくねェもん、ナツに。ベッドはお前が使え」

　とはいえやはり、寝るにはまだ早い。睡魔が至るまで読み物でもしようと、書斎机の本棚に手を掛ける。と、視界の端に動くものが映った。

　気になってそちらを向くと、ベッドを降りたクリューがせっかく広げた毛布を再び丸めて持ち上げているところだった。どうするのかと思って眺めていると、持ち上げたまま重たそうによろよろと歩き始める。裾を引きずりそうになりながらやっとこ部屋の隅にたどり着き、兎と一緒に毛布に包くるまって蹲うずくまった。

　そのまま俯き目を閉じて動かなくなったので、もう聞いてもよかろうと思い口を開く。

「何をしてんだ」

　すると彼女は瞼を上げた。いたく真面目な顔をして、

「スプートニクさんが寝ないなら私だってベッド使えません。押しかけたの私なんですから。私なら大丈夫です。昔は掛け布団もなくて床で寝てました」

「だから笑えない自虐はやめろと。……わかったよ。俺はあとから寝るから先に寝てろ」

「はい」

「ベッドで、だ」

　返事はあれど動きそうになかったので、念を押すように言ってやると、やはり意外そうな表情をした。早く行けと顎でベッドを指してやると、「スプートニクさんもちゃんとベッド使ってくださいね」と言って、芋虫のようにうねうね動きベッドへ向かっていく。

　やがて芋虫がベッドの上――やはり端だがもう致し方ないと諦める――に転がったのを確認して、スプートニクは視線を机上の本棚に戻した。さて、彼女が寝静まるまで何を読もうか。棚に差したものは、宝石知識の本、宝石加工の技術書、デザインの発想を認したためたノート、それから。

「魔法使いと宝石屋さんって、何か関係があるんですか」

「……うん？」

　突然の問いかけを受け、肩越しに振り返る。芋虫状態をやめベッドの上で半身を起こしたクリューが、こちらを向いて首を傾げていた。

「何を突然」

「ぼうっとしてたら、ふと朝のことを思い出したんです。ソアランさん、リアフィアット市に魔女協会ができることが、スプートニク宝石店にも関係があることだって言ってました。あれ、どうしてなんですか？」

　まったく要らぬことを覚えている。どうして、と言われても――説明が大儀で、思わず眉間に皺が寄った。

「つまんねェ知識だ。雑学だ。んなこと知ったって何にもならん、さっさと寝ろ」

「そんなことないです。敵を知って、ええと、己が、ええと、ええと……とにかく、知ると、争いが、すごいです」

「お前が言いたいのは『敵を知り己を知れば百戦殆あやうからず』か？」

「それです」

　至極真面目な顔で頷く阿呆。抱いた隻眼の兎の表情も、どこか間が抜けて見えるような気がするのは錯覚か。

　机に置いた時計を取り上げ、開いて再度時刻を確認。寝るにはやはり早かった。知識の足りない彼女のための寝物語代わりとして、少しばかり勉強させてやるのも悪くはないか。そう自分を納得させ、一つ頷くと、スプートニクは再び本棚に手を掛けた。




　スプートニクはまず、本棚から幾冊かの本を取り出した。

　書かれた題名は、『石言葉』『貴石の齎す世俗的効果』『癒効果と鉱石・貴金属』。少し迷ってから、そこにもう一冊を重ねた。大きめの字で『はじめてのほうせき』と書いてある。製作の参考にするにはあまりにも幼稚すぎて、もう久しく開くことのなかったそれ。計四冊の本を取り出すと、ベッドの上、クリューの脇に放った。書斎机の椅子へ再び腰かけながら、説明を始める。

「宝石には力がある、とは昔から言うな。それはあながち、迷信でもない。はっきり医学的な証明がされているかというとそれは否定できるが、それでも確かに精神的・心理的効果はあるだろう。一種の偽薬効果プラセボに近いものだが」

　クリューが、渡した本のうちの一冊を開いた。しかし開いた先に躍っていた細かく専門的な文字の羅列に眩暈めまいを覚えたようだ。固く目を閉じ、ぷるぷる頭を振る。これは自分には無理だと踏んだらしく、すぐ別の一冊に手を伸ばした。そちらはどうやら彼女の耐え得る範はん疇ちゅうであったようで、のんびりと文字を追い始める。――『はじめてのほうせき』

　絵本に近いそれを楽しそうに眺める彼女を見ながら、スプートニクはこう続けた。

「ただ、それとはまったく違う次元の話で、宝石には力がある。力を込めることができる、と言うべきか」

「力？」

「魔法使いは宝石に、魔力を詰めることができる」

　不思議そうに顔を上げた彼女へ、スプートニクは頷いてみせた。

「宝石は魔力の水筒のようなものだと思え。宝石とは、魔法使いの持つ魔力を中に詰め、保存しておくことができるものだ。魔法使いは自身の中にある魔力と呼ばれる力を媒介に、異質な現象を起こすが、魔力が尽きれば魔法は使えなくなる。だから前もって宝石に魔力を詰めておいて、争いや何かで体内の魔力が尽きたとき、宝石から魔力を取り出して再び魔法を行使する。……そうやって宝石を大量に消費する魔法使いという存在は、宝石商にとっての上客だ」

　一番上の引き出しを開け、宝石を取り出し机上に置く。さほど大きくないエメラルド。宝飾品のデザインを考える上での参考として、加工室から拝借していたものだ。

　不意にクリューが、パン、と手を打ち合わせた。

「あ、わかりました」

「うん？」

「だからこの街、私たちが来るまで宝石屋さんがなかったんですね。魔法があまり使えない場所だから――宝石をたくさん買ってくれる、魔法使いさんがなかなかやって来ない場所だから」

「そういうことだ」

　装飾品としての宝石の販売だけで生計を立てられるか否かはある種の賭けだが、スプートニクには旅商人をしていた頃に培ったコネクションがあったから、それほどの懸念材料とはならなかった。そもそも魔法使いとの関わりを厭いとうていた彼にとって、魔法使いが訪れず、また商売敵もいないリアフィアット市は、店を構えるのに好都合だったわけである。

「けど、どうしてスプートニクさんは魔法使いさんに宝石を売らないんですか」

「魔法使いってェのは異質な力を使う集団だ。それはつまり、俺たち普通の人間が持ち得ない武器を常に所持しているということに等しい。……俺は、相手の気分を気にして無駄に頭を下げるのは嫌いだ」

「ああー。なるほど」

「どこに納得したんだ」

　合点がいったという様子、しかしその仕草の意味が言葉の最後のみに係っているように思えてクリューを睨みつける。と、彼女はサッと目を逸らした。

「と、ともかく。それじゃ、あの魔法少女さんは、それを使っているんでしょうか。魔力を詰めた宝石を大量に持ち歩いているから、東の端のリアフィアット市でも魔法が使える、と。……あれ、でもどうして東だと魔法の力が弱まるんですか」

「魔法使いたちは、『始祖』――これは俺もよく知らんが、つまるところ最も偉い魔法使いってところだろう。それの加護によって魔法を使う。奴らが始祖を祭っている場所は、協会本拠地、大陸の西にあるんだが、始祖の加護を受けられる距離には限界がある。魔法使い自身の体内に魔力が有り余っていても、始祖から遠ざかれば遠ざかるほど行使できる魔法は弱くなり、リアフィアットあたりまで離れてしまうとほとんど使えないに等しいんだそうだ。だから奴らは、東になんてほとんど来ない」

　だからこそ、このリアフィアット市であれほどの魔法を使ってみせた自称魔法少女は不可解なのだ。瞬間移動だの物質を止めるだの――魔女協会の使者を名乗るあの男ですら、指先に光球を出しただけだったというのに。

「詳しいんですね」

「俺は宝石商だからな。顧客に魔法使いがいないとしても、耳には入ってくるもんだ」

「私は知りませんでした」

「教えなかったからな」

　実際、装飾品としての宝石を売るなら一切必要のない知識である。だから旅をしていたときも、店を構えるときも魔法使いの話などしなかった。そもそもリアフィアットにいるなら魔法使いなど会うこともない。だから教えなかったのだけれど、それでも、不満に思うところがあるのだろう。毛布の裾を握って、拗ねるように唇を曲げた。

「でも、なんとなくわかりました。ソアランさんがこの街に魔女協会の支部を作るって言ったとき、スプートニクさんが嫌がった理由。ここに魔女協会ができたら、宝石商のスプートニクさんは魔法使いさんに関わらないわけにはいかなくなりますもんね」

「…………」

　それだけでも、ないのだが。

　ただ、そんなことよりも。机に肘をつき、思っていたことをぽつりと吐いた。

「あの男は嫌いだなァ」

「どうしてです？」

　首を傾げ、不思議そうな顔をする。暢のん気きな奴め。

　話すべきかどうか迷ったが、このくらいはまァいいか、と口を開いた。

「『魔女協会』という名前に、お前は違和感を覚えないか」

「いわかん」

　覚えないようである。

「なら、いい。おやすみ」

「お、覚えます。覚えます。すっごく変に思います」

　話を打ち切り再び本棚に手を掛けるスプートニクを見て、クリューはベッドから身を乗り出し、慌てたように言い直した。だからお話してください、と言わんばかりの姿勢。

　スプートニクは深く息を吐いてから、ぼそりと呟くように、答えを返した。

「……魔『女』協会。だのに魔女協会からの使いのあれは」

「あっ」

　そこまで言って、ようやく彼女も気付いたようだ。

「イラージャさんは女の方でしたけど、ソアランさんは男の方でした。男性もいるのに、魔女協会なんですね」

「魔女協会とは――魔法使いとは、その組織名からもわかる通り、女尊男卑の傾向にある。近年でこそ男女同権が謳うたわれるようになったが、それでもやはり女社会の傾向は根強い」

「女社会で男性が生き残るのって、そんなに大変なものなんですか」

　頷こうとして、しかし、そこで自分が肯定するのは間違いだと思い直す。彼らと違い宝石商会はまごうことなき男女同権の組織で、スプートニク自身は実際に性差別を体験したことはない。説得力に欠ける。

　ちょうど、それを語るに的確な人間の名を思い出した。

「あとでナツに聞いてみろ」

「ナツさん？」

「警察組織も同じようなものだ。あれも今こそ男女同権の組織とされているが、もともとは男社会で、表立って言うことはなくともその風潮は今もある。あれがあそこまで出世するには、それなりの苦労があったはずだ」

　あれと自分の反りが合うことは恐らく一生ないだろうが、それでもあれの努力までもを認めないわけではない。

「そしてあれはそういう魔女協会せかいの中でそれなりの地位に就いている。少なくとも、じきにできる魔女協会支部の支部長に任命される程度には」

　説明を受け、クリューはふんふんと頷いた。ソアランさんはすごい人なんですね、と呑のん気きに言うが、感心で終わらせていい話ではない。――腹に何を抱えているのか知れない、底の見えない笑顔。敵ばかりの組織の中で伸のし上がった、やり手の魔法使い。そういう人間がこのまま去ってくれるとは到底思えなかった。

　だからこそ、一度引いてみせたあの男により一層腹が立つのである。ギリ、と音がして、自分が奥歯をきつく噛みしめていることに気付いた。

　一度息を吐いて、平静を取り戻し。それからベッドを振り返ると、クリューは肩まで毛布を掛けて横になっていた。

　組織の有り様に関する話は、馴染みのない彼女には眠気を誘ったのかもしれない。片手にぬいぐるみ、片手には閉じた『はじめてのほうせき』を握っている。残りの本は端に積んで、布団の中からスプートニクを見ていた。瞼も少々重そうに見える。

「もういいだろう。そろそろ寝ろ」

　と、彼女のとろんとした目が瞬時に見開かれた。

　大きくかぶりを振る。

「寝ません」

「寝ませんってお前、明らかに寝る体勢じゃないか」

「ちょっと横になりたい気分だっただけです。まだ眠く……ないです」

　眠く、のあとに妙な間があって、彼女の瞳が潤んだ。どうやら欠伸あくびを噛み殺したようだ。小言を重ねてやろうと口を開きかけるが、それより早く彼女が問うた。

「スプートニクさんはまだ寝ないんですか」

「俺はまだやることがある」

「やることってなんですか」

「家計簿とかだな」

「嘘ばっかり」

　即座に嘘と決めつけるのもいかがなものか。嘘だが。

　布団の中から顔だけを覗かせて彼を見、強請ねだる。

「もっとお話、してください」

　しかし、そう言われても。

　これ以上魔法使いに関して話したところで何らかの成果が得られるとも思えない。かといって、童話や物語を話して喜ぶほど子供ではないだろう――けれどこれ相手に愛を語る気になど、到底なれるわけもなく。

　彼女が理解できないような学術論文の話でもすればさっさと寝てくれるだろうか。いや、それこそ自分にもわかるよう噛み砕いて説明しろと注文を付けてきそうである。

「スプートニクさんの昔のお話とか、聞きたいです。なんでもいいです。なんでも」

　なんでも、ね。腕を組み、背もたれに重心を預ける。

　天井を見上げ、記憶を探り。そうして一つだけ、彼女に話しておくべきことを思い出した。それは幼い頃の思い出などより遥はるかに重要なこと。

　薄暗く見えにくい視線の先で、うっすらと揺れるものは綿わた埃ぼこりか。天井の隅を見つめたまま、彼は早口でこう言った。

「俺がどうにかなってもお前の生活は保証されている」

「え……」

　それに返ってきたものは、吐息のような声だった。

　振り返ると、彼女は布団の中で目を見張っていた。

　何かを話せと言ったのはそちらだというのに、浮かべたその滑稽な表情は、見ようによっては嫌悪のようにも感じられる。

「どういう、意味ですか」

「どうもこうも、そのままの意味だ」

　何かの暗喩でも、特別深い意味を込めているわけでもない。いつかは話してやろうと思っていたことだ、ちょうどいい機会である。商会と交わした契約書の控もどこかの棚にあるはずだが、書かれた文面は小難しい言葉の羅列で、読ませたところで彼女には理解できないだろう。

　できるだけ噛み砕いた表現を選び、簡潔に整理して、その内容を口頭で伝えてやる。

「これは今に始まったことじゃないけどな、お前の雇い主であり後見人である俺に万が一のことがあった場合、お前の後見は、商会に一任されることになっている。『万が一のこと』――破産、事故死、意識不明、失踪、蒸発。その他諸もろ々もろ、いずれの場合でもお前の安全は最優先に保護される。俺はお前を雇うとき、商会とそういう契約を交わした。だからそんなに」

「違います」

　お前が心配する必要は、と続けようとして、遮られた。

　クリューが大きくかぶりを振る。潤んだように光る瞳でスプートニクを真っ直ぐに見て、

「なんで今、そんなこと話すんですか」

「お前が何か話せって言うからじゃないか。……だから俺に何かあったときは、俺の名義で商会に連絡を取れ。商会が、商会の威信にかけてお前を守ってくれる。お前の扱いは、何をどう間違ったところで昔みたいなことにはならない。心配するな」

　クリューの来歴と経験則からして、彼女が恐れるのはきっと、後見を失くし世に放り出されたときのことだろう。だからそれを語ることが、現状に対する不安の払拭に繋がるだろうと考えて、伝えたのだが。

「そんなこと！」

　残念ながら、スプートニクの思惑は外れた。

　クリューは兎と本を放り出し、掛け布団を撥はね除のけて起き上がる。と同時に、彼女の目から涙が零れ出た。欠伸のせいで涙が溜たまっていたのかと思ったが、そうではないらしい。すぐに大粒の涙が幾つもぽろぽろ追って流れ、みるみるうちに彼女の頬を濡ぬらしていった。

　突然のことに、さすがのスプートニクもぎょっとする。

「お、おい。泣くことはないだろう」

「だって、だって、そういうのじゃないのに。クーが聞きたいの、そんなことじゃないのに」

　ヒィ、と音を立てて息を吸う。

　寝室で予期せず女に泣かれるというのは、いくら相手がこのちんくしゃとはいえ、なんとも、こう――さすがの彼も居た堪たまれなくなって、席を立った。ベッドの端に腰かけて、「泣くな」と彼女の頭に手を置く。クリューはしゃくり上げながら、布団の裾で頬を拭った。

「やだ、す、スプートニクさん、いなくなっちゃうなんて、やだ」

「万が一、億が一の保険の話だ。そもそも俺がどうこうなるなんてことがあるわけないだろう。この俺が」

「そ、そんな、す、スプートニクさんだ、だって、死んじゃう、です。あの、清めた銀の杭くい、とか、心臓に、刺されたら、たぶ、多分、死んじゃう、で、す」

「いやそこまでされたら死ぬけどなさすがに」

「死んじゃ嫌ですっ」

　まるで何かの化け物のように言うから思わず指摘したのだが、それもまた彼女の悲しみに拍車をかけたらしい。布団の裾を握りながら大きく首を振る。

「あァ、わかったわかった、死なない死なない。酒に王水仕込まれても心臓に杭刺されても死なないからいい加減泣き止やめ」

「ほ、本当ですねっ」

「本当本当」

　はたして杭というものは気力で何とかなるものなのだろうか、と思いながら背をさする。すると彼女はスプートニクの胸に頬を寄せて、うう、ううと細く唸った。

　やがてしゃくり上げる声が落ち着いた頃、二度ほど背中を軽く叩いてやる。と、胸元でクリューがゆっくり顔を上げた。目はやや赤く腫れているが、充分に泣かせてやったおかげで切羽詰まったような雰囲気は消えていた。

「落ち着いたか」

「はい……」

　それならもういいだろうと、背に回した腕を離す。が、胸元に縋りついたクリューの方が離れてくれない。引き離そうとやんわり肩に触れると、彼女がぼそりとこんなことを囁いた。

「……やっぱりまだ落ち着かないのでもうちょっとぎゅってしててください」

「甘えるな」

「痛い」

　頬を軽くつねってやると、ようやく離れてくれた。

　代わりとばかりに、放ったままにしていたぬいぐるみを取り上げて、また腕に抱く。スプートニクはベッドの端に座ったまま、腕と足を組んでぽつりと言った。

「まったく、お前は淑女なんだろう。血も繋がらん男にべたべた甘えるんじゃない。本物の淑女が聞いたら呆れるぞ」

「普段は子供扱いするのに、こういうときばっかり。スプートニクさんは勝手です」

　そんなのはお互い様である。

「ほら、寝ろ。もう眠いんだろう、変なことで愚ぐ図ずりやがって」

「まだ眠くありません。私だってもう、子供じゃないです。夜更かし、できます」

　とは言うが、呂ろ律れつが若干回っていない。極め付きとばかりに言葉の最後は大きな欠伸に消え、思わず笑ってしまう。いいからもう寝ろ、とクリューの肩を軽く押してやると、自分の瞼が限界であることはクリュー自身わかっていたようで、今度こそ文句を言わず横になった。

　栗色の髪が枕の上に広がるのを見ながら、手を伸ばして髪を撫で、額を撫で、頬を撫でる。すると彼女はまるで飼い主に甘える猫のように目を細めた。

「懐かしいな。昔はこうやって寝かしつけたっけかな。……あの頃に比べると太ったなァ」

「失礼なこと言わないでください」

「褒めたんだよ。健康的になったなって」

「ならちゃんとそう言ってください」

　まったく、我がままな淑女である。訂正するのも億おっ劫くうで、軽く肩を竦めてみせると、彼女は大げさに唇を尖らせた。けれど本当に拗ねているのではないことは、明らかである。

「スプートニクさんなんて、だいっきらい」

「嘘ばっかり」

　だからスプートニクも冗談めかしてそう答える。

　と、クリューは、うふふ、と小さな声で笑った。そのままゆっくりと目を閉じる。やがて寝息が聞こえてきて、彼女はようやく眠ったようだった。
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　――さて。

　深く長いため息をついてから、スプートニクはベッドを立った。

　書斎机に歩み寄ると、音を立てずに机の引き出しを開ける。何かあったかと考えながら覗くが、やはりそこにはいつも通りの道具が幾ばくか入っているだけであった。少し迷ってから結局、細いペンチと短いゴールドフィルドワイヤーを握ってポケットに入れる。

　引き出しを閉め、ついでに本棚から一番分厚い書籍を取り出し小脇に抱えて、スプートニクは寝室を出た。

　廊下を歩いて共有部分に繋がるドアの前に立つ。ひどく面倒だが、放置するわけにもいかなかった。怒りに任せ戸を蹴り開けたい感情を堪える。クリューがようやく眠ったのだ、ここで起こしてしまっては元も子もない。

　ノブを握って、極力音を立てずに開ける。

　そこでは子供が一人、三角座りをしていた。

「あァ。やはり気付いていたのだね」

「気付かねェわけあるか、クソガキ」

　楽しそうに笑う白い髪の少女に、疎んじる気持ちを隠すことなく吐き捨てる。

　人が夕ゆう餉げを取っている最中から、寝室で話をしている最中、果てはクリューを寝かしつけている最中まで。何度もドアが開いて、こちらを窺う目と目が合うのだ。

　気付かないとしたらよほどの阿呆である。途中からは視線をそちらに向けるのも意識的に避けていた。クリューが気付いたらと思うと気が気でなかったが、向こうとしても彼女に気付かれるのは本意でなかったようで、上手うまいこと彼女の目がないときだけチラチラこちらを覗いてきていた――が、それもそれで腹立たしいことこの上なかった。

「しかし、よくも第三者がいるとわかっていてなお、あれほど仲睦まじくいられるね。まったく、ひやひやさせないでくれ。ことに及ばれたら僕はどうしたらいいのかと気が気でなかったよ。覗き見が好きなわけじゃないんだ」

「生憎と、幼児体型に欲情できるほど人間ができてないもんでね」

「そうかな？　女の子の成長は君が思っている以上に早いよ。お子様と侮っていると痛い目を見る、覚えておくといい」

　まるで自分の言ったそれが傑作であるとばかりに、俯きクツクツと笑う。それもまたスプートニクの苛立ちを倍加させるが、この魔法少女はそんなことどうとも思っていなかろう。

「要らぬ忠告を有り難う。つか、コソコソ人の家に侵入しておいて、出歯亀は嫌いだなんてよく言えるな。――そもそも、次は予約を入れて来てくださるんじゃなかったのかよ、『奥様』？」

　すると。

　大きなレンズの向こうで、右目の瞼がぴくりと震えた。

　今日の朝。店にやってきたあのエリーゼが本物のエリーゼでないことに、彼は気付いていた。だから抱き寄せた偽のエリーゼに対し彼は、クリューには聞こえぬような小声で囁いたのだ――『明後日じゃねェのかよ、クソガキ』

　その瞬間、まさか気付かれるわけがないという慢心があったのか、彼女ははっと目を見張った。慌てて距離を取ろうとする彼女の腰を固く掴んだまま、したり顔で笑ってみせた彼の様子をクリューがどう見たかは知らないが、少なくとも怪しんではいなかったようである。

　少女は顔を上げると胸の前で手を組み、目を輝かせながら彼を見上げた。

「そうそう、それが気になっていたのだよ。君、あれが僕だと、なぜ気付いた？」

「先日奥様から来店の打診があってな。その際に、俺の予定の空いていない日は伝えていた。テメェが知っていたかどうかは知らないがな、テメェさえ来なけりゃ俺は今日、商会に行く予定だったんだ。だから、彼女が今日来るわけなかった」

　――抱き寄せたときの感触が違った、という本当の理由は伏せておく。

　代わりに至極真っ当そうな理由を組み上げて答えると、彼女はその大きな瞳で、ぱちくりと瞬きをした。

「なんだ。僕はてっきり『腰の触り心地が本物と違った』とでも言うのかと思ったよ。君、ただの下げ衆すじゃァないんだね」

「…………」

　ばれていた。

　が、信じたのならそれでいい。フンと鼻で笑い、「人を舐なめるのも大概にしておけよ」と答える。彼女は肩を竦めて「お見み逸それしました」と言った。

「しかし君の度胸も大概だ。よく僕にあれだけされておいて、碌な武器もないままこんな時間にのこのこ僕の前に出てこれたね。怯おびえて、気付かないふりを決め込むかと思ったけれど」

「ンなことしたって結局は出てくるんだろう。だったらそんな態度、取るだけ無駄だ。それに、どうやら俺は心臓に清めた杭を刺されても死なない体質らしいからな」

「あはは。それも聞いていたよ、彼女の君に対する信頼ぶりといったらないね。まったく、可愛らしいお嬢さんだ」

「もういいだろう、そろそろ用件を言え。何の用だ」

　俺もそろそろ眠りたいんだ、と睨む。彼女はその場に立ち上がると、スカートをパタパタ叩き裾を直して、彼にもう一度笑いかける。

「少し、世間話がしたくてね。君だって、僕に聞きたいことの一つや二つ、あるだろう？　あァ、安心してくれ。今こ宵よいは本当に、君らに危害を加える気はない」

　今宵は。――この次はどうかわからない、ということか。

　非常に上からの物言いに腹が立つが、現在これに対抗できる術などないことも事実。手持ちはペンチとワイヤー、厚めの書籍だけで、攻撃にも防御にも不足していることこの上ない。ここで争ったところで泣きを見るだけだろう。そう考えてスプートニクは大人しく、思考回路を対話に移行させた。

　僕に聞きたいことの一つや二つ、と彼女は言った。一つや二つで済むものか。考えても答えの出ないところを、いくつか指折り挙げてやる。

「どうしてスプートニク宝石店うちを狙ったのか。魔女協会にも同様の予告状を出した理由は何か。それらはリアフィアット支部の創設と関係があるのか。どうしてお前はリアフィアット市でそれだけの魔法が使えるのか」

「ふむ。君の疑問は、四つかな」

「朝に壊された道具の弁償はしてもらえるのか。五つだ」

　その瞬間、彼女の頬が引き攣ったのを、スプートニクは見逃さなかった。その動揺が解けるより早く、言葉を重ねる。

「だったらどうなんだ。答えを教えてくれるのか」

「あ、あァ。そうだねェ、特別だ、君の度胸に免じて答えてあげよう。――頭から順番に、教えられない、教えられない、教えられない、教えられない、ごめんなさい。以上」

「ふざけろ」

「あ痛いた」

　つま先で膝を軽く蹴ってやる。と、彼女は大げさに膝を折り、まるで悪戯した子供のように笑った。一体どの口が言うのやら、暴力反対、と膝を擦ってみせる。

「第一、朝のは君が僕に手を出してきたのが悪いんじゃないか。やられたならやり返したくなるのが人の常だろうよ」

「うるせェ。それを言うなら、テメェがうちに窃盗予告なんて喧嘩売ってきたのが悪かろう」

「うゥむ」

　腕を組み、うんうんと唸り出す。その姿勢に、油断だらけだな、と思った。

　とはいえこちらは負傷中の上、頭も少々眠気にやられている。隙を狙ってどうこうできるとは思えない。隙を狙うのは潔く諦め、護身用のつもりで持ってきていたワイヤーをポケットから取り出した。特に作りたい形があるわけでもなく、手遊びに捻ひねって回す。

　盾代わりの本は床に置き、ペンチを使って適当にくるくると巻いていく。それを見て、彼女はぱっと目を輝かせた。少女の、外見相応の無む垢くな笑顔が彼を向く。

「おや。素敵だね、何ができるんだい」

「さァ。俺も特に考えてねェよ」

　なるべく素っ気なく答えたつもりであったが、彼女は興味深いものを見るような目で彼の手元をじっと見つめながら、そうかいそうかい、と頷く。

「僕もね、昔、銀の指輪を作ったことがあるよ。あれはなんだったろうか、粘土の癖に、焼くと銀になるのだそうだ。なんとも不思議なものだった」

「銀粘土か」

「そう、それだ。銀粘土。思い出した。まったく、不思議だね。土が銀に変化するあの現象は、まるで魔法のようだが魔法ではないのだろう？　君もあれを使って品を作るのかい」

「いや。加工室にあるにはあるが、商品の製作にはほとんど使わねェな。サイズによっては外の工房に依頼することもあるから一概にどうとは言えねェけど、銀製品ならロストワックスやら彫金やらのが多い。銀粘土は個人的な玩具みたいなもんだ。あと、銀粘土っていうのは別に、土が銀になるわけじゃなくて――」

　そこまで言って、はっと、口を閉じた。目の前にいるのが慣れ合うべきものではないということを思い出したからだ。どうにも宝石やら装飾品のことになると、口が軽くなっていけない。

　気を取り直し、楽しそうに話を聞く少女の顔を真っ直ぐに睨みつけた。

「いい加減にしろ。用件があるならさっさと言え」

「用件？　やがて対たい峙じするライバルの顔を見に来たというだけでは不足かい」

　うふふ、と笑うその表情もまた憎らしい。可愛さ余って、などという言葉もあるが、これの場合は余るべき可愛さもなく、ただ苛立ちがくる。

　その意思が伝わったのだろう、魔法少女は小さく首を傾げ、肩を竦めた。

「つれないねェ。……まァいいや、そろそろ僕も帰ろうかな。用は済んだし」

　とは言うが、彼女が来てやっていたことといえば、ただ彼らの様子を覗いていただけだ。部屋の中からは何かが盗まれた様子もなく、だからひどく怪訝に思えてしまう。

「用って、一体、何しに来たんだ」

「どうして僕の変へん化げの魔法が見破られたのか気になったっていうのが一つ。君という人を知りたかったというのが一つ。最後の一つは……うん。これも秘密だ」

「あまり秘密主義を徹底すると友達もできないぞ」

「おや。正直に目的を話したら、僕と友達になってくれるのかい？」

「それは御免だ」

「寂しいなァ。それほど僕は性格悪く思われているのかな」

「テメェの性格なんか知ったこっちゃねェよ。コソ泥と慣れ合う商人がいるか」

「なるほど。それは道理だね」

　ふんふんと訳知りのように頷く魔法少女。

「まァ、それならそれで仕方がない。僕はそろそろ、お暇いとまさせて頂くよ」

　大きく伸びをして――ふと、何かに気付いたように「そうだ」と言った。

「こんな時間に話に付き合って頂いたお礼に、一つだけヒントを差し上げよう」

「ヒント？」

「今晩、僕が何を目的にここに来たのか」

　怪訝に眉を寄すスプートニクの前で、銀縁の奥の青目が笑う。

　立てた指先から光の雫しずくを散らせながら、彼女がヒントとやらを告げる。それは、彼が無意識のうちに犯していた、たった一つの過ちであった。

「君、疑問点の中に、『魔法少女はこの店のどの宝石を狙っているのか』を入れなかったね」

　――その瞬間、思わず息を呑んだことを、失態だと思った。

　それを彼女は見逃さない。スプートニクの一瞬の戸惑いに、我が意を得たりとばかりに笑う。

　彼が何かの言葉を返すより早く、彼女はひどく楽しそうに「さようなら」と言い、消えていった。




　組み上げたワイヤーが、手の中で歪んだ。

　手のひらがなぜか、熱く痛い。ワイヤーの先が手のひらに刺さったのかもわからないが、確認するだけの余裕はなかった。それよりも遥かに強い苛立ちが彼の頭を煮えたぎらせていたからである。怒りに任せ、ただの塵ごみになったそれを床に叩きつける。カン、と軽い音を立てて跳ね、廊下の端に転がった。

　それでも怒りは収まらず、壁を殴りそうになるのを、必死で抑える。下手に大きい音を立てて、彼女を起こすわけにはいかなかった。自分が今、どれだけひどい表情をしているのかが想像に難くなかったからである。上司を万能と信じる馬鹿の前で、そんな顔をしてはいけない。

　ふつふつと湧いてくる抑えきれない怒りは、あのふざけた子供にではない――あまりの自分の間抜けさにだ。

「油断をするにも、程があるだろう」

　階段脇にたった一人立ち尽くし、毒づく自分のなんと惨めなことか。

　固く目を閉じ、長い時間をかけて、握った拳を指一本ずつ解き。噛みしめた歯の間からゆっくりと細く息を限界まで吸って、ゆっくりと、吐く。そうすることで、怒りを忘れた。

　もう眠ってしまおう。そう思いながら、床に置いていた書籍を取り上げ、ドアを開ける。すると、

「……？」

　奥から、妙な音が聞こえてきた。

　不可解なそれに、思わず眉を寄せる。こふ、こふという軽い音。不規則に、何度も何度も繰り返して聞こえてくる。根源は、どうやら寝室のようである。

　――まさか、魔法少女あのガキが何か。

　思うと、一気に肝が冷えた。廊下を駆け、急いで寝室のドアを開ける。

　が、そこに魔法少女の姿はなかった。また、音の正体もすぐに知れる。ベッドでクリューが咳せき込んでいるのだった。

　安堵と同時に脱力を覚える。まったく焦らせやがって――思いながら、ベッドの端に腰かけ、咳き込む度小さく震える肩に手を置いた。

「どうした、クー。大丈夫か」

　両手で唇を押さえ咳せきを繰り返す彼女の背を、ゆっくりと擦ってやる。すると、うっすらと瞼が開いた。寝惚ぼけた鳶とび色いろの瞳が彼を見て、寝惚けた声が彼を呼ぶ。けれどその声も遮られ、小さな手の向こうから、何度か空から咳せきが繰り返される。

　やがて覆った指の間に、一つの影が現れた。

　唾液にまみれて光る青。

「クー。苦しいか、クー」

　返事はない。乱れた呼吸はすぐに戻り、落ち着いた寝息に戻る。また、眠ったようだ。

　小脇に抱えた、分厚く黒い本の表紙。医学書、の文字が彼を嘲笑って見えた。







５




　翌朝、クリューは非常に上機嫌だった。

　仕事ぶりはいつもと同じだが、その表情にはまるで蕩け出しそうな満面の笑みを浮かべていて、それは店員としての愛想と言うよりは、腹の内から湧いて出てくる嬉しさを隠しきれないといった様子である。

　時折不意に表情を消し、天井を見上げたかと思うと、やがて、にや、と怪しく笑う。理由を聞いてみると、どうも昨晩部屋に呼んでいろいろと話をしてやったのがよほど嬉しかったそうで、その名残が消えないらしい。

　喜んだのなら何よりだ。それはいい。

　が。

「アンタ本当、あの子に何したのよ」

　カウンターに肘をついてぼんやりしていると、例によって例の如ごとく『パトロール』にやって来たナツが、彼を睨みつけそう尋ねた。

　顔を背けながら、スプートニクは低い声で答える。

「何もしてねェよ」

「本当に？」

「嘘ついてどうする」

　何も、と言うと語弊があるかもしれないが、少なくとも公序良俗に反するようなことはしていない。だからそう告げたのだが、勿論のことナツは信用しない。腕を組み、疑心の色の濃い目で彼を見る。スプートニクはその視線から逃れるよう俯いた。

　彼のその姿勢にナツは、それ以上彼が何かを語ることはないと悟ったのだろう。ため息をついて、そっぽを向いた。

「ならいいわよ、本人に聞くだけだから。――クリューちゃん？」

「あ、はいっ」

　呼ぶ声を受けて、また虚空を見上げて妙な笑みを浮かべていた彼女が我に返った。

　ナツはクリューの近くに歩み寄ると、目の高さをクリューに合わせて、にっこりと微笑み、問う。
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「今日はなんだか朝からご機嫌みたいだけど、何かあったの？」

　と、彼女はまた思い出したのか、蕩けるような笑みを浮かべた。赤らんだ頬を両手で押さえ、無駄に体を左右に振りながら、

「えへ。実は昨晩、スプートニクさんに――」

　しかしそこで言葉を切った。はっと目を見開き、笑みを消し。突き出した両腕を大きく振りながら慌てた様子でかぶりを振る。

「あ、だ、駄目です」

「何が駄目なの？」

「ごめんなさい、『ナツさんには内緒』ってスプートニクさんと約束したので、秘密ですっ」

　ナツの頬が引き攣ったのを、スプートニクは、はっきりと見た。

　そしてまた緩んだ頬を作り、あまつさえ極め付きのように「二人だけの、秘密です」などと付け加えるのだから彼女の誤解はあっさりと天井に達する。夢見心地この上ないクリューに背を向けスプートニクにつかつかと歩み寄ると、思いきり彼の胸ぐらをつかみ上げた。

「あの子に何をしたのよクソ下衆がっ！」

「何もしてねェェェよ！」

　特に後ろめたいことはしていないのに、妙な誤解をされてはたまらない。そのため、昨晩泊めてやったことはナツには内緒にしておけと伝えたのだが、これでは逆に疑われるではないか。ナツの白い視線がこの上なく疎ましい。もう、加工室に逃げてしまおうかとため息をついた。

　ドアベルが鳴ったのは、その矢先である。

「スプートニク宝石店へいらっしゃいませ！　……あれ？」

　クリューの、通常の数割増しで弾んだ挨拶。しかしそれに、なぜか疑問符が続いた。

　昨日に引き続き、また珍客がやって来たのだろうか。カウンターに肘をついて顎を支えたまま、入口扉の方を見る。

　その人物が記憶の中の彼女と合致するまでに、数秒かかった。

「……あァ。アンタか」

　すぐに思い至らなかったのは、今日の彼女があの陰気なローブを着ていなかったからだ。

　白藍色のワンピースに、濃紺のジャケットを合わせている。首元に小さく光るネックレスはエメラルドか、彼女の瞳に少し似ていた――以前とはまったく異なるごく一般的な格好。その背に美しいプラチナブロンドを携えた一人の女性が、深々と頭を下げていた。

「突然の訪問を、お許しください。店主様とお話をさせて頂きたく、参りました」







　スプートニクはぼんやりと、客ではないその訪問者を眺める。昨日朝に見た、白金色の魔法使い。格好から受ける雰囲気は異なれど、にこりとも笑わぬ愛想の薄い表情は健在であった。

　名前を思い出すにそれほど時間はかからなかった。イラージャだ。

「……あの」

　無言のスプートニクに痺しびれを切らしたか、イラージャが一歩踏み出す。が直後、スプートニクの視界からその姿が遮られた。クリューが二人の間に割り込んできたのだ。

　クリューは両腕を大きく広げ、通せんぼの体勢でイラージャをきっ、と睨みつけている。

「私が伺います」

「あなたは」

「従業員のクリューです。店主に用件があるなら私を通してください」

　唇を尖らせ頬を膨らませ、放つは不機嫌そうな声。先ほどまでののほほん最高潮な様子は綺麗さっぱり消え去っている。先の魔法少女の襲撃のせいか、どうもクリューは魔法使い全般を憎むべき対象としてしまったらしい。

　眉を寄せたイラージャが、困った様子でスプートニクを見る。が、彼は肩を竦めて「だ、そうだ」と答えた。クリューに何かができるとは到底思えなかったが、もしかしたらということもある。スプートニクに助ける気がないとわかると、彼女は次にナツを見た。けれど当然ながらそちらも、苦笑しながら「悪いけど、私はここの店員じゃないから」と言うばかりである。

「……それでは」

　しばらく戸惑っていたが、結局はクリューの指示に従うことにしたらしい。腰を折り、いたく真面目にクリューに話しかけるイラージャの様子は笑いを誘ったが、本人たちは至極真面目なのだろう。イラージャの言葉を、スプートニクはクリューの背の後ろで聞いた。

「昨日の非礼の詫わびと、今回の魔法少女の件に関し、店主様とお話をしたく参りました。お忙しいところ恐縮ですが、どうぞお時間を頂戴できればと思います」

「ふむ。わかりました、店主に伝えてみましょう」

「お手数をおかけします。よろしくお願い致します」

　クリューは深く礼をするイラージャに大きく頷いてみせると、くるりと回れ右をした。そうしてスプートニクに向き直り、気をつけの姿勢で彼女が彼へ伝えることは。

「入る店を間違えたとのことです」

「よし。丁重にお帰り頂け」

「私そのようなことは申し上げておりませんが！」

　入口扉を指さしながら告げた指示へ、噛みつくように答えたのはイラージャだった。一歩踏み出し抗議する彼女に、面倒だという感情を隠さずスプートニクは問いかける。

「冗談だよ。何の用だ」

「昨日は、こちらの事情だけ一方的に申し上げてしまい、ご不快な思いをさせたかと思います。そのお詫びと……それから、本日は、魔女協会の人間としてでなく、私個人としてのお願いがあり、店主様とお話がしたく、参りました」

「個人的な頼み？」

　不思議そうに繰り返したのは、ナツだった。

「はい、あの」

　しかしそこで言葉を切った。続きを待つが何も言うことなく、ただ困ったような表情で、俯きがちに視線だけをあたりに巡らせる。――何を迷っているのかは、一目瞭然である。

　どうすべきか、思案したのは一瞬だった。

　頷き、告げる。

「わかった。話は加工室で聞こう」

「えっ」

　しかしそれに驚きの声を上げたのは、クリューだった。

　クリューとナツが同時にこちらを向くのがわかる。が、スプートニクはそれらと視線を合わせないようにして椅子から立ち上がると、そのまま加工室へ足を進めた。

「クー、お前は店番してろ。ナツはさっさと仕事に戻れ。……アンタはこっちだ」

　イラージャへもまた、一いち瞥べつもくれずそう言って、加工室の戸を開ける。軽く室内を見回すが、人目を避けたいものは特別なかった。ドアノブを支えたまま彼女を待つ。

「作業用の椅子しかなくてな。古くて悪いが、そこらのに適当に――」

　座ってくれ、と言いかけた言葉を切ったのは、他でもない。

　……イラージャの後を何食わぬ表情でついてきた人影があったからである。

　そのまま一緒に加工室に入ってきた人影――クリューの首根を掴んで歩みを止めさせる。しばらくの間、なんとか力押しで歩いていこうとしていたが、そうしていても襟が伸びるだけだと悟ったようで、やがてその場に立ち止まった。

　拗ねたような、恨みがましい表情で、彼を見上げる。

　何が言いたいのかは聞かずともわかった。けれどこの場はスプートニクも、彼女の上司として、引くことはできない。空いた左手で部屋の外を指さし、告げる。

「クー。店番」

「でも」

　と、彼女の眉が寄った。見上げるその表情はひどく心細げである。何をそうも案ずることがあるのか――思いながらも、口の端だけで小さく笑ってみせた。

「大丈夫だから」

　何が大丈夫なのか、根拠など自身にもなかったが。

　クリューはしばらく、唇を横一文字に結んだままじっと彼の目を見つめていたが、やがて彼に折れる様子のないことを受け入れると、

「……なんか変だと思ったら、すぐに来ますからっ」

　叩きつけるようにそう告げ、背を向けて戸の方へ歩き出した。

　部屋を出る直前、一度足を止め、イラージャを強く睨む。それにイラージャは若干怯んだようだったが、クリューは一切動じない。そのまま部屋を出ると、強烈な音を立ててドアを閉めた。棚の瓶がカタカタ震えて抗議するほどの衝撃音に、さすがのスプートニクも「おォ」と声が出る。

　音に驚いて固く目を閉じたイラージャが、恐る恐る瞼を上げる。竦めた肩をゆっくりと元に戻して既に閉じた戸を見、珍妙な表情をした。それから次に、上目遣いでスプートニクを窺う。

「よろしいのですか」

　念を押すようなその言葉に、スプートニクは些か驚いた。

「なんだ、人払いをしたかったんじゃないのか」

「いえ。それは確かに、そうなのですが……」

　困ったように彼と、彼女の出ていった戸を交互に眺め、やがて何かを諦めたかのように「なんでもありません」と言った。

　なんとも妙な奴である。いや、あの男の方よりは人間味があるだろうか。

　作業机を挟んで反対側にやって来ると、机の下から背もたれのない椅子を一脚引き出して座った。机の下を指さして、同じようにするようイラージャへ指示を出す。

「本来人を迎える部屋じゃないんでね、手狭なのは勘弁してくれ。さて」

　窓辺から差し込む暖かい陽光と、同様に窓辺でチイチイと鳴く小鳥がやけに眠気を誘う。鎮痛剤の副作用も相まってか、少々気を抜けばたちまち舟を漕こいでしまいそうな睡魔に気付かれぬよう留意しながら、小首を傾げて意味ありげに笑ってみせた。

「茶も出さねェで恐縮だが、せっかくうちの従業員が上機嫌で扱いやすかったところをふいにしてまで迎え入れてやったんだ。相当に面白い話を聞かせて頂けるんだろう？」




「昨日、魔法を使って魔女協会に連絡を致しました。――スプートニク宝石店に確かに予告状が届いていたことと、店主から援助は不要である旨を伝えられたことを、です」

　椅子に腰かけ、簡単な挨拶を終えたイラージャが切り出した言葉。スプートニクはそれを、カップを傾けながら聞いた。

　スプートニクとイラージャの前、作業用机に置かれた二つの来客用カップは、先ほどクリューが「お客様でないとはいえ、何も出さないのは失礼にあたりますから」と持ってきたものである。

　これは有り難いと受け取ったが、しかし差し出されたそれの中身は茶ではなくただの白さ湯ゆであった。予期せぬ中身に絶句したスプートニクへ、彼女はにっこり笑いかけると「お客様でないのですからこの程度で充分ですね？」と吐き捨て出ていった。小こ姑じゅうとか。

　温ぬるく味のない、旨くもないただの湯を、舐める程度に口にしながら、尋ねる。

「通常、魔法使いは、リアフィアット市では魔法はほとんど使えないんじゃないのか」

「ええ。ですが送受話程度の簡単な魔法なら可能です。私には無理ですけれど、ソアラン様ほどの力があれば。とはいえそれでも、雑音の多い不鮮明なものとはなりますが」

「成程。……で、報告の結果は？」

「協会は我々二人に、帰還を命じました。魔女協会は、今回の魔法少女の件に関わらない、とのことです」

「それは重畳。で？　アンタはそれを伝えに来たのか」

「いいえ」

　スプートニクの問いかけに、しかし彼女はかぶりを振った。――半ば予測していたことだが。

　それでは何をと尋ねるまでもなく、イラージャはその続きを答えた。

「頼みというのは、他でもありません。私を、魔法少女のやって来る現場に立ち会わせて頂きたいのです」

　その申し出にスプートニクが欠片も動じなかったのは、これもまた、予想していたことだったからである。引こうとする上司ソアランに、一度とはいえ抗議した彼女の姿を、彼は忘れていなかった。

　驚かぬ彼に彼女が何を思ったか、それはスプートニクには定かでない。特に知りたいとも思わず、ただゆるゆると首を振った。

「言っただろう。俺は――」

「見返りも、用意致しました」

　しかしそれを遮り、彼女は言った。喉の奥から絞り出したような声であったのは、叫びたい衝動を必死に堪えた成果だろうか。

「協会の人間としてではなく、一人の人間として、手助けをさせて頂けたらと思います。私のお願いは、取引は、あなたにとって悪い条件でもないはずです。……もう、時間がないのです」

　俯いたことで、彼女の右耳に掛かっていた髪が一房ほつれてさらりと落ちる。組まれた手は声と同じように震えていた。泣いているわけでは、ないようであったが。

　スプートニクは「仕方ねェな」と呟いて、頭を掻いた。

　それを聞き留めたらしくイラージャがはっと顔を上げる。決して慈悲をくれたわけではないぞと心の中で前置きしてから、スプートニクは淡々と言った。

「時間がない、ってのはなんだ。アンタと俺の取引ってのは、俺にとってのメリットってのはなんだ。アンタの説明は諸々足りん。全部聞いてやるから、取り敢えず、話せ」

　すると、彼女の視線が泳いだ。どこから話すべきかと迷っているというよりは、どこを話せば納得してくれるかという打算か計算を行っているようである。しかしそれは、対スプートニクの情報戦で勝利を収めたいというよりも、恐らくは別の段階の。

「俺に魔法使いの知り合いはいない。あるのは宝石商の繋がりだけだ」

　だからそう、付け加えてやる。暗に、魔女協会の人間としてどんな不都合なことも内密にできる、と。すると彼女の瞳が大きく揺らいだ。きゅっと唇を結び、スプートニクを見る。その様子は、彼が信頼に足る人間か、測っているようでもあった。

　結局イラージャが彼をどう値する人間と判断したのか、スプートニクは知れない。それでもしばらくの沈黙のあと、彼女はぽつりと、こんなことを呟いた。

「少し遠回りになりますが、聞いてください。ここから話すのが一番早いかと思います。私の上司に当たる、ソアラン様の……ソアランの、今後の処遇に関してです」

「あの男の？」

　処遇、ということは何らかの責任でも取らされようとしているのだろうか。何かやらかしたところで、そう簡単に尻尾を見せるような人間とは思えなかったが――

「はい。ソアラン様……いえ、すみません。ソアランは」

「様でも閣下でも大先生でも、好きな敬称で呼べばいい」

「……ありがとうございます。先日ソアラン様自身もお話しされていましたが、彼は近い未来にできるリアフィアット支部長を任されるであろう方です」

「言っていたな。だとしたらあいつは現在でも、それなりに地位のある役職にいるんじゃないのか」

「現在はコークディエの協会支部の、副支部長の任にございます」

　彼女は、ここより西北にある都市の名前を口にした。水の都コークディエ、かつて訪れたことがあるが、二つ名の通りやたらと運河が多かったのを覚えている。リアフィアット市からコークディエ市までは馬車で数日はかかるはずだ。

「ですが、店主様。ご存ぞん知じでしょうか。失礼ながらリアフィアット市とは、我々魔法使いにとって辺境この上ない土地でございます」

「知ってる。普通の魔法使いは、魔法をほとんど使えなくなるらしいな」

「はい。私は勿論のこと、ソアラン様ですら、リアフィアット市では魔法をほとんど行使できません。そのような土地の支部など、一体誰が利用しましょうか。支部長と言えば聞こえはいいですが、リアフィアット支部ともなれば、左遷のようなものです」

　そして彼女は俯く。続いたものは、低く聞き取りにくい声であった。

「私は、ソアラン様が、こんな地方に据え置かれるべき人間とは思いません」

　イラージャは固く組んでいた手を解くと、カップに手を伸ばした。

　白湯を飲むわけではなく、ただ両手でそれを包む。温もりもないだろうが、それでも彼女は手を離さない。しばらくじっとカップの中を眺め、やがて、意を決したように顔を上げた。

「どうもスプートニク様は、魔法使いがお嫌いなようでいらっしゃる。ですから、私と一つ、取引をしては頂けないかと、思います」

　探るような物言いと視線には気付かないふりで、彼女の言葉を繰り返す。

「取引？」

「ええ。――魔法少女を捕まえた暁には、リアフィアット市支部の計画を白紙に戻すよう、私が魔女協会に掛け合います」

　彼女のその言葉に、スプートニクは些か驚いた。

　どうもそれほど力のある魔法使いではなく、また協会において大した地位にいるわけでもないらしい彼女が、まさかそんな大きなことを言い出すとは思わなかったからだ。細く息を吐くことで無表情を貫き、机の下で足を組み直す。

「設立を決定したのは、組織上層の人間だろう。アンタがどうこう言ったところで、なんとかなるような計画とは思えんがね」

　けれど彼女は動じない。そう聞かれることも予測していたのか、流れるように淡々と答える。

「リアフィアットに支部など作ったところで、予算の無駄になることは目に見えております。それでも作りたいと考えるのは、恐らく、ソアラン様という人を本部から遠ざけるため――厄介払いをしたいがためです。魔女協会では今でこそ男女平等が叫ばれてはおりますが、それでも根底には女尊男卑の考え方が色濃く残っております。……コークディエの支部長と、副支部長であるソアラン様の折り合いがそれほどよろしくないことも、公然の秘密です」

「それと、自称魔法少女の確保に何の関係がある」

「確保に成功した場合には、協会本部に、魔法少女の確保に貢献したのはソアラン様であるという報告を出します」

　躊躇いも、またそれに類する様子を見せる間もなくイラージャは言った。

「魔法少女ナギたんが何をやってのけたか、店主様はご存じでいらっしゃいますでしょうか」

「いや」

「魔法道具や重要書類の盗難、破棄、何なん人ぴとも侵してはならぬとされる始祖様の祭壇に足を踏み入れたこと。……協会幹部の怒りを買う所業だけでも、枚挙に暇がありません。ソアラン様がそれを捕まえたとなれば、それだけの立役者を地方に据えるということに異を唱える輩やからも出てきます。そうなればリアフィアットに支部を作る必要はなくなりますし、そうでなかったとしても、リアフィアット支部の必要性をもう一度考え直すべきという声は出てくるでしょう。そうなれば」

「立ち消えになるのは目に見えている、ということか」

「それに！」

　もう一押しとばかりに、鼻息荒くイラージャが身を乗り出した。作業机に強く両手をついたせいで、カップの水面が波を立てる。

「私がなぜ魔法少女ナギたんの担当になっているかというと――他でもない彼女自身が、私を苦手としているからなのです」

「苦手としている？」

　彼女とは対照的にやや上体を引きながら、スプートニクは彼女の言葉を繰り返す。それを受け、イラージャは大きく首を振った。

「はい。恐れている、と言っても過言ではありません。理由は不明ですが、私と現場で相あい見まみえるたび、彼女は仕事をやりにくそうにしています。現に、彼女が犯行を失敗したときはいつも私が警備に携わっておりましたし、予告状でナギたん直々に『イラージャを現場に呼ぶのはやめてくださいごめんなさい一生のお願い』と名指しされたこともございます！」

「予告状で警備態勢に注文つけるのは『怪盗らしい振る舞い』なのかねェ……」

「理由こそ不明ではありますが、ともかく奴が私を苦手としていることはお解わかり頂けたかと思います。当日、現場に私を置くことで、店主様にデメリットは存在しないと思うのですが」

　胸を張り、したり顔でかく言う彼女。さァいかがですお買い得ですよ――という幻聴が聞こえてきそうな表情から視線を外し、それに対する答えは保留とする。

　代わりにぽつりと、こんなことを呟いた。

「魔法少女に、会った」

　彼女の顔色が変わった。目が見開かれ、上体がやや前のめりになる。

「いつ。どこで、ですか。予告状を彼女本人から受け取った、ということでしょうか」

「いいや、違う。昨日、アンタらが帰った少し後のことだ」

　白湯を一口、湿らす程度に含む。先を急く様子のイラージャを焦じらしたいわけではなかったが、ゆっくりソーサーに戻したあと、その手で自分の右肩に触れた。

「右肩と、左足をやられた。こいつを投げつけたら」作業机の上に転げた鏨を取り上げ、指の間でくるりと回す。「空中で回転し、そのままの勢いで俺に返ってきた。確認だが、魔法使いっていうのはリアフィアット市でそれだけの魔法を使えるのか」

「有り得ません」

　やはり否定をした。ただでさえ白い頬から、血の気が引いている。

「魔法を使い、宙にものを浮かせる。勿論協会本部であれば、そんな行為は魔法使いならほぼ誰でもできます。……しかしリアフィアット市では。こんな、東では。どんな魔法使いもそんな所業、できようがない。というのに」

　けれどそれを行ったことは事実。そして彼女も、その事実までもを否定しようとはしなかった。

　そしてどうも彼女の様子では、それを否定し難い、過去の事例があるらしい。イラージャはかぶりを振ったあと、「あの魔法使いは、おかしいのです」と言った。

「魔女協会には、とある符があります」

「符？」

「魔法使いは始祖様の加護を受けて魔法を行使しますが、その符を対象の者に使用することで、始祖様の加護を遮断することができるのです。始祖様の加護を遮断されれば、魔法使いは魔法が使えません。そのはずです。なのに……」

　彼女は顔を上げ、窓を見た。外には誰もいない。あの白い魔法使いも、お節介な警察官の姿もない。ただ陽光が差し込むだけだ。

「かつて魔女協会はそれを、魔法少女ナギたんへの対抗策として使用しました。が、なぜか彼女には、符の効果がなかったのです。始祖様の加護のない環境でも、なぜか、魔法を行使することができたのです」

「理由は。方法は」

「わかりません。わかれば、奴を捕まえるのも……いえ、それだけではありません。その技術の仕組みさえわかれば、魔女協会の更なる発展に繋がるでしょう。魔女協会の未来にも大きく貢献することになるのです。彼女は、なぜそれだけのことができるのに」

　協会に害成す存在として佇もうとするのか。そう続け、悔しそうに唇を噛む。

　けれどスプートニクはそのとき、イラージャの苦悩とはまったく違う、一つのことを思い出していた。――あのとき確か、魔法少女は。

「店主様。どうかなされましたか。ご気分でも」

「なんでもない」

　しかしそれは、イラージャに言ったところでどうにもならないことだった。だからそう、答えたのだが――彼女はどうも、スプートニクが別のことを思っていると誤解したらしい。しばらく黙考したのち、ゆっくり立ち上がると、机を回って彼の隣に佇んだ。

　どういうつもりだろう。真意を量りかねたまま、彼も立ち上がる。ヒールを含めてもまだ頭半個分は低い身長がそこにあった。

「右肩、と仰おっしゃっていましたね」

「何を……」

　答えず、ただ両手でスプートニクの肩に触れる。

　本来なら拒絶すべきところだったろうが、彼女の敵意ない様子に戸惑い何もできずにいると、彼女はそっと、彼の右肩に自身の額を寄せた。

「私たちは魔法使いのための組織にございます。魔法使いが犯した罪は、我々皆の罪でありましょう。たとえそれが、組織に属さぬ者の所業であっても」

　イラージャがゆっくりと深く息を吸い、吐く。

　と、肩に熱を覚えた。火傷やけどするほどに強烈ではなく、心地良さを感じる程度の熱。しかしそれ以上にスプートニクが驚いたのは、温もりと同時に、訪れた変化の方だ。

「痛みが」

「少しは、和らぎましたでしょうか」

　腕を動かせば引き攣るような違和感がある。完治とは世辞にも言い難いが、それでも確かに、傷の負担は軽くなっていた。

　肯定すると、彼女はスプートニクを見上げ、薄く笑った。けれど表情と裏腹に、額にはびっしりと汗が浮いている。その細い声から、上がりかけた息を必死で殺しているのがわかった。ほんの少しの傷の治癒、それだけの魔法でも、このリアフィアット市では彼女の身には結構な負担となるのだろう。

「この程度のことであれば、私にも……可能です。私に、できるだけのことは、致します。ですから、どうか……」

「――おい」

　声が呼吸に負け、掠れていく。ずるずると力が抜けていく彼女の体を、スプートニクは抱えて支えた。

「おい。どうした」

　揺さぶっても返事はなく、ただされるがままに白金色の髪が揺れるだけ。

　どうも気を失ってしまったらしい。恐らくは魔法を使ったことの弊害なのだろうが、いかんせん魔法使いの知識など乏しいせいで、そういった事態の対処法など知るわけがない。どうしたものか――スプートニクが悩み始めた、そのときである。

　くわん、という軽い音がした。

「……えっ？」

　次いで聞こえる、小さな声。戸の方からである。

　顔を上げ、そちらを見る。とそこには、目を丸くし口をぱかんと開けたクリューが立っていた。

　足元でくるくると舞っている盆が、恐らくは音の根源だ。彼女が何に驚きょう愕がくしているのかは――考えるまでもなかった。つい舌打ちをする。なんともタイミングの悪い従業員である、あと十分も遅く来てくれれば、どうにでも対処できたものを！

　先ほどまでは盆を掴んでいただろう両手が小刻みに震え、はわ、はわと言葉にならない声が漏れ始める。直後訪れるであろう災難を想像するに、是が非でも耳を塞ぎたいが、両手が塞がっていてできない。やがてクリューの目が潤み、頬が染まり――そして目の前の光景を、現実として認識したとき。

「スプートニクさんの、不潔――！」

　理不尽な金切り声が、彼の耳を劈つんざいた。




　　　　　＊




　客のいない夕方近くの店内。ドアベルの音が聞こえて、クリューははっと顔を上げた。

　――埋め合わせのつもりなのか、昼食はスプートニクの奢おごりだった。

　近所の店で買ってきた、クリームパスタとトマトパスタ、「デザートも買ってきた」とリンゴタルトとレモンパイを一つずつ。どっちがいいかと聞く彼に、どっちも食べたいですと拗ねてみせれば「じゃあ、半分ずつしようか」と好青年紛いの笑みで答えてくる。

　どうにかして遣やり込めたいが、向こうはどうすればクリューが喜ぶのかわかっているのだから、勝負にもならない。現に『半分こ』された『お揃いの』昼食が並んだときには、クリューの怒りなどすっかり消えてしまった。

　しかし。重めの昼食を食べたせいで、やって来た睡魔は強烈なものだった。客足の途切れた店内、カウンターで一人で座っていたせいで、いつの間にか眠ってしまっていたようだ。

　涎よだれを拭い、慌てて「いらっしゃいませ！」と立ち上がる。しかし入ってきたのは、客ではなく、郵便配達員の青年だった。

「どうも、クリューさん。スプートニクさんへ、郵便です」

　受け取ったものは、一つの白い箱だった。正しくは、白、であったはずの箱。

　速達、書留、重要、親展、壊れ物、貴重品、緊急――その他諸々。箱の全面に、赤字でたくさんの言葉が書かれている。まるで知る限りの注意書きを認めたかのようだ。

　そしてそれを括くくった紐ひもには、封筒が一つ結ばれていた。封筒に署名はないが、代わりに一言『表面張力では支え切れぬほどの愛を込めて　あなたのいとしいわたしより』とある。

「ひょうめん、ちょうりょく？」

「お、来たか」

　箱をどう処理すべきか悩んでいると、背中から声がした。

　クリューがそちらを見るより早く、背後から伸びてきた手が箱を取り上げる。振り返るとそこには、上機嫌そうに鼻歌など歌っているスプートニクがいた。あれだけの注意書きにも構わず、両手で箱をくるくると乱暴に回し、矯ためつ眇すがめつ眺めている。いいのだろうか？

「なんですか、それ」

「商会からの贈り物」

　尋ねると彼は、鼻歌をやめてそう言った。

「間に合うかどうかは少し不安だったし、そもそもそんなものが作れるのかも甚だ疑問だったけどな」

　箱から取り外した封筒に、信じていたよ、とキスをする。その軽薄な仕草に、怒りよりも呆れを覚えた。

「そんな様子で。いつか女の人に刺されても知りませんよ」

「いつかも何も、昨日やられたばかりじゃないか。魔法少女に」

　それでも反省の色が見えないのだから、まったく仕方のない店主である。

「それよりもクー、あの魔法使いの様子を見てきてやれ。店は俺が適当に見てるから」

「適当にってなんです適当にって」

「間違えた。手紙の片手間に見てるから」

　同じことではないか。

　とはいえ気になることは確かである。睡眠中の女性に女誑しスプートニクを近づけるのもあまり気の進むことではなかったし――カウンターに箱を置いて鋏を取り出し、いそいそと開封を始める店主を横目に、彼女は『従業員専用』の戸を開けた。




　気絶してしまった件くだんの魔法使いは、今は二階の客室に寝かせている。

　二日連続で呼びつけられた老医師はほとほと呆れた顔をしていたが、彼女の様子を見ると「ただの過労だ」と診断を下した。「魔法使いの体質なぞ知らんが、これは明らかな過労だ。しばらく寝かせても目が覚めないようなら、そのときは魔法使いの仲間にでも連絡したがよかろう」とのこと。

　しかし二人きりの話し合いの最中に、過労で倒れるとは。疑いの目を隠すことなく「彼女に何をさせていたんです」と尋ねると、「知りたい？」と嫌らしい笑顔で言われたので腹が立った――が、そのやりとりを見かねたらしい老医師が「一朝一夕で溜まる疲労具合ではない、数日間何らかの緊張に晒さらされでもしていたんじゃないのかね」と言い、スプートニクへ「悪役を買って出るのも程々にしろ」と諌いさめてくれた。それにもスプートニクはやはり、肩を竦めるだけであったが。

　階段を上り、スプートニクの隣の部屋をノックしてから開ける。バスルームの脇を通りすぎ、寝室を覗くと、件の魔法使い――イラージャが、ベッドの上からきょとんとした表情でこちらを見ていた。

　彼女はクリューと目が合うと、なぜか怯えたようにびくりと震えた。

「あ、あの。ここは」

「店の二階です。お話し中に倒れてしまったって。覚えていらっしゃいませんか」

「あ……」

　思い当たる節があったのだろう。合点がいったように呟くと、しゅんと項垂れる。

「はい。あの、すみません、お手数をおかけしました」

「いえ……ええと、ご気分はいかがでしょう。あ、お水です。良かったら」

「ああ、すみません。ありがとうございます、頂きます」

　ヘッドボードから水差しとグラスを取り、注ついで渡す。彼女はグラス半分ほどをゆっくりと飲んで、息をついた。

「医師が言うには、ただの過労だそうです。魔法や魔力のことに関しては私たちにはわかりかねますので、お戻り次第、魔法使いの体調に詳しい方に診察を受けることをお勧めします」

「ありがとうございます。……魔力とは時間が経たてば体内でまた湧き、蓄積されるものですので、尽きたところでそれほど問題はございません。お医者様が過労と仰るのであれば、それが原因なのでしょう。本当に、ご迷惑をかけて……申し訳ありません」

「あ、あの、いえ」

　クリューの魔法使いに対する感情は嫌悪以外のなんでもなかった。何せ彼を傷つけた者と同じ人種だ――が、そうも深々と頭を下げられると、逆にこちらが恐縮してしまう。

　絆ほだされそうになるのを踏みとどまり、聞くべきことを口にする。

「そ、それより。……先ほど、店主と何を話していたのか、伺ってもよろしいでしょうか」

「店主様と？　先ほどの話し合いのことでしょうか。でしたら店主様ご自身から聞いた方が早いのでは……」

「教えてくれないんです」

　クリューは言って、ぷう、と頬を膨らませた。

「お前には関係ないとか、大したことじゃないとか、お前が聞いても意味ないとか言って。たくさん文句言ったのに教えてくれなくて、おかげでお昼ご飯たくさんでお腹なかいっぱいでした。美味おいしかったです」

「は？　はぁ……」

　拗ねる彼女に、不思議そうにしながらも相づちを打つイラージャ。

「だから教えてください。人に言えないことを話していたというわけではないのでしょう？」

「え、ええと……それは、あの、ですが、その、あまり口外するようなことでは……いえ、はい、わかりました」

　さほど厳しい表情をしていた自覚はなかったが、渋っていた彼女がクリューと目が合うと即座に意見を変えたあたり、そうでもなかったのだろう。イラージャはかくかく頷いて、「くれぐれも他言無用で」と前置きしてから先の『話し合い』の内容を語り始めた。

　話している間に段々と、イラージャの語調に熱が入ってくる。

「リアフィアット支部設立の計画は着々と進んでいます。そのため、一刻も早いナギたんの確保が必要なのです」

　そう言って、「失礼」と一口、水を含んだ。間が空いたのを質問の好機と、今度はクリューが口を開く。

「あの。店主はそれに、何と？」

「お返事は頂けませんでした。……その前に私が気を失ってしまったせいですが」

「そうですか」

　となるとスプートニクは、当日の許可不許可以外にも、大した質問はしなかったということになる。

　しかしクリューには、話の中で一つ、気になったことがあった。スプートニクは、急を要して聞くほどのことでないと思ったのだろうか。確かに魔法少女に関係することとは思えなかったが――クリューはこのイラージャという魔法使いに興味を持った。だから、

「私からも一つ、伺ってもよろしいでしょうか」

「はい、どうぞ。なんでしょう？」

　気分を害した様子はなく、にっこりと微笑む彼女をまっすぐに見て、クリューはこう、問いかけた。

「イラージャさんは、ソアランさんのことがお好きなんですか？」

　が、どうもイラージャは、何を言われたのかすぐには理解できなかったようだった。

　きょとん、と硬直し――後、ようやく意味を理解して、一気に頬を紅潮させると「へべらばばぁぁっ」と声を上げた。クリューの知らない、魔法使いの言語かと思ったがそうではなく、単純に混乱から出たもののようだ。

　耳まで真っ赤にしたイラージャは、掛け布団を抱きしめ大きく上下に振り、

「ち、ち、ちが、違いますっ。私はそういう、そういう邪よこしまな感情で動いているわけではなくてですね、その、その、そう、それに……」

　否定はしているがこの様子である、恐らく違ってはいないのだろう。

　しかし言葉が進む度、腕を振る勢いが落ちていく。そしてそれはやがて止まり、抱きしめる腕を緩めると、少し間を空けてもう一度「それに」と呟いた。二度目のそれはどうも悲しげで、布団の裾を掴んだ手に力が入る。

　それから彼女はクリューに向け、もう一度笑ってみせた。けれどそれは『喜ばしい』と形容するには程遠く、辛つらく痛む心中を秘め無理やり形作ったようだ。

　そして彼女が告げたものは、やはり胸を締めつける内容であった。

「彼には心に決めた方がいらっしゃるのです」

「それは……」

　イラージャにとっては辛かろう事実に、クリューは思わず言葉を失くした。それはつまり、彼女の想いが実ることはないということだ――いや、ないと言い切れはしないが、少なくとも現在、彼女の想い人の心は、彼女以外の女性に向いているということだ。

　それはさぞ、辛かろう。かける言葉を思いつけずにいるクリューを前に、彼女は話を再開する。しかしそれもまた、人生経験のそれほど豊富でないクリューには衝撃的なものだった。

「その方はもう、この世にはいないのですが」

「……えっ？」

　クリューの思考がその意味を理解するより早く、イラージャは自身の手元に視線を落とし、淡々と告げる。

「かつて彼には、婚約者がいらっしゃいました。とても聡そう明めいで、美しく、良い家柄の令嬢であったそうです。彼女も協会の職員でいらっしゃって、協会に宛あてがわれた婚約者ではあったようですが……まるで本当の恋仲であるかのような睦まじさでいらしたようです。私は当時まだ職員ではありませんでしたから、お二人のことは噂に聞いたことがある程度ですけれども」

　恋仲ではないのに婚約、という言葉はクリューにはやや不可解に思えたが、魔女協会では男女の扱いに差があるとスプートニクが語っていたから、そのあたりが関係しているのかもしれない。

「それで、その、婚約者さんは……」

「あるとき協会の命令で、魔法使い同士の抗争の調停に向かい――巻き込まれて、不幸にも命を落としたそうです」

　恋敵である人の最期。けれど彼女はそれを、喜色で語ったりなどしなかった。まるで自身が大事な人を失ったかのような、ともすれば嗚お咽えつすら吐きそうな震える声で。

「けれどソアラン様は、その報せを聞いても、協会幹部に詰め寄るでもなく、怒るでもなく。ただ『彼女が命を賭しても守ろうとしたこの協会に尽力することを、始祖様の名に誓いましょう』と語ったということです」

　その心中たるや、如い何か許ばかりか。

「彼のローブの胸元のボタンの色が、私と異なっていたことを覚えておいでですか。あれは私たちの作法で、喪に服していることを意味するのです。それが彼女への弔いであると彼の口から直接聞いたわけではありませんが、少なくとも、私が魔女協会の職員になったときには彼のボタンはああでしたし、私が知る限り変わったことは一度たりとありません」

　彼がかつての婚約者のことについて、自分から誰に何を語ることはなくとも、きっとそのボタンの存在こそが紛れもない彼の想いなのだろう――ぶわぁ、とクリューの瞼に涙が溢れてきた。

「か、か、かわいそうっ」

「あ、あ、ええと、その、く、クーさんでしたっけ。泣かないでください」

「クリューですっ。だ、だって、ソアランさん、ソアランさんかわいそう。大事な人が亡くなって、つらくて、でも、恨んだりとかしないで、協会さんに頑張って仕えてるのに、それなのに協会さんは、東の端っこの、要らないところに行けだなんて、そんなのひどい」

「でしょう！」

　我が意を得たりと、イラージャはベッドから身を乗り出す。

「私は、一部の心ない人間のせいで有能な人間が評価されないなんていうのは、許せないのです！　ナギたんを捕まえることでソアラン様も少しは私のことを見てくれるかもなんて、そんな、そ、そんな、そんな邪なこと……そんなのではないのです！」

　そして、無力を知り、自身の想いを隠しながらも想い人の為に尽力しようとするイラージャ自身の姿勢もまた、クリューの心を動かす大きな要素となり。

　結果、鼻息荒くするイラージャの前で、クリューもまた、固く拳を握った。

「イラージャさん！　私、イラージャさんのこと応援します！　スプートニクさんのことなら任せてください、私が絶対に説得します！」

「く、クリューさん、ありがとうございます！　私、私、何とお礼を言ったらいいか……！」

「お礼なんて不要です！　イラージャさん、あの憎にっくき魔法少女をぎたぎたにして、市中引き回しの上協会さんに引き渡して差し上げましょう！」

　二人は互いの手を握り、視線を交わすと深く深く頷いた。
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　昨日スプートニクが、急ぎで出した手紙。それはクルーロル宝石商会の、スプートニク宝石店の管理担当者宛てだった。

　小包に括り付けられ届いた封筒の一辺を鋏で切って開けると、中からは数枚の便箋が出てきた。『スプートニク宝石店店主　スプートニク様』と始まった文章は、時節の挨拶もなしに淡々と用件だけが認められている。走り書きに近いほどの荒れた筆跡からするに、それは息災であることを疑っていないというよりは、郵便物の一刻も早い完成を目指したと言った方が正しいようだ。

『商会に出入りする魔法使い幾人かに話を聞いてみましたが、魔法少女の話は、「聞いたことがある」程度のものしか仕入れられませんでした。調査をするには時間が不十分過ぎます。できますればもう少しの猶予を頂きたかった』

「俺に恨み言を言われても、困る」

　思わず呟くが、便箋は一息も置かず、次の言葉を続けた。

『現時点で魔法使いへの対処として考え得るものを郵送させて頂きます。願わくば、これが効力を現しますことを』

　そう本文を締めくくり、そして改行。クルーロル宝石商会と管理担当者の署名が認められ、それを最後に手紙は終わっていた――いや。

『追伸。何事も、程々に』

　釘くぎを刺すように認められた最下段は、無視をした。

　箱を開けるとまず一つ出てきたものは、『最重要』と赤で書かれた封筒。何かと思って開けてみると中には一枚の紙が入っていた――『請求書』。金額の隣には「魔法使い対処用品代として」と但書がされていた。そんなもの、差出人にとっては重要でも、こちらにとっては二の次である。元のように封筒に戻すと、脇に置いた。

　その下にはまた、封筒が入っている。こちらは少々様子が違い、中身は、不思議な文様がつらつらと躍っている札だった。ただし一番下に入っていた便箋だけは、スプートニクの知る言語で書かれている。先ほどの手紙と同様の筆跡で、『こちらは魔法使いが魔法を使うに不可欠な『加護』を遮断する札です。犯罪行為を働く魔法使いの捕縛等の際、対象を無力化するための道具として広く一般的に使われます』。

　しかしそれは、恐らくイラージャの言っていた――スプートニクは思わず唸り声を上げた。「それは、効果がないんだ」と呟くが、遠く離れた商会支部へそんなものは伝わらない。

『魔法少女ナギたん』を名乗る謎の魔法使いに窃盗予告を受けた、というだけしか情報のない手紙一通で、的確かつ効果的な対処法を教えてくれというのは、さすがに虫の良すぎる頼みであったか。項垂れながら、箱の中に手を伸ばす。

　と、まだ何か入っていた。小箱が一つ。

　なんだろうと取り出し開けたその中には、やはりまた手紙が添えられている。さほど期待せずに開封したが、そちらこそに、スプートニクの希望へ応える文章が添付されていた。

『先の札が効果を為なさなかった場合の為、理論上効果を示すと考え得る道具を取り急ぎ作製しました。ただしこちらはあくまで私個人の独断で設計・作製・試験したものであり、作製に当たって魔女協会の許可も取得してございません。くれぐれも徒いたずらにお使いにはなりませんよう。また魔女協会と宝石商会にはくれぐれもご内密に』

　続いて、その『理論』とやらが簡潔に書かれている。二度ほど繰り返し読んで、思わず笑みが漏れた。まったくうちの管理担当者は、この上なくいい女である。

　敵に効かぬ武器を取っておく意味はない。符とそれに同封されていた説明書きを、丸めてゴミ箱に放る。そして小箱の中に収められたものを取り出そうとした――

　が、それを遮るようにしてドアベルが鳴った。

　顔を上げ、入口扉を見る。しかしすぐにまた手元へ視線を落としたのは、やって来たのが客ではなく、また特別会いたいとも思わない人間だったからである。

「へいらっしゃい」

「アンタちょっとは接客する気見せたらどうなの」

　これ以上ないほど意欲の欠如した挨拶を口にすると、訪問者ナツは相変わらず小憎らしい様子でそう言ってきた。

「って言ったってお前、買い物に来たわけじゃないんだろう。何の用だ」

「これ」

　尋ねると彼女は、鞄から幾枚かの紙の束を取り出し、スプートニクへ差し出した。かっちりした手書きの文字が躍っている。ナツの筆跡だ。

　スプートニクは手紙を小包の中に無造作に戻すと、その紙束を受け取った。

「市役所のリアフィアット市滞在記録から、ここ数年の魔法使いの訪問記録を写してきたの。でも、怪しいものはなかったわ。あの魔法使い、訪問に偽名でも使っているのかしら」

　もしくは魔法を使って違法に侵入したか、だ。しかし、

「こんなもの、勝手に複製していいのか」

「うるさいわね、駄目に決まってるじゃない」

　胸を張って言えることでもないと思うが、何にせよ。

　記録には、訪問者名と訪問日、滞在日数、滞在理由が認められている。が、その件数は、スプートニクが予想していたより幾分多かった。

「リアフィアット市って、魔法使いの訪問者、こんなにいるのか」

「ここ半年で急激に増えたみたいね。その前見てちょうだい、年単位でいないから」

「……確かに」

　一枚めくると、下の用紙は半分以上白紙だった。リアフィアット支部の設立に関し、下見でも行っているのだろうか。現にここ半年の滞在理由の多くは『実地調査』になっているし、と近日の記録欄を眺めていて、不意に気付く。

「ここらへんの何件か、滞在理由『警察局訪問』ってあるぞ。お前、魔法使いは二、三度しか会ったことないって言ってなかったか」

　特に責めるつもりはなかったが、ナツの方はそう取らなかったらしい。もしくは自身でも気にしていたのか。彼女は不快そうに唇を歪めると、「仕方ないじゃない」と呟いた。

「ちょうどその頃忙しくて、誰が来てるかなんて逐一気にしてなかったもの」

「忙しかった？」

「嫌だ、もう忘れたの」

　問い返す――が、そんな必要はなかったのだとすぐ気付けたのは、それを受けた彼女が驚いた表情をしたからだった。彼自身、そこまで記憶力は悪くない。

　しかし。二人がそれについて話し始めるより早く、バタン、と大きな音がした。

「スプートニクさん！」

　開いたのは『従業員専用』の戸。そしてそこに立っていたのは、あの魔法使いの様子を見に行ったはずのクリューだった。

　二階で何を話し合い、またどのような結果に落ち着いたのか、行ったときの様子とは少々様子が異なっている。それはさながら、臨戦態勢、といったところか。

　ふんっと荒い鼻息を吐いて胸の前で拳を作り、その様子のまま叫ぶことは。

「イラージャさんと協力して、あのふざけた魔法少女を捕まえて、市中引き回しの上打ち首獄門で、生きたまま魔女協会さんに引き渡してやるのです！」

「打ち首されて生きてる人間は見たことないぞ」

　さすがの魔法使いも、頭を切り離されては回復できまい。

　けれど彼女はスプートニクのそんな指摘もどこ吹く風で、目をきっ、と吊り上げたまま、両腕を大きく広げた。――アリクイの威嚇は確かこんなようだったなと、どうでもいいことを思い出す。

「恋する乙女は無敵です！」

　発言の意味は不明だが、察するに、どうもあの女魔法使いに対し何らかの仲間意識を持ったらしい。両腕を大きく振りながら鼻息荒く「粛清です！」「殲せん滅めつです！」と苛烈なことを吐いてから、またばたばたと二階に戻っていった。

「どうしたの？　あれ」

　そしてスプートニク以上に困惑しているナツが、クリューの消えていった戸を力なく指しながら彼を見る。スプートニクは感じたことを、呆れとともに吐き捨てた。

「……面倒くさいことになった」

　恋だの愛だの、量りようがないものを尺度とする人間は、大抵の場合、面倒くさい。







６




　そして夜の帳とばりが落つまでに、さほどの時間はかからない。

　首を左に傾け、ゴキン、と関節を鳴らす。右手で首の筋を揉もみながら、スプートニクはたった一人の自室にて、誰も聞くことのない呟きをため息に混ぜて吐いた。

「まったく今日は、忙しかった」

　――あのあと。

　階下に降りてきた魔法使いは、幾分頬の血色が良くなってはいたが、よほど反省したのか、項垂れたままなかなか頭を上げようとはしなかった。

　しばらくの間か細い声で何度も謝罪を繰り返していたが、スプートニクが「その借りは明日返してくれ」と告げると、彼女はようやく元気を取り戻したようで、まるで花のように笑った。いくつもの言葉を使って感謝の意を伝え、クリューの手を取り大きく振っていた。

　しかし。おかげでスプートニクの予定通りにことは進まず、結局、今日中に熟こなしたかった作業が一つ残ってしまった。残業だ。

　鍵の束を手に廊下を歩いて、共有部分に繋がる戸を開ける。

　だが。そこで思わず動きを止めたのは、目の前に予期せぬものがあったからだ。

「あ、……えっと」

　もの。――というより、人。そこには兎のぬいぐるみを抱えた寝間着のクリューが立っていた。突然戸が開いたことに驚いたのか、ただでさえ大きな瞳を更に大きく見開いている。

　まったく、この淑女らしからぬ自称淑女は。閉まろうとする戸を足で支え、腕組みをして彼女を見下ろす。

「また泊まりに来たのか」

　しかし彼女は、大きくかぶりを振った。

「ち、違います」

「じゃ、なんだ。夜よ這ばいか？」

「もっと違いますっ」

　頬を赤らめながらキィッと叫ぶ。力んだせいで腕の中で兎の首が絞まっているが、いいのだろうか。彼女は兎を抱えていない方の腕で、やはり例のアリクイのポーズを取り、答えた。

「スプートニクさんを、守りに来たんです」

　同じことではないか。

　昨晩もろくに寝ていないのだ、こちらとしても休息を取りたいのは山々である、しかし。

「残念ながら俺はまだやることがある。俺の部屋に泊まるのは構わねェけど鍵かけて寝ろよ」

　ほら入れ、と室内を指す。しかし彼女はそこから動こうとしなかった。首を傾げて、「やること？」と不思議そうに呟く。

「何をするんですか？　……まさか、女の人ですか」

「不正解」

　左手を広げ、手の中の鍵束を見せる。そして言った。「残業だ」

「残業？」

「そう。今日中に作っておきたいものがあったんだけどな、業務時間中に間に合わなかった」

「作る……」

　クリューは、まったく予想外だったというような表情で、彼の言葉を繰り返す。

　しかしその様子はそれほど長く続かない。やがて彼女の頬は歪み、寂しそうな顔になった。

「私がいたら、邪魔ですか」

　その問いかけに、やはり『守りに来た』というのは口実だったのだな、と再確認したような思いになる。一人でいるのが寂しいとか怖いとか、そういう理由なら最初から正直に言えばいいのに、うちの娘はいつからそんな嘘をつく子になったのだろう。そんな冗談を思いつき、また嘘つきへの仕返しとして、少し苛いじめてやりたくなった。だから、

「まァ、邪魔だな」

　つい、そんな言葉を吐いてしまう。すると思った通り、彼女は今にも泣きそうに眉を寄せた。

　何か物言いたげに俯くが、けれどクリューが『職人としてのスプートニク』に我がままを言うことはまずない。ゆえに彼女が次に言うことを予想するのは難くなかった――やがてクリューの唇が開く。

　けれど彼は心から、彼女を拒絶したかったわけではないのだ。

　だからこそそれを遮って、スプートニクはこう続けた。

「でも、ま、いるならいるでいいだろう。どうする、お前も少し遊びに来るか」

　するとクリューは、はっと頭を上げた。そこに憂いの色はない。

　言葉なくとも雄弁に答えを語る愛らしい瞳に対し、スプートニクは「夜遊びは不良のすることだけどな」と答え、ニヤリと意地悪く笑ってみせた。




　　　　　＊




　左手に明かり、右手に鍵を握って加工室を開ける上司の背をぼんやり眺めながら、珍しいこともあるものだ、とクリューは思った。

　普段のスプートニクは作品制作を行う際、人を寄せ付けたがらない。それは昔からそうで、他人が視界に入ったりすることで集中が切れるのを嫌がるのだ。突然の来客等、緊急の用件があるときには対応もしてくれるが、それもあまりいい顔をしない。客に当たるようなことは決してしないけれども、クリューには彼の雰囲気からなんとなくわかる。

　だというのに今晩に限って、遊びに来るか、とは。どういう風の吹き回しだろう――首を傾げ考えて、はっと、一つのことに思い当たった。

　もしや、このスプートニクは。

「……スプートニクさんの、にせもの？」

「何がだ」

　その可能性に気付き、思わず後ずさりをする。

　ドアノブを握りながら振り返った彼の浮かべている、「また何かつまらないことを思いついたな」とでも言わんばかりの疎ましいものを見るような目は、確かに、もう何年もともにいる上司のそれと同じように見えたが。

　しかしそれでも、油断はできない。

「い、イラージャさんが言ってました。魔法使いは変へん化げの魔法を使えるって。誰かそっくりに顔かたちを変えたりすることもできるんだって。だから、も、もしかして、もしかしてスプートニクさん」

　そう、もしかしたらたった今加工室を開けたのだって、加工室にある宝石を盗み出そうと画策しているせいではないのか。

　腰が引けながらも、クリューはスプートニクに人さし指の先を向けた。

「に、にせものじゃないならその証拠を見せなさいっ。クーは、クーは騙だまされないのです」

「証拠ねェ……」

　そうだな、と立ち尽くし、虚空を見上げて顎に手を当てる。

　そうして考えている時間はそれほど長くなかった。目を細め、口の端を歪めて、性格の悪さを露骨に現したいつもの笑みを形作る。そして彼は、彼女の要求に的確に応えた。

「昔、リズリス市の商店街でお前が迷子になったときの話でもすればよろしい？」

「……そ、それはっ」

　そしてそれは要求への応えとして、あまりにも的確過ぎた。頬に熱を帯びるのを自覚する。

　リズリス市の商店街――それで想起されるのは、数年前、まだ二人が旅をしていた頃にとある街であった出来事。忘れたくなるほど恥ずかしい、クリューの思い出。

　先ほど指さしたのと同じ手を、今度は広げて大きく振った。

「も、もういいですわかりました、スプートニクさんは本物のスプートニクさんですっ」

「遠慮するなよ。いやァ、あれは傑作だったなァ。あのときは朝市で混雑してて、あれだけ俺が『逸はぐれるなよ』って言ってたのに、露店に並ぶ品の物珍しさに感かまけていつの間にか」

「スプートニクさんの意地悪！」

　この底意地の悪さが、偽物に出せるとは思えない。頬を膨らませて抗議の意を表すと、彼は彼で呆れたように壁に凭もたれた。

「お前が変なこと言うからだろうが」

「スプートニクさんだって、私が本物か偽物かわからなくなったら、確かめたくなるに決まってます。私そっくりに化けた魔法使いが私の隣にいたら、どっちが私かわからないでしょう」

　というか彼の場合、どっちでもいいからさっさと店番に戻れと言いそうである。むしろ、労働力が増えたから都合がいいとか言い出しそうな。

　しかし彼はそう言わなかった。まったく呆れた、とばかりにため息をつくとこちらに背を向け、ドアノブを握りながらぽつりと、

「わかるに決まってるだろう」

「えっ」

「従業員の顔も見分けられない店主がいてたまるか」

　思わず、胸が震える。それだけ自分のことを気にかけてくれているということだろうか――が、残念ながらその期待は外れた。

「リズリス市の人混みで迷子になったお前もちゃんと見つけてやったろう」

「それはもういいですっ」

　彼がそんな甘ったるいことを、クリューに言ってくれるわけがないのだ。

　クリューの応えに彼はケタケタ笑いながら、加工室の中に足を踏み入れる。暗い部屋の中、スプートニクが手元の明かりを頼りに、そこここにある洋灯を探し出して点灯させると、昼間ほどではないにしても、作業をするに苦労がない程度には明るくなった。

　クリューはそれを待ってから、「お邪魔します」と呟いて中に入る。彼は明かりを手にしたまま、今度は道具を収めた棚の鍵を開けて、中を探り始めた。

「ぬいぐるみはそこらに置いておけ。……あァ、大事なら机の上はやめておけよ。汚れてるから」

　それではどこがいいだろう。本棚の隙間？　部屋の外？　諸々考えた挙句、椅子を一つ拝借することにした。作業用机の下から丸椅子を一つ引き出し、足と手の位置を動かし重心を調整して、椅子の上に置く。とぼけた隻眼のぬいぐるみは、文句一つ言うことなくそこに腰かけた。

　やがてスプートニクが棚から取り出したものは、幾つかの用具と、四角い塊。彼はそれを盆の上に載せて運んでくると、作業机の上に置いた。用具は鉛筆や鑢やすり、デザインカッター等々、よくスプートニクが持ち歩いているもので、クリューにも見覚えのあるものが多かった。が、四角い塊の方はなんだろう。作品制作ということは、恐らくは宝石加工の道具の一種なのだろうが、それだけは知らない代物だった。

　これをどうして遊ぶというのか。隣に佇む彼を見上げると、面白そうに微笑んでいた。困った様子のクリューを見るのが、楽しくて仕方ないと言った様子。

「なんですか、これ」

「なんだと思う？」

　塊を指さして尋ねると、スプートニクは小首を傾げた。すぐに答えを教える気はないようだ。

　仕方がない、クリューなりにその正体を考えてみる。透明な袋に包まれた白灰色のそれは、クリューの手のひらに載る程度の大きさで、持ち上げるとそれなりの重みがあったが、人さし指で押してみると柔らかく沈んだ。これは、

「煉れん瓦が……粘土？」

「惜しい。銀粘土だ」

　答えると同時に彼は、クリューへ一冊の本を差し出した。それほど厚みのない大判の本で、『銀粘土で遊ぼう・手作りのアクセサリー』と題名が書いてある。

　彼女の言った名詞の頭に、一つ言葉がついた。銀の、粘土。

「これ、銀なんですか？　でも、これ、柔らかいですよ」

「だから粘土だって言っているだろう。これを焼成すると銀になるんだ。このあたりの資材屋だと取り扱いが少ないからな、この間、商会から取り寄せた。それほど高価なものじゃないが、これだけの大きさになるとやっぱり少し値が張ったな」

　という割には、袋を開ける手つきは粗略だ。鋏で開封すると、適当な大きさに切り分ける。机に二つ欠片を置いて、残りを密閉容器にしまい込んだ。

「まァ、深く考えず、ちょっと高価な粘土遊びだと思え。好きな形を作って焼くだけだ」

　スプートニクは向かいに腰かけると、粘土の欠片を一つ手元に寄せ、もう一つをクリューの方に押しやった。どうやら一つはクリューのためのものらしい。それから彼は喋らなくなり、ただ手元に広げた設計図らしき書類へ視線を落とすだけになる。もう、話しかけない方がよさそうだ。

　クリューもまた同じように、もう一つの欠片を引き寄せ、丸椅子に座った。

　そして『銀粘土で遊ぼう』を開き、思いを巡らせる。




　パラパラと本をめくって、手が止まったのはチャームのページだった。

　描かれていたのは、肉球の絵の彫られた札のようなチャーム。作成図案の下に『ペットの首輪に引っ掛けても可愛いですよ』と書かれている。動物に掛けて可愛いのなら、ぬいぐるみにも合うのではと思ったわけである。

　この子のネックレスを作ってあげよう、と決めてから隣に座る兎を見ると、その顔が嬉しそうに笑っているように見えてくるから不思議だ。待っててね、と頭を軽く撫でてから、クリューは制作を開始した。

　しばらくの間、粘土と悪戦苦闘を繰り返し。

　ようやく、目鼻のない兎の顔――に見えなくもないもの――が出来上がった。

　ふう、と一息ついて顔を上げる。机の向かいでは、スプートニクもまた粘土と格闘していた。

　彼の方は、細長く伸ばした粘土を木製の棒に一周ぐるりと巻き、それに注射器のようなものを使って細々した飾りを描いている。棒の太さからするに、出来上がるものは恐らく指輪あたりだろう。

　それにクリューが思わずため息をついたのは、彼の繊細な手つきと生み出す作品の美しさに感動したから――というだけではない。それと向き合うスプートニクの瞳が、珍しくも真っ直ぐだったからだ。

　普段スプートニクは、作業中に人を寄せ付けない。だから加工室をこっそり覗いたときだけ、それを見ることができた。いつもの皮肉と悪口とで嫌味にまみれている彼とは異なり、手元で組み上がっていく品を睨みつける目は混じり気がなく純粋で、甘ったるく笑うことも嫌味に歪むこともない。どんな女性こきゃくも知ることのないその瞳が、表情が、この上なく、格かっ好こいいのである。

　巻いた木の棒を顔に近づけ、離し、ときに光に透かしてみて、様子を窺う。のち、手元の設計図と照らし合わせて過不足を知り、注射器を手に取り形を整えてはカッターや箆へらに持ち替え修正。そうして彼の思い描く形に少しずつ近づいていくそれを見つめるのは、クリューだけが知っている、どれよりも優れた彼の顔。こそこそと陰から見るしかなかったそれが今、自分のすぐ正面にあるのだから、ため息も漏れようというものだ。

　しかし。そうも凝視していて、見られている当人が気付かないわけがなかった。指輪の向こうの瞳が少し動いたな、とクリューが思ったと同時、

「どうした」

　予期せずスプートニクに声をかけられ、クリューは体を固くした。

　特別悪いことをしていたわけではないのだ、問われて隠す必要はないだろう。けれど作業する彼を凝視していたのに気付かれたことは、なんとなく恥ずかしい。両手で頬を覆い、えへ、と照れ笑いを作った。

「そうしてるスプートニクさん、格好いいな、と思って」

「なァんだそれ。今、他のことに気ィ配ってる余裕ねェんだから変なこと言うな」

「えへ。ごめんなさい」

「あと頬に手ェ当てるな。白くなるぞ」

「あっ」

　言われてみれば。手のひらは粘土で汚れていたのだった――が、今更言われたところで後の祭りである。鏡がないから見ることは出来ないが、スプートニクが笑ったあたり、今自分がどんな顔になっているのかは容易に想像できた。

「もうできたのか」

「あ、まだです。でもだんだんできてきました。難しいけど、楽しいです」

　スプートニクさんがアクセサリー作るの好きな理由、ちょっとだけわかった気がします。そう答えるとスプートニクの口の端が、少しだけ笑みの形に歪んだように見えた。

　初めての制作は、楽しく、でも難しく、集中力が必要で、目の前のそれをいかに素敵にするかを考えるのに忙しい。そのせいで、どんな考え事も悩み事もすっぽり頭から消えてしまう。大事な日を明日に控えた今、本当ならそんなことをしている場合ではなく、できる限りの策を考え講じるべきなのだろうが、そんなことをしているよりも遥かに、今のクリューは安心していられた。

「あの。お話しても、大丈夫ですか」

「構わねェよ、売り物作ってるわけじゃなし」

　そして彼もそれは同じなのだろう。のんびりと、ひどく緊張感のない返事をした。

　しかし。クリューが首を傾げたのは、そのスプートニクの言葉が些か妙であったからだ。売り物ではない、とは？

「それ、商品じゃないんですか？」

「あァ。言わなかったっけか」

「聞いてません。……贈り物ですか」

　他人に指輪を贈るということがどういうことを示すのかくらい、クリューも知っている。尋ねた声が沈んだのはそのせいだったが、返されたのは意外な答えだった。

「うんにゃ。自分用」

「自分用？」

「ちょっと、入り用でな。……なんだ、その目」

　驚きに思わず目を見開いたのを、異様に思ったらしい。眉をひそめて問う彼に、クリューは思ったことを隠さず答える。

「珍しいな、と思って。スプートニクさん、あんまりアクセサリーしないじゃないですか。いえ、宝石商なのに変わってるな、とは前々から思ってましたけど」

「そりゃ偏見だろう。葬儀屋は毎日自分の葬儀を手配するのか？」

　それとこれとは違うと思うが。

　言いながらもスプートニクは、指輪を顔からやや遠ざけ、ゆっくり回して観察している。全体のバランスを見ているようだ。やがてまた注射器を取り上げて、細かく先を動かしていく。

　そういえば。指輪を贈る、で連想したことが一つあった。――恋の話。

「イラージャさんは、健けな気げですね」

　呟いてから、そういえばスプートニクはそのことをイラージャに問わなかったのだと思い出す。もし彼がイラージャの想いに気付いていないのであるとするなら、それだけ告げても彼はその意味を理解できないだろう。

「あ、あの。多分なんですけど、きっとイラージャさんは」

「わかってるよ。あの男に熱を上げてるって言いたいんだろう？」

　慌てて注釈を入れようとするが、しかしその必要はなかったらしい。スプートニクはこともなげにそう答えた。

「あ。気付いていたんですね」

「喋ってるときの目を見りゃわかる」

　そんなものなのだろうか。理解し難く首を傾げると、彼は手元の作品を見つめたまま「そこが俺とお前の、人生経験の差だな」と言った。

　人生経験。とすれば、もっと歳を取ったら、自分にもそういったことが察せるようになるのだろうか。もっと年齢を重ねて、いろいろなものを見聞きし、知って、彼の隣に立つに不足ない女性になったら――とそこまで思って、はっと気付く。目を見ただけで相手の想い人がわかるとすれば、それではもしや。

　心の底に秘めていたはずの自分の想いも、すべてスプートニクに筒抜けだったということではないのか。

「そ、それじゃスプートニクさん」

「うん？」

「す、スプートニクさんは、わ、わたっ、私がっ、私が誰を好きかも、私の目を見たらわかるんですかっ？」

　裏返った声で尋ねる。すると彼の灰色の双そう眸ぼうが動いて、クリューを映した。

　まるで腹の底を覗かれているような緊張感が彼女の全身を走り、心臓が跳ね、肩に腹に表情に力が入る――しかしそれは長く続かなかった。スプートニクはすぐ手元に視線を戻し、作業を再開する。片目で指輪を凝視し、注射器の押子にゆっくり力を加えながら答えることは、

「お子様の恋愛事情にゃこれっぽっちも興味がねェ」

　けんもほろろな物言いに、んが、と喉が鳴った。

「ひ、ひどい」

「なんだ、気にしてほしかったのか」

「そういうわけじゃ、ないですけど」

　気付かれていたとしたらこれ以上恥ずかしいことはないが、かといって無関心というのも腹立たしいものがある。上手いこと割り切れずもやもやする腹を持て余していると、そんな彼女をどう見たのか、スプートニクがふっと笑った。

「まァ、お前のことに関し真面目に推察すると、『想い人はいない』が正解だろうな」

「えっ」

「普通に考えて、好きな男のいる奴が、夜に、保護者とはいえ他の男の布団に入ってきて、一緒に寝たいだの、寝かしつけてほしいだの言うわけねェだろうよ……どうした。頬膨らまして」

「なんでもないです」

　そう。なんでもないのだ。今の話に重要なのはクリューの恋心などではないのだから、怒る必要も悲しむ道理もまったくないのだ、ないったらないのだ――ぷるぷると頭を振って雑念を追い出し、話を本線に戻す。

「それよりも、イラージャさんです。彼女、かわいそうですね」

「かわいそう？」

「ソアランさんには心に決めた人がいらっしゃるそうですよ。死別されてるそうですけど」

「へェ。それは初耳だ」

　婚約者の話、ボタンの話、協会に忠誠を誓った話――諸々語って、最後にクリューは、「だから多分ソアランさんは、今でもその彼女のことを愛しているんだと思います」と締めくくった。

「で、思ったんですけど。魔法使いさんは、好き合った人とでなくても婚約されるんですね。お家柄ならぬ協会柄、って奴でしょうか。人種柄？」

　言う、と。

　なぜか彼は呆れたような表情でクリューを見た。言葉にするなら「何を言っているんだ、お前は」といったところか。

「そんなもん、魔法使いじゃなくたってあるだろう」

「えっ」

「例えばエリーゼ様だって、ご結婚されたお相手は旦那様……エリーゼ様のお父様に宛がわれたんだぞ」

「ええっ」

　思わず驚愕に声を上げるクリューと対照的に、彼は落ち着いたものだった。淡々と、語る。

「あんまり顧客のプライバシーを詳つまびらかにするのも問題だからな、これはここだけの話にしろよ。……旦那様はエリーゼ様の夫にふさわしい相手を、とご自身の仕事関係の縁から資産家の男性を見つけてきて見合いの席を設しつらえ、結婚させた。庶民にはなかなかないけどな、珍しくはない話だ」

　それでは彼女は、好きでもない男性と一緒にさせられた、ということか。それはなんとも――また頬に手をやりそうになって、しかし直前で手が汚れていることを思い出し慌ててやめる。初めて聞く話に狼狽えるクリューに対し、スプートニクはやはり落ち着いた様子で話を続けた。

「だから、魔法使いの世界でも家柄とか、いろいろあるんだろう。あとは魔法の才とかかな。優れた魔法使い同士を掛け合わせればいい魔法使いが生まれることは、多いんじゃないのか」

「掛け……って、そんな、犬猫みたいに」

「魔女協会とやらが何をどこまでやるのかなんざ知らねェよ。可能性としてはそういうことも考えられるって話さ。まァ、そうであるとすればアレだな。本当は愛していなかったのであれば、婚約者とやらが死んだところで悲しまず平然と、協会なんぞに忠誠を誓っていられるのも道理か」

「そんな」

　確かに魔法使いはスプートニクを傷つけた、ひどい人と同じ人種だ。けれど真っ直ぐで一生懸命なイラージャや、彼女の話を聞いていると、やはり魔法使いといってもそれがすべてではないのでは、と揺らいでしまう。

　クリューがどうにも遣る瀬なく視線を彷徨さまよわせていると、スプートニクは深く深く息を吐いた。どうも思い悩む彼女に呆れたらしい。まったく仕様のない奴だ、とでも言いたそうな目をしている。

「ただ」

　彼は接続詞を呟いた。はっきりとした、やや大きめの声で。

「誤解をするなよ。先の例を取って言えば、旦那様はエリーゼ様を幸せにしたいと思ってそうしたのだし、エリーゼ様はそれがご自身の為であるとおわかりになった上でそれを受け入れそう佇むことにした。また、彼女のご主人に当たる方はとても優れた方で、エリーゼ様のことを深く愛していらっしゃる。――人の腹の底がどうであるかなんて誰にもわからんし、人と人が出会うまでにどのような歴程があったとしても、それによって生まれた縁えにしまでもが偽物であると決めつけるのは尚早だ」

　しかしそれは難しく、クリューにはいまいち理解しかねる。エリーゼは今幸せなのだということが言いたいのだろうか――そういうことではないのはなんとなく、わかったが。

「どういう、意味ですか？」

「つまりあの男の腹なんぞ俺にはわかんねェってことだよ。……こんなもんかな」

　スプートニクはひどくどうでもよさそうに結論を呟くと、注射器を机の上に置き、指輪の巻いた棒をもう一度光に近づけて眺めた。弦の絡まったような曲線の多いデザインは、男女で兼用の適かないそうな代物だ。

「うん、まァ、悪くない」

　彼は自分の生み出したそれの全体を改めて見直し、にっこりと笑った。それからクリューの方を向き、

「お前のはどうなった。できたのか？」

「……えっと」

「兎の顔か」

　彼の作品に比べてあまりに稚拙すぎるそれに、つい言いい淀よどむ。が、でこぼこした不ぶ格かっ好こうなそれの正体を、一目見ただけで彼は当ててくれた。

　嬉しくなって、思わず声が弾む。

「わかりますか」

「でなければ足二本だけ残した水母くらげかな」

「兎ですっ」

　しかし相変わらず一言多いのだから、頬も膨れようというものだ。

「でも、目と鼻と口を。どうしたらいいか、思いつかなくて」

「顔ね……だったらシリンジで描くか」

　先ほどまで握っていた注射器を持ち上げてみせる。しかし注射器で絵とは、素人でも上手く描けるものだろうか？　それを扱うスプートニクは、とてもとても慎重に手先を動かしていたように見えたが――不安に眉を寄せる彼女に、彼はもう一つの方法を提示した。

「もしくは箆で彫ったらどうだ」

「彫る？」

「そう。で、焼成の後にそこだけ燻いぶしを施せばいい。燻し液は確か棚にあったはずだし、それほど難しい作業でもない。目鼻として表情を目立たせることを考えると、そっちの方がいいかもな。お前次第だ」

　好きにするといい。言って、スプートニクは微笑んだ。

　燻し、か。どちらにしようと迷いながら、クリューは手元の作品に目を落とす。初めて作った粘土の兎は明かりに晒され、表面の薄いおうとつが薄い影を作っていた。

　目鼻すらないその顔は、影の彩いろどりを得て、嬉しそうに笑っているように見えた。




　クリューの目を覚まさせたのは、ぴちゃ、という水の音だった。

　顔を上げる。寝ぼけていて、一瞬自分がどこにいるのかわからなかった――が、夜の加工室とスプートニクを見て、制作の途中だったことを思い出す。粘土を乾燥させ、焜こん炉ろに入れたところまでは覚えているが、「しばらく休憩」と言われてぼうっと椅子に座っていたら、そのまま眠ってしまったようだ。

「起きたか」

　向かいの席でスプートニクが、水を汲くんだボウルから作品を揚げている。焼成した作品を冷やしていたのだろう。クリューを起こしたのは、恐らくその音だ。

　クリューは身を乗り出して、彼の手元を覗き込んだ。

「できましたか。銀、できましたか？」

「まったくお前は、眠いなら部屋戻って寝ろって」

「もう眠くないです。銀、できましたか」

　彼が呆れた表情をしているだろうことは容易に想像がついたので、窺うことはしなかった。代わりに、布巾に取り上げられた作品の様子を見やる。てっきり、キラキラ輝く美しい銀細工があるものと予想しながら覗いたが、銀であるはずのそれは予想に反して白く光沢のないものだった。

　おや、と思っていると、スプートニクは彼女の姿勢に呆れたのか、ため息をついて立ち上がった。

「明日、欠伸してるなよ。……あとは磨けば完成だ」

　そして棚の引き出しから、大きめの歯ブラシのようなものと布のようなものを幾つか持って戻ってくる。彼はブラシの一本をクリューに渡し、次いで白しろ兎うさぎのようになった作品を彼女の前に置いた。

　しかし、磨くというのは。歯磨きの要領でいいのだろうか？　しかしあまり強く擦っては、傷がついたり、最悪壊れてしまったりなんてことは――様々な不安が過よぎって、下手に触れられない。どうするのが適切か尋ねようとクリューがスプートニクを見た、そのとき。

「……あァ」

　スプートニクが、ぽつりと呟いた。

　その声はどこか疲れたようであり、摘つまみ上げた指輪を眺める目はなぜか苦々しく歪んでいる。何か不都合なことでもあったのだろうか？　傍はた目めには、指輪は綺麗に焼き上がっているように見えたが。

「どうかしましたか」

「いや、なんでもない。とにかくそれで擦ってみろ、銀らしくなるから」

　スプートニクは自分の作品にブラシを当てると「こう」と擦ってみせた。その手つきは思ったよりも粗略だ。多少乱雑な扱いでも壊れることはないらしい。真似て、かつて粘土であったそれをブラシで磨く。と、やがて白の下から鈍い銀色が覗いた。

　嬉しくなって、思わず声を上げる。

「銀だ」

「そりゃ銀粘土だからな。綺麗に磨けよ」

　乾かし焼いた兎の顔は、粘土のときより少しばかり縮んでいた。それでも焼成前、乾燥させたそれに目鼻と口を彫り入れたおかげで、足二本の水母もどきであった頃のそれよりよほど『らしく』なっている。やや不格好なれど思い描いている形に近づいていくのが嬉しくて、クリューはえへへ、と笑った。

　――やがてクリューが、チャームの半分以上を磨けた頃。

　指輪を光に翳かざしていたスプートニクが、思い出したようにぽつりと言った。

「明日は午後、休業にしようと思う」

　つい手が止まってしまったのは、不可抗力と言えよう。

　こんな話をするときでも彼の目は、真っ直ぐに指輪を見ていた。

「です、ね」

　せっかく忘れていたのに、わざわざ思い出させなくても。そんな八つ当たりめいたことを思うが、そのことで彼をなじるのはお門違いというものだ。締めつけるような胸の痛みにやりきれない感情を覚え、下を見る。そんな彼女にスプートニクが言うことは。

「で、お前に暇を出そうかと思ったんだが」

　俯いた顔が、自然と上がった。

　スプートニクを睨みつける。彼が今指輪を眺めているのは、集中しているのではなく、クリューを見ないための大義名分のようなものなのだとようやく気付いた。彼女の方を向かないまま、抑揚のあまりない声で、淡々と続ける。

「郷里があればそこに帰すのが一番いいんだろうが、それもできないからな……数日、どこか安全なところに。お前さえ良ければ、宝石商会の――」

「良くないです」

　最後まで聞く必要は、ないと思った。

　遮り、切って捨てる。と、ようやく彼がこちらを向いた。その灰がいつもより濃いような気がするのはきっと錯覚だ。それにたとえ錯覚でなかったとしても、こればかりは引ける道理などなかった。

　彼が何か言うのを待たず、更に重ねる。

「そんなの、私がいいなんて言うと思ったんですか。そっちの方が驚きです」

「……だろうと思ったよ」

　どこかに連れ出そうというのなら、店の柱に齧かじりついてでも抵抗してやる気でいた。が、そう意気込む必要はなかったらしい。彼は紙状の鑢やすりで指輪を研磨しながら、最初からその説得は諦めていた、とばかりに笑みを浮かべた。

「うちの我がまま娘がそんな融通を利かせてくれるとは最初から思っていない。だから代わりに、一つ頼みを聞いてもらおうかと思ってな」

「頼み？」

　怪訝に、繰り返す。一体自分に何をさせようというのだ――そう思って、作品を握ったままの手に、中途半端な力を込めたのがいけなかったのだろう。

　直後、手の中で、嫌な感触がした。

　認めたくはない。認めたくはないが――同時に、妙な音も鳴ったように思う。恐る恐る、視線を手元にやると、兎の耳の付け根近くに、深々と、黒い筋が入っている。

「ああ」

　手を離すと、右耳が、ころりと落ちた。

　上げた声はひどく悲痛なものとなった。まさか銀が折れるなんて。それほど力一杯握ったつもりはなかったのだが、と思いながらスプートニクを見る。彼は苦笑いを浮かべていた。

「残念。焼成が中途半端だったか、厚みが一定じゃなかったか……ま、よくある失敗だ」

「失敗」

　唇にきゅっと、力が入る。そんなクリューに、スプートニクはけらけらと笑った。

「へこむな」

「だって」

　気にするなという方が無理な話だ。しかし彼は笑うばかり。

「やらかすのはお前だけじゃねェよ。見てみろ」

　何を見ろと言うのだろう。ばつが悪いながらも、なんとか顔を上げる。彼がこちらに向けていたのは、自身の手の甲だった。

　クリューが、あれ、と呟いたのは、その小指を見たせいだ。

　そこに据わっているのは、先ほど銀になったばかりのあの指輪だった。――しかし。彼の、節の目立つ長い指、小指の付け根まで降りるはずだったのであろうそれは、第二関節の上で止まっていた。彼が使うには、サイズが小さすぎる。

　思わず瞬きをする。彼は彼女の反応など興味がない様子で、自身の指からそれを抜き取ると再び磨き始めた。

　彼の手の中、鑢やすりの摩擦を受けて鏡面のように美しく輝いていく『失敗作』。

「久々にやったら、収縮の割合を間違えた。まァ、よくあることだ」

「どうするんですか、それ」

「仕方ねェし、店で捨て値で売るよ。自分用のはもう一度作り直すしかない。買ってくれる人がいるのを願うだけだな。……そうだ、これに嵌める石を探さないと」

　何かいい在庫があったかな。スプートニクは机に指輪を置くと立ち上がり、こちらに背を向けて、石を収めた棚に歩いていった。

　――そのとき。

　それをそうしてみたいと思ったのは、単なる思いつきである。

　クリューは椅子を立つと、手を伸ばし、指輪を、敷いた布ごと自身の方に引き寄せた。光の加減で、鏡面に映る色がゆっくりと移動する。近くに寄せると、細かい意匠もよくわかった。失敗作と呼ばれた美しいそれは、研磨の途中であるせいで部分によって艶に多少の差はあれど、洋灯の温かい明かりによく輝いている。

　指輪を持ち上げ、光に透かし。そしてそれに、自身の左手中指を差し込んでみる。

　すると。

「……わ」

　偶然にもそれは、さながら図ったように、彼女の指にぴったり嵌はまった。

　きつ過ぎず緩過ぎず、まるで初めからクリューのために誂あつらえたような大きさだ。曲線を多く使った意匠はひどく繊細で、まだ石こそなけれど彼女の細い中指に映えて見えた。

「すてき」

　空いた右手を頬に当てる。感嘆のため息が、言葉とともに漏れた。

　呟きを聞き留めたスプートニクが、引き出しを支えたまま、何事か、と言いたそうな様子で振り返る。けれどクリューが驚いた様子で自身の手を広げていること、また彼女の視線の先、指に例の指輪があることから、彼も理由を察したようだった。小箱を一つ取り出しながら、感心したように言う。

「ヘェ。よく合ってるじゃないか」

　それがサイズのことか、それともクリューと指輪の相性のことかはわからないが。ともかくいずれであったとしても、彼女の心は既に決まっていた。

　指輪を嵌めたままの手を胸元に引き寄せて、彼に向け、告げる。

「私、これ、買います」

「お前が？」

　驚きか、スプートニクの瞼がやや上がる。

　しかし売り物にするというのなら、誰かの手に渡るのは確定しているのだ。それの買い手がたまたま店の従業員であったとして、一体そこに何の問題があろうか。

「はい。いくらで売ってくれますか」

「そうだなァ……」

　スプートニクは棚を閉めると、小箱を片手に持ったまま、腕を組み、薄暗い天井を見上げて唸った。値段までは決めていなかったのか、素材費、意匠料、としばらくぼそぼそ呟いて――結果、何を思いついたか彼は、自嘲気味に笑ってかぶりを振った。
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　そしてクリューを見据え、告げる指輪の『代金』は。

「いいよ。俺の奢りでいい」

「えっ？」

　理解するのが一瞬遅れたのは、返された言葉がまったくの想定外だったからだ。

　たとえ失敗作とはいえ、素材は純銀で意匠もまた細かい。ただ彼の指にサイズが合わなかったというだけで、それ自身には一切非のない立派な装飾品である。だから、売るならそれなりの値を付けられる代物だろうと覚悟していた。

　というのに、奢りでいい、だなんて。

　彼の顔をまじまじと見返すが、どうも冗談を言っているようではなかった。しかし後になって「あれは嘘だ」などと言われてはたまらない。念を押すように繰り返す。

「いいんですか。本当に、頂けるんですか」

「構わねェよ。ほら、石はどれがいい。好きなの持ってけ」

　机を回って、彼女の左隣にやって来る。一切の迷いない返事と同時に差し出された小箱には、ちょうどこの石枠に収まる大きさの宝石が幾つもしまわれていた。色はどれも目に鮮やかで、青や赤、黄色に緑、様々だ。

　その中に一つ、澄んだ赤い石があった。

「……これ」

　それに惹ひかれたのは、他でもない。クリューが愛用しているイヤリングの石によく似ていたからである。かつてスプートニクから贈られた、片耳のイヤリング。

　その赤い石を指さしたまま、スプートニクを見た。

「この石、私のイヤリングに似てます」

「うん？　……あァ、そうだな。その石はあれと同じ、ガーネットだ」

　やっぱりな、と納得。思えばこの指輪の意匠は、あれともどこか似ている。当然か、いずれも彼が作ったものなのだから。

　同じような雰囲気の指輪とイヤリング、揃いでしたら、きっと素敵だろう。

「これがいいです」

「そうか。じゃ、少し貸せ」

　そして手のひらが差し出される。クリューは指輪を外して、その上に置いた。些かの名残惜しさを覚えるが、すぐにまた自分のもとに戻ってくるのだ。スプートニクは箱と指輪を持って、先ほどまで座っていた席に戻る。「さっさと仕上げてやろうな」と、彼は研磨を再開した。

　無骨な指に摘ままれた小さな指輪を映す、珍しくも外け連れん味みのない瞳。もしもその目で自分を見つめてくれたなら、どれほど幸せなことか――などとつまらないことを考えているうちにも、彼の作業はどんどん進んでいく。やがて全体が均一な鏡面になった頃、空いていた石留めに彼女の選んだ赤を取り付けた。仕上げに薬品を含ませた布で全体を整えて、光に近づけ様子を見。

　そしてスプートニクは、満足げに微笑んだ。

「完成」

　その手から指輪を奪い取りたい衝動を、クリューは必死に抑えた。

　彼の手の中で、一粒の赤を守るように佇む銀。先ほどまでただの粘土に過ぎなかったそれが！　その美しさを、感動を、何と形容したら伝わるだろう。思い浮かぶどの言葉もどこか陳腐に思えて、自分の語彙の少なさにもどかしさを覚える。表せないそれを何とかして表そうと、大きく両腕を振ってみるが、それもまた、彼を笑わせる程度の役にしか立たなかった。

「あの、あの、ええと」

「何を暴れているんだ」

「だって、だって、すごいんです。指輪、すごいです。綺麗です」

　そんな陳腐な言葉しか吐けない自分が恨めしい。けれどその思いも考えも、性格は悪いが頭の良いこの人はきちんと汲み取ってくれたようだ。

　その証拠に、ものを言う声が少しばかり柔らかいものになった。

「飾師冥利に尽きる言葉を、どうも。……ほら、手出せ」

「はい。はい」

　頷いて、差し出された左手に、同じ左手を載せる。彼の手が軽くクリューの手を握って、その感触につい心臓が跳ねた。一方、指輪の売買や扱いに慣れているスプートニクの方は動じることなく、右手に摘まんだ指輪をそっと、彼女の細い指に近づける。そしてやがて、指輪に彼女の指先が触れる――

　しかしその、直前で。

　なぜか、彼の指輪を持つ手が止まった。

　どうしたのだろう。指輪を眺めて待つが、いつまで経っても指先が輪をくぐらない。怪訝に思ってスプートニクを見上げると、彼は彼女を見ていなかった。表情には喜びも不快もなく、瞳は焦点が合っていない。どうも、何かを考えているらしい。

「スプートニクさん？」

「この指輪はくれてやる。だから」

　名を呼ぶと、彼はようやく口を開いた。

　ただ、その物言いはひどく重たい。指輪を握った手を、クリューからやや遠ざけながら、彼は言った。

「……俺の前に飛び出すの。あれをやめろ」

　そして深く息を吐き、心底呆れたように。

「あれは、心臓が幾つあっても足りない」

　何のことを指すのか、すぐには思い出せなかった。

　仕事でも私事でも、彼の眼前に立つことは何度もあるが、彼が言いたいのはそれではないのだろう。飛び出すということは驚かすということだろうか――そこまで考えて、ようやく記憶が結びつく。彼が言っているのは昨日、クリューが魔法少女の前に立ちはだかったときのことか。魔法少女の攻撃によって傷ついた彼を、魔法少女から庇ったこと。

　そして先ほど彼が言いかけた『頼み』というのも、そのことか。指輪によって高揚した気分が、落ち着いていくのがわかる。

　――それでは自分が、彼が、またあのような状況に陥ったとき。自分は目の前で彼が傷ついていくのを、黙って見ていろと言うのか？

「でも」

「あのな」

　そう抗議しかけて、しかしやめたのは、遮った彼の声がゆっくりと深く、落ち着いたものだったからだ。怒るでもなく叱るでもなく、ただ当然の事実を説くような余裕のある物言い。その中に、いつもと変わらぬ自信だけが満ち満ちている。

「俺は何されても死なねェっつったのはお前だろ。そりゃ心臓に杭ブッ込まれても死なねェかもしれんけどな、それでもさすがに心臓止まったら死ぬぞ。お前は俺を殺したいのか？」

　そんなことはない。大きく首を左右に振ると、彼は我が意を得たりとばかりに頷いた。

　右手に摘まんだ指輪を、再び彼女の手元に持ってくる。鏡面のようにつるりと磨かれた銀が、まるで彼女の心配を笑うように、光を返した。

「だったら、俺を信用しろ。この間のは少し油断しただけだ、二度目はない。もうお前を不安にさせるようなことは絶対にないし、俺は何されても死なねェから。だからもう二度と、敵の前に飛び出すような真似はするな。それが誓えるなら、これはお前にくれてやる。――それともなんだ。俺は信用できないか。俺はお前に庇われなきゃ生きられねェほど弱いのか」

　いい加減で、適当で、だらしがなく、本音がどこにあるのかわからない人。しかし何度も彼女を救い、慰め、今ここに立たせているのもまた、他でもないこの人だ。

　傲岸で、不遜で、誰よりも自信有りげに佇むこの彼が弱いだなんて、そんなことがあるものか。

「そんなことは、ないです」

「だろう」

　スプートニクの、彼女の左手を支える手に、念を押すように、力が入る。

　そして彼は、囁くように尋ねた。

「なら、誓えるか」

　素行も、振る舞いも、性格も良くないこの人のすべてを信じるには、あまりにもいろいろなものが足りていない。けれど彼の強さだけは、疑いようのない真実だ。

　だからクリューは深く頷いた。頷いて、答えた。

「誓います」

　――けれど。

　なぜだろう。その答えに彼は、満足しなかったようだ。

　眉を寄せ、唇を引き、不快と苦笑とが綯ない交まぜになったような妙な表情を作る。何か物言いたそうに視線を落ち着きなく彷徨わせ、結果下した決断は、

「いや。やめよう」

「えっ？」

　思わず、素っ頓狂な声が出た。それは指輪をくれるのをやめるということか、それとも。彼の気に添わぬ何かをしたかと自身の言動を思い返すが、自分は素直にスプートニクの立てた決め事に了承しただけだ。ならばなぜ？

　支えられたままの左手を凝視しながら必死に頭を巡らせる。

　が、結論から言えば、それは無用な努力だったようだ。スプートニクは指輪を摘まんだままの手で、ぽんぽん、と彼女の頭を撫でた。

「二度とそういうことはしない。約束できるな？」

　そしてもう一度、先ほどと同じようなことを繰り返す。

　何を『やめた』のかよくわからないが、質問自体に裏の意味があるようにも思えない。だから怪訝に思いながらも、クリューは先ほどと同様に頷き、答えた。

「はい」

「ならいい。――お買い上げどうも」

　すると今度は、先ほど渋ったのが嘘のようにあっさりと、彼女の指にそれを嵌めてくれた。

　意匠にもサイズにも過不足ないガーネットの指輪。スプートニクは自身の左手を少し動かして彼女の指と指輪を見回し、不備がないことを確認すると手を離した。

　けれど、彼は一体何を躊躇ったのだろう。

　スプートニクは棚を開け、またいくつかの道具を引っ張り出している。彼の真意を知りたくて、その姿をじいっと見つめていると、どうもその視線に気付いたらしい。棚に差し入れた手はそのままに、彼はただ顔だけをこちらを向けた。

　彼はクリューと目が合うと、頬をほんの少しだけ歪め、柔らかく微笑み、そして。

　彼女の疑問に対する答えを、口にした。

「お前みたいなお子様に、『誓いの指輪』は、まだ早い」







７




　スプートニクが真の意味で『失敗した』ことに気付いたのは、翌朝になってからである。

「一昨日おとといの晩は人に言えないことをして、昨晩は揃いの指輪」

　いつものようにやって来た、ナツの視線が妙に痛い。

　彼女は夢見るように空向くクリューと、仏頂面のスプートニクを交互に見。そして少しばかり顔を背けると視線だけをスプートニクに向け、

「……ついに身を固める決意を」

「違ェ」

　この上ない誤解に、思わずスプートニクは呟いた。

　が、ナツは聞かない。

「いえ、歳の差とかいろいろあるだろうけど、あなたが心を入れ替えて清廉潔白な振る舞いをし、クリューちゃんを生涯大事にするっていうのなら、私は別に、悪いとは思わないわよ？　言葉としては陳腐かもしれないけど、ほら、よく言うじゃない『愛があれば』って」

「だから違ェって言ってるだろうが」

　追い払うように左手を振る。スプートニクの小指の銀が、窓から差し込む陽光を反射して撒き散らした。

　クリューはといえば、三分に一度くらいの頻度で左手を天井に掲げては指輪を眺めている。宝石店なのだから装飾品など見慣れているだろうに、自分のものとなるとそう割り切れるものでもないらしい。

　時折、はっ、と驚いたように目を見開いては、慌ててエプロンのポケットから布を取り出し、指輪を磨き始める。銀製品は変色するから定期的に手入れをするように、とは確かに言ったけれども、誰も五分置きに磨けとは言っていない。気に入ってくれているのは職人として有り難いことこの上ないが。

「冷やかしならとっとと帰れ。当店は平和そのものだ」

「よく言うわね。……勝算はあるの？」

　後半の言葉は、やや低い声で発せられた。しかしスプートニクは彼女の変化に気付かぬふりで、

「任せろ」

　握ったペンを指先で回しながら、にたりと笑ってみせる。

　ナツは驚いたように、あら、と言った。

「自信有りげじゃない」

「うちの商会は有能な人材が揃ってるんでね」

「でも、戦場に向かう人の『帰ってきたら結婚しよう』は縁起が良くないって聞いたことあるけど」

「不吉なことを言うな。あと俺はまだ独身を謳おう歌かする」

　人生の墓場に入るには、到底遊び足りない。

　だからそれ以上その話題には取り合わず、壁時計を見上げた。

「もうしばらくしたらあの女魔法使いも来るだろう。それと少し話をして……あァ、そうだ。クーには暇いとまを出すことにした」

「クリューちゃんに？」

　ナツがクリューを振り返る。つられてスプートニクもそちらを見やるが、話題の彼女は相も変わらず夢心地の様子。そういえば先ほど会計をしていたが、釣り銭を間違えたりはしていなかろうか――そんな心配もこみ上げてきて、スプートニクは彼女の愛称を呼んだ。

「クー」

「……あ、えっと、はいっ」

　と、ようやく目に焦点が戻った。慌ててこちらを向いたあと、しかし何の話かわからないのだろう、愛想笑いを浮かべたまま小首を傾げて、

「あの、あの、はい。今日もいいお天気ですね」

「誰が天候の話をしてるか。午後からお前に、暇を出すって話だよ。昨晩の話し合いで、そういうことになったな？」

　言い、目め配くばせをする。

　すると彼女の顔に、肩に、力が入った。ぶんぶんと大きく縦に頭を振って、

「は、はい。私、その、危ないので、帰ります。ええと、キュウリに？」

「……野菜？」

「郷里な」

　訂正を入れてやる。

「そ、そうです。魔法使いさんは危ないので、その、ちょっと。おうちに帰ります」

　と、ナツは奥歯にものの挟まったような、気分の悪そうな表情をした。さもありなん、かく言うクリューは視線を合わせず、胸の前で組んだ手を忙せわしなく動かしている。明らかに挙動不審なのである。

　それでもナツはそれ以上追及することはしなかった。彼女を責め立てることに良心の呵か責しゃくを覚えたのか、それとも他に何か思うところがあったのか。

　ナツはスプートニクを睨むとまるで当て付けのように嘆息し、こめかみを軽く掻いた。

「……ま、いいわ。私そろそろ時間だから、行くけど」

「おォ、行け行け行ってしまえ。そして二度と戻ってくるな」

　と、もう一度睨まれた。

　何かを言いかけて、しかしやめる。彼女はスプートニクに背を向けると「何かあったら来なさいよ」とだけ残して、店を出ていった。

　まったく正義の申し子とは、可愛くない生き物だ。そんな冗談を思いついて、スプートニクは声なく笑う。そうして静かに、気の済むまで笑ってから彼は、またぽやっと手を眺め始めたクリューへ『暇』を出すため椅子を立った。




　警察官が去り、従業員に暇を出して、店を閉め。そうしてスプートニクだけが残った店内に、イラージャが訪れるまでにはさほどの時間はかからなかった。

　そろそろと『閉店』を掛けた入口扉が動き、伴って比較的大人しめにドアベルが鳴る。眺めていると、恐縮するようにイラージャが首を出した。今日の彼女は白色のツイードジャケットに、膝丈のフレアスカートを合わせている。魔法少女と対峙するのだから、てっきり魔法使いとしての正装――あのローブを着てくるものと思っていたから少々意外だったが、それは魔法使いを良く思わないスプートニクへの配慮なのかもしれない。

「体調はもういいのか」

「はい。お陰様で」

　それが本当かどうかはスプートニクにはわからなかった。この彼女のことだ、たとえ高熱を出したところで這はってでも来ただろう。

　やはりどこか緊張感ある瞳のまま今日の礼を述べる彼女へ応接用のソファを勧めると、スプートニクはカウンターの椅子に腰かけた。

　手を伸ばして、陰に隠した灰皿と燐寸マッチ、紙巻き煙草たばこを収めた小箱一つを取り出す。客のいるときは控えているが、現状ならば喫煙したところで誰も文句は言うまい。そう思いながら小箱を軽く振った――が。

「うん？」

　訝しげなスプートニクの声に反応して、イラージャが首を傾げた。

「どうしました」

「いや。煙草がな……」

　いくら振れども箱の口からは、一向に何も出てこない。片目で箱の取り出し口を覗くと、中に紙のようなものが押し込められているのがわかった。

　なんだろう。人さし指を突っ込んで、紙を取り出す。

　広げ、それに書かれた文字を読み、スプートニクは思わず頭を抱えた。

「……やられた」

　彼の呟きを受け、はっとイラージャの顔色が変わる。しかし彼が眉を寄せたのは、彼女の憂うるそれのせいではない。ゆっくり大きく、腕を振ってみせた。

「違う。……ばれてねェと思ってたんだがなァ」

　ソファから立ち上がり、怪訝そうな表情でこちらに歩いてくるイラージャへ、紙切れを差し出す。それには一言だけ記されていた。

『けんこうによくないです』

　書き手の署名はないが、筆跡でわかる。

　深く嘆息するスプートニクを見て、イラージャの表情が柔らかく解ほぐれた。

「仲がよろしいんですね」

「どうだかな。なかなかお節介で、物分かりの良くない娘だよ」

　スプートニクは諦めて、一式をまた元の場所に返した。

　近いうちに、どこか新しい隠し場所を考えなければ。そんなことを考えながら答えると、イラージャは不思議そうに首を傾げた。

「娘と言うほど歳は離れていらっしゃらないでしょう」

「妹と言うには離れすぎているもんでね」

　腕と足を組み、背もたれに寄りかかる。少し上向いた視線の先、天井付近にキラリと一つ光るものを見つけ、スプートニクは目を擦った。糸いと屑くずか、疲れ目か、はたまた飛ひ蚊ぶん症しょうか。

「いずれにせよ、あれはまだまだお子様だ。だから――」

　叶うことならいずれかであれと願ったそれであったが、不幸にもというべきか、そのいずれでもなかったようだ。ゆら、ゆら、ゆらと、まるで見るものをからかうように揺れながら、虚空を落ちてくる。

　壁時計が、正午を告げるオルゴールを鳴らす。

　それを意識の端で聴きながら、スプートニクがぼんやりと呟くことは。

「――まだ、嫁にやりたくはないんだよなァ」

　やがて光は舞い落ち、膨れ、一つの影を形作る。




　店内中にりんりんころころと鳴り響くオルゴールは、まるで劇伴かのようだ。

　初め見間違いかと思うほど小さかったその光は、床にたどり着くと少しずつ膨れ上がる。閃せん光こう弾とするには勢いの弱い正体不明のそれに、下手に手出しもできず、ただ眺めていると、光のうちから声がした。

「一筋の光携えて、闇に瞬く白き魔女。群れを離れた孤独の中、一人戦う謎の美少女――」

　大きく膨れ上がった光はやがて、朗々と響く口上に応じ収束し、やがて人の輪郭を形作っていく。はっきりとした形を取ったのはまず足先だった。それから膝、スカート、マント、上半身――最後に頭部。纏った大方の色は前回同様目に痛いほど白く、ただやはり瞳だけは狂おしいほど青い。

　そうして現れた魔法使いは、右手を天に高く掲げ左手を腰に当てると、にっこり笑って派手にウインクをし、前口上を締めくくった。

「――魔法少女ナギたん、素敵に華麗にただいま参上！」

　まるで何かの子供向け小説でも読んでいるかのような登場の仕方に、思わず呆れを覚える。しかし彼女自身は年相応にというべきか、その有り様がとても優れていると信じて疑っていないようで、恥じた様子は欠片もなかった。

　自称、魔法少女ナギたん。スプートニクに怪我を負わせ、従業員を泣かせと、一昨日散々当店を馬鹿にしてくれたその小生意気な小娘が、そこにいた。

　スプートニクは腕組みをしたまま、吐き捨てるように告げる。

「予告時刻ぴったりの登場、ありがとうよ。そのまま来ないでくれたほうがもっと有り難かったんだが」

「うふふ。喜んでもらえて嬉しいな、時間には正確な方なんだ」

　皮肉を皮肉とわからなかったわけではなく、わかった上で敢えて笑ってみせたのだろう。それもそれで腹の立つ子供である。

　しかし彼女の笑みはそれほど長く続かなかった。「ところで」の一言とともに、魔法少女の瞳が動き、機嫌の良さそうだった表情がさっと歪む。そしてまるで吐き捨てるように、彼女がスプートニクへ言うことは。

「なんで、こいつ、いるの」

「今日こそ捕まってもらうわよ、魔法少女ナギたん！」

　二人の視線の先、イラージャは、びし、という擬音が似合いそうな様子で魔法少女を指さした。生真面目を拗こじらせた瞳に灯ともる力強い意志は、魔女協会員としての誇りかそれともただの意地か。その手にはスプートニクにも見覚えある札が数枚握られている。

　魔法少女は眉を寄せ、唇を歪め、苛立たしげに髪を掻いた。「参ったな」と心底困ったようにぼやく様子からするに、どうもイラージャを苦手としているのは本当のことらしい。

「ま、彼女のことだ。今回もいるかなと思ってはいたけどさ……捕まれと言われてハイわかりましたと答える怪盗がいるかねェ」

　いかにも面倒だ、といった様子で魔法少女。呆れたように大きく首を振ってから、彼女が構えた札を睨む。

「それに、その札。僕には効かないことがわかっているだろう。頼むから、余計な行動は謹んで頂けないかな」

　それは諭すような口調だった。母親が聞き分けない子供に言い聞かせるのにも似ている。

　しかし宿敵の説得など、一体誰が聞くものか。落ち着かせるどころか、自身の未熟をあざ笑われたように思ったらしいイラージャは、怒りに頬を赤く染め、ハンドバッグから更に数枚札を取り出すと、高らかに吼ほえた。

「前がそうだったからと言って、今日もそうとは限らないわ！　やってみなければわからないでしょう！　――覚悟！」

「ちょ、ちょっと！　ちょっとイラージャ、ま、待っ」

「問答無用！」

　狼狽える魔法少女、しかしイラージャはお構いなしに握った札をまっすぐ前に突き出した。そして彼女に向かい走り出し――かけて。

「きゃっ」

　足が縺もつれた。

　そこからの一瞬は、きっと当事者イラージャにはとても長い時間に思えたろう。もしかしたら走馬灯を見ていたかもしれないし、慣れないパンプスなど履いてこなければ良かった、と後悔していたかもしれないが、その辺りはスプートニクには知る由もない。

　体勢を崩した彼女が札を放り棄すてなかったのは、魔法使いとしてのプロ根性か。だがそのせいで、支えとなる何かを掴むことはできなかったようだ。転んだ勢いを殺すことなく、頭部がまず陳列棚の強化ガラスに当たり、やがて床を打ち、いずれも、ごいん、と派手な音がして。

　そのままイラージャは、泡を吹いて動かなくなった。

「あー……」

　目の前で突然始まりそして終わった、一連の非常に良くできた間抜けな光景に、さすがのスプートニクも言うべき言葉も見つけられず――

　――しばしの沈黙、のち。

　ぴきゃー、という、間延びした奇妙な声が店内に響き渡った。

　その正体はすぐに知れる。目の前の光景を現実のものと認識した魔法少女が上げた悲鳴だ。目を剥き口をあんぐり開けて腕を突っ張らせ、不幸にも伏した女魔法使いを見つめている。

　やがて魔法少女は我に返ると、勝手に騒いでいる魔法使い二人のやりとりについていけぬままただ立ち尽くしているスプートニクへ向け、両手を大きく振った。

「ちょ、ちょっ、ちょっとごめんね！　ちょっと待って！　今なしだからね、今なしだからね！　……イラージャ！　イラージャ大丈夫、イラージャ！」

　目を回したままのイラージャに駆け寄り抱き起こすと、慣れた様子で触診を始める。

「呼吸は……問題なし。うん、うん……こぶができてるだけだね、うん、回復魔法……」

　呟きながら、右手を彼女の額にかざす。出てきた白い光は、彼女の側頭部に染み込んでいった。それに伴って、うなされていたイラージャの様子が落ち着いていく。

　不意に魔法少女が、何か茶色い大きなものを掲げてスプートニクに見せた。どこかで見覚えがあるなと思ったが当然だ、それは営業時間外、陳列棚に掛けている布である。棚の下に丸めて収めておいたのを引っ張り出したようだ。「悪いんだけど」と恐縮したように口を開いた。

「ごめんちょっと、この布、借りていい？」

「構わねェけど、寝かせるならそっちのソファ使えよ」

「あ、それじゃお言葉に甘えて……」

　ご迷惑おかけします、と馬鹿丁寧に一礼をすると、イラージャを背負って応接用のソファまで連れて行く――身長差のせいでイラージャのつま先はずるする引き摺られていたが。この少女にそれほど力があるようには見えないから、恐らくは何かの魔法を使っているのだろう。

　魔法少女は、ようやっとイラージャをソファに寝そべらせると大きくため息をついた。

「ごめん、お待たせ。……ええと……あっそう、うん、喜んでくれて嬉しいな！」

「仕切り直し、雑だな」

「ほっといてくれないかな！」

　指摘すると、裏返った声で叫んだ。涙交じりのため息を、もう一度つく。

「だから嫌なんだよ、この子。僕、できるだけ関係者に怪我とかさせないように立ち回ってるのにさ、勝手に自滅するんだもん……君もなんで立ち合わせるかなァ、もうちょっと考えてくれないかい」

「あァ成程、気合入れすぎて空回りする系統の人間か、こいつ」

　魔法少女は彼の言葉に「その通り」と答えた。がっくりと肩を落とし、半泣きで。

　以降もブツブツと、彼女のせいでいかに自分がどれだけの案件で肝を潰したか、また冷や汗をかかされたか愚痴を零し続ける。あれもそうだった、そういえばあのときも、あれは彼女のせいとは言い難いがしかし要因の一つとして――そんなことを語り続ける魔法少女は。

　彼の目にはひどく、隙だらけに見えた。

　今しかない、か。言葉にせずに呟いて、息を細く、長く吸う。右手を尻のポケットにやるが、一昨日傷ついたはずの右肩に、それほど負担は感じなかった。上々だ。

　後ろ手に引き抜いたものは鏨一本。一昨日壊したものの代わりに購入した、まだ新品同様のものだ。スプートニクはそれを、彼女に気付かれぬよう低めの位置で構えた。

　だがそれが、彼の手を離れた瞬間。

　同時に魔法少女の青い瞳が彼を見て、奇襲は無駄だったことを悟る。魔法少女はダンスのステップでも踏むかのように軽やかに後方へ跳んで避け、彼の投げた鏨は木目の床に突き刺さった。

「やだなァ、一昨日のあれで学習しなかったのかい？　大人しく降伏しておくれよ」

「そりゃこっちの台詞だ」

　新たに右手に罫け書がき針と金属箆スパチュラを握り、後退する彼女を追うように更に一歩踏み込む。と、先ほど投げた鏨がふわりと浮いた。焦点をずらして魔法少女を見やると、彼女は面白そうに笑って「前回と同じ轍てつを踏みたいのかい？」と嘲るように言う。

　その一言で、次に魔法少女がどう来るのか予想がついた。スプートニクは腰を少し落とし、空いている左手で陳列棚の下部引き出しを開けると、中からチェーンを一本取り出す。比較的長めのネックレス用ゴールドチェーンである。それを鞭むちのように勢いよく、飛び来た鏨に向けて振るってやると、チェーンはばちりと派手な音を立てて鏨にぶつかり、絡みついた。チェーンに締めつけられた鏨は勢いを失くし、軽い音を立てて床に落ちる。高く跳んだ魔法少女を追って、スプートニクも陳列棚に飛び乗った。宝石を守る強化ガラスは人が一人乗った程度では傷一つつかない。今度は上うわ手てで罫書き針を投げる。しかしそれも、彼女は苦もなくひらりと避けた。針は強化ガラスに当たって落ちる。

　店内はそれほど広いとは言えず、逃げる敵を追い込むにはそれほど苦のない場所である――はずだったが。狭い店内をちょろちょろと逃げ回る魔法少女は非常に厄介だった。的が小さいせいか、飛び道具もなかなか中あたらない。ならばと肉薄して拳を打ち込もうとするが、それもまた上手くいかない。追われることに慣れた様子で、ひらりひらりとかわしてしまう。

　何発目かの拳を避けられスプートニクは、接近戦も得策ではないと悟り、距離を取るため陳列棚から飛び降りた。それではどうするのが賢明か、考えながら目の前に落ちていた箆を拾い上げ――直後、違和感を覚えた。

　――動かない。

　左足が攣った。一昨日受けた傷の影響だろう。

　立ち上がるのが遅れたのはたった一瞬。けれど魔法少女はその一瞬を見逃さなかった。

「鬼ごっこも飽きた。そろそろお終しまいにしようかな」

　声を受け、はっと顔を上げる。彼女は陳列棚の上からスプートニクを見下ろしながら、人さし指を頭の上に掲げていた。

　彼女はくふふ、と笑った。甘ったるく鼻にかかった、苛立ちを煽あおる笑い方。同時に指の先からほろほろと零れ落ちた光の粒が、何もないはずの宙を伝ってスプートニクのもとにやって来る。痛む左足で無理やり背後に跳んだがさほどの抵抗にはならなかった。追い払おうとチェーンを振るうが敵わず、どころか光は逆にチェーンに纏わりつく。

　早くチェーンを捨てるべきであったと気付いたときには、遅かった。

　光を吸ったチェーンは彼女の力を受けてみるみる形を変えていく。白い光を纏い、膨れ、長く伸び――やがて巨大な金色の大蛇へと変貌した。
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　彼女は少女のものとは思えぬ低い声で、大蛇へと命令する。

「そいつを拘束しろ」

「ふざけ――」

　魔法だかなんだか知らないが、生き物ならば刃物が効くだろう。元の素材が金属だとしてもペンチなら。そう思い右手をポケットに伸ばすが、魔法の効果か、手足もない癖に大蛇の動きは相当に素早く、彼が何かをするよりも大蛇が彼の体に巻きつく方が遥かに早かった。

　魔法少女は陳列棚からふわりと降りた。マントを翻し、拘束された彼の目の前まで歩いてくるとスプートニクの顔を覗き込み、人の神経を逆さか撫なでする笑みを見せる。

「毒蛇だ。死にたくなければ僕の問いに正直に答えるといい」

「死ぬのが怖くて商人なんぞやってられるかねェ」

　全身を蛇に縛られたまま、ニタリ、と笑ってみせたのは単なる痩せ我慢だ。けれどそうせずにはいられなかった。売り言葉に買い言葉のつもりだったから、死ぬのが怖い商人なぞざらにいるだろうが。

　それがわかったのだろう、魔法少女は呆れたように肩を竦めた。

「君は傭よう兵へいにでもなった方が良さそうだ。ま、いずれにせよその状態では、身動きはできなかろうがね。さて、お宝を頂きたいんだけれども」

「今日の商品はここに並んでいるのですべてだ。あとは未加工の物しかない」

　大蛇の重みに耐えかねて、壁を背に座り込みながら告げる。

　その言葉にほぼ嘘はない。しかし彼女は「何を言っているんだい」とくすくす笑った。

「君も気付いているはずだよ。だから聞かなかったのだろう？　――僕が狙った君の『お宝』はこんなものではないはずだ」

　腰を折り、顔をスプートニクに寄せて、囁いた。青い瞳の瞳孔が少しばかり収縮しているように見える。

　魔法少女はやはり老婆のような鬼気迫る声で、彼に『宝』の在あり処かを問うた。

「彼女をどこへやった？」

　スプートニクは、腹の底で呟いた。

　――やはり、それか。

「彼女？」

　通用するとは思えなかったが、空とぼけるように言ってみせる。

「何のことだ、うちの従業員のことか。あれなら今朝、暇を出した。数日間郷里に帰した」

「嘘をつけ。傷ついた君を身を挺ていして庇うような彼女が、この非常時に、怪け我が人にんの君を置いて自分だけ避難できるものか」

　その口ぶりではまるで自分は人質ではないか。屈辱に血が上りかけるが、ここで冷静を失っては元も子もない。頭が熱を帯びそうになるのを必死で耐える。

「早く答えろ。でなければ蛇の毒が君を殺すよ。――僕は野郎に興味はないんだ」

　首筋にくすぐったい感触がした。蛇の口でも触れたか、温もりはない。

　けれどスプートニクは無言を貫く。女尊男卑の青い瞳を平然と見返し、恐れなどないことだけは頑かたくなに主張して。

　睨み合いに先に飽きたのは、魔法少女の方だった。

　つまるところ物騒なのは口先だけで、無用な殺しをするつもりはなかったのだろう。スプートニクに口を割る気がないと悟ると、彼女は「まったく、意地っ張りめ」と肩を竦めた。

「まァ、いい。どうせどこかに隠しているのだろう、捜させてもらうよ。……お、これはいい。もう一体、保険をかけておこう」

　彼女が見つけたのは、カウンターの中に入れてあった、暇潰し用のシルバーワイヤー。それをひと撫ですると、そちらは銀色の大蛇に変貌する。

　大蛇は宙を飛んでくると、やはり彼の体に巻きついた。

「僕が用事を済ますまで、そいつらとせいぜい遊んでいるといい」

　魔法少女はスプートニクに背を向けると、宝石加工室の戸を開けた。「待て」と叫んだ制止の声も、彼女は聞こえないふりをする。

　やがて加工室の戸は閉まり、店内に静寂が、否、落ち着いた寝息だけが満ちる。ソファに横たわった彼女の名を呼ぶが、深く眠り込んでいるらしく、寝息が乱れることはない。きっとあの子供が何らかの魔法をかけたのだろう。

　腹に満ちるこの感情は、はたして誰に対するものか。

　自身でも判別がつかぬまま、スプートニクは左手をそっと握り込んだ。
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　部屋の外が静かになって、クリューはそっと顔を上げた。

　一体、向こうはどうなったのだろう。出ていって様子を窺いたいが、スプートニクとの約束の手前それもし難く、護身用の武器として自室から持ってきたフライパンを握り直すことで、逸はやる気持ちを何とか抑えた。

　彼女が潜んでいるのは宝石加工室の一番奥。棚の脇、工具机の下である。昨晩指輪を貰ったあと、クリューはスプートニクと今日という日のための作戦会議をした。その中で「もし俺の身に何かがあったとき、あの魔法少女が加工室の宝石を盗みに侵入してこないとも限らない。だからそのときには、お前がここの宝石を守ってくれ」と言われたのである。

　情報がどこから漏れるかわからないから、そのことは誰にも内緒にするようにとスプートニク。そのため友人であるナツにまで郷里に帰るという嘘をつかなければならなかったのは非常に心苦しかったが、クリューの完璧で非の打ちどころのない演技に、ナツは彼女の言葉を欠片も疑いなどしなかったようだ――と、クリューは思っている。

　しかし。それを了承したのはクリュー当人であったが、今となっては頷いたことに少し後悔をしていた。ここにいては、魔法少女の動向も、また彼の身もどうなったのかわからない。指輪など贈られた上、「お前を見込んで頼みがある」などとまで言われて、若干、いやかなり舞い上がっていたことは否めないが、もう少し考えてから返事をすべきだったのではないかと今更悩んでしまう。

　左手中指の赤い石を、そっと撫でる。そしてゆっくり首を振ることで後悔を捨てた。過去を思ったところで何も変わらない、今考えるべきはいかに魔法少女を生け捕りにするかだ。そう思い、彼女が覚悟新たに唇を引き絞った、その直後。

　キィ、と、戸の開く音がした。

　同時に、人の気配。何者かが加工室に侵入したらしい、足音がこちらに近づいてくる。はたしてその主はスプートニクか、それとも。本当なら顔を出して正体を確認し、もしそれがスプートニクであるなら労ねぎらいの言葉を、魔法少女であるのなら武器フライパンで頭を一叩きしてやらなくてはならない。

　わかっていた。けれど。――体が動かない。

　まるで全身が石にでもなってしまったかのようだ。いや、石ならこれほどに震えはしないだろう。歯はまるで噛み合わず、声も出ない。もしそこにいるのがスプートニクでなかったら、という恐怖が彼女の全身を縛っていた。

　我知らず、呼吸が浅く、速くなる。

　靴が床を打つ音が近づき、止まり、やがて人影が彼女の潜む机下を覗く――

「――無事か」

「あ……」

　現れたのは聞き慣れた声、見慣れた仏頂面。

　灰の瞳と向き合って、肩の力が一気に抜け、思わずフライパンを取り落とした。

　同時に、フライパンの柄が汗でべったり濡れていることに気が付いた。そこまで必死に握り締めていた自覚はなかったのだが、それはともかく。

　一人でここに潜んでからずっと求めていた彼を目の前にして、いろいろな言葉が腹の中を渦巻く。会いたかった、心配だった、怪我はないか、魔法少女はどうなったのか――しかし、なぜだろう。

　理由などわからない、しかし。

　彼の名を呼ぶことだけは、憚られた。

「あの。……怪我は」

　喉につかえて出てこない彼の名の代わりに、問いかけを口にする。彼は戸の方に視線を向け、

「それなりに手て強ごわかったけどな、大したことはない。隙をついて逃げてきた」

　まったく面倒な子供だ、とぼやいて軽く髪を掻く。それから彼はクリューに向けて、「魔法少女は店の方を物色してる。今のうちに逃げるぞ」と、自身の右手を差し伸べた。

　しかしクリューはその言葉を、どこか遠くで聞いていた。何かが、おかしい。

「ほら、早く」

　差し出された手が、形の整ったきめ細かい指が、クリューを急かすように揺れる。

　けれどそれにも応じられない。応じる前に看取すべきことがあると頭の奥の誰かが言う。何も間違っていないはずなのに、間違い探しの絵本のように、何かが噛み合わない。違和感はやがて不快感となり、ざらざらとまるで鑢やすりのように彼女の腹の底を撫でる。

　俯く。彼女の思考を邪魔するように、細い指が、整った爪が彼女の目の前で揺れて――その指を真っ直ぐに見て。

　クリューは思わず、息を呑んだ。

　はっと顔を上げる。

　見上げた視界は歪んでいた。映る彼の顔もまた。

「ちがう」

「何が違うんだ」

　焦れたように言う。手が再び揺れた。

　頬を温かいものが流れて、ようやく視界の歪みの正体を知る。呆然と、夢でも――悪夢でも見ているような心地で、クリューは彼を見返し、そして。

　自身が彼を、彼として呼ぶことができなかった理由。

　ようやっと気付けた違和感の正体を、彼女は『彼』に、告げた。

「スプートニクさんの手じゃ、ない」

　そのとき彼の表情が固まったのを、クリューははっきりと見た。

　スプートニクの手は、確かに長い指をしている。けれど目の前のそれのように、温室育ちを思わせるような綺麗なものでは決してない。端整な顔とは裏腹に手指は固く節くれていて、傷の多いそれは職人の強さを思わせる。その手に何度も頭を撫でられ、頬をつつかれ、手を引かれてきたのだ。間違えるわけが、なかった。

　そもそもスプートニクが、あの独尊が、『逃げる』なんて言葉をそうもやすやすと吐くだろうか？

　――そして彼は、彼女の告発に。

「まァったく」

　ほとほと呆れた、とばかりの様子で呟き、そしてゆっくり目を閉じた。また馬鹿げたことを言って困らせるなと、またリズリスでの話をさせたいのかと、そう答えてくれたら良かったのに。しかし彼は、彼女の望む言葉を返してはくれなかった。

　閉じたときと同じだけの時間をかけて、彼は瞼を上げる。そうして覗いたものを見て、クリューは言葉を失った。

「まったくもって君たちは、腹立たしい存在だ」

　現れた瞳は、毒々しい青をしていた。

「なぜ君も君の上司も、僕の魔法をこうもあっさり見破るかなァ。これでも一応、変へん化げは得意な方なんだよ？」

「スプートニクさんを、どうしたの！」

　戯たわ言ごとは聞かない。詰まった喉を奮い立て、叫ぶ。

　彼のかたちをしたそれは、彼に似た笑みを浮かべた。

「大丈夫、君の上司は無事だよ」

　信じられるものか。クリューが睨みつけると、彼――いや彼女か――は肩を竦めた。

「僕はね、君と二人で、話がしたかったんだ」

「……私と、話？」

「そう。たのしいオハナシ」

　おどけたように首を傾げて、魔法少女はそう言った。クリューにとって楽しくないものになるだろうことは明らかだったが、彼女はそんなことは意にも介さないといった様子で続ける。

「うふふ。まず一つ、聞きたいことがあってね」

「なんですか」

「君、宝石を吐き出すって本当？」

　あまりにもあっさりと吐かれた自身の最大の秘密に、クリューは思わず目を剥いた。

「ど……」

　どうして、それを。

　ついて出そうになった言葉を、慌てて飲み込んだ。奥歯を噛みしめることで堪え、じっと見返す。その様子に何を悟ったか、魔法少女は、

「ふうん」

　意味ありげにニヤリ、と笑った。

「君、僕の予告状の文面を覚えている？」

「……当店の宝石を、奪うって」

「正確には『近日中に、あなたの心と宝石を頂きに参上します』。ねェ、ただの宝石強盗なら『心と』なんて書く必要はないと思わない？」

　言われてみれば、確かにそうだ。

　魔法少女は、自身の『綺麗な』指の先をクリューに向けた。

「僕はね、君を攫さらいに来たんだ」

　即すなわち彼女の目的は、窃盗でなく、誘拐。

　クリューの脳裏に嫌な記憶が蘇よみがえる。今から半年前のことだ、頭を殴られ、倉庫に転がされ、見知らぬ男たちに甚いたぶられ――

「あ、何か失礼なことを考えているね？」

　その回想を遮ったのは、魔法少女の声だった。拗ねたように唇を尖らせ、スプートニクなら絶対にしないような子供じみた表情をしている。

「僕は君を乱暴に扱ったりはしないよ。女の子には優しくしなさいって教わってきたからね。それに、攫うっていうのは建前で、できれば君に納得して、僕のもとへ来て頂きたい。一応、そのための策も考えてきたしね」

「策？」

「うん。三つほど」

　机の下を覗き込む中腰の姿勢に疲れたのか、魔法少女はどっこいしょ、と年寄り臭い声を上げてその場に座り込んだ。背丈が近づいたせいで彼女の顔が近くなり、狭い机下でクリューは少しでも魔法少女から距離を取ろうと縮こまる。

　魔法少女は少女らしくなく胡座あぐらをかくと、指を一本立ててみせた。そして、

「まずは、一つ目の策。僕には君の『体質』を治してあげられる可能性がある」

　そう、クリューの目を覗き込むようにして言った。

「いやまァ、そりゃ、はっきり確定したことは言えないよ。僕だってそれの治し方を知っているわけではない。……けれどね、君。それは通常の医学で治るものだと思うかい？」

　クリューは特別頭がいいわけではない。医学に精通しているわけでもない。ただそれでも、自分の体質が一般に比べ奇異なものであることくらいはわかっていた。

「医学で治せない。そうであるとしたら、ただの人間の彼には到底無理な話だ」

「あなたになら、治せるって言うの」

「言ったろう、確証はないと。ただね、僕は魔法使いだよ。少なくとも、異能分野への選択の幅は彼より広い。というわけで一つ目『僕とともに来たら、その体質を治してあげよう』――ああ、僕が充分に活用させてもらってからだけれどね。そのために攫いに来たんだから。だけど勿論、利用させて頂いている間は、丁重にお持て成しさせて頂くよ。そうだね、可愛らしいお部屋を用意して、毎日美味しいご飯を出して、君に似合うドレスを誂え、それからそれから」

「お断りです」

　吐き捨てた答えは、自分でも驚くほど嫌悪に満ちたものになった。

　黙って聞いていれば、まったく自分本位の呆れた話である。どんなに美しく気飾っても、美味しい食事を出されても、――この体質が治っても。そこに彼がいないのなら、彼が喜んでくれないのなら、彼女にとって何の意味もないというのに。

　けれどクリューの腹積もりなどお見通しだとでも言わんばかりに、魔法少女は唇を歪めて笑う。そして「ならば二つ目だ」と中指と人さし指を立てた。

　そして告げた『二つ目の策』は、クリューにとってまったく理解のし難いものだった。

「君が望むとき、いつでも隣にいてあげよう」

「は？」

　眉を寄せたのは不快でなく、単純な疑問からだった。彼女の存在を、誰がいつ、望むというのだ。

　近くにいてほしいときなどあるわけがない、そう、今だって。

「それのどこが」

「君の大好きな『この顔』で」

　けれどクリューのそんな憤ふん懣まんも、魔法少女はお見通しだった。

　彼女はクリューの言葉を遮ってそう告げると、自分の頭部を、その細く滑らかな指で指してみせた。瞳の色が違うだけの、想い人スプートニクによく似た顔を。

「そして愛でも睦言でも、君の気の済むまで囁いてあげよう。君が望むなら、夜よ伽とぎの相手だってして差し上げる」

　どうだろう？　と腕を広げ、意味深に頬を歪める。

　けれどクリューはそれに答えることはできなかった。答えるのも不快なほどの怖おぞ気けがしたとかそういう理由ではなく、ただ単純に、魔法少女の言葉の中に聞き慣れないものがあったせいである。

「ヨトギってなんですか」

「……ごめん、そこ、『君が寝付くまで隣でお話しててあげよう』に訂正してくれるかな」

　ヨトギとやらが何かはわからないが、そう曖昧な笑みで誤ご魔ま化かしたあたり、どうせ碌でもないことなのだろう。

　いずれにせよ答えは決まっている。頬を膨らませ睨みつけ、返事はそれで事足りた。

　その表情が崩れることがないと知ると魔法少女は「ならば」と言った。どんな提案をしてきたところで首は縦に振るまい。そう意気込んで彼女の続く言葉を待ったが――待つべきではなかったと気付けたのは、聞いてしまったあとだった。

「君の大事な『スプートニクさん』が、死んでもいいのかな」

　一瞬、何を言ったのかわからなかったのは、脳が理解するのを拒否したからかもしれない。死ぬ。誰が？

　けれど魔法少女はクリューの混乱が収まるところを待たない。起きたさざなみを更に荒らすかのように徒いたずらに畳みかける。

「君、さっき僕に、彼をどうしたかと聞いたね。答えてあげよう、『彼は今、毒蛇に拘束されている』。僕の魔法で作り出した可愛らしい毒蛇だ、魔法使いでない彼には勝てまい。どんな毒を盛られても平気だといっていた彼だが、魔法の毒ははてさて、どうだろうかな」

　魔法だって平気だ、と言いたかった。馬鹿げたことをと一笑に付すのが当然とわかっていた。しかし、喉が震えて声にならない。何が『策』だ。こんなのはただの脅しだ！

　目頭が熱くなる。スプートニクさんを助けて、と泣きつきたいのを唇を噛んで堪える。懇願したところで彼女は聞きはしないだろうし、それこそ思うつぼだろう。

　そして、その予想を裏付けるかのように。

「さァ、お嬢さん。ここで僕は君に『三つ目』の策を提示しよう。君が僕についてくると言ったら、今すぐにでも彼を助けて差し上げる。だけど、嫌だと言ったら」

　わかっているね？　と言って、魔法少女はまた笑った。嫌らしい、反吐へどの出るような笑みだった。

　立った三本目の指に、クリューの頭がぐらぐらと揺れる。自分が要求を呑まなければ、あの人が殺されてしまう？　違う、そんなことなどできるわけがない。口先だけだ、つまらぬ脅しだ。でなければクリューをほだすための浅はかな嘘だ。だけど、ああ！　それが嘘だとするならどうしてスプートニクは今ここに来てくれていないのだろう。いつもの彼ならこんな理不尽な物言い、どれだけ離れた場所にいようと聞きとめて、ふざけるなと怒鳴り込んできそうなものなのに。

　だとしたら。最悪の想像が頭をもたげる。泉のように湧いて止まない恐怖がそれを後押しする。俺がどうにかなったら。数日前の言葉が彼女の耳に甦よみがえる。彼はあのとき、どうしろと言っていたのだったか。正常な判断がつかなくなる。

　諦めにも似た重い感情に、肩が落ちる。何もかもわからない。けれど彼を助ける策がそれしかないのなら、魔法少女の要求を呑むほか、致し方ないのだろうか。

　項垂れ、視線を落としたその先に――フライパンを握った、自らの左手に。

　クリューは小さく光るものを見た。

「あ……」

　思わず声を上げたのは、それを見た瞬間、あまりにも突然に頭が冴さえたからだ。

　彼から贈られた、彼の作った、赤の指輪。

　それを目にした瞬間、まるで洗ったようにさっぱりと迷いが消えた。宝石には、ガーネットにはこれほど強力な覚醒効果があるのかと思わせるような晴れ具合。またその強烈な赤は、何を悩むことがあるのかと、優柔不断な彼女をせせら笑っているようにも思える。

　そうだ。悩むことなど何一つないというのに。

　まだ臆病に湧いてくる情けない涙をぐっと噛みしめることで耐え、クリューはニヤニヤと笑うその顔を真っ直ぐに見返した。そして、

「嫌、です」

　震える声で、しかしはっきりと。拒絶をした。

　魔法少女が「おや」と、驚いたように目を剥く。

「彼が死んでもいいのかな」

「スプートニクさんは死にません」

　首を傾げる彼女に対し、噛みつくように答えた。

　言葉にすると、それがクリューの中で、ますます信しん憑ぴょう性せいを帯びてくる。一いっ時とき前の自分は一体、何を血迷っていたのか。そうとも、あのスプートニクが死ぬわけなどないのである。たとえ世界が滅んでも、あの人はきっと自分の望む場所に佇んでいる。そして、

「私も、『敵の前に飛び出すような真似はしない』って、スプートニクさんと約束しました。だから」

　自分が庇わなければ生きられないほど、あの人は弱くないのである。

　また目の前の光景が揺れる。けれど今度は零れる前に拭った。

　だから。憎き魔法少女をしっかりと見据え、クリューははっきりと宣言した。

「私は、あなたとなんて、どこにも、行きません」

　すると、魔法少女は。

　肩をがっくりと落として、大きく深くため息をついた。

「そうか。それじゃ、仕方ないね」

　諦めてくれるのか、と思ったが。

　そんな甘い話はなかったようだ。魔法少女が右腕を天井に掲げる。すると彼女の手のひらから光が出いでて、クリューの周りをひらひら舞った。

「無理やりにでも、来て頂くしかない」

　逃げるには時間が足りなかった。余裕があったとしても机の出口は彼女によって塞がれていたから、どうにもならなかったろうが。

　カラン、と音がしたのは恐らく自分がフライパンを取り落とした音だ。視界が霧のように白み、ものを考えられなくなっていく。霧はみるみる濃くなり、やがてクリューが意識を手放しかけた――そのとき。

　遠くに、短い悲鳴のようなものを聞いた。

　と同時に、頭の中の霧が消えた。いつの間にやら床に寝ていた体を起こして顔を上げると、魔法少女は眼前から消えており、代わりに残されていたのは一本の箆。少しの赤に濡れている。

　机から顔を出して部屋を見る。慌てて飛びのいたのか、魔法少女は少し離れたところで立っていた。右手の甲を左手で押さえており、その指の間からは血が滴っている。「痛いってェ」と乱暴に呟いて、恐らくは苦痛に、顔を歪める。

　次いでゴン、ゴン、ゴンと床を打つ音が三度。続けて、魔法少女とは別方向から声がした。

「一矢報いられたようで、何よりだ」

　それはとても、聞き慣れた声。

　声の主は靴音とともに彼女の目の前まで来ると、腰を折って落ちた箆を拾い上げた。

「従業員の引き抜きなら、まず上の許可を取るのが筋だろうが、えェ？」

　自分に向けられたわけではない言葉を聞きながら、クリューはようやく机の外に這って出た。立ち上がろうとするが、長らく狭い場所に縮こまっていたせいで、足がもつれる。けれど彼はそんな彼女へ、手を差し伸べたりしなかった。

『本物』は、クリューの意思を待つことなく、ふらつく彼女の腕を掴むと無理やり立たせ、引き寄せると、勝手に力一杯抱きしめた。

「怖かったなァ。大丈夫だったか」

　まったく強引で、傲慢で、勝手で、優しくなくて。

　それでも抱きしめられた瞬間の、胸にぶつけた鼻の痛みすらも嬉しく思えてしまうのだから、きっと自分の居場所はこの人の隣にしかないのだろう。

　大きな手が、節くれだった指がクリューの髪をかき回す。

　他の誰でもないその人の名を、クリューは全力で呼んだ。今度こそ、喉に詰まることはなかった。

「スプートニクさん！」




　　　　　＊




「さァて、と」

　頬を寄せ、目を細めて甘えるクリューの髪を、存分に撫でてやってから。

　スプートニクは、青年の姿をした予告窃盗犯改め誘拐犯に向き直った。

「不ッ細工な面ツラに化けやがって。誰の真似だ？　コラ」

「聞くまでもなくアンタじゃない。よく似てると思うわよ？　勿論、不細工なところも」

　背後からの棘のある声。それに反応して、クリューが腕の中で顔を上げた。そちらを見、そしてそこにいる人を目の当たりにして素っ頓狂な声を出す。

「ナツさん。どうしてここに」

「あなたのことが心配で、午後だけ休暇を取ってきたの。どうやら正解だったみたいね」

　返ってきたものは、彼にかけられるのとはまったく違う友好的なそれ。舌打ちして小声で「お節介ババァ」と呟くと警棒で脇を突かれた。暴力女め。

「ご、ごめんなさい、あの、私、ナツさんに嘘を。実は私、里帰りなんて」

「いいのよ、最初からわかってたから」

「えっ」

「職業柄ね、人が言ったことが本当かどうかを見分けるのは得意なの」

　とはいえクリューの嘘の場合、あの態度では誰でも嘘だとわかりそうなものだが。ただ目を輝かせて「ナツさんすごいです」と感動しているクリューを邪魔するのも気が引けたし、よしんばそれを指摘して嘘が上手くなられても面倒だったので、黙っておくことにした。

　それに今構うべくは、この愛らしい従業員の素行についてなどではなく。

「的がデカくなって助かるなァ、オイ。ムカッ腹立つのは変わんねェけどな」

　傷ついた手を庇って佇む、青年の姿の魔法少女。よくよく見ると、手のあたりに光がほろほろ舞っている。どうも傷を癒しているようだ。

　魔法少女は、傷一つないスプートニクを訝しげに見ていた。

「君、僕の蛇はどうした――そうか」

　魔法少女はスプートニクの答えを待たず、忌々しそうに彼の後ろ、ナツを見た。

「警棒なんて持っていたから、警察官だと思ってしまったよ。君、どこの支部の魔法使いだ。名は？　彼を襲わせた蛇は僕が作ったものだ。この僕の魔法を撥ね除けるとは、よほど名のある魔法使いなのだろう？」

　魔法少女の勘違いに、スプートニクはつい声を上げて笑ってしまう。

「聞いたか、ナツ。お前、あれに魔法使いと思われたらしいぞ」

「何よそれ。まったく失礼ね」

　当のナツは、憤懣やるかたないといった様子で懐から手帳を出すと、魔法少女に向けて翳した。

「警察局リアフィアット支部のナツです。階級は警部。申し訳ないけどあなた方とは違う人種よ」

「えっ？」

「ていうか、蛇って何。私が来たときにはこの人は、針金とチェーンにぐるぐる巻きになって遊んでただけだったわよ」

「遊んでたんじゃねェ」

　思いの外絡まっていて取れなかっただけだ。

　一方、その返答を受けて、魔法少女の呆あっ気けに取られたような表情が不快そうに歪んでいく。苦く低い声でぼそぼそと、呟くように彼に問うた。

「何をした」

「当店うちの管理担当バックはいい人材おんなでねェ。どんな無茶な要求でも的確に応えてくれるんだ」

　しかし魔法少女にはその意味すら理解できないようで、振る舞いからはみるみる余裕が失くなっていく。その様子もまた、滑稽だ。

　せいぜい嫌味に笑ってみせると、魔法少女は憎々しげに彼を睨みつけ。やがて彼女が、我慢ならなくなったとばかりに吠ほえるまで、さほどの時間はかからなかった。

「わかったよ。――面倒なことはやめた、それなら君ごと攫っていくとしよう！」

　言うが早いか魔法少女は、自身の両腕を大きく振るう。と、彼女の目の前に、大きな光る投網が出現した。

　腕の中で、それを見たクリューがびくりと震える。ああ、怖がらせやがって。背中を軽く叩いて宥めてやるが、その努力をもかき消すように、魔法少女が大声を上げた。

「そいつらを捕まえろ！」

「嫌っ――」

「大丈夫」

　クリューがそれに向かって飛び出してしまわないよう、口を寄せ囁いて、彼女を右腕で固く抱きしめる。そしてスプートニクは、襲い来る投網に、ただ真っ直ぐに、自身の左手を翳した。

　ただそれだけの動作。けれど魔法少女の絶叫を聞くには、それだけで事足りた。

「なんだ……なんだそれは！」

「さて。なんだと思う？」

　魔法少女へではなく、腕の中から彼をきょとんと見上げるクリューに向けて、スプートニクは言った。

　無理もない。大きく広がっていた光の投網は、スプートニクの指先に触れるか触れないかの距離で突如収縮すると、跡形もなく消えてしまったのである。種を知らなければ、驚くのも当然か。ナツを見やると、そちらも目を剥いていた。三者三様の驚嘆ぶりに、つい笑みが湧いてくる。

「アンタ、一体何したの」

「実は俺も、少し魔法を齧っててね」

　また警棒で突かれた。今度は左肩を。

　まったく冗談の通じない奴である。舌打ち一つだけをそれに対する返事とし、次にクリューを見た。安堵すべきか警戒を続けるべきか迷っている様子の彼女の肩を軽く押して、ナツの方に行くよう指示をする。

「クー。お前はナツと避難してろ」

　すると想像通り、クリューの眉が寂しげに寄る。口を開こうとするが、言うことはわかっていたので、それより先に答えてやった。

「俺もすぐ行くから」

　不思議な現象を引き起こした彼の手をじっと見つめ、それから次に、スプートニクを見上げた。潤んだ瞳に、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの笑みで返す。

「……絶対ですよ」

　いたく不満げに唇を尖らせながらも、どうやら心配はないと判断したようだ。彼を離れてナツのもとへ移動する。お前はどうするとばかりにナツが目配せをしてくるが、軽く手を振って返した。いいからさっさと行け、のサイン。

　ナツがクリューを庇うようにして、部屋を出ていく。それを引き留めようと手を伸ばしたのは魔法少女だった。

「あ、待っ――」

「行かせねェよ」

　追いすがる彼女が制止の言葉を切ったのは、他でもない。

　その瞬間踏み込んだスプートニクの拳が、みぞおちに入ったからだ。利き手でのそれではなかったから渾こん身しんとは言い難いものであったが、数歩よろめいたところによると、それなりには効果があったらしい。だが正直なところ、衝撃自体が与える影響はどうでも良かった。

　魔法少女を襲ったのは、物理的な痛みだけではなく。

「いっ……ギャァァアァァァァァっ!?」

「アッハッハッハッハッ！」

　突如部屋中を響き渡った絶叫に、スプートニクは思わず声を上げて笑った。

　魔法少女は足から力が抜けたように、突然その場に膝をつく。そのときスプートニクは、彼女が今子供の姿をやめてくれていたことに、些かの感謝を覚えた。――これならば、欠片の良心も痛まない。

「痛いか？　熱いか？　残念ながら俺には魔力というものがなくてねェ。どういったものなのか、よければ教えてくれないか――『体内から無理やり魔力を奪われる感覚』というのは」

「てめ……何を……何を、ッ！」

　左手の指輪に嵌った緑の石が、まるで意志あるようにヌルリと光る。――想像以上の、効果である。

　荒い息に目を血走らせ、床から彼を見上げる青年の姿の魔法少女。ナツはその顔を評して「スプートニクに似ている」と言ったが、あの女の目には蛆うじでも湧いているのだろうか、一体どこが似ていると言うのだ。例えばそれが自分なら、こんな負け犬のような顔はしない。

　黒一色だった髪に灰が、白が、茶が、金がまだらに交じり、姿が保てなくなっていく。

　魔法少女を自称するこの魔法使い。しかし――この青年の姿は言うまでもないことだが――あの可愛らしい少女の姿もまた、魔法の産物であることは明らかだった。光の加減で色を変える白も青すぎる瞳も、いずれも自然の人間に見られる現象ではない。

　であるとすれば、その正体は。どれだけ醜いものなのだろう？

　スプートニクは、腰の物入れからざらりと幾つもの宝石を取り出した。原理こそ不明なれど指輪のそれと同じ効果を持っていることに気付いたのだろう、這いつくばった魔法少女がびくりと震える。その怯えようも滑稽で、笑みが腹の底から湧いて止まない。

「うちの店をここまで虚仮にしてくれたサービスだ。存分に振る舞ってやるよ」

「や、やめ、やめ――」

「正体見せろ、クソガキがァ！」

　苦痛に涙を浮かべ、懇願する情けない自分の顔に、同情など到底覚えるはずもなく。

　スプートニクは、握った数多あまたの宝石を、惜しむことなく撒き散らした。




　管理担当から届いたそれの説明は『私は石橋を叩いて叩いて叩き壊こわして暫しばし悦に入ってから渡りたい性格でして』という一文から始まっていた。

『無駄な用心を重ねるようで恐縮ですが、もう少々お付き合いください。曰く、魔法の発動に必要不可欠な要素は『加護』と『魔力』の二つなのだそうです。いずれか片方でも抑えられては力を行使できないとのことですから、恐らくはその札で対処できるでしょう。ですが、万が一、加護を制してもなお魔法を使えるという者がいたならば、その場合は単純に、対象から魔力を奪ってしまう方向でいかがでしょうか。宝石には大量の魔力を貯蓄する能力がございます。ならばその能力を変性、倍加させて、魔力を自おのずから収着させる性質を持たせたとしたらそれは、魔法使いにとって大きな脅威となるのでは』

　いかがでしょうか、などと意向を伺うように書いたところで、スプートニクに決定権などないわけだが。つまるところ、魔法使いにとってはあまりにも物騒な発想のもとに作られたものが『これ』らしい。

　床に転がり、蛇の目のようにぬるぬると不気味に光る宝石。魔法少女の悲鳴が細くなるにつれてその輝きは失われていく。

　やがて光の収まった床に転がっていたものは、やはり少女などではなかった。

　うつ伏せの頭が、ゆっくりと上がる。

　――すぐに思い至らなかったのは、やはり、それがあの陰気なローブを着ていなかったからだ。

　けれど「お前は誰だ」と尋ねるほどには、スプートニクの記憶力は悪くなかった。色素の薄く癖のない髪、オリーブグリーンの瞳と、中性的な顔立ち。以前に見たときよりやつれて見えるのは決して気のせいではあるまい。数日前、イラージャを伴ってやって来たあの男。魔女協会の使いと名乗ったあの男、ソアランが、宝石にまみれてそこにいた。

　つまるところ『魔女協会を騒がす魔法少女』とは。

　しかしスプートニクが絶句していたのは、魔法少女の正体に驚いたから、ではなかった。

「ふふふ……ふふふふ。ばれては、仕方がない」

　ソアランがゆらり、と立ち上がる。

　解ほつれた前髪を掻き上げ、スプートニクを真っ直ぐに見ると、彼は不敵に笑った。

「そうとも、魔女協会を騒がす怪盗、魔法少女ナギたんの正体はこの俺だよ」

　正体に気付かれたというのに、彼の物言いには怖おじる気配がまったくなかった。人さし指の先をスプートニクへ向け、宣言する。

「こうなったらもう、君を倒して屈服させるしかないようだね」

　けれどスプートニクには彼の宣言など、どうでも良かった。それより遥かに看過できぬことがあったからだ。

「どうでもいいけどお前」

　硬直していた喉が、ようやく幾いく許ばくか自由になった。

　声帯を何とか奮い立たせ、自身が絶句した理由を答える。

「なんで服装、魔法少女のままなんだ」

「可愛いだろう！」

　痛いところを指摘したはずだったが、どころか逆に嬉しそうに彼は答えた。ふわふわで真っ白なドレスに身を包んだまま、よくぞ聞いてくれましたとばかりに、胸すら張り、誇るように。

「変化の魔法は得意は得意だがね、服装まで変えるとなると結構神経を使うんだ。だから自作をしているんだけど、うふふ、可愛いだろう？」

　しかし成人男性のスカート姿――それもフリルたっぷり――は、こちらの精神に響くことこの上ない。そもそも少女の姿のために作られたドレスのせいだろう、青年にはサイズも合っておらず、あちこち解れ、破れている。

　それがやはり窮屈だったのか、ブーツを脱ぎ捨てながらソアランは言った。

「けれどなかなかこのセンスを理解してくれる人間がいなくてね。こんなに愛らしいのに、まったく心外だよ。ま、美とは得てして常人には理解され難いものであるがね」

「唇を尖らせるな気色悪い」

　魔法使いは特殊な人種で相容れることなど生涯なかろうと思っていたが、変態を受け入れられないという点では真っ当な感覚も持ち合わせているようだ――などと思った、その瞬間。

　不意に、嫌な予感がした。

　原因を理解するよりも早く手は動いており、腰の物入れから芯金棒――指輪作成の際に輪の大きさを固定させるための金属棒――を取り出し構える。それは、突然距離を詰めたソアランがスプートニクの目の前で刃物を突き出したのとほとんど同時だった。
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　ソアランは、いつの間にやらスティレットに似た細身の刃物を握っていた。どうも、脱ぎ捨てたブーツの中あたりに忍ばせていたようだ。もしくは、想像はあまりしたくないことだが、スカートの中にでも。

「成程。なかなか反応速度はいいみたいだね」

「近寄るな変態ッ！」

　精神的攻撃力の高い成人男性を至近距離に見て、思わず声を荒らげる。

　刃物と芯金棒の鍔つば迫ぜり合いはそう長く続かなかった。というよりも、スプートニクが続けることを拒否したわけだが。目の前のそれを成る丈視界に入れたくないというのも勿論だったが、それ以上に左足の負担のことが気にかかった。酷使されきった足は意識せずにはいられないほどに熱を帯びている。見下ろすと、左の大だい腿たい部ぶだけスラックスの色が変わっていた。

　長引かせたところで利はないと踏んだスプートニクは、また物入れに手を入れた。

　取り出したのは異様に輝く青い石一つ。先のものと同様、魔力を吸う加工をされた宝石だ。それを見てソアランは、ふふん、と鼻で笑った。

「まだ残っていたのかい。しかし残念ながら、俺の魔力はまだそれほど回復していない。使ったところで効果は見込めないよ」

　私、僕、俺。一人称がふらふら変わる奴だな、と思った。もしかしたら彼の中では使い分けがされているのかもしれないが。

　スプートニクは彼の言葉に、浅く頷いた。そんなことは百も承知である。だから、

「そうだろう。お前のは、な」

　含みを持たせ、言ってやる。

　するとソアランは訝しげに眉をひそめた。しかし、さすが聡明なる副支部長殿はすぐに意味を悟ったようで、みるみる顔色を変えていく。

「まさか」

　声は掠れていた。その、まさかである。

　左手に宝石を握り、右手を加工室のドアノブに掛けながら、スプートニクはこれ以上ないほど頬をほころばせ、そして、言った。

「テメェの部下が――どうなってもいいのか？」

　店で眠るイラージャの存在を、まさか忘れたわけではあるまいに。

　彼の笑みにソアランが何を見み出いだしたのか知らないが、少なくとも友好的なそれとは取って頂けなかったらしい。当然だが。

　ソアランは顔を怒りに染め、一歩踏み出して抗議の声を上げた。

「卑ひ怯きょう者もの！　彼女は関係ないだろうが！」

「何とでも言え！　勝ちゃァいいんだよ勝ちゃァ！」

　しかしスプートニクもまた、応ずるように吠えてみせる。

　ソアランはいかんともし難い状況に歯は噛がみしていた――が、体調に不安があるのは向こうも同様のようで、魔力を奪い取られた際の苦痛の名残か、やや足元が覚おぼ束つかないようだ。その上彼は『人質』を取られている。

　暫しの睨み合いのあと、先に得物を構えた手を下ろしたのは、ソアランの方だった。

「……わかった。彼女の身柄は諦めよう」

　思わず安堵のため息をついてしまったが、ソアランは気付かなかったようだ。不愉快そうな表情のまま、次いで彼の要求を伝える。

「その代わり、うちの部下に手を出すな。あとついでに、『魔法少女の正体』についても秘密にして頂こう。代わりに俺は、君の大事なお嬢さんの『体質』を魔女協会に報告しない。この取引、いかがかな」

「承諾できかねる」

　迷うことなくきっぱりと、スプートニクは言い放った。取引とは両者が譲歩をすることだ。この変態男には、爪の先一ひと欠片かけらでも譲ってやりたいとは思わなかった。

「大体、その『体質』ってェのはなんだ。どこかのカストリ雑誌がうちの店について、あることないこと書き散らしたのか？　うちの従業員を馬鹿にするようなら黙っていないぞ」

「あくまでも空とぼけるつもりかい。ならばこちらにも策がある」

「何？」

　眉をひそめる。今度笑ったのは、ソアランの方だった。

　そして彼はスプートニクを睨みつけると、到底受け入れ難いことを彼に宣言したのである。

「以上の二点の要求が呑めないのであれば、今この窓から飛び出して、大通りのど真ん中で『スプートニク宝石店の店主に拉致されてこんな格好をさせられた』と叫んでやる！」

「なっ――」

　スプートニクは目を見開いた。

　店の、店主の評判を地に落とすような、人とも思えぬ所業である。暫しの沈黙のあと、苦虫を噛み潰つぶしたような気分で低く毒づいた。

「卑ひ怯きょうな……！」

「君に言われたくないね！」

　スプートニクの言葉に重ねて叫ぶソアラン。

　のち、拗ねたように「どうして皆この衣装の愛らしさが理解できないのかは謎だけれどね」と続いた呟きを意識の端で聞きながら、スプートニクは考える。

　事実でないとは言え、妙な噂を立てられるのは客商売として到底歓迎されたことではない。この男に承伏させたい案件は他にもあるのだ、今ここで完膚なきまでに叩き潰してしまうのが手立てとしては最善なのだろうが、いかんせんこちらも傷を負った状態である。勝てるかどうかは五分五分だった。

　できれば譲歩はしたくないが、分の悪い賭けもまた避けたいのである。二つを天てん秤びんにかけ、結果出た結論は、スプートニクにとって『苦渋の決断』と言うにふさわしいものだった。

「……わかった。要求を呑もう、痛み分けだ」

「それがいい」

　ソアランは言って、笑った。しかしそれは人を小馬鹿にしたものではなく、力ない、心底から安堵したといった様子のそれだった。

　スプートニクと同様に、彼も相当疲弊していたらしい。壁に寄りかかり、深く息を吐く。

「まァ、なんだ。こちらの要求を呑んでくれた礼に、君が喜ぶ予言を一つ差し上げよう。――『魔女協会リアフィアット支部』の計画は頓挫する」

「何？」

　スプートニクはつい、眉を寄せた。『承伏させたい案件』として考えていたことを、彼の方から言ってくれたからだ。

「どういう意味だ」

「そのままの意味さ。さて」

　何の罠わなかと勘繰るが、彼としてはただの事実を伝えただけのようで、特別条件を提示することはなかった。

　ソアランは手を頭上に差し伸べると、人さし指をくるり、と回す。すると指先から光が溢れ出して、彼の全身を包み、やがて例の『魔法少女』の姿を形作った。奪い取ったはずの魔力は、どうやらもうそれなりに回復したらしい。副支部長の名は伊達だてではない、といったところか。

　彼の姿を青年から少女に変えた光の粒は、しかし収まることを知らない。そのまま彼だか彼女だかの周りをくるくると舞うと、やがて今度は彼の存在自体を、少しずつ希薄にしていった。

「それでは僕は去ろう。約束、くれぐれも守っておくれよ。いずれまた会うこともあろうが、そのときはどうか、敵同士ではないことを」

　言い終わったとほぼ同時、光はひときわ強く輝き――そしてそれが消えたとき、魔法少女の姿はどこにもなくなっていた。

「……終わり、かな」

　呟けど、返事はない。

　この部屋に残っているのが自分一人だけであることを認識した瞬間、どっと疲れが溢れてきた。頽くずおれそうになるのを何とか堪え、作業用の椅子を引き出し座って上半身を机に突っ伏す。

　魔法使いに対し、魔法少女に対し、思うことも解決していないことも多々ある。けれど今は、足は熱く頭は気怠く、何かを考えるのも面倒だった。馴染みの医師だが、三日連続で呼んだら、さすがに激怒されるだろうか。それを配慮するのもまた、億劫で。

　そんな纏まらない思考を持て余しつつ机の上で伸びをすると、不意に指先に何かが触れた。

　重い頭を持ち上げて見やるとそこには、見覚えのある、名刺大の用紙が一枚。あまりいい予感はしないが――人さし指で目の前まで引きずってくると、そこにはこう、書かれていた。

『しかし何も盗まず去るのでは、魔法少女の名が廃る。ここにあった宝石を一つ、頂いていこう！』

　最後の最後まで癪しゃくに障る奴である。しかし疲労のせいか、それほど腹に溜まらない。

　頬を机に触れさせたまま、呆れた心地でスプートニクは、呟いた。

「……それ、宝石じゃねェけどな」

　クリューから預かっていたぬいぐるみの瞳ボタンが、机の上からなくなっていた。
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　魔法少女に脅迫されたことで精神的に疲弊しただろうクリューに対し、しばらくの暇を出す必要があるかと考えていたが、意外にも彼女の快復は早かった。元よりそれほどのショックはなかったようで、足の怪我と疲労で翌日丸一日寝込んだスプートニクの方が、遥かに重傷だったと言えよう。

　ただそんなクリューも、魔法少女がなぜか彼女の『体質』を知っていたことは気にしていたらしく、ベッドの脇で震えながら語る様子はひどく痛ましかった。とはいえスプートニクが「そんな事実はないと魔法少女に伝えた」「雇い主の証言に魔法少女も納得していた」と答えると、さすが馬鹿もとい素直な彼女は安心したように胸を撫で下ろしていたが。

　丸一日寝込むと全身の倦けん怠たい感かんは嘘のように取れた。が、少なくとも三日は安静にとの老医師の言葉を守って――正確には彼自身に守る気はなかったがクリューが許さなかったのだ――ベッドで手芸に勤いそしむことにした。ぬいぐるみの目を直し、ついでに、あまりの質の悪さに加工のし様がなく放置していたルビーの欠片を使って、クリューの銀細工を補修、仕上げてやる。折れた耳は新たな銀粘土を接着剤代わりにして修復し、念のため補強としてリボンを巻く。ルビーは罅クラックの多いそれであったが、暖色系の生地で作られたぬいぐるみにルビーはよく合った。

　数日ぶりに双眸を得たぬいぐるみへネックレスを掛けてクリューに返すと、予想通り、彼女は驚きと喜びに声を上げた。きっと今晩からまた、あれと一緒に眠るのだろう。

　――そうしてあれから、五日が経った。




「ありがとう、ございましたっ」

　クリューの見送りの挨拶とともに、カランカラン、とドアベルが鳴った。

　店も通常通り再開し、そこに魔法少女が現れることもなく。事件前とさほど変わらぬ日常がようやく帰ってきたことを実感する。変わったものがあるとすればクリューの指輪の存在程度のものだが、それにさほどの違和感はなかった。最初こそ指輪の存在をあれだけ気にしていた彼女だったが、今はもう自分の体の一部のように振る舞っている。

　深く礼をした頭を勢いよく上げるクリューの様子をカウンターから眺めていると、不意に彼女が頬に手を当てて、蕩けるように笑った。

「うふふ」

「なんだよ。いきなり妙な笑み浮かべやがって」

「いえ。お客様、すごく喜んでらしたから、なんだか私も嬉しくなって」

　先ほどの二人組の客は、一組のペアリングを買っていった。出会って一年の記念なのだそうだ。彼らがいつまで仲睦まじくあるのかなどわからないからスプートニクにはどうでも良かったが、クリューはそれとはまた別の思いを感じていたようで、「いつまでも幸せでいてほしいです」と言った。

　そして、今度はスプートニクに向けて笑いかける。

「お客様が嬉しそうで、私も楽しくて、スプートニクさんがいて。……なんていうか、やっぱり、いいですね」

「何が？」

「こういうのが、です」

　どういうのだろう。

　理解が至らず、首を傾げてみせる。けれどそれすらも嬉しいようで、彼女の表情が崩れることはなかった。

「ずっとこうだったらいいですね」

「ずっとこう、ねェ――」

　それもそれで諸々問題ありそうだが、とスプートニクが言いかけたのを遮って。

　入口扉のドアベルが鳴った。いつもより数割増しで、けたたましく。

「ん。あァ、いらっしゃいませェ」

　同時に急ぎ足で入ってくる人影が視界の端に映って、何をそんなに慌ただしくしているんだと思いながらそちらを見る。入ってきた人影は、女性だった。茶色いセミロングの、比較的可愛らしい印象をした女性。ただ、他人として街ですれ違ったとしたならそれほど記憶には残らないだろう部類の外見をしていた。

　欠伸を噛み殺しながら来店を迎える挨拶をする。対して真面目な店員は、接客態度に難ある店主をこっそり睨みつけてから、彼女のもとに歩み寄った。

「いらっしゃいませ、お客様。何かお探しの品でもおありでしょうか」

　しかし『客人』は答えない。どころか、クリューを見ようともしなかった。真っ直ぐに、じっと一点を見つめている。

　客人の、視線の先にあるものに、スプートニクは気付いていた。

　気付いていて、敢えて言わなかったのだ。

「お客様？」

　しびれを切らしたクリューがもう一度、声をかける。

　するとようやく、彼女は口を開いてくれた。まるで囁くように、万感の思いを込めたかのように。

「――会いたかった」

「え」

　震える唇はゆっくりと吊り上がり、笑みの形に変わる。白い手は胸の膨らみの前で組まれ、見開かれた瞳は表情の変化に伴い細められてゆく――驚き、声を上げるクリューのことなど、文字通り眼中になく。やがてその表情が完全な喜色に彩られたとき、彼女は我慢ならなくなったとばかりに、強く叫んだ。

「会いたかったわ、スプートニク！」

　店に入ってきて早々に見せた反応からするに、恐らくそう来るだろうと、予想してはいた。が、予想できていたからといって、客人の言葉をすぐさま受け入れられるかというとそれはまた別の話だ。見覚えのない顔と身に覚えのない再会の挨拶に、スプートニクはつい眉根を寄せる。

　客人は狼狽えるクリューを置いたままカウンターにつかつかと寄ってくると、スプートニクをじっと見つめ、首を傾げた。

「忘れたの？　私のことを」

「そもそも知らん。誰だお前」

　物言いによればどうも客ではないようだ。また、行きずりの女をいちいち覚えているほどスプートニクは情に厚くもなかった。だからそう問いかけると、やはり後者のうちのいずれかなのだろうか、彼女は傷ついたように目を見開いた。

「ひどい、私たち、あんなに……夜じゅう語り合ったこと、私は忘れていないのに。ね、そんなひどい嘘、やめて。私、どうしてもあなたともう一度お話をしたくて」

「す。すぷ。スプートニク、さ。おし、お、お知り合いで？」

　スプートニク以上に混乱しているらしいクリューの引き攣った声が、視界の外から投げかけられる。

　しかしスプートニクは答えない。頭の一部が目の前の女に対し強烈な違和感を訴えていたからだ。この女の顔をどこかで見たことがあるような気がしたのである――否。この顔を見たことは、ない。少なくとも、覚えてはいない。けれど何か、思い当たるものが。

　顎に手を添え、無言を貫くスプートニクへ、女は更に一歩寄った。

「ね。お願い、ちょっとだけでも、時間をちょうだい。話がしたいの」

「あ、あの、あの。失礼ですが店主は今、業務中で――」

「あァ。わかった」

　その言葉は単純に『既視感の正体に気付いた』という理由から口をついて出ただけで、決して『承諾した』という意味合いではなかった。驚いたように目を剥いたクリューとぱっと表情を輝かせた女を見るに、彼女等は後者として取ったようだったが、間違いを訂正するのも億劫だったし、いずれにせよ時間を取ることには変わりなかったから黙っておいた。

　立ち上がり、再びの黙考。加工室か、それとも。少し迷ってから、スプートニクは歩き出した。

「クー、お前は店番していろ。……来い」

　クリューの何か言う声が耳に届くが、店を置いては来られまい。機嫌を損ねた従業員を後々どう宥めるかを算段しながら、スプートニクは入口扉に手を掛けた。




　店を出て、背後を一度も振り返らぬままやって来たのは、スプートニク宝石店と同じ並びにある喫茶店だった。

『営業中』の掛かったドアを引くと、コロンコロンとドアベルが鳴った。スプートニクの店のものよりややくぐもった音。入口を潜くぐると、顔見知りの店員がこちらを振り返って花のような笑顔を見せた。

「いらっしゃいませ！　……って、あら、スプートニクさんじゃない」

「やァ、エルサ。この間のレモンパイ、旨かったよ」

「お口に合ったなら何よりよ。それで、今日はどうなさったの？」

「いや、ちょっと――」

　しばらく席を貸して欲しい、とスプートニクが言いかけた、それを押しのけるようにして。

「やァ、なんて可愛いお嬢さんだ！」

　視界の外から飛び出して来た影が、彼女の右手を固く掴んだ。

　そのままスプートニクとエルサが何かを言う間も与えず、その人は片膝をついて彼女の手を捧ささげ持もち、勢いよく言葉を重ねる。

「はじめまして！　俺はソアランと言います君の名は？　いや名前なんて知らなくてもいいねなぜなら俺たちの出会いは運命なのだから！　あァしかしなんと可愛らしいお嬢さんだ君の前ではどんな花も装飾品も霞かすんでしまって俺は君に何をプレゼントしたらいいのかまったく見当もつかないよということで君これからちょっと時間――痛いて痛いてててててててッ」

「お前はナンパのためにコークディエからはるばるやって来たのか？　副支部長殿」

　あっさり正体を現した『客人』の耳を摘まみ、捻じり上げてやる。それでも頑なに手を離そうとしない彼だったが、エルサは気を害した様子もなく、ポニーテールを左右に振りながらいたく陽気に笑っていた。

「あっはっは、面白い方ね！　スプートニクさん、こちらは？」

「婚約指輪の依頼に来た客だ。婚約者には内密に作成したいそうで、店の中での話し合いは避けたいと言われてここに来たんだけどな、奥の席、空いてるか」

「うん、空いているわよ。どうぞ使って！　あっ、勿論、注文はして頂くけれどね」

　適当な嘘をついて尋ねると、そんな冗談とともに、希望通り店の奥まった席に通された。観葉植物と衝立パーティションの陰に隠されて、外からは彼らの姿は窺えなくなる。

　出された氷入りの水を口を湿らす程度に飲んで、スプートニクは息をついた。

「さて、と」

「あ、俺アイスティとこれ食べたいな、苺いちごタルト！　君はどうする？　俺のおすすめはこれかなっチョコレートサンデー！　これ美味しい絶対美味しいよあーどうしよう俺も食べたくなってきたあっそうだいいこと思いついた俺の苺タルトと半分こしない!?」

「コーヒーブレイクしに来たんじゃねェぞ糞くそが」

　男と甘味を分け合って食う趣味はない。

　しかしキャッキャと一人ではしゃいでいるソアランは、スプートニクの意向も聞かずエルサを呼ぶと勝手にそれらを注文してしまった。店員と軽薄に話すその様子を見ていると、本当に目の前にいるのはあの、薄笑いの苛立つ男と同一人物なのかと疑いたくなってしまう。

　スプートニクはコーヒーを一杯頼んで、エルサを下がらせた。なおもメニューを楽しそうに眺めるソアランを見やり、改めて言う。

「さっさと本題に入るぞ」

「急く男は嫌われるよ」

　いちいち腹の立つ奴である。

「何の用だ。俺を苛立たせるためだけにわざわざ御足労下すったのか？　副支部長ってェのはよほどお忙しいご職業とお見受けする」

「御上手な嫌味をご馳ち走そう様さま。ま、普通の人や普通の魔法使いにとっちゃ距離もあるけれどね、俺にとっては一瞬だ。あァ、ちなみに女の子の格好で訪れたのは、君のお嬢さんを無駄に怖がらせたくなかったからだよ。俺が俺として君のところを訪れたとして、君たちは歓迎してくれたかい？」

　歓迎はしなかったろうな、と心の中だけで頷く。副支部長として来ても、魔法少女として来ても。ただあの様子で現れた見知らぬ女性をクリューが歓迎していたかどうかとなると、それもまた、疑問である。

「……と、そうだ。取り敢えず」

　ソアランは何かを思い出したように呟くと、上着のポケットに手を突っ込んだ。――ちなみに女の子の格好をしていたときの服装は魔法で変えたものだったらしく、今は一般的な男性の服装をしている。シャツと細身のカーゴパンツ、ブラウンのブーツにフェイクフード付きのデニムコートを引っ掛けたスタイル。

　しばしのち、ポケットから取り出した彼の手に握られていたのは、黒い粒だった。

「これ、返すよ」

　悩むまでもなくすぐに思い当る。ぬいぐるみのボタンである。

　魔法少女が宝石と勘違いして盗んでいった、例のあれ。

「要らん。もう代わりを買ってきた」

「俺だって要らないよォ」

　さすがの魔法使いもボタンに魔力を詰めることはできないのだろう、情けない声を上げた。げんなりと疲れたような表情で机に突っ伏す――が、ちょうど運ばれて来た品を見ると、パッと顔を上げた。現金なものだ。

　ガムシロップを大量に入れたアイスティを、この世の至福とばかりの表情で掻き回す。初対面のときこそ食えない男そのものであった彼だが、そうしていると確かに魔法少女の面影があった。

　くるくるとストローを回し、伴って揺れる氷を眺めながら、彼は冗談めかしてこう言った。

「さて。今回は大変お疲れ様でした」

「其方そちら様も、と答えられるほど俺の懐は深かねェぞ」

　即座に答えてやると、ソアランの顔が苦笑に歪んだ。

「悪いことをしたとは思っているよ」

「となれば当然慰謝料は払ってくれるんだろうな？　言っておくが贖しょく罪ざいの念を表したところで酌量の余地はないぞ」

「後日治療費に色を付けてお支払いするよ。それでいいかな」

「請求先は『魔女協会コークディエ支部副支部長様方魔法少女ナギたん様』でいいのか」

「それは勘弁」

　勿論、本当にやるつもりは毛頭ないが。

　ソアランの、延々ストローを回していた手がようやく止まった。シロップの溶けきったアイスティを一口吸い「甘い」とにっこり笑ったあたり、彼は相当の甘党のようだ。

「いろいろ誤算はあったが、なんとか成果は頂けた。その分の謝礼も付けさせて頂こう」

　その言葉に、スプートニクは思わず首を傾げた。成果？

　今回の一件で、魔法少女に『成果』と言えるような何かがあったろうか。互いに得るものはないまま痛み分けで終わっただけだったような。

　尋ねるが、「こちらにもいろいろあってね」とぼかされた。続いた「君の不利益になるものではないから安心してくれていい」という言葉をどこまで信じていいものか迷ったが、スプートニクの結論が出るより早く、ソアランは話題を変えてしまった。こちらに少し身を乗り出す。

「ところで、君、あれのことを教えておくれよ」

「あれ？」

「あれだよ、あれ。『僕』の力を奪った、あれのことだ。勿論、協会には内緒にするから、どうか教えてくれないか。あんな道具初めて見たよ、面白かった」

　話してやる必要は、ないのだ。彼が魔法使いである以上、いつか再び敵としてまみえる可能性がある以上、黙っていた方が得になる。それはわかっていた。しかし、

「あァ、あれか」

　つい種を暴いてしまったのは、互いの『心臓』を握り合っていることから来る、ある種の仲間意識のせいだった。もとより、仕組みを知ったところでどうにもなるまいし。

　手紙にあった内容を簡潔に話してみせると、彼は目を剥き、驚きながらも声を上げて笑った。

「へェ、あはは。面白いことを考える人もいたもんだ。いや、考えるだけでない、作り上げてしまうなんて！」

「笑える話なのか」

「俺にとってはね。協会の人間が聞いたら青褪めるなんてものじゃないだろう。そんな恐ろしい道具、彼らが存在を許すとは思えない」

「お前はいいのか。『それ』の存在を許容するのか？」

「俺は、あった方がいいと思うよ。慢心に胡坐あぐらを掻いた奴らを矯正できる」

　ソアランは意味有りげに笑った。魔法少女のそれによく似た笑い方。

　そしてその顔を見てスプートニクは、一つのことを思い出した。

「どうしてお前は、東のこんな場所で魔法が使えるんだ」

　魔法少女の最大の武器。こちらだって道具の仕組みを明かしたのだ、話を聞いてもよかろうと思い、尋ねてみる。と、ソアランは小首を傾げてみせた。

「ううん。君は聞いてもあまり意味はないと思うけどね」

「そうだな。だから、ただの世間話の一環だ」

「世間話で最大の種を明かさなきゃならないのか、俺は」

　しかし彼の口ぶりは、どうもその『種』を明かしたがっているように見えた。ただ、どうしよっかな、どうしよっかなと歌うように呟くソアランを待つのも若干腹立たしく、だから。

「幾つか考えてみた。答えが出せるわけなんてないから、やめたけどな」

「うん？」

「魔法少女が魔法を使える理由」

　するとソアランは、目を輝かせ、こちらに身を乗り出してきた。

「面白そうじゃないか。聞かせておくれよ、君の推理」

「理屈も裏付けもない、ただの推測だ。当たってはいないと思うぞ」

「それでも聞いてみたい。こういう話をできる相手が、今はもう、いなくてね」

　まるでかつてはいたような言い回しだ、と思ったが――口にはせずにおいた。代わりに、彼の要望に応えることにする。

「可能性一つ目。魔法少女自身が『始祖』である」

「ふむ」

　魔法使いでもなんでもないスプートニクの語る可能性に、否定も肯定もせず、ソアランはただ頷いた。彼らにとってその発想が突飛なのかどうかもわからないが、この場合、未知を恥だとは思わなかった。そのまま続ける。

「始祖の加護がなければ魔法使いは魔法を行使できない。ということはどこにいても始祖の加護があるのならば使えるのでは、という推測。また、同様の理屈から、可能性その二。魔法少女が『始祖』を盗み出して常に持ち歩いている」

　魔法少女が始祖とやらの祭壇に足を踏み入れたことがある、とイラージャが語っていたのを、スプートニクは忘れていなかった。

「だがその理屈からすると、魔法少女が移動するに伴って、魔法の効力が及ぶ範囲も移動していないとおかしい。イラージャは特にそんなことを言っていなかったから、そういうこともないんだろう？　というわけで、その二つの可能性は、現実的ではないと言える。……それにいずれも、魔法少女に符の効果がないという現象や、お前のあの言葉には適そぐわなかった」

「あの言葉？」

　俺何か言ったかな、と呟きながらフォークを咥くわえるソアラン。

　眉間に皺を作る彼を眺めながら、スプートニクは続く話をどこから説明すべきか考える。サンデーに飾られたバナナを気分転換に頬ほお張ばってみるが、チョコレートでコーティングされたそれはただ甘いだけだった。なんとか咀そ嚼しゃくして、再び言葉を紡ぐ。

「……宝石には力がある。魔力云うん々ぬんという話ではなく、精神的、心理的効果として」

「うん？」

　話が飛んだね、とソアランが不思議そうに言った。しかしスプートニク自身には、特に話を変えたつもりはない。彼はソアランのオリーブグリーンの目を真っ直ぐに見返した。

「例えばペリドットなら『行動力』、サファイアなら『鎮静効果』。それは一種の偽薬効果プラセボに近いものだ。プラセボという言い方が正しくないのであれば言い換えよう。――暗示だ」

　スプートニクの言葉にソアランの、どこか幼さの残る瞳がぱちくりと瞬きをする。ようやく話の繋がりが見えたのか、その拍子に、失われていた焦点が戻ってきた。

　彼の返答を待たず、更に言葉を重ねる。

「お前はお前以外の魔法使いを指して『勝手に自身の足に枷など嵌めている』奴らと言った。通常の魔法使いは『枷』を自発的に作り上げている。となれば、外部環境から強制的に与えられた回避不可能な制約はない、つまるところ実際には枷などないに等しいことになる。そこから想像するに、枷とはある種の自己暗示なのではないか。そして枷とは『加護がなければ魔法が使えない』という魔法使いの制約のことだ。……以上のことから」

　机の端で、ソアランが握り拳を作っていた。やや身を乗り出し、目を輝かせたその姿は、まるで父親に話の先をせがむ子供のようである。

　それに気付かないふりをしながらスプートニクは、自らの考えた結論を、彼に伝えた。

「以上のことから、俺が思ったのは。『加護の存在如何いかんにかかわらず魔法の発動は可能である』……いや、そもそも、『始祖の加護などという魔法の効力範囲の制限は存在しない』？」

「見事だ！」

　溜まったものを一気に吐き出すかのような勢いで、ソアランはそう、賞賛の言葉を彼に伝えた。魔法というものの知識のない中で、会話の端々から推測しただけの理屈だったが、どうやら及第点は貰えたらしい。この興奮からすると、もしかしたら及第点どころではないのかもしれないが。

「勿もっ体たいない、いや、勿体ない！　なぜ君は魔法使いではないんだ！　君が魔法使いであったなら、すぐにでも魔法少女の弟子として迎え入れたのに！」

「御免被る」

　たとえ魔法が使えたとしても、魔法少女の弟子にはなりたくない。

「そうとも。これはある種の暗示だよ。協会幹部が魔法使いたちに振り撒いている、強固な暗示だ。そして魔法使いの間での揺るぎない『法則』だ」

「それじゃ、魔法が使えないのはただの『思い込み』ってことか？」

「その通り。だからその『思い込み』を捨てれば誰だってどこでだって魔法は使えるよ。ただし、魔法使いにとって『始祖様』は絶対で、『始祖様の加護』もまた絶対だ。協会幹部によって刷り込まれた『常識』だ。それが存在しないなんて到底信じられるはずがないんだよ。例えば突然、『お前が空を歩けないのはそう思い込んでいるせいだ』と言われたら、君は信じられるかい。信じて空を飛べるかい」

　無理だろうな、と思う。常識を覆すというのは生半可なことではない。

「幹部とやらは、どうしてそんなものを魔法使いの教えとしているんだ」

　その技術の仕組みさえわかれば、魔女協会の更なる発展に繋がるでしょう――いつかのイラージャの言葉を思い出す。しかしソアランは、それすらも見下すように言った。

「勿論、自分の下にいる者たちに制約をつけるためさ。自身の目の届かない大陸の端で、一いっ揆きでも起こされたらことだからね」

「成程。けどそれなら、どうしてお前はその『暗示』を破ることができたんだ？」

　するとソアランは、手を組み、笑った。見るものからすればいろいろな風に読み取れる笑み。けれどソアランはその真意を語ろうとはしなかった。ただ、

「いろいろあったんだ」

　との一言だけで、終わらせてしまった。

　そしてソアランは視線を落とし、自身の手を見た。傷のない滑らかな指はどこか女性的でもある。指輪一本の装飾もないそれを眺める彼は、まるで何かに祈っているようでも、また何かを想っているようでもあったが、実際のところどうであったのかは定かでない。




　スプートニクはソアランが再び口を開くまで無言を貫くつもりでいたが、沈黙のときはそれほど長く続かなかった。空のグラスを認めたエルサがポットを持って「お水のお代わりはいかが」とやって来たからだ。

　調子のいいこの男がそれに黙っているわけもなく、愛想を全力で振り撒きながら水を注いでもらうと、やはり多量の語彙を操って礼を言う。エルサが厨ちゅう房ぼうに戻る頃にはもう、彼の調子は元通りになっていた。

「いやァ可愛い女の子はやはりいいね。眼福だ。……えっと、何の話をしていたんだっけ」

「魔法の話だろう。加護の、制約の」

　言ってやると、手を打ち合わせ、そうだそうだと頷いた。彼の表情にもう、影はなかった。

「だけどイラージャは、どうしてああも魔法少女に執着するのかな。ま、確かに彼女は魔法少女の担当ではあるがね。俺は上司として再三言っているんだよ？　深追いは危ない、と」

　タルトを一欠け口に放り込む。不思議そうな表情で咀嚼するソアランに、スプートニクはぽつりと言った。

「お前のためだろう」

「俺の？」

「お前ほどの実力者がリアフィアットのような田舎に置かれることが、腹に据えかねたんだそうだ。お前が魔法少女を捕獲したと報告すればそれも立ち消えになるとの算段で」

「……そうなのか」

　恋心云々は割愛したが、それでもソアランを落ち込ませるには充分な効果を発揮したようだ。俺のせいか、とソアランは深い深いため息をついた。

「まァ、ね。新支部の支部長とか言ったって、リアフィアットじゃぱっと見左遷だよね左遷……あ、リアフィアット市が田舎って言ってるわけじゃないよ、念のため」

「わかってる」

　普通の魔法使いならほぼ魔力の自由にならない土地である。一体どんな魔法使いが好き好んでそんなところで仕事をしようというのか。辺境に据え置かれよう運命からなんとかして逃れたいと思うのは人として自然な――、とそこまで考えて、不意に気付いた。

「『ぱっと見』左遷？」

「あ」

　耳に留めた違和感を繰り返す。と、ソアランは間の抜けた声を上げた。それから苦々しく眉を寄せ、失言だった、とでも言いたそうな表情をする。

「実際には何かの密命があったとでもいうのか」

「大丈夫。全部、片付けたし、リアフィアット支部の計画は立ち消えになった。君が気にすることじゃ、って言って納得する顔はしていないね。君は表情によく出る」

「隠そうとしていないからだ。隠せばそれなりに隠れる」

　本当かなァ、と小馬鹿にしたように唇を歪める。八つ当たり気味にサンデー頂上のアイスクリームを食べるでもなくつついていると、彼はこんなことをスプートニクに尋ねた。

「鉱石症。って、知ってる？」

　その瞬間、水分を口に含んでいなかったことを、幸運に思った。

　しかし動揺には気付かれてしまったようだ。スプートニクの様子に、ソアランは上目遣いで笑みを作った。

「知らないわけない。よね、君」

「何のことだ」

「嘘が下手だなァ」

　知らないわけが、なかった。

　原因不明の病気の一つに、『結石症』というものがある。体内に結石ができやすくなる病気のことで、最初は咳や排はい泄せつ等によって対処できるが、結石は進行とともに大きさと数を増し、やがて死に至る。病例が少なく今なお詳しい研究が進んでいないそれであるが――かつてスプートニクがとある医療従事者に聞いた話では、その病気に似た症状、もしくは現象として、魔法使いの間に興味深い逸話があるという。

「昔々、とある可愛い女の子がおりました。ある日女の子が泉まで水を汲みに行くと、一人の老婆に会いました。老婆は言います『お水をちょうだい。喉が渇いてつらいのよ』。心優しい女の子は、お水を一杯注いであげました。老婆は実は魔法使いで、お礼にと女の子に魔法をかけてくれました――それはなんと、女の子がお話をするたびに、女の子の口から宝石が溢れる、なんとも素敵な魔法でした」

　子供に語るような口調で、ソアランはその話を披露してくれた。言われるまでもなく、知っていたが。

「そんな話が魔法使いの世界にはあるんだ。幻の魔法『鉱石症』ね」

「御お伽とぎ噺ばなしだろう」

「と、思っているよ。多くの魔法使いはね」

　頷くが、その動作は決して肯定を表すものではない。ソアランの声に、瞳に、熱が入る。

「けれど本当にあったとしたらどうだ、宝石を生み出せる人間なんて！　そんなものが本当にあるとするなら、それは魔法使いにとって何にも勝る『道具』だ。そう思った幹部たちは幾度も実験を繰り返してきたよ。幾人もの子を買い、攫い、幾種もの魔法を試し。しかし成果は得られなかった――得られていない」

　現在形に言い直したことに意味は、あったのだろう、恐らく。

　ソアランの声が低くなる。つられてスプートニクも机に身を乗り出す。彼らの会話を聞いている魔法使いはいないだろうが、それでも囁くように、ソアランは続けた。

「少し前、誘拐事件があったろう」

　探るような、ソアランの言葉。

　どの誘拐事件かを聞く必要は、なかった。スプートニクにとって最も印象に残っているそれなど決まりきっていたし、恐らくはソアランもそれを知っていただろうからだ。

　彼が言うのは恐らく、半年前のあの事件。クリューが攫われ、スプートニクが犯人らを完膚なきまでに叩きのめした。口封じは行われた。そのはずだ。

　しかし。スプートニクはそれに関して先日、一つのことを知らされていた。あのお節介な警察官、ナツが持ってきた情報――リアフィアット市滞在記録。その内から抽出した魔法使いの訪問情報を見て、ナツもまた、スプートニクと同じ印象を持った。『ここ半年で急激に増えたみたいね』

　それは単に、リアフィアット支部設立のための下調べに来ているのだ。そう思った。

　ただ同時に、『タイミングが合いすぎている』。そうも思った。

　考えすぎでは、なかったらしい。

「たまたまその事件の話が、恐らくは本当に偶然に、魔女協会の人間の耳に入った。被疑者は現在も混乱状態にあり、真っ当な証言ができずにいる。しかしその中で一度だけ言った『娘から宝石が』という言葉が気にかかったらしい」

　思わず、歯噛みした。余計な証言をしやがって、という犯人への焦燥と、余計な記録を残しやがって、という警察局への苛立ちと、詰めを誤った自分自身への怒りとが相まって。

　スプートニクがリアフィアット市に店を構えた理由を、クリューは『魔法使い相手に商売をしたくないから』と判断したが、それは半分合っていて、半分は間違いである。スプートニクは彼女を雇ったとき、いつか旅をやめてどこかに店を構えるのなら、魔法使いの手の届かない場所に居を構えると決めた。

　クリューの『体質』が彼らに知られればどうなるか、わかっていたから。

「彼らは勿論思ったね。『従業員の娘が鉱石症患者である可能性がある』」

　つまるところ彼らの設立の本当の目的は、支部長となるはずだったソアランの『密命』とは、スプートニク宝石店の、クリューの監視、だったのだ。

　その可能性も考えていた。彼がイラージャを連れ立ってスプートニク宝石店に訪れたあのときから、ずっと。

　彼と対面し、魔法少女のことを話したとき、彼は一度だけクリューのことを『クリューさん』と呼んだ。スプートニクのことは終始『店主様』と呼んでいたのにもかかわらずだ。二人の名を知っていたならただ一言そう言えば良かったはずなのに、なぜか彼はその一度以外はあれを『お嬢さん』と呼んだ。――まるで、もともと彼女のことを知っていたということを隠すように。

　杞き憂ゆうであれと思っていた。けれど。

　気付かれたのなら、この街での定住も終わりか。ソアランの言葉を聞きながら、波一つ立たぬコーヒーの水面を眺める。混乱しそうになる頭を無理やり押し込め、思考を回転させた。この街を離れる手続きを一刻も早く。でなければ――逸る脳を必死に落ち着けようと努力しながら、椅子を立ちかける。

　けれどそれを、押し留める手があった。

「スプートニク」

　はっと、意識が現実に戻る。ペリドットに似た色が、揺らぐことなくスプートニクを映していた。彼は席を立ちかけるスプートニクの腕を、固く握り引き止めていた。

　ソアランが彼のことを、彼として初めて、名で呼んだ。

「座り給たまえ。座って、落ち着いて俺の話を聞いてくれ。――いいかい、万が一にも何かあったら、口裏を合わせておくれよ」

　机上でカラン、と音がした。アイスティの氷が溶けて動いた音だ。

「君の署名を偽造させてもらった。彼女の後見人である店主スプートニクの許可のもと彼女に鉱石症の検査を受けさせたということにしてある。検査の結果、陰性であると結論付けられた偽の診療録カルテを作り、協会に提出した。また、先日の誘拐事件の犯人にも秘密裏に接触し、少し記憶を弄いじらせてもらった。すべてのことはもう完璧に覚えていない」

　早口で捲まくし立たてるソアランの言葉を頭の中で整理しながら、同時にその傍らに、手元にあるだけの情報を並べ計算する。むかむかと苛立つ腹を抱えながらの作業はひどく重労働で、匙を投げ出したくなるのを何とか抑えた。

「そして同時に、リアフィアットの支部を作る理由は、なくなった。今日俺が君に会いに来たのは、リアフィアット支部設立計画が完全に白紙になったことを伝えるためだ。ついでに言うと『僕』が君のところを襲撃した本当の理由は、彼女の身柄を欲したからじゃない。『裏付け』だった」

「裏付け？」

「俺の報告を、彼らが信じたかどうかの」

　成程。

　例えば魔法少女が彼らの欲す『道具』を盗みに来るとなったら、彼らは恐らく何としてもそれを防ごうとするだろう。店主スプートニクが不要だと断ったところで無理やりにでも来ただろうし、実力行使に出た可能性も否定できない。最悪の場合、捕り物のごたごたの間にクリューを拉致――というのはいくらなんでも、考えすぎかもしれないが。

　しかし実際は、使いに来たのは二人だけで、更に、スプートニクに断られるとあっさり帰還を命じた。それは即ち、魔女協会はもうクリューないしはスプートニク宝石店をそれほど重要視していないということになる。

　けれども。スプートニクは考えていた。

　判断すべきは、魔女協会の真意、そこだけではない。

「俺を信用していいのか決めあぐねているね？」

　腹の底を見透かされ、つい眉間に皺が寄る。そんな彼を茶化すように、また強張った雰囲気を和ませようとするようにソアランは、「顔が怖いよ。はいあーん」と苺を刺したフォークの先を差し出した。しかし当然ながらスプートニクには、野郎にものを食わせてもらう趣味はない。即座に拒絶するが、それもまた面白かったようで、彼はからからと笑った。

　拒否された苺を自分の口に運び、ソアランは続ける。

「まァ、いいんだ。今日のこれはただの報告であって、君の決断を聞きに来たわけではない。君が俺を信用に値すると判断しようがしなかろうが、君が彼女の『体質』の存在を認めようが認めまいが、どちらでも。彼女の『秘密』が協会にばれなければ、ね」

「どうして」

　疑問が口をついて出た。

　スプートニク宝石店と関係のないはずのソアランがどうして、クリューの身の安全を気にするのか。それがどうしても、わからなかったからだ。

　もしや彼の存在は、彼女の『体質』と何か関係があるのだろうか。スプートニクは自分と出会う前の彼女のことをほとんど知らない。クリュー自身が覚えていないからだ。もしかしたらソアランは、当時以前の彼女と何らかの関係が――しかしスプートニクの予想は外れたようだ。

　彼の問いかけに、ソアランは愚問だとばかりに肩を竦めた。

「『どうして』？　決まっているじゃないか、魔法少女は彼らに仇あだ為なす存在だ。彼らの目的の邪魔をしたい、ただそれだけの行動原理に一体何の不思議があろう。それに」

　彼はそこで一度言葉を切ると、フォークを手に取り、タルトを彩る一番大きな苺を持ち上げた。突き刺すではなくそっと、櫛の上に載せて。

　薄いゼリーの膜がかかったつやつやと光る熟れた大きな苺を、一口でぱくりと食ってしまうと、厨房に向けて「美味しいよ、エルサ」とまるで子供のように手を振った。ポニーテールが揺れて振り向き、ありがとう、と答えが返る。

　スプートニクに向き直ると彼は、にひひ、と歯を見せて笑い、そして続きを言った。それはひどく軽薄な本性を持つ彼の行動理念のようで、けれどもっと何か、彼以外の者には推して知ることすら憚られる、深い意味があるようにも思えた。

「俺は可愛いものが好きなんだ。可愛いものは守ってやりたい。できるだけ」

　ただその真意を問いかけることも憚られ、スプートニクは無言でコーヒーを啜る。苦味酸味が強まっていたが、まだかすかに温もりが残っていた。




「ありがとうございました。またいらしてね」

「是非とも！」

　エルサの見送りの言葉を受けながら、またソアランの調子のいい挨拶を意識の端に聞きながら、スプートニクは喫茶店の扉を開けた。来たときと同じようにドアベルが鳴って、彼らを送り出してくれる。

　昼は越えたが夕暮れには程遠い。あとを続いて出てきたソアランが額に手をかざし空を見上げ、「やァ、いい日差しだ」と言った。雲の少ない青空が広がっている。これだけいい陽気だというのに室内で黙々と仕事をするのも面白くない、もうしばらくどこかで遊んでから帰ろうか――そんなことを考えていてふと、聞き忘れていたことを一つ思い出した。

「だけど、お前」

「うん？」

「魔法少女がうちに来た理由が裏付けだったっていうなら、あそこまでやる必要はなかったんじゃないのか。俺を縛り上げ、クーを眠らせてまで攫おうとする必要がどこにあった」

「下手に手加減したり、やることやらないで協会や君から疑われても面倒だったからね、やるならしっかり全力でやるしかなかった。……あとは嫉妬、かな」

「はァ？」

「あれだけいちゃいちゃされたら仲を裂きたくもなるじゃないか、寂しい独り身としては」

　呆れた動機である。

「でもまァ、負け犬は負け犬らしく頭こうべを垂れるとするよ。もし何かあったらコークディエの魔女協会まで連絡をおくれ、君の力になろう。君のところの名を出すのが嫌なら宝石商会の名義でも構わない、親展扱いにして頂ければ部下が開封することもないし……君の所属している商会はクルーロルで良かったかな。あそこの事務員は可愛い子が多くてよろしいね。コークディエ周辺のしか知らないけれど」

「そんなこと考えながら仕事してるのか。セクハラだ」

「四六時中猫を被っているんだ、頭の中くらいは獣であっても良かろうよ」

　そして彼は少しだけ、唇を吊り上げてみせた。どこか作り物のような『魔女協会の使い』の顔。中性的で整った顔をした青年の薄い笑みは、やはりそれなりに絵にはなった。

　が、やはり小憎らしい魔法少女の方がよほど人間味があるな、と再確認したような思いになる。血が通っている、というのか。だから恐らくそちらが本物の彼なのだろう。敵ばかりの魔女協会せかいで伸し上がるために捨てた顔。

「しかしお前、いいのか」

「何が？」

「協会に害なす魔法少女なんかやっていて。全霊を以もって協会に仕えることを、協会に誓ったんじゃないのか」

　すると、ソアランは。

　ヒヒヒ、と声を上げて笑った。

「イラージャか。あの子は俺を、買い被りすぎだ」

　それだけ俺の外面の作りが上手いっていうことかな、と冗談交じりに言う。けれどスプートニクが笑わないことを知ると、彼は観念したように、また困ったようにため息をついた。

　空を見上げる。何もない青を見たところで、オリーブグリーンには何が映ることもないが。

　彼は言った。

「彼女はね。いい奴だった」

　その代名詞が指す人がイラージャではないことは明らかだった。

　彼の世界の中に、今はもう、いない人。

「互いに恋することはなかったが、とても良い相棒だった」

　何もない虚空を眺めて、嬉しそうに、目を細める。

　それを見ながらスプートニクは、魔法少女の言葉を思い出していた。『僕もね、昔、銀の指輪を作ったことがあるよ』。人と人が出会うまでにどのような歴程があったとしても、それによって生まれた縁えにしまでもが偽物であるとは、限らない。彼は一体、その指輪をどういった機会に、何を思って、何のために作ったのだろう。何のために、――誰のために。

　どこかの店がタイムセールでも始めたか、賑にぎやかな街並みが一層彩を増した。笑い合う女性二人が、各々の子供を連れて目の前を過ぎてゆく。人通りがにわかに増え、慌ただしい雰囲気に包まれる。

　ともすればかき消されてしまいそうな喧けん噪そうの中で、けれど確かに彼は、こう言った。

「大事なものを裂かれてなお笑っていられるほど、俺は人間ができていない」




　それじゃァね、と手を上げると彼はスプートニクに背を向けた。再会を約束する言葉はなかったが、またいつか会うことにはなるのだろうということは心のどこかでわかっていたから、スプートニクは「あァ」と「うん」の中間のようなそれを、曖昧に返した。

　上げた手をひらひらと振った後ろ姿は、やがて人の波の中に紛れ、消えていった。

　見失ったのではなく、本当に消えたのだろう。




　　　　　＊




「ずっとこうだったら、やっぱり嫌ですっ」

　喧やかましい音を立てつつ閉まりゆく扉に向けて、クリューはキィッと吠えてみせた。

　ドアベルの余韻にまるであざ笑われているような錯覚を感じる。エプロンの裾を握ってばさばさ上下に動かしストレスの解消を試みるが上手くいかず、彼女の不満は更に増した。

　まったく油断のならない店主である。魔法少女の一件で怪我をして、しばらくは大人しくしているだろうかと思ったのに、復帰早々鼻の下を伸ばして！　大体、女性を口説く暇があったら、看病したクリューに感謝の言葉の一つも伝えたらどうなのだろう。老医師に絶対安静を命じられた数日間、どれだけこちらが神経をすり減らしたか、あの俺様店主はわかっていない。

　男児たるもの清廉潔白で優しく勤勉であれ、とまでは言わない。ただせめて、もう少し思いやりの心を持っても罰は当たらないのではなかろうか。

　そう、もう少しクリューのことを思いやってくれて、褒めてくれて、感謝を伝えてくれて、たまには優しくしてくれて、一人の淑女として接してくれて、そして、そして、そして――

　――『クリュー。俺はずっと、お前のことが』

「だだだだ駄目ですスプートニクさんそんなそんなくくくクーなんかクーなんかでっでもスプートニクさんがどうしてもとおっしゃるのならクーとしてはやぶさかではないと言いますか大歓迎と言いますかっあのっそのえっとっ」

「あの、こんにちは」

「ひわぁっ!?」

　突如背後からかけられた声に、クリューは飛び上がらんばかりに驚いた。振り向くとそこには、いつの間にやら顔なじみの郵便屋が立っている。

「あわっ、えっと、こ、こんにちは！」

「郵便なんですが……大丈夫です？　虫退治か何かでも？」

「いえっなんでもないです！」

　いつからか無意識のうちに壁を全力で叩き続けていたようだ。手のひらが赤く腫れ、熱く脈打っている。クリューは手をさすりながら妄想のスプートニクをかき消すと、改めて郵便屋の青年に向き直った。

「そ、それで郵便屋さん、なんでしたっけ。大丈夫です、受け取ります」

「お手紙が一通になりますね。速達です」

　鞄から封筒を取り出し、朱印を確認しつつ彼は言う。

　礼を告げると郵便屋はにっこり微笑んで、いつものように「では確かにお渡ししました」と挨拶すると入口扉から仕事に戻っていった。

　スプートニク宝石店宛に速達で送られてくる郵便は決して珍しくない。商会からの納期が遅れる旨の連絡とか、顧客からの急いで仕立ててほしいという要望とか――しかし今回の速達はそのいずれでもなかったようだ。

「あれ」

　宛名は『スプートニク宝石店、クリュー様』になっていた。

　街の友人たちがときどきお遊びで彼女に手紙をくれることはあるが、速達扱いで郵便をくれるなんてことは。

　一体、誰だろう。差出人の名前を探して、封筒を裏返す。と。

　思いがけない人の名前が、そこにはあった。

「イラージャさん？」

　手紙を握ったまま、その差出人について思いを馳はせる。憎き魔法少女を捕らえ損ね、失望した様子でスプートニクとクリューへ頭を下げた彼女。さもありなん、捕獲に失敗したということは、彼女の想い人の運命もまた確定したようなものと言えたのだから。

　かけられる言葉なくただ彼女の様子を窺うクリューに、青い頬で、それでも気丈に「何か、他の方法を模索してみます」と笑いかけた彼女の姿はそう簡単に忘れられるものではなかった。

　そんな彼女が、はて、何の用だろう。

　文房具を収めた箱を探して、カウンターの下を覗き込む――と、それらの更に奥、暗がりに灰皿が見えた。同時に、一度開封した様子のある小箱が目に入る。どうやら、悪戯に気付いたようだ。してやったりと、頬がにんまり歪むのを自覚しながら、箱の中からペーパーカッターを取り出した。

　開封し、出てきたのは便箋数枚。不安定な場所で書かれたのか、筆跡は微妙に震えている。『親愛なるクリュー様へ』から始まった、他でもない彼女に宛てられた文章を、彼女はゆっくり目で追った。




　　　　　＊




　親愛なるクリュー様へ

　魔女協会コークディエ支部所属のイラージャです。先日は大変お世話になりました。店主様のお怪我は良くなりましたでしょうか？

　本日は、先日のお礼と、それからクリューさんにお伝えしたいことがあり、お手紙を書かせて頂くことにしました。少しでも早く知って頂きたく、帰還の馬車の中で書いておりますため、輪をかけて悪筆になっておりますがどうぞご容赦ください。




　伝えたいこととは他でもありません、私の上司のソアランのことです。

　先ほど帰還の道すがらにある協会支部に立ち寄った際、一足先にコークディエに戻られている彼と魔法で通話をすることができたのですが、そこで一つのことを知らされました。

　曰く、リアフィアット支部の設立の話が白紙に戻ったらしいのです。

　それに伴い、彼のリアフィアット支部長就任の話もまた立ち消えになったとのこと。魔法道具に映し出された彼は、昇進（名目上ではありますが）の話がなくなったことに、「残念ではあるが仕方ない」と苦笑しながら肩を竦めておりました。

　そうですか、と答えると彼はおどけたように「魔法から離れたのんびり隠居生活も良かったかもしれないね」「そのときは君も連れて行こうか」などとも言っておりました。

　恥ずかしながらその瞬間、私は魔法使い同士の争いのない平和な土地で、ただ彼にそっとお茶を淹れるだけの日々など想像してしまい、それは、二人で肩を並べて穏やかな日々を過ごすなんて、その光景は、まるでその、いえ実際には勿論有り得ないのですがそれでもそれはそれではまるで私が彼の




　取り乱しました。

　突然のことに私が何も言えずにいると、彼は「冗談だよ」と笑いました。「君には迷惑な話だったね」とも。慌てて、迷惑だなんてとんでもない、そうであったらいかに光栄であるかを語りましたが、彼がどれほどまで信じてくださったかはわかりません。けれど私の必死な様子を見て、道具の向こうの彼は微笑んでくれました。

　なぜあれほど順調に進んでいた計画が突然白紙に戻ってしまったのか理由はわかりませんが、少なくとも私自身としてはとても嬉しい話に思いました。

　ただ、それでナギたんを捕まえる理由がなくなったわけではありません。魔女協会の未来のため、魔法使いの発展のため、これからも魔法少女ナギたん捕獲のために全力を尽くしていこうと思います。




　それから、もう一つ。

　あの日、私の横たわるベッドの脇で、私の彼に対する想いを聞いてくださって、ありがとうございました。

　身分違いの、叶うことのない想いであることは重々自覚しておりましたので、誰かにこの想いを話したことなど一度もなく、秘めたままでいようと決意してはおりました。が、秘密というのはやはり負担を強いるもので、誰にも言えないそれをつらく感じるときもありました。

　ですが今回、クリューさんに話を聞いて頂けて、とても、とても楽しく、嬉しかったです。また、私なんかが、と弱音に近いことを吐いた私に、愛するのは自由だと、愛していていいのだと言ってくださって、ありがとうございました。お前は間違っていない、と背を押されたようで、心が軽くなりました。

　恋の話とは、こうも楽しいものだったのですね。




　ただ、私の慕う人は、最愛の婚約者を忘れた彼ではなく、婚約者を想う面も含めた彼なのです。

　いつか未来に、彼が私の方を振り向いてくれる日が来るのかはわかりませんが、今はただ彼の隣で、婚約者を喪うしなった彼の心の傷が癒えるのを、じっと待てたらと思います。




　本当に、ありがとうございました。

　クリューさんさえ良かったら、また、相談に乗ってください。




　　　　　＊




「……イラージャさん」

　最後の署名に至るまで、ゆっくりと、時間をかけて読み終えて。そして呟いた彼女の名前は、まるで吐息のようになった。

　真面目で仕事熱心で、けれど心に秘めた想いは普通の女の子と大差なく。

　返事を書こう。そう思い、クリューは深く頷いた。封筒と便箋は部屋にあったはずだ。遠距離郵便の送り方なら、恐らくはスプートニクが知っている。書くことは、こちらこそ世話になったということ、希望が叶ったようで嬉しいということ、相談ならいつでも歓迎しているということ、恋路を応援しているということ――その他、たくさん。

「やっぱり魔法使いさんにだって、いい人はいるんです」

　温もりを感じたような気がして、そっと手紙を胸に抱く。

　――それに。思ったそのとき、背後でドアベルが鳴った。

「ただいまァ」

「魔法使いじゃなくたって、性格の良くない人はいるんです」

　低く呟いたそれを、帰宅したスプートニクはどうやら耳みみ聡ざとく聞き留めたらしい。

「？　何か言ったか」

「言ってないです。おかえりなさい。ぷん」

　そっぽを向く。聞かせる理由のないことをわざわざ再度言う必要はあるまい。

　手紙を陳列棚の上に置くと、彼の方を見ないまま、機嫌を損ねている様子を前面に押し出して問いかける。

「で、あの女の人、何の用だったんですか。ついにスプートニクさんも年貢の納め時ですかっ。ぷん」

「縁起の悪いこと言うな。突然来た割には大した用件じゃなかったよ」

　その証言がどれだけ信用できたものかはわからないが、たとえそうであったとしても彼の素行がすべて清算できるわけではない。明後日の方を向いたままでいると、「機嫌直せ」と声がした。たったそれだけの説明で、置いてけぼりを食らった私の機嫌が直るわけなんてないでしょう――身勝手な物言いにそう噛みついてやろうとした、そのとき。

　クリューの目の前に、突然彩が広がった。

「えっ？」

　瞬きをして、彩を見つめる。その正体は、宝石のように光りはしないが、同じように鮮やかで、甘い匂いと瑞みず々みずしさを帯びて佇む――花の束。

　驚きに何も言えずにいると、楽しげな声が降ってきた。

「おみやげ。花屋で、新装祝い代わりに注文してきた」

　そういえば数日前、郵便物に交じって花屋のチラシがレジの横に置いてあったような。

　渡されたものは、ピンクと白を基調にした、可愛らしいブーケ。顔を寄せれば優しい香りがふわりと鼻び腔こうに届く。包まれた花の中にはまだつぼみの状態のものも幾本かあり、管理に気をつければしばらくは楽しめそうだった。

　花瓶はどこにしまったろうか。そんなことを思いながら花から顔を上げると、スプートニクと目が合った。何が面白いのかニヤニヤ笑いながら彼女を見ている。

　どうせまたつまらないことを思っているのだろう、と気付きながらも一応、尋ねる。

「……なんですか？」

　しかし、返ってきた言葉はクリューにとって予想外のそれだった。

「『君の前ではどんな花も装飾品も霞んでしまって俺は君に何をプレゼントしたらいいのかまったく見当もつかないよ』」

「えっ」

　半ば棒読みではあるが、かけられた不意の賞賛に何の反応もできず、つい硬直してしまう。

　が、このスプートニクがそんな言葉を意味もなく彼女へ言うわけがないのである。どうせまた、何かの裏があるか、良くてもただのご機嫌取りだ。

「見え透いたお世辞言われたって嬉しくないですっ」

「頬が緩んでるぞ」

「ゆるゆるゆるゆるゆるんでなんかないですっ」

　空いた左手で自分の頬を持ち上げるようにして、崩れた表情をなんとか戻そうと努力する。そんな彼女にスプートニクは大仰な仕草で腕を広げ、やはり嘲るようにこう続けた。

「どうして俺の思いが伝わらないのかわかんねェよ。俺は四六時中、お前のことを考えているのになァ」

「へ、変な嘘ついたってクーは騙されないです。クーだっていつまでも子供じゃないですっ」

「子供じゃない、ねェ」

「そうですっ。……お、お花、花瓶に移してきますっ」

　結局戻せなかった頬を隠すように、スプートニクに背を向ける。早足で歩くと『従業員専用』のノブを握って戸を開き――

「クー」

　名を呼ばれ、反射で振り返る。

　スプートニクは目を細め、ただ微笑んでいた。

「似合ってる」

　――ああ、駄目だ。

　そうわかっていながらも、胸が高鳴るのを抑えられない。

　花の香りと届いた手紙と、笑いかけてくれる灰の瞳。それらの揃った店内に、たとえようのないぬくもりを覚えながら、クリューはブーケを優しく抱きしめた。

「ありがとう、ございます」

　どうやっても消せない笑顔を隠すことをやめ、そしてゆっくり、礼をした。

　まだ届かない自身の想いが、いつかは彼に伝わるように。




　　　　　＊




　そうしてクリューは『従業員専用』の戸の中に消え、店にはスプートニクだけが残される。

　店内の気温のせいか、つい湧いて出た小さな欠伸を噛み殺しながらスプートニクは思考に耽ふける。糖度の高い言葉など呟いてしまったのは、恐らく今なお口の中に残る甘ったるい味のせいだ。あれからそれなりの時間が経っているというのに、チョコレートの甘さは喉の奥から蘇ってなかなか消えることがない。

「ただ甘いだけのものなんてそう食うもんじゃねェわな」

　呟きながら、本日の業務日誌に『軟派な呆れた魔法少女に甘味を無理やり注文された』と書き残すことを決意する。彼女が戻ってきたらコーヒーでも淹れようと考えつつレジカウンターの椅子に腰を下ろした、そのとき。
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　ショーケース上に置かれた、開封済みの手紙に気が付いた。

　怪訝に思いながら席を離れ、手紙を取り上げる。認められた受取人は珍しくも店主スプートニクでなく従業員クリューになっていたが構うまい、こんなところに放置しておく方が悪いのだ。

　差出人は先日ここを訪れた女魔法使いになっていた。数枚に渡って綴つづられたそれを、ざっと斜め読みをする。先ほど聞いた話の一部が、視点を変えて綴られていた。

　最初こそ何の用かと思ったが、読んでみれば特に真新しい情報はない。そしてクリューに害悪となりそうな話も、また。それがわかるとスプートニクは、便箋と封筒を元のように戻した。自分宛の手紙を無断で見たと知れば、きっと彼女は怒って文句を言うだろう。最近小難しい言葉を使いたがる年頃のようで、知識を得るのは良いことだが、それはそれでうるさいものだ。

　しかしながら――思いを馳せる。陳列棚上の卓上鏡に映った自身の顔は、眉間に深い皺が刻まれていた。

　彼女はこれに、返事を書きたいと言うだろうか。市内はともかく、市外の、コークディエ市ほどの中遠距離郵便の送り方はまだ、教えていなかったはずだ。返事を出すとなったなら、きっと自分に方法を聞いてくるだろう。

　手紙を出すのは構わない。彼女の交友関係が広がるというのもまた、彼女の成長のためには歓迎すべきことである。ただ問題なのは、彼女の手紙の受取人が、魔法使いであるということだ。それが元で、魔女協会に彼女のことを不審に思われたりはしないだろうか。ただの友人であると言って、先方はそれを信じるだろうか。何かの細工をする必要は――

　そんなことをぐるぐると考えて、不意に。

　つい先ほど、自分自身の吐いた言葉を思い出した。




『俺は四六時中、お前のことを考えているのになァ』




　彼女が嘘だと糾弾した、その言葉。

　嘘、ねェ。思いながらスプートニクは、スラックスのポケットに手を入れた。

　指に当たった異物が一つ。人さし指と親指で摘まんで取り出し、窓から差し込む陽光に透かす。魔法少女より先ほど返却されたそれ、黒一色の小さなそれは、もとは瞳だったことなど、言われなければわからない。

　それを眺めながらスプートニクは、まァ、いいかと嘆息する。郵便程度、いくらでも誤魔化す手段はある。どうしても問題があるのなら、『魔法少女』でも脅迫、もとい協力を依頼すればいい。

　何とでもなるのだ。――今までだって、そうしてきた。

　しかし。

「嘘、か」

　小さな色なき瞳の奥に、贈った赤など見出しながら、スプートニクは呟いた。

「あながち嘘でも、ないんだがなァ」

　ついこみ上げる感情を、抑えきれずに喉で笑う。

　それもまた、彼女が知る必要のないことだ。





おしまい。









エピローグ




　リアフィアット市は大陸東部に位置する、ルカー街道の宿場町として栄えた中程度の街である。

　年間を通して温暖な気候から、多種多様な果物・花か卉きの産地としても知られているその街は、魔女協会の支部こそないけれど警察局の治安維持活動は非常に優秀で、未解決の事件はゼロに等しく、とても暮らしやすい土地だ。

　そんな街の片隅に、家族経営の小さな喫茶店があった。――『喫茶店カフェフィーネ』。




「今日もリアフィアット市は、平和ねぇ」

　コーヒーの香りが店内を満たす、穏やかな午後。ティータイムにはやや遅いが、晩酌の時間にはひどく早い、そんな時間帯に。

　喫茶店カフェフィーネの店員エルサは、一人の女性客を相手に、とりとめのない会話をしていた。

「リアフィアット市の敏腕警部殿が、こんなところで休日を楽しんでいるんだから」

「敏腕警部でもなんでも、お休みは取るって法律で決まってるのよ。そんなことよりエルサ、タルトちょうだい。タルト。なんでもいいわ、おすすめの」

「非番ならこんなところで油売ってないで、実家帰ったらどうなの？　ナツ」

　女性客、ナツ。警察局リアフィアット支部の警官で、エルサの昔からの友人でもある。

　エルサの冗談交じりの言葉に、ナツはまるで子供のように唇を尖とがらせた。

「嫌よ。二言目には絶対、『そろそろいい人はいないの』なんだから」

「そんなこと言ったって、一言目はねぎらいの言葉なんでしょう？」

「『そんな危ない仕事、いつまで続けるつもりなの』」

「それは失敬」

　幼い頃からの付き合いのおかげで、ナツの両親のことはエルサもよく知っていた。いずれも娘想おもいのいい人たちだ。だからこそ、毎日のように悪党と対たい峙じする娘を見ていると心配で、そう言いたくもなるのだろう。

　彼女のリクエストに応えるため、冷蔵ショーケースの中を覗のぞき込こむ。

「タルトね。今用意できるのは、エッグタルトと――」

「揚げナスのボロネーゼくださいっ」

　そのとき、エルサの言葉を遮るようにドアベルが鳴った。

　と同時に、注文の声。本来ならコロコロと愛らしい音を鳴らすはずのベルは、勢いよく開けられたせいで些いささか喧やかましいものになっている。

　入口扉を見ると、そこには小さな影がひとつ。

　ベルの余韻すら弾はじくように、人影は鋭く追加注文を述べる。

「サラダセットがいいですっ」

　小柄な体、栗くり色いろの長い髪、細い手足。くりくりと大きく可愛かわいらしいはずの瞳は、しかし今日は不機嫌そうに吊つり上あがっている。唇を尖らせたせいで顎にはたくさんの皺しわが寄り、また頬ほおは林りん檎ごのように赤く、ぷっくりと膨らんでいた。

　エルサは彼女を知っていた。喫茶店と同じ並びにある宝石店の、従業員だ。

「あらいらっしゃい、クリューちゃん。お夕飯？　早いのね」

「そうです。お客様が途切れたので、今日はちょっと早めに閉店にしたんです」

「それはそれは、お疲れ様。ボロネーゼのサラダセットね、ただいまお作りするわ。お持ち帰り？」

「スプートニクさんと同じ屋根の下でなんて食べたくないですっ！」

　尋ねると、鋭い答えが返ってきた。――これは、また。

　そっとナツを窺うかがうと、彼女は唇を曲げて「また何かやらかしたのねあのゲス」とでも言いたそうな表情をしている。あそこの店主は悪い人ではないのだが、少々性格に難がある。エルサはそれほど苦手ではないが、正義を形にしたようなこの女警察官ナツとは相性が悪かった。

　注文の復唱はしない。かしこまりましたと手早く答え、厨ちゅう房ぼうに注文を通す。

　昼のセットはそれほど時間はかからずに出来上がる。ワンプレートに仕上がったパスタとサラダのセットを、カウンター席に座るクリューの前に差し出した。

「お待たせしました」

「いただきますっ」

　言うが早いか山ほどの粉チーズをかけると、フォークで巻き取る時間も惜しいとばかりに、ずるずるずるずる、と音を立てて掻かき込むクリュー。いつもならばそんな行儀の悪い真似まねはしないのだけれど、今日はそれだけ急いでいるのか、それとも。

「またスプートニクさんが何かしたの？」

「むぐ」

　どうも当たりを引いたらしい。一生懸命に動いていた頬が、エルサの一言でぴたりと止まる。やがて飲み込み、水を煽あおると、やるせない感情を表現するようにフォークを握る手に力を入れた。

「今の私は『げきど』しているのです。『どはつ』が『てん』をついているのです。それで、それで、ええと、そうです」

　正しい言葉を探してしばらく迷い、やがて叫んだ。

「今日という今日は、かんかん袋の緒が切れたのです！」

「堪忍袋ね？」

「今日の私はかんかんなのですっ」

　叫び、フォークを振り回すその様は、確かに怒り以外の何物でもない。

「スプートニクさん、まぁたお客様といちゃいちゃして。本当に駄目な店主ひとですっスプートニクさんはもっと真面目にものを売るべきですっ。大体、宝石を売るのになんでお客様の腰に手をやる必要があるんですかっ顔を寄せる必要があるんですかっ！」

　あそこの店主は性格はともかく、顔はいい。そして商売の腕も悪くなく、良く言えば『自身の持つ長所を最大限に活いかした』営業活動をする。

「それにですねぇ――お客さんが帰ったあと文句言ったら、スプートニクさん、私になんて答えたと思います!?」

「なんて言ったの？」

「私の胸元見ながら『それは失礼致しました平面』って！　ひどいですスプートニクさんのバカぁうわぁぁん!!」

「よしよし、それは辛つらかったわね。スプートニクさんひどいこと言うのねぇ」

　ついに声を上げて泣き出したクリューの頭を抱いて撫なでてやる。縋すがるように顔を擦すり寄せてきて、ソースまみれの口がエルサのエプロンを汚した。

　元よりスプートニクと仲の良くないナツが、テーブルに肘をついて言う。

「あんな馬鹿の言うことなんて気にすることないわよ、クリューちゃん。そもそもクリューちゃんはそのまんまで充分可愛いんだから、あんな奴やつの言うことなんて気にしなくていいの」

「ふ。ふぇ」

「第一、胸なんて大きいからっていいことないわよ。肩凝るし、犯人捕縛するときに邪魔だし」

「ふえぇぇぇぇぇんっ」

「ちょっと黙って。ナツ」

　これの発育は、昔から付き合いのある自分でも何度か嫉妬したことがあるほどなのだから、今の彼女にナツがそれを言うのは火に油を注ぐようなものだ。

「大丈夫よクリューちゃん。クリューちゃんだってあと数年もすれば大人の女性になるわ。そこの、あとは垂れるだけのモノとは違うんだから安心して」

「ちょっとエルサ何サラっと毒吐いてるのよ」

「うるさいわね無駄おっぱい」

「クーだってクーだってクーだってぇっ」

　ナツの文句は無視。しゃくり上げるクリューの頭を撫でてやる。

　クリューはなんとか落ち着くと、低い声でぽつぽつと話し出した。

「スプートニクさんは私のことなんてどうでもいいんです。お客さんの方が大事なんです。スプートニクさんは、クーの、クーの……」

　ひっく、と一つしゃっくりをして。

　それから、まるでそれが決定事項であるかのように叫んだ。

「クーの体だけが目当てなんですっ」

　……それがどういう意味なのかは、よくわからないが。

　ただ、本当に彼が彼女を「どうでもいい」と思っているかどうかは疑問の余地がある。つい湧いた笑みを隠すため、唇を指で軽く押さえながら、エルサはクリューの左手を見た。

「ところで、前から思っていたんだけど。クリューちゃんのその指輪、可愛いわね」

「あっ……これ、ですか？」

　と、クリューの表情が少し、明るくなった。

　左手中指の、赤い石の嵌はまった指輪。素材が白金か銀かまではわからないけれど、彼女の細い指によく似合っている。ここ最近いつ会っても嵌はめているのだから、きっと彼女自身気に入っているのだろう。予想通り、弾んだ声でそれの説明を始める。

「これ、私の宝物なんです。スプートニクさんが……」

　が、その名前を口にした瞬間、声はまた低く戻ってしまった。

「……スプートニクさんが、私に、くれたんです」

　けれどエルサは、その変化に気付かないふりで。

「そうなの。スプートニクさん、クリューちゃんのこと大事に思ってらっしゃるのね」

「そんなことないです。スプートニクさんは、もっと胸とかおっきいひとが好きなんです」

「でもクリューちゃん。私、スプートニクさんがお客さんにただでアクセサリー差し上げたとか、そんな話、聞いたことないけどなぁ」

　――すると、クリューは。

　はた、と何かに気付いたように顔を上げた。

　となれば読みは間違ってはいないようだ。涙に潤む瞳を向けるクリューへ、エルサはにっこりと笑ってみせる。

「それ、すごく素敵な指輪だもの。安いものじゃないんでしょう？　きっと、スプートニクさんにとってクリューちゃんが特別な人だから、クリューちゃんに『だけは』贈り物をするのよね」

「クーだけ……特別？」

「そ。特別だから、クリューちゃんにはつい軽口言っちゃうのよ。もしかしたらスプートニクさん、好きな子はついいじめちゃう子供っぽいタイプなのかもね」

「すっすすすす好きなんてそんなっクーはクーはっそんなんじゃっ」

「うふふ。だから、大人なクリューちゃんが許してあげないと。大人の包容力で、ね？」

「……おとな」

　呟つぶやいたクリューの瞳がきらきら光って見えるのは、涙のせいだけではあるまい。

　相変わらず口がお上手ね、とでも言いたそうなナツの視線は無視。もう一度彼女の柔らかい栗色を撫でて、一言何か励ましの言葉を――そう思ったと同時。

　――コロンコロン。

　入口扉のドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ――あら」

　噂うわさをすればとでも言おうか、そこに立っていたのは渦中の人物。店内を見回し、一瞬だけ眉をひそめたのは、天敵ナツを見つけたせいか、それとも。

　彼は何も言わずに入ってくると、空いた席に腰かけた。わざわざカウンターから一番遠い席に陣取ったあたり、彼女を怒らせた原因が自分にあることくらいは自覚しているのだろう。

　エルサはクリューから離れると、エプロンのポケットから伝票を出して彼のもとに行く。彼女が挨拶をするのを待たずに、彼は注文を口にした。

「クリームパスタくれ。持ち帰りで」

「かしこまりました。クリューちゃん、来てるわよ」

「見りゃわかるよ。まだカリカリしてんだろ、頭冷えたら返してくれ」

「もう大丈夫だと思うけれど」

「ん？」

　意味有りげに答え、視線をカウンターにやる。と、ちょうどクリューが、椅子から飛び降りてこちらに向かってくるところだった。

　やがてスプートニクの隣までたどり着くと、笑顔を消して唇を尖らせる。そして、

「スプートニクさん。く、クーは。クーは怒ってますよ？」

「へェ」

　予測はしていたのだろう。机に肘をついて、呆あきれたように返事をする。しかし。

　クリューの言葉は終わらない。両腕を大きく広げると、彼女はしたり顔でこう言った。

「で、でも許してあげないでもないです。だってクーは『おとな』だから！」

　――と。

　続いたそれは、やはり彼にとって予想外であったのか。スプートニクの灰の目が、やや大きく見開かれた。

　そしてクリューをしばらく見つめて――彼は。満足げに笑う自身の従業員を指さし、小声でエルサに問いかける。

「エルサ。何を言った？」

「秘密」

　しかしエルサは答えを言わない。立てた人さし指を唇に当てて、そう返す。

　彼の眉は更に寄るけれども、あんな可愛らしい子を泣かせたのだ、そのくらいの罰はあってもいいだろう。

　ますます不思議そうに首を傾かしげるスプートニクには、それ以上構わない。上機嫌そうなクリューにだけ一つウインクを贈ると、エルサは厨房に注文を伝えるため背を向けた。




　そして。

「ありがとうございました！」

「ありがとうございました。またいらしてね」

　クリームパスタの包みと、残りのボロネーゼを包んだそれを各々持ち、並んで帰っていく二人を見送る。きっとあれを食べたあと、今度は明日の業務の準備をするのだろう。仲睦むつまじいまま一日が終わるか、それとももう一波乱起こるか、そこまではエルサの知ったことではないが。

　扉が閉まり、やがてドアベルの余韻が消える。さて、そろそろ晩酌を求めて客が来る頃だ。準備をしないと――思い、エルサが棚の酒瓶を仰いだとき。

　ナツがぽつりと、呟いた。

「クリューちゃん、あんな男の従業員なんて、いつまで続けるつもりなのかしら」

　転職した方が絶対いいのに。といたく不満げなナツの表情に、エルサはつい吹き出した。

「何よ、エルサ」

　一体何がそうもおかしいのか、わかっていない様子のナツ。ならば教えて差し上げようと、エルサは人さし指を立ててこう囁ささやいた。

「ナツのご両親も、同じようなこと思ってるわよ」

　幼おさな馴な染じみの眉間の皺がますます深く、また表情が渋くなって。

　エルサはとうとう耐え切れず、声を上げて笑った。




　　　　　＊




　影の伸びる石畳の上、黄昏たそがれの下を二人で歩く。中身は違うけれど、揃そろいの袋を手に提げて。

　店主の愛想のない顔を見上げ、クリューは彼の名を呼んだ。

「スプートニクさん」

「ん？」

「スプートニクさんは」

　私のこと好きですか。

　本当はそう聞きたいけれど、そんなことは聞けないから。

　少しばかり、意味と言い回しを変えて問いかける。

「私の『体質』が治っても、私と一緒にいてくれますか」

　訪れた沈黙は、それほど長くなかった。まるで拗すねたような仏頂面で、

「……今の店を一人で切り盛りするのは、骨が折れるだろうよ」

　それは、つまり。

「スプートニクさん」

　今度は、返事はなかった。

　けれどきっと、聞こえている。

「道が混んでます。はぐれたら大変です、手繋つないであげます」

「何言ってんだ。店うち、すぐそこじゃねェか」

「我がまま言ったら駄目です。ほらっ」

　そして半ば無理やりに、自身の右手を彼に差し出す。

　躊躇ためらうような間のあとに、節くれだった左手が、彼女をそっと包んでくれた。




　リアフィアット市は大陸東部に位置する、ルカー街道の宿場町として栄えた中程度の街である。

　年間を通して温暖な気候から、多種多様な果物・花卉の産地としても知られているその街は、魔女協会の支部こそないけれど警察局の治安維持活動は非常に優秀で、未解決の事件はゼロに等しく、とても暮らしやすい土地だ。

　そんな街の片隅に、店員二名の小さな宝石店があった。――『スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニク』。





宝石吐きのおんなのこ～ちいさな宝石店のすこし不思議な日常～　おしまい。









あとがき




　打診を頂いた日のことは、あまり記憶にありません。

　ただ、ふとカレンダーを見たら下一桁が八の日で、「末広がりとは縁起がいいや」と思ったことは覚えています。

　はじめまして。なみあとと申します。




　こちらは、小説投稿サイト『小説家になろう』様にて連載しております『宝石吐きの女の子』の書籍版です。『第二回エリュシオンライトノベルコンテスト』（なろうコン）の追加書籍化作品として、ぽにきゃんＢＯＯＫＳ様より出版して頂くこととなりました。

　お話を頂いてからは、書籍化のための原稿を作成したり、いろいろな媒体で拙作をご紹介頂いたり、イラストコンテスト『Ｃｒａｆｅ』の賞品棚に座らせて頂いたりと、貴重な体験をたくさんさせて頂きました。人生、何が起こるかわからないものです。

　というかこんなおおごとになるのでしたら、もうちょっと、きらきらふわふわ可愛かわいいタイトルにしておくべきでした。『宝石吐き』なんてけったいなフレーズのせいで、多くの方に二度見されましたし、家族や友人たちには「『吐く』ってタイトル的に大丈夫なのか」と心配もされました。たぶん担当編集さんももっと可愛いタイトル付けたかったはずです。すみません。

　その他諸もろ々もろ、未熟であったはずの拙作ですが、こうも立派な書籍として世に出ることができたのは、ひとえにお力添えくださった皆様のおかげと思っています。




　謝辞を。

　拙作の書籍化に関しお世話になりました、ぽにきゃんＢＯＯＫＳ様、クラウドゲート様。右も左もわからないド新人の私を、的確なアドバイスで導いてくださった担当編集Ｕ様。『宝石吐き』の世界と登場人物たちを、温ぬくもり溢あふれる素敵なイラストにしてくださった、景けい様。

　拙作を書くきっかけになった『宝石を吐き出す女の子と宝石商のラブ』というフレーズをくださった千せん石ごく様、伊い川がわ様。石の良さ、装飾品の良さを教えてくださったアクセサリー作家の皆様。「なみあとせんせーめんどくさい」と言いながらも、しっかり相談に乗ってくれた友人たち。

　オンラインからずっと拙作にお付き合いくださっている読者の皆様。お店で拙作を見つけてくださった読者の皆様。

『宝石吐き』に関わってくださった、すべての皆様へ。

　本当にありがとうございました。

　またいつか、なみあととして、どこかでお会いできましたら幸いです。





なみあと
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